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ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
試
訳
（
そ
の
四
）

鈴
木　

滿　

訳
・
注

＊
凡
例

１
．
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
Ｂ
と
す
る
）
の
訳
・
注
で
あ
る
本
稿

の
底
本
に
は
次
の
版
を
使
用
。

D
eutsches Sagenbuch von Ludw

ig Bechstein. M
it sechzehn H

olzschnitten nach Zeichnungen von A
. Ehrhardt. 

Leipzig, V
erlag von Georg W

igand. 1853. ; Reprint. N
abu Press. 

初
版
リ
プ
リ
ン
ト
。
ち
な
み
に
一
〇
〇
〇
篇
の
伝
説
を
所
収
。

２
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
は
分
載
試
訳
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
記
す
。

３
．
ヤ
ー
コ
プ
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
グ
リ
ム
兄
弟
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
と
す
る
）
を
参
照
し
た
場
合
、
次
の
版
を

使
用
。
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D

eutsche Sagen herausgegeben von Brüdern G
rim

m
. Zw

ei Bände in einem
 Band. M

ünchen, W
inkler V

erlag. 1981. 

V
ollständige A

usgabe, nach dem
 T

ext der dritten A
uflage von 1891. 

ち
な
み
に
五
八
五
篇
の
伝
説
を
所
収
。

　

な
お
稀
に
で
は
あ
る
が
、
Ｄ
Ｓ
の
英
語
訳
で
あ
る
次
の
版
（
略
称
を
Ｇ
Ｌ
と
す
る
）
も
参
照
し
た
。

T
he G

erm
an Legends of the Brothers G

rim
m

. V
ol.1/2. Edited and translated by D

onald W
ard. Institute for the 

Study of H
um

an Issues. Philadelphia, 1981. 

４
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
と
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
分
載
試
訳
冒
頭
に
記
す
Ｄ
Ｓ
Ｂ
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
の

下
に
、
ほ
ぼ
該
当
す
る
Ｄ
Ｓ
の
番
号
・
原
題
を
記
す
。
た
だ
し
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
記
事
の
僅
か
な
部
分
が
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
に
該
当
す
る
場

合
は
こ
こ
に
は
記
さ
ず
、
本
文
に
注
番
号
を
附
し
、「
Ｄ
Ｓ
＊
＊
＊
に
詳
し
い
」
と
注
記
す
る
に
留
め
る
。

５
．
地
名
、
人
名
の
注
は
文
脈
理
解
を
目
的
と
し
て
記
し
た
。
史
実
の
地
名
、
人
名
と
の
食
い
違
い
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
殊
更
言
及
し
な
い
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
注
で
こ
れ
が
明
白
に
な
る
分
は
い
た
し
か
た
な
い
。

６
．
語
ら
れ
て
い
る
事
項
を
、
日
本
に
生
き
る
現
代
人
が
理
解
す
る
一
助
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
、
訳
者
が
判
断
し
た
場
合
に
は
、

些
細
に
亘
り
過
ぎ
る
弊
が
あ
ろ
う
と
も
、
あ
え
て
注
に
記
し
た
。
こ
う
し
た
注
記
に
お
け
る
訳
者
の
誤
謬
へ
の
ご
指
摘
、
お
よ
び
、
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
も
注
記
が
必
要
、
と
い
っ
た
ご
高
教
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ま
こ
と
に
幸
い
で
あ
る
。

７
．
伝
説
タ
イ
ト
ル
の
ド
イ
ツ
語
綴
り
は
原
文
の
ま
ま
。

８
．
本
文
お
よ
び
注
に
お
け
る
〔　
　
　

〕
内
は
訳
者
の
補
足
で
あ
る
。
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＊
分
載
試
訳
（
そ
の
一
）
の
伝
説

　
　
　

一 

ド
イ
ツ
の
大
河
ラ
イ
ン
の
話V

om
 deutschen Rheinstrom

.

　
　
　

二 

ス
イ
ス
の
民
の
起
源D

es Schw
eizervolkes U

rsprung.　
　
　

*D
S514 A

usw
anderung der Schw

eizer.

　
　
　

三 
聖

ザ
ン
ク
ト

ガ
ル
スSanct Gallus.

　
　
　

四 
聖

ザ
ン
ク
ト

ガ
レ
ン
の
修
道
士
た
ち
が
祈
り
を
捧
げ
て
葡ワ

イ

ン
萄
酒
を
授
か
るD

ie St. Galler M
önche erbeten W

ein.

　
　
　

五 

ダ
ゴ
バ
ー
ト
の
徴し

る
しD

agoberts Zeichen.　
　
　

*D
S439 D

agoberts Seele im
 Schiff. /　

*D
S440 D

agobert 

und seine H
unde.

　
　
　

六 

テ
ル
伝
説D

ie T
ellensage.　

　
　

*D
S298 D

ie drei T
elle. / *D

S515 D
ie O

chsen auf dem
 A

cker zu 

M
elchtal./ *D

S516 D
er Landvogt im

 Bad. / *D
S517 D

er Bund im
 Rütli./ *D

S518 W
ilhelm

 T
ell.

　
　
　

七 

ル
ツ
ェ
ル
ン
の
ホ
ル
ン
と
殺
害
の
夜Luzerner H

örner und M
ordnacht.　

　
　

*D
S519 D

er K
nabe erzählt ,s 

dem
 O

fen. / *D
S520 D

er Luzerner H
arschhörner.

　
　
　

八 

ホ
ー
エ
ン
ザ
ク
ス
の
殿
た
ちD

ie H
erren von H

ohensax. 

　
　
　

九 

イ
ー
ダ
・
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ト
ッ
ゲ
ン
ブ
ル
クIda von der T

oggenburg.　
　
　

*D
S513 Idda von 

T
oggenburg.

　
　

一
〇 

ピ
ラ
ト
ゥ
ス
と
群ヘ

ー
ル
ド
マ
ン
ド
リ

れ
な
す
小
人D

er Pilatus und die H
erdm

anndli.　
　
　

*D
S150 D

ie Füße der Zw
erge.

　
　

一
一 

獣
と
魚
を
守
る
山ベ

ル
ク
マ
ン
ド
リ

の
小
人D

ie Bergm
anndli schützen H

eerden und Fische. 　
　
　

*D
S302 D

er Gäm
sjäger.

　
　

一
二 

群ヘ
ー
ル
ド
マ
ン
ド
リ

れ
な
す
小
人
の
退
去D

ie H
erdm

anndli ziehen w
eg.　

　
　

*D
S148　

D
ie Zw

erge auf dem
 Baum

. / 

*D
S149 D

ie Zw
erge auf dem

 Felsstein.
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一
三 

デ
ュ
ル
ス
トD

er D
ürst.　

　
　

*D
S 172 D

er w
ilde Jäger H

ackelberg. / *D
S270 D

er T
ürst, das Posterli 

und die Sträggele. / *D
S312 D

ie T
ut-O

sel.
　
　

一
四 

有ド
ラ
ッ
ヘ

翼
龍
た
ち
と
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
た
ち
の
話V

on D
rachen und Lindw

ürm
en.　

　
　

*D
S217 D

er D
rache fährt aus.

　
　

一
五 
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
リ
ー
ト
と
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍W

inkelried und der Lindw
urm

.　
　
　

*D
S218 W

inkelried und der 

Lindw
urm

. / *D
S220 D

as D
rachenloch.

　
　

一
六 

カ
ス
テ
レ
ン
高ア

ル

プ

原
牧
場K

astelen A
lpe.

　
　

一
七 

おブ
リ
ュ
ー
メ
リ
ス

花
の
高ア

ル

プ

原
牧
場Blüm

elis A
lpe.　

　
　

*D
S93 Blüm

elisalp.

　
　

一
八 

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
に
現
れ
た
永
遠
の
ユ
ダ
ヤ
人D

er ew
ige Jude auf dem

 M
atterhorn.　

　
　

*D
S344 D

er 

Ew
ige Jude auf dem

 M
atterhorn. / *D

S345 D
er K

essel m
it Butter.

　
　

一
九 

巖い
わ
か
べ壁

の
聖
母M

utter Gottes am
 Felsen.　

　
　

*D
S348 D

as M
uttergottesbild am

 Felsen.

　
　

二
〇 

動
物
た
ち
の
楽
園D

as Paradies der T
hiere.　

　
　

*D
S300 D

ie Zirbelnüsse. / *D
S301 D

as Paradies der 

T
iere.

　
　

二
一 

悪
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ブ
リ
ュ
ッ
ケ

魔
の
橋

D
ie T

eufelsbrücke. 　
　
　

*D
S337 D

ie T
eufelsbrücke.

　
　

二
二 

牡シ
ュ
テ
ィ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ

牛
の
小
川D

er Stierenbach. 　
　
　

*D
S143 D

er Stierenbach.

　
　

二
三 

よベ
ッ
サ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン

り
良
き
石D

er Besserstein.

　
　

二
四 

十ク
ロ
イ
ツ
リ
ベ
ル
ク

字
架
山D

er K
reuzliberg. 　

　
　

*D
S340 D

er K
reuzliberg.

　
　

二
五 

骰ヴ
ュ
ル
フ
ェ
ル
ヴ
ィ
ー
ゼ

子
が
原D

ie W
ürfelw

iese.

　
　

二
六 

バ
ー
ゼ
ル
の
時
の
鐘D

ie Basler U
hrglocke.
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二
七 

ア
ウ
グ
ス
ト
近
郊
な
る
異ハ

イ
デ
ン

教
徒
穴ロ

ッ
ホ

の
蛇
乙
女D

ie Schlangenjungfrau im
 H

eidenloch bei A
ugust. 　

　
　

*D
S13 D

ie Schlangenjungfrau.

　
　

二
八 

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
公
誓
言
を
守
るH

erzog Bernhard hält sein W
ort.

　
　

二
九 
忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト
の
話V

om
 treuen Eckart.

　
　

三
〇 
ツ
ェ
ー
リ
ン
ゲ
ン
家
の
起
源D

er Zähringer U
rsprung.　

　
　

*D
S527 U

rsprung der Zähringer.

　
　

三
一 

巨
人
の
玩お

も
ち
ゃ具D

as R
iesenspielzeug. 　

　
　

*D
S17 D

as R
iesenspielzeug. / *D

S325 D
ie R

iesen zu 

Lichtenberg.

　
　

三
二 

蟇ク
レ
ー
テ
ン
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

蛙
の
椅
子K

rötenstuhl. 　
　
　

*D
S223 D

er K
rötenstuhl.

　
　

三
三 

粉
挽ひ

き
小
屋
の
熊く

まD
er M

ühlenbär.

　
　

三
四 

司コ

ー

ル

教
座
聖
堂
王

ケ
ー
ニ
ヒChorkönig.

　
　

三
五 

聖
ザ
ン
ク
ト

オ
ッ
テ
ィ
ー
リ
アSankt O

ttilia.

　
　

三
六 

父
と
息
子V

ater und Sohn.

　
　

三
七 

大
聖
堂
の
時
計D

ie M
ünster-U

hr.

　
　

三
八 

シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
射
撃
祭
と
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
粥か

ゆStraßburger Schießen und Zürcher Brei.

　
　

三
九 

ブ
レ
ッ
テ
ン
の
小
犬D

as H
ündchen von Bretten. 　

　
　

*D
S96 D

as H
ündlein von Bretta.

　
　

四
〇 

ト
リ
フ
ェ
ル
スT

rifels.

　
　

四
一 

カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
の
赤

デ
ア
・
ロ
ー
ト
バ
ル
ト

髭

D
er Rotbart zu K

aiserslautern. 　
　
　

*D
S296 K

aiser Friedrich zu 

K
aiserslautern.
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四
二 

舟
に
乗
る
修
道
士
た
ちD

ie schiffenden M
önche. 　

　
　

*D
S276 D

ie überschiffenden M
önche.

　
　

四
三 

シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
鉢

シ
ュ
ッ
セ
ルD

ie Schw
abenschüssel.

　
　

四
四 

シ
ュ
パ
イ
ア
ー
の
弔
鐘D

ie T
odtenglocken zu Speier.

　
　

四
五 
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ちD

ie Juden in W
orm

s.

　
　

四
六 
ダ
ー
ル
ベ
ル
ク
一
族
の
話V

on den D
ahlbergen.

　
　

四
七 

ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
象
徴　

W
orm

ser W
ahrzeichen.

　
　

四
八 

ラ
イ
ン
の
王
女D

ie K
önigstochter vom

 Rhein.

　
　

四
九 

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
近
郊
の
スシ

ュ
ヴ
ェ
ー
デ
ン
ゾ
イ
レ

ウ
ェ
ー
デ
ン
柱　

Schw
edensäule bei O

ppenheim
.

　
　

五
〇 

ジ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ムSiegenheim

.

　
　

五
一 

イイ
ェ
ッ
テ
ン
・
ビ
ュ
ー
エ
ル

ェ
ッ
テ
の
丘
と
王

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

の
椅
子

Jetten-B
ühel und K

önigsstuhl.　
　
　

*D
S139 D

er Jettenbühel zu 

H
eidelberg.

　
　

五
二 

聖
ザ
ン
ク
ト

カ
タ
リ
ー
ナ
の
手
袋St. K

atharinen ,s H
andschuh.

　
　

五
三 

ロ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
進
発D

es Rodensteiners A
uszug. 　

　
　

*D
S170 Rodensteins A

uszug.

　
　

五
四 

エ
ー
ギ
ン
ハ
ル
ト
と
エ
マEginhart und Em

m
a. 　

　
　

*D
S457 Eginhart und Em

m
a.

　
　

五
五 

ヴ
ィ
ン
デ
ッ
ク
一
族D

ie W
indecker.

　
　

五
六 

ロ
ル
シ
ュ
の
タ
ッ
シ
ロT

hassilo in Lorsch.

　
　

五
七 

鬼ヘ
ー
ア
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ

火D
er H

eerw
isch. 　

　
　

*D
S277 D

er Irrw
isch.

　
　

五
八 

草
地
の
乙
女
と
く
し
ゃ
みD

ie W
iesenjungfrau und das N

ießen. 　
　
　

*D
S224 
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D
ie W

iesenjungfrau. / *D
S225 D

as N
iesen im

 W
asser.

　
　

五
九 

沈
ん
だ
修
道
院D

as versunkene K
loster.

　
　

六
〇 

フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍D

er Lindw
urm

 auf Frankenstein. 　
　
　

*D
S219 D

er Lindw
urm

 am
 

Brunnen.

＊
分
載
試
訳
（
そ
の
二
）
の
伝
説

　
　

六
一 

フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
驢ろ

ば馬
扶ふ

ち持D
as Frankensteiner Eselslehen.

　
　

六
二 

黄
金
の
マ
イ
ン
ツD

as goldne M
ainz.

　
　

六
三 

ハ
ッ
ト
ー
、
ヘ
ー
リ
ガ
ー
、
ヴ
ィ
リ
ギ
スH

atto, H
eriger und W

illigis.　
　
　

*D
S242 D

er Binger M
äuseturm

. 

/ *D
S474 D

as Rad im
 M

ainzer W
appen.

　
　

六
四 

マ
イ
ン
ツ
の
聖
な
る
十
字
架D

ie heiligen K
reuze zu M

ainz.

　
　

六
五 

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
女フ

ラ
ウ
エ
ン
ロ
ー
プ

人
讃
美
の
葬
礼H

einrich Frauenlob ,s Begängniß.

　
　

六
六 

聖
女
ビ
ル
ヒ
ル
デD

ie heilige Bilihilde.

　
　

六
七 

フ
ラ
ン
ク
族
の
渉フ

ル

ト
り
場D

er Franken Furt. 　
　
　

*D
S455 Erbauung Frankfurts.

　
　

六
八 

王
の
降ヴ

ァ
イ
ナ
ハ
ト

誕
祭D

es K
önigs W

eihnacht.

　
　

六
九 

エ
ッ
シ
ェ
ン
ハ
イ
ム
塔
の
話V

om
 Eschenheim

er T
hurm

. 

　
　

七
〇 

フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
ヴ
ェ
ー
ク

魔
の
道D

er T
eufelsw

eg auf Falkenstein. 

　
　

七
一 

エ
ッ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
一
族D

ie Eppsteiner.

　
　

七
二 

血ブ
ル
ー
ト
リ
ン
デ

の
科
の
木Blutlinde.



164

武蔵大学人文学会雑誌　第 45 巻第 1・2 号

　
　

七
三　

神ノ
ー
ト
・
ゴ
ッ
テ
ス

の
難
儀N

oth Gottes.
　
　

七
四　

レ
ー
ダ
ー
ベ
ル
クRäderberg. 　
　
　

*D
S279 Räderberg.

　
　

七
五　

囁さ
さ
や

き
声D

ie W
isperstim

m
e.

　
　

七
六　

燃
え
る
炭D

ie glühenden K
ohlen.

　
　

七
七　

死
を
告
げ
る
鳩は

とT
aube zeigt denT

od an.

　
　

七
八　

ト
ハ
ウ
ン
の
猿D

er A
ffe zu D

haun.

　
　

七
九　

坊
さ
ん
の
帽
子D

as Pfaffenkäppchen.

　
　

八
〇　

長
靴
一
杯
の
葡ワ

イ

ン
萄
酒D

er Stiefel voll W
ein.

　
　

八
一　

荒デ
ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師D

er w
ilde Jäger.

　
　

八
二　

シ
ュ
パ
ン
ハ
イ
ム
の
創
設Spanheim

s Gründung.

　
　

八
三　

モ
ー
ゼ
ル
葡ワ

イ

ン
萄
酒
の
起
源
の
話V

om
 U

rsprung des M
oselw

eins.

　
　

八
四　

聖
人
た
ち
の
墓D

er H
eiligen Gräber.

　
　

八
五　

メ
ッ
ツ
は
踊
る
の
お
断
りM

etz versagt den T
anz.

　
　

八
六　

ヴ
ィ
ル
ド
ゥ
ン
グ
の
悪
魔
と
の
盟
約
者D

er T
eufelsbündner in V

irdung. 　
　
　

*D
S536 D

er V
irdunger 

Bürger.

　
　

八
七　

貞
女
フ
ロ
レ
ン
テ
ィ
ー
ナD

ie getreue Frau Florentina. 　
　
　

*D
S537 D

er M
ann im

 Pflug.

　
　

八
八　

ト
リ
ー
ア
の
齢よ

わ
いT

rier ,s A
lter.

　
　

八
九　

聖
ザ
ン
ク
ト

ア
ル
ヌ
ル
フ
の
指
環Sankt A

rnulf ,s Ring.
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九
〇　

天
罰
覿て

き
め
ん面Frevel w

ird bestraft.
＊
分
載
試
訳
（
そ
の
三
）
の
伝
説

　
　

九
一 

殉
教
者
た
ち
の
墓D

ie M
artyrer-Gräber.

　
　

九
二 
聖
女
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァD

ie heilige Genofeva. 　
　
　

*D
S538 Siegfried und Genofeva.

　
　

九
三 
ラ
イ
ン
河
畔
の
酒
神
た
ちD

ie W
eingötter am

 Rhein.

　
　

九
四 

七
人
姉
妹D

ie sieben Schw
estern.

　
　

九
五 

ル
ー
ル
ラ
イLurlei.

　
　

九
六 

聖
ザ
ン
ク
ト

ゴ
ア
ー
ル
の
奇
蹟Sankt Goars W

under.

　
　

九
七 

兄
と
弟D

ie Brüder.

　
　

九
八 

さ
す
ら
い
歩
く
修
道
女D

ie w
andelnde N

onne.

　
　

九
九 

シ
ュ
タ
イ
ン
の
奥
方D

ie Frau von Stein.

　

一
〇
〇 

大
胆
不
敵
な
ク
ル
ツ
ホ
ル
トD

er kühne K
urzhold. 　

　
　

*D
S471 D

er kühne K
urzhold.

　

一
〇
一 

空
の
橋D

ie Luftbrücke.

　

一
〇
二 

ア
ル
テ
ン
ア
ー
ル
の
囚と

ら

わ
れ
人び

と

た
ちD

ie Gefangenen auf A
ltenahr.

　

一
〇
三 

ジ
ー
ベ
ン
ビ
ュ
ル
ク
の
話V

om
 Siebenbürg.

　

一
〇
四 

ロロ

ー

ラ

ン

ツ

エ

ッ

ク

ー
ラ
ン
ト
の
角Rolandseck.

　

一
〇
五 

リ
ュ
ー
デ
リ
ヒ
の
鉱
夫
た
ちD

ie K
nappschaft im

 Lüderich. 

　

一
〇
六 

最
後
の
種
蒔ま

きD
ie letzte Saat.
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一
〇
七 

古
き
ベ
ル
ク
一
門D

er A
lte-Berg.

　

一
〇
八 

修
道
院
の
驢ろ

ば馬D
er K

losteresel.
　

一
〇
九 

花
咲
け
る
司
教
杖D

er blühende Bischofstab.

　

一
一
〇 
蜜イ

ン

メ

ン

カ

ペ

レ

蜂
の
礼
拝
堂Im

m
enkapelle.

　

一
一
一 
ニ
ー
ベ
ル
ン
グ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
と
小
人
の
ゴ
ル
デ
マ
ー
ルN

ibelung von H
ardenberg und der 

Zw
erg Goldem

ar.

　

一
一
二 

聖
な
る
ケ
ル
ンD

as heilige K
öln.

　

一
一
三 

市
民
マ
ル
シ
リ
ウ
スD

er Bürger M
arsilius.

　

一
一
四 

ケ
ル
ン
大
聖
堂
の
伝
説D

ie K
ölner D

om
-Sage. 　

　
　

*D
S205 D

er D
om

 zu K
öln. 

　

一
一
五 

ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
マ
グ
ヌ
スA

lbertus M
agnus. 　

　
　

*D
S495 A

lbertus M
agnus und K

aiser W
ilhelm

. 

　

一
一
六 

グ
リ
ュ
ー
ン
殿
と
獅ラ

イ
オ
ン子H

err Gryn und der Löw
e.

　

一
一
七 

床
の
穴
か
ら
覗の

ぞ

く
馬
た
ちD

ie Pferde aus dem
 Bodenloch. 　

　
　

*D
S341 D

ie Pferde aus dem
 Bodenloch.

　

一
一
八 

馬
で
回
っ
て
手
に
入
れ
た
森U

m
rittener W

ald.

　

一
一
九 

カ
ー
ル
皇
帝
の
林り

ん
ご檎

の
切
れ
端K

aiser K
arls A

pfelschnitze.

　

一
二
〇 

ア
ー
ヘ
ン
大
聖
堂D

om
 zu A

achen.　
　
　

*D
S187 D

er W
olf und der T

annenzapf.

　

一
二
一 

ポ
ネ
レ
ン
塔

ト
ゥ
ル
ム

の
悪
魔D

er T
eufel im

 Ponellenthurm
. 　

　
　

*D
S188 D

er T
eufel von A

ch.

　

一
二
二 

ア
ー
ヘ
ン
を
見
下
ろ
す
ロ
ー
ス
山ベ

ル
ク

の
話V

om
 Loosberg über A

achen.

　

一
二
三 

蛇
の
指ゆ

び
わ環 Schlangenring. 　

　
　

*D
S459 D

er K
aiser und die Schlange.
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一
二
四 

カ
ー
ル
皇
帝
の
帰
還K

aiser K
arl kehrt heim

.　
　
　

*D
S444 K

arls H
eim

kehr aus U
ngerland.

　

一
二
五 

フ
ァ
ス
ト
ラ
ー
ダ
の
愛
の
魔
法Fastrada,s Liebeszauber. 　
　
　

*D
S448 D

er Ring im
 See bei A

achen. / 

*D
S459 D

er K
aiser und die Schlange.

　

一
二
六 
カ
ー
ル
大
帝
の
死
と
奥お

く
つ
き

津
城K

arl des Großen T
od und Grab. 　

　
　

*D
S481 O

tto III. in K
arls Grabe.

　

一
二
七 
ア
ー
ヘ
ン
の
神テ

ン
プ
ラ
ー
キ
ル
ヒ
ェ

殿
騎
士
教
会T

em
plerkirche zu A

achen.

　

一
二
八 

ア
ー
ヘ
ン
の
ヒ
ン
ツ
小ラ

イ
ン人

た
ちD

ie H
inzlein zu A

achen.

　

一
二
九 

ペ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
で
演
奏
し
た
屈く

ぐ
せ背

の
楽
士
た
ちD

ie buckligen M
usikanten auf dem

 Pervisch.

　

一
三
〇 

翔と

び
行
く
オ
ラ
ン
ダ
人D

er fliegende H
olländer.

　

一
三
一 

ス
パ
な
る
聖
レ
マ
ク
ル
ス
の
足
跡Sankt Rem

aclus Fuß zu Spaa.

　

一
三
二 

眠
れ
る
子
ど
も
た
ちD

ie schlafenden K
inder.

　

一
三
三 

駿し
ゅ
ん
め馬

バ
イ
ヤ
ー
ル
と
バ
イ
ヤ
ー
ル
の
城や

か
た館Roß Bayard und Schloß Bayard.

　

一
三
四 

ル
ー
ヴ
ェ
ン
の
死
者
た
ちD

ie T
odten in Löw

en.
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＊
本
分
載
試
訳
（
そ
の
四
）
の
伝
説

　

一
三
五 

白
鳥
の
騎
士D

er Schw
anritter. 　

　
　

*D
S544 D

er Schw
anritter./ *D

S540 D
er Ritter m

it dem
 Schw

an.
　

一
三
六 

「
ゲ
ル
レ
、
ゲ
ル
レ
！
」„Gerle, Gerle! ,,

　

一
三
七 
巨
人
の
手
を
投
げ
るD

es Riesen H
andw

erfen.

　

一
三
八 
レヘ

ー
ル
・
レ
ム

ム
殿H

err Lem
.

　

一
三
九 

ガ
ン
ゴ
ル
フ
の
泉Gangolfs Brunnen.

　

一
四
〇 

イ
ザ
ベ
ラ
色D

ie Isabellenfarbe.

　

一
四
一 

フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
と
そ
の
悪
魔
ヨ
ー
ス
トD

octor Faust und sein T
eufel Jost.

　

一
四
二 

魔
術
師
ア
グ
リ
ッ
パ
の
話V
om

 Zauberer A
grippa.

　

一
四
三 

ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ニ
ヴ
ェ
ル
の
犬D

er H
und des Jan von N

ivelle.

　

一
四
四 

聖
ザ
ン
ク
ト

〔
＝
聖シ

ン
ト

〕
ヨ
ハ
ニ
ス
の
林り

ん
ご檎St. Johannisäpfel.

　

一
四
五 

一
年
の
日
数
だ
け
の
子
ど
もSoviel K

inder als T
age im

 Jahre. 　
　
　

*D
S584 Soviel K

inder als T
ag , im

 

Jahr.

　

一
四
六 

永
遠
の
猟
師D

er ew
ige Jäger.

　

一
四
七 

悪い
た
ず
ら戯

妖
精
ク
ル
ッ
デT

ückebold K
ludde.

　

一
四
八 

悪い
た
ず
ら戯

妖
精
ロ
ッ
ダ
ー
と
背ラ

ン

ゲ

・

高
の
っ
ぽ
の
ワ
ッ
パ
ーD

ie T
ückebolde Lodder und lange W

apper.

　

一
四
九 

妖
精
オ
ッ
シ
ャ
ー
ル
トD

er Geist O
sschaert.

　

一
五
〇 

夢マ
ー
ル魔D

ie M
ahr.
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一
五
一 

ク
ラ
バ
ウ
タ
ー
小メ

ン
ヒ
ェ
ン

人D
ie K

laubauterm
ännchen.

　

一
五
二 

ニ
ク
ス
の
フ
レ
ル
スN

ix Flerus.

　

一
五
三 

女メ
ー
ル
ミ
ン

の
人
魚
た
ちD

ie M
eerm

innen.

　

一
五
四 
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
の
妖
精
た
ちGeister in Friesland.

　

一
五
五 
ス
タ
ー
フ
ォ
レ
ン
の
起
源Stavorens U

rsprung.

　

一
五
六 

火フ
ォ
イ
ア
ー
・
ピ
ュ
ッ
ツ

の
泉D

er Feuer-Pütz.

　

一
五
七 

湧わ

き
溢あ

ふ

れ
る
水ヴ

ァ
ッ
サ
ー
・
ピ
ュ
ッ
ツ

の
泉D

er überquellende W
asser-Pütz.

　

一
五
八 

ス
タ
ー
フ
ォ
レ
ン
の
不
思
議
な
穀
物
と
奥フ

ラ
ウ
エ
ン
ザ
ン
ト

方
の
砂
山D

as W
underkorn von Stavoren und der Frauensand. 　

　
　

*D
S240 D

er Frauensand.

　

一
五
九 

ス
タ
ー
フ
ォ
レ
ン
の
凋ち

ょ
う
ら
く

落Stavorens U
ntergang. 　

　
　

*D
S239 D

er taube K
orn.

　

一
六
〇 

七
人
の
女メ

ー
ル
ミ
ン

の
人
魚
た
ちD

ie sieben M
eerm

innen.

　

一
六
一 

フ
リ
ー
ス
人
の
改
宗D

er Friesen Bekehrung. 　
　
　

*D
S452 D

es T
eufels goldnes H

aus. / 　
　
　

*D
S451 

Ratbot läßt sich nicht taufen.

　

一
六
二 

ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
の
洗
礼W

ittekinds T
aufe. 　

　
　

*D
S453 W

ittekinds T
aufe.

　

一
六
三 

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
の
角ホ

ル

ン
型
杯D

as O
ldenburger H

orn.　
　
　

*D
S547 D

as O
ldenburger H

orn.

　

一
六
四 

獅
デ
ア
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
ジ
ー
ガ
ー

子
退
治
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒFriedrich, der Löw

ensieger.　
　
　

*D
S548 Friedrich von O

ldenburg.

　

一
六
五 

オ
ー
ゼ
ン
山ベ

ル
ク

の
小
人
族D

as Zw
ergvolk im

 O
senberge. 　

　
　

*D
S43 D

ie O
senberger Zw

erge.

　

一
六
六 

妖エ
ル
ベ精

た
ちD

ie Erben.
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一
六
七 

聖ハ
イ
リ
ゲ
ラ
ン
ト

な
る
島D

as heilige Land.
　

一
六
八 

フ
ォ
ジ
ー
テ
の
島Fositesland. 

　

一
六
九 

処ユ
ン
グ
フ
ァ
ー
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

女
た
ち
の
御
座
お
よ
び
ヘ
ル
ゴ
ラ
ン
ト
の
修
道
士D

er Jungfernstuhl und der M
önch auf H

elgoland.

　

一
七
〇 
マ
ニ
ヒ
フ
ア
ー
ルM

annigfual. 

　

一
七
一 
金ゲ

ル
ト
ゾ
ー
ト

の
泉D

er Geldsot.

　

一
七
二 

レ
ー
ヴ
ァ
ー
レ
ー
ヴ
ェRöw

erlöw
e.　

　

一
七
三 

ダ
ン
王K

önig D
an.

　

一
七
四 

千タ
ウ
ゼ
ン
ト
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ダ
ム

匹
悪
魔
堤
防
の
会
戦D

ie Schlacht auf dem
 T

ausendteufelsdam
m

e.

　

一
七
五 

デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
と
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
奇
蹟
の
樹
木W

underbäum
e in D

itm
arschen und H

olstein. 

　

一
七
六 

デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
荒

デ
ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師D

er w
ilde Jäger in D

itm
arschen.

　

一
七
七 

ア
ー
ベ
ル
王
の
狩
りK

önig A
bels Jagd.

　

一
七
八 

ヴ
ォ
ー
デD

er W
ode.

　

一
七
九 

地ウ
ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆D

ie U
nterirdischen.

　

一
八
〇 

キ
ー
ル
ク
ロ
プ
フD

ie K
ielkröpfe. 　

　
　

*D
S83 D

ie W
echselbälge im

 W
asser.

　

一
八
一 

ニ
ッ
セ
と
ヴ
ォ
ル
タ
ー
ケ
ンD

ie N
issen und die W

olterkens.

　

一
八
二 

ア
レ
リ
ュ
ン
ケ
ンA

llerünken.

　

一
八
三 

ラ
ン
ツ
ァ
ウ
の
幸
運D

as Glück der Ranzau. 　
　
　

*D
S41 D

ie A
hnfrau von Rantzau.

　

一
八
四 

剣つ
る
ぎ
づ
か遣

いSchw
ertm

ann.
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一
三
五　

白
鳥
の
騎
士

　

ブ
ラ
バ
ン
ト
公
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
に
死
が
迫
っ
た
折
、
子
息
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
公
は
、
夫
人
と
息
女
に
領
邦
と
遺
産
を
相
続
さ
せ

よ
う
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
の
兄
弟
で
あ
る
ザ
ク
セ
ン
公
は
こ
れ
を
肯う

べ
な

お
う
と
せ
ず
、
こ
の
封
土
は
女に

ょ
に
ん人

采さ
い
ゆ
う邑

に
あ
ら
ず
、
女
人
が
相
続
し
て
し
か
る
べ
き
遺
産
に
あ
ら
ず
、
と
断
じ
、
ブ
ラ
バ
ン
ト
を
占
有
し
た
。
そ
こ
で
公
妃
が
カ
ー
ル
王

〔
＝
カ
ー
ル
大
帝
＝
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
〕
に
哀
訴
す
る
と
、
王
は
彼
女
と
そ
の
義
理
の
兄
弟
を
ラ
イ
ン
河
左
分
岐
流
─
─
そ
の
名
は

ヴ
ァ
ー
ル
─
─
河
畔
に
位
す
る
ノ
イ
マ
ー
ゲ
ン
（
ニ
ム
ヴ
ェ
ー
ゲ
ン
、
ナ
イ
メ
ー
ヘ
ン
）
へ
召
喚
し
た
。
公
妃
は
息
女
と
と
も
に
か
し

こ
へ
赴
い
た
。
そ
の
抗
争
相
手
も
ま
た
同
じ
く
。
さ
て
、
カ
ー
ル
が
ふ
と
窓
か
ら
外
を
眺
め
、
河
面
を
見
下
ろ
す
と
、
一
羽
の
白
鳥
が

泳
い
で
来
る
の
に
目
が
留
ま
っ
た
。
白
鳥
は
頸く

び

に
白し

ろ
が
ね銀

の
頸く

び
わ環

を
嵌は

め
て
お
り
、
そ
れ
に
繋
い
で
あ
る
白
銀
の
鎖
で
一い

っ
そ
う艘

の
小
舟
を
牽ひ

い
て
い
た
。
小
舟
に
は
燦さ

ん
ら
ん爛

た
る
鎧よ

ろ
い

を
纏ま

と

っ
た
騎
士
が
一
人
横
た
わ
り
、
盾
を
枕
に
頭こ

う
べ

を
休
め
、
冑か

ぶ
と

と
頸け

い
こ
う甲

は
外
し
て
傍
ら
に
置

い
て
い
た
。
や
が
て
白
鳥
は
岸
辺
へ
と
近
づ
い
て
来
た
。
皇
帝
と
と
も
に
こ
の
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
た
宮
廷
人
は
い
ず
れ
も
い
た

く
驚
嘆
、
審
理
の
こ
と
な
ど
す
っ
か
り
忘
れ
去
り
、
わ
ら
わ
ら
と
河
畔
に
下
っ
た
。
小
舟
の
若
武
者
は
と
い
え
ば
、
目
を
覚
ま
す
と
物

の
具
を
再
び
着
け
、
白
い
柘ざ

く
ろ
い
し

榴
石
を
八
つ
の
小
さ
な
王お

う
し
ゃ
く笏

が
囲
ん
で
い
る
紋
章
盾
を
手
に
取
る
と
、
軽
舟
か
ら
下
り
立
ち
ざ
ま
、
白

鳥
に
こ
う
語
り
掛
け
た
。「
さ
あ
、
翔と

び
戻
る
が
よ
か
ろ
う
、
愛い

と

し
い
白
鳥
。
し
て
、
そ
な
た
が
入
用
と
な
っ
た
ら
、
呼
ぶ
か
ら
の
う
」。

─
─
す
る
と
白
鳥
は
向
き
を
転
じ
て
河
面
を
泳
ぎ
去
り
、
扁
舟
も
ろ
と
も
、
見
送
る
人
人
の
目
か
ら
消
え
た
。
一
同
、
な
ん
と
も
不
思

議
で
堪た

ま

ら
ず
こ
の
賓
客
を
注
視
、
カ
ー
ル
は
自
ら
親
し
く
客
人
に
手
を
差
し
伸
べ
、
城
へ
と
案
内
し
た
。
次
い
で
カ
ー
ル
は
法
廷
に
着

座
、
新
参
の
騎
士
を
諸
侯
諸
卿
と
同
席
さ
せ
た
。
さ
て
公
妃
が
告
訴
を
行
う
と
、
そ
の
義
理
の
兄
弟
が
反は

ん
ば
く駁

、
加
え
て
、
こ
の
身
は
自

ら
の
権
利
の
た
め
に
闘
う
用
意
が
あ
る
、
公
妃
は
、
公
妃
と
公
女
が
持
つ
、
と
言
い
張
る
権
利
を
擁
護
し
て
こ
の
身
と
一
騎
打
ち
を
す

（　

）
 1

（　

）
 2

（　

）
 3



172

武蔵大学人文学会雑誌　第 45 巻第 1・2 号

る
代
戦
士
を
立
て
る
が
よ
ろ
し
か
ろ
う
、
と
宣
言
し
た
。
と
こ
ろ
で
ザ
ク
セ
ン
公
は
ま
こ
と
に
剛
勇
の
武も

の
の
ふ士

で
、
い
か
な
る
戦い

く
さ
こ
う
し
ゃ

巧
者

を
も
凌し

の

ぐ
腕
前
だ
っ
た
。
た
め
に
公
妃
は
恐
れ
戦お

の
の

い
た
。
な
に
し
ろ
、
こ
う
し
た
男
に
立
ち
向
か
っ
て
く
れ
る
よ
う
、
あ
え
て
懇
請

で
き
る
よ
う
な
代
戦
士
は
一
族
の
内
に
皆
目
思
い
当
た
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で
無
念
遣や

る
方
な
く
啜す

す

り
泣
き
、
息
女
も
と
も
に

流り
ゅ
う
て
い涕

し
、
悲
嘆
に
く
れ
た
。
す
る
と
、
な
ん
と
、
白
鳥
に
運
ば
れ
て
来
た
か
の
う
ら
若
き
騎
士
が
椅い

す子
か
ら
す
っ
く
と
立
ち
上
が
り
、

皇
帝
に
低
頭
す
る
と
、「
陛
下
、
お
許
し
を
戴
け
ま
す
な
ら
、
わ
た
し
が
女に

ょ
し
ょ
う性

お
二
方
の
代
戦
士
を
務
め
ま
し
ょ
う
」
と
言
い
放
っ
た
。

こ
れ
が
嘉か

の
う納

さ
れ
る
と
、
次
い
で
ザ
ク
セ
ン
公
と
熾し

れ
つ烈

な
闘
い
を
交
わ
し
、
遂
に
相
手
に
勝
利
し
て
、
公
妃
と
息
女
の
た
め
に
遺
領
を

解
放
し
た
。
婦
人
た
ち
は
い
と
も
鄭て

い
ち
ょ
う重

に
礼
を
述
べ
、公
妃
は
、こ
の
身
に
能
う
こ
と
な
れ
ば
ど
ん
な
報
償
で
も
ま
い
ら
せ
ま
し
ょ
う
、

そ
れ
が
娘
の
手
と
か
つ
て
の
封
土
で
あ
り
ま
し
ょ
う
と
も
、
と
申
し
出
た
。
若
武
者
の
い
わ
く
「
そ
れ
に
越
し
た
ご
褒
美
が
ご
ざ
い
ま

し
ょ
う
か
。
わ
た
し
の
名
は
ヘ
リ
ア
ス
。
一
身
上
の
く
さ
ぐ
さ
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ぬ
。
ま
た
、
ど
う
し
て
も

条
件
と
し
て
ご
承
諾
た
ま
わ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
。
婚
約
者
に
し
て
配
偶
と
な
ら
れ
る
ご
息
女
は
、わ
た
し
が
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、

い
か
な
る
一
族
の
出
か
、
父
母
は
そ
も
何な

ん
ぴ
と人

か
、
な
ど
と
い
っ
た
条
条
を
今
後
と
も
決
し
て
お
訊き

き
に
な
り
ま
せ
ぬ
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

さ
よ
う
な
質
問
を
、
た
だ
一ひ

と
た
び度

た
り
と
も
わ
た
し
に
な
さ
っ
た
途
端
、
ご
息
女
は
永
遠
に
わ
た
し
を
失
う
こ
と
に
な
る
ゆ
え
に
」。

　

ブ
ラ
バ
ン
ト
の
姫
君
に
と
っ
て
こ
う
し
た
約
束
を
守
る
の
は
な
ん
で
も
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
誓
い
、
白
鳥
の
騎
士

ヘ
リ
ア
ス
と
華か

し
ょ
く燭

の
典
を
挙
げ
た
。
夫
妻
は
、
か
つ
て
ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
が
要
塞
を
築
い
た
い
と
古
き
町
ク
レ
ー
フ
ェ
に
引
き
移

り
、
城
館
を
修
復
し
て
白シ

ュ
ヴ
ァ
ー
ン
ブ
ル
ク

鳥
城
と
命
名
、
昔
か
ら
そ
の
美
し
い
風
景
が
古
代
神
話
の
至エ

リ
ュ
シ
ウ
ム

福
の
野
に
し
ば
し
ば
譬た

と

え
ら
れ
た
土
地
と

人
生
を
愉た

の

し
ん
だ
。
花
の
よ
う
な
二
人
の
子
ら
も
授
か
り
、
と
て
も
幸
せ
だ
っ
た
。
そ
し
て
い
つ
い
つ
ま
で
も
幸
せ
で
い
ら
れ
た
こ
と

だ
ろ
う
、
女
性
の
原
罪
で
あ
る
あ
の
厄
介
な
好
奇
心
が
若
い
公
妃
を
悩
ま
し
、
そ
れ
が
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
ら
な
か
っ
た
ら
。
そ
も
そ

も
愛
児
ら
の
父
親
は
い
っ
た
い
ど
こ
の
だ
れ
な
の
か
、
知
り
た
く
て
堪た

ま

ら
な
く
な
り
、
胸
が
潰つ

ぶ

れ
そ
う
に
な
っ
た
彼
女
は
、
と
う
と
う

（　

）
 4

（　

）
 5

（　

）
 6

（　

）
 7



173

『ドイツ伝説集』試訳（その四）　鈴木　滿　訳・注

あ
れ
ほ
ど
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
た
問
い
を
口
に
上の

ぼ

せ
て
し
ま
っ
た
。
す
る
と
ヘ
リ
ア
ス
は
こ
う
応
じ
た
。「
こ
れ
で
そ
な
た
の
幸
せ
は
砕

け
散
っ
た
。
そ
し
て
わ
た
し
の
幸
せ
も
な
。
永と

こ
し
え久

の
別
れ
だ
」
と
。
─
─
そ
し
て
物
の
具
を
身
に
着
け
る
と
、
窓
か
ら
顔
を
出
し
て
合

図
を
送
っ
た
。
す
る
と
か
の
白
鳥
が
小
舟
を
牽
い
て
や
っ
て
来
た
。
そ
れ
か
ら
公
爵
は
子
ど
も
た
ち
に
接く

ち
づ
け吻

し
、
黙
っ
た
ま
ま
苦
し
げ

に
奥
方
の
手
を
握
り
締
め
た
。
─
─
奥
方
は
声
を
限
り
に
泣
き
叫
び
、
悔
や
み
に
悔
や
ん
だ
あ
げ
く
夫
の
足あ

し
も
と許

に
く
ず
お
れ
、
な
ん
と

か
引
き
留
め
よ
う
と
し
た
。
諸
人
も
、
な
に
と
ぞ
ご
翻
意
を
、
と
懇
願
。
け
れ
ど
も
ヘ
リ
ア
ス
は
留
ま
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。

─
─
彼
は
全
て
の
者
を
祝
福
、
扁
舟
に
乗
り
込
む
と
、
行
く
方か

た

知
れ
ず
と
な
っ
た
。
公
妃
は
懊お

う
の
う悩

の
ど
ん
底
に
突
き
落
と
さ
れ
た
が
、

子
ど
も
た
ち
を
育
て
上
げ
て
立
派
な
騎
士
に
し
た
。
後
世
の
ク
レ
ー
フ
ェ
、
ゲ
ル
デ
ル
ン
、
ラ
イ
ネ
ッ
ク
の
伯
爵
、
公
爵
一
統
は
彼
ら

の
子
孫
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
白
鳥
を
家
紋
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
邦
の
軍
旗
の
紋
様
は
今
日
に
至
る
ま
で
赤
地
に
か
の
白
い

石
で
あ
り
、
石
の
周
り
を
八
つ
の
黄
金
の
王
笏
が
囲
ん
で
い
る
。
ま
た
白シ

ュ
ヴ
ァ
ー
ン
ブ
ル
ク

鳥
城
の
白シ

ュ
ヴ
ァ
ー
ン
ト
ゥ
ル
ム

鳥
塔
の
上
に
は
現
在
も
な
お
一
羽
の
白
鳥

が
風
見
と
し
て
回
り
、
こ
の
物
語
の
証あ

か
し

と
な
っ
て
い
る
。

一
三
六
「
ゲ
ル
レ
、
ゲ
ル
レ
！
」

　

ラ
イ
ン
河
と
マ
ー
ス
川
の
間
に
開
け
る
広こ

う
か
つ𤄃

な
地
方
に
、
カ
ー
ル
禿デ

ア
・
カ
ー
レ

頭
帝
の
時
代
、
一
頭
の
恐
ろ
し
い
有ド

ラ
ッ
ヘ

翼
龍
が
棲す

ん
で
い
て
、
人

や
獣
を
ぺ
ろ
り
と
平
ら
げ
、
ひ
も
じ
く
な
る
た
び
甲
高
い
大
声
で
「
ゲ
ル
レ
、
ゲ
ル
レ
！
」
と
叫
び
続
け
た
。
土
地
柄
は
麗
し
く

豊ほ
う
じ
ょ
う饒

だ
っ
た
が
、人
間
は
こ
の
領
域
か
ら
立
ち
退
い
て
し
ま
っ
た
。こ
の
怪
物
に
は
な
ん
と
し
て
も
打
ち
勝
ち
難
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
近
く
に
ポ
ン
ト
の
殿
オ
ッ
ト
ー
な
る
貴
族
が
お
り
、
三
人
の
子
息
を
持
っ
て
い
た
。
長
男
は
ロ
イ
ポ
ル
ト
と
い
う
名
だ
っ
た
。

ロ
イ
ポ
ル
ト
は
大
胆
不
敵
な
若
武
者
で
、
怪
物
と
対
決
し
よ
う
と
い
う
勇
気
の
持
ち
主
だ
っ
た
。
彼
は
万
全
の
武
装
に
身
を
固
め
、

（　

）
 8
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有ド
ラ
ッ
ヘ

翼
龍
が
巣
く
っ
て
い
る
場
所
を
聞
き
質た

だ

し
た
。
教
え
ら
れ
た
の
は
寄や

ど
り
ぎ

生
木
に
び
っ
し
り
覆
わ
れ
た
梨な

し

の
老
樹
で
、
そ
こ
に
赴
い
た
ロ

イ
ポ
ル
ト
殿
の
耳
に
し
ば
ら
く
す
る
と
も
う
「
ゲ
ル
レ
、
ゲ
ル
レ
！
」
と
い
う
有ド

ラ
ッ
ヘ

翼
龍
の
叫
び
が
聞
こ
え
た
。
─
─
「
ま
あ
、
待
っ
て

い
ろ
」
と
若
武
者
は
考
え
た
。「
き
っ
と
き
さ
ま
に
音ね

を
上
げ
さ
せ
て
や
る
ぞ
」。
そ
し
て
有ド

ラ
ッ
ヘ

翼
龍
に
近
づ
い
た
。
龍
は
星
の
よ
う
に
輝

く
焰ほ

の
お

の
眼
で
ぎ
ろ
り
と
睨に

ら

み
、
か
っ
と
腭あ

ぎ
と

を
開
き
、
毒
気
を
吐
き
か
け
た
が
、
ロ
イ
ポ
ル
ト
殿
が
そ
の
喉の

ど

深
く
に
槍
を
刺
し
込
ん
だ

の
で
、
穂
先
が
後
頭
部
か
ら
突
き
出
し
た
。
そ
れ
か
ら
殿
は
剣
を
振
る
っ
て
龍
の
両
脇
腹
を
貫
き
、
龍
を
殺
し
た
。
一
帯
の
住
民
は
感

謝
に
満
ち
満
ち
て
若
き
騎
士
の
勲い

さ
お

を
讃
え
、
彼
を
主
君
に
推す

い
た
い戴

し
た
。
ロ
イ
ポ
ル
ト
は
龍
を
退
治
し
た
場
所
に
城
を
築
造
し
、
龍
の

叫
び
に
因ち

な

ん
で
城
を
ゲ
ル
レ
と
名
づ
け
た
。
こ
れ
ぞ
、
こ
の
繁
栄
し
て
い
る
地
方
が
今
日
な
お
有
し
て
い
る
ゲ
ル
デ
ル
ン
な
る
名
称
の

由
来
で
あ
る
。

一
三
七　

巨
人
の
手
を
投
げ
る

　

ス
ヘ
ル
デ
川
河
畔
の
あ
る
高
い
塔
に
、
ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
の
時
代
、
一
人
の
巨
人
が
住
ん
で
い
た
。
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ヌ
ス
な
る
名

だ
っ
た
由
。
こ
や
つ
は
こ
の
辺
り
一
帯
を
監
視
、
こ
の
地
点
を
過よ

ぎ
る
船
舶
、
あ
る
い
は
渡
河
し
よ
う
と
す
る
者
全
員
か
ら
貨
物
の
半

ば
を
通
行
料
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
支
払
い
た
く
な
い
者
は
巨
人
と
闘
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
巨
人
は
敗
者
か
ら
そ
の
つ
ど

右
手
を
切
り
取
っ
て
ス
ヘ
ル
デ
川
に
投
げ
込
ん
だ
。あ
る
時
ブ
ラ
ボ
ン
と
い
う
男
が
数
人
の
道
連
れ
と
と
も
に
渡
し
場
に
や
っ
て
来
て
、

見
張
り
に
立
っ
て
い
た
巨
人
の
手
下
に
同
所
で
出
く
わ
し
た
。
手
下
は
一
行
の
渡
河
を
阻は

ば

み
、
ま
ず
お
頭か

し
ら

の
巨
人
と
持
ち
物
を
半
分

分
け
に
す
る
こ
っ
た
、
で
な
け
り
ゃ
右
手
と
お
さ
ら
ば
す
る
か
だ
て
、
と
告
げ
た
。
ブ
ラ
ボ
ン
に
し
て
み
れ
ば
そ
ん
な
こ
と
は
思
い
も

寄
ら
ぬ
。
前
者
で
あ
ろ
う
と
、
後
者
で
あ
ろ
う
と
、
い
ず
れ
に
し
て
も
で
あ
る
。
す
る
と
手
下
は
鉄
の
棒
を
打
ち
鳴
ら
し
た
。
こ
れ
が
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殷い
ん
い
ん殷

と
鐘
の
よ
う
に
響
き
渡
る
と
、
塔
か
ら
巨
人
が
傲ご

う
ぜ
ん然

と
降
り
て
来
て
、「
こ
の
お
れ
様
と
闘
お
う
と
い
う
の
は
ど
や
つ
だ
」
と
言

い
放
っ
た
。
─
─
「
わ
た
し
一
人
だ
」
と
ブ
ラ
ボ
ン
が
応
酬
、
す
ぐ
さ
ま
闘
い
が
始
ま
っ
た
。
苛
烈
な
闘
い
、
打
ち
合
い
が
幾
多
も
続

い
た
。
巨
人
は
剛
強
な
戦
士
で
、
そ
の
薙な

ぎ
払
う
と
こ
ろ
、
草
も
生
え
ぬ
〔
＝
恐
ろ
し
い
打
撃
を
喰く

ら
わ
せ
る
〕、
と
い
う
あ
ん
ば
い
。

さ
は
さ
り
な
が
ら
そ
れ
で
も
と
う
と
う
雄
雄
し
い
勇
者
ブ
ラ
ボ
ン
が
勝
利
を
贏か

ち
え
、
ま
ず
巨
人
の
右
手
を
斬
り
落
と
し
、
次
い
で
そ

の
首
も
刎は

ね
、
手
を
広
い
流
れ
の
上
へ
高
高
と
投
げ
上
げ
、
こ
う
叫
ん
だ
。「
わ
た
し
の
投
げ
た
あ
の
手
の
届
く
限
り
、
こ
の
流
れ
を

今
や
わ
た
し
が
勝
ち
取
っ
た
領
土
の
一
部
と
す
る
」。
─
─
そ
れ
か
ら
更
に
得
た
勝
利
を
軍
神
マ
ー
ル
ス
に
感
謝
し
て
、
そ
の
神
殿
で

生い
け
に
え贄

を
捧
げ
た
。
か
の
手
は
川
の
中
央
に
落
ち
た
。
こ
の
邦
は
英
傑
の
名
に
因ち

な

ん
で
ブ
ラ
バ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
以
来
ス

ヘ
ル
デ
川
の
半
ば
は
ブ
ラ
バ
ン
ト
に
帰
属
し
た
。

　

ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
が
ブ
リ
タ
ニ
ア
か
ら
帰
還
す
る
と
、
ブ
ラ
ボ
ン
は
彼
の
許も

と

に
赴
き
、
自
分
が
ス
ヘ
ル
デ
河
畔
の
葦よ

し

の
中
に
打

ち
倒
し
た
巨
人
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ヌ
ス
と
の
冒
険
を
物
語
っ
た
。
か
の
偉
大
な
る
将
帥
は
ブ
ラ
ボ
ン
を
賞
讃
し
、
も
ろ
と
も
に
そ
の
場
所
に

出
掛
け
、
そ
の
地
に
城
を
建
て
て
や
り
、
こ
れ
を
聖
別
す
る
と
、
城
と
封
土
と
に
大
き
な
特
権
と
さ
ま
ざ
ま
な
自
由
を
与
え
、
ブ
ラ
ボ

ン
を
ロ
ー
マ
帝
国
の
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
に
任
命
し
た
。
さ
て
こ
の
地
は
「
手ハ

ン
ト
・
ウ
ェ
ル
ペ
ン

を
投
げ
る
」
に
基
づ
い
て
ハ
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
と
名
付
け
ら
れ
、

強
大
な
都
市
に
発
展
し
、
現
在
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
市
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
頃
ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
は
ト
ゥ
ル
ン
ハ
ウ
ト
を
建
設
、
こ
れ
に
数
数
の
大
き
な
特
権
を
賦ふ

よ与
し
、
次
い
で
ル
ー
ヴ
ェ
ン
の
近

く
に
皇
居
を
造
営
し
た
。
同
地
で
カ
エ
サ
ル
は
英
傑
ブ
ラ
ボ
ン
と
狩
猟
に
行
き
、
素
晴
ら
し
く
大
き
な
鷲わ

し

を
射
留
め
た
。
彼
は
、
こ
れ

ぞ
幸
運
を
告
げ
る
神
神
の
託
宣
、
と
考
え
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
地
に
新
た
な
植
民
都
市
を
営
み
、
こ
れ
を
「
鷲ア

ー
ル
ス
ホ
ッ
ト

を
射
る
」
と
命
名
し

た
。
今
日
の
ア
ー
ル
ス
ホ
ッ
ト
で
あ
る
。
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一
三
八　

レヘ
ー
ル
・
レ
ム

ム
殿

　

そ
も
そ
も
そ
の
昔
、
海
に
面
す
る
低
地
の
諸
地
方
に
は
ま
こ
と
に
夥

お
び
た
だ

し
い
、
か
つ
強
大
な
巨
人
た
ち
が
蟠ば

ん
き
ょ踞

し
て
い
た
。
彼
ら
は

ブ
リ
タ
ニ
ア
、
す
な
わ
ち
白
い
白チ

ョ
ー
ク堊

の
大
島
ア
ル
ビ
オ
ン
か
ら
到
来
し
た
の
で
あ
る
。
ア
ル
ビ
オ
ン
の
後
世
の
名
称
ブ
リ
タ
ニ
ア
は
ト

ロ
イ
ア
人
ブ
リ
ー
ト
ゥ
ス
に
由
来
す
る
。
こ
う
し
た
巨
人
で
そ
の
名
を
レ
ム
と
い
う
者
が
、
今
日
の
レ
イ
デ
ン
に
住
ん
で
い
た
。
息
子

を
一
人
授
か
っ
た
が
、
こ
れ
も
レ
ム
な
る
名
で
、
後
に
町
を
建
設
し
た
。
彼
は
こ
の
町
に
領
主
と
し
て
君
臨
し
た
の
で
、
レヘ

ー
ル
・
レ
ム

ム
殿
と
呼

ば
れ
、
町
の
名
も
彼
に
因ち

な

ん
だ
。
こ
れ
な
ん
ハ
ー
ル
レ
ム
で
あ
る
。
ハ
ー
ル
レ
ム
の
森
に
は
か
つ
て
バ
ッ
コ
ス
の
神
殿
が
あ
り
、
森
全

体
が
こ
の
神
の
た
め
神
聖
と
さ
れ
て
い
た
。
ハ
ー
ル
レ
ム
近
郊
の
水
路
バ
ケ
ネ
サ
ー
運フ

ラ
ハ
ト河

な
る
名
も
こ
の
神
に
由
来
す
る
し
、
古
代
の

バ
ッ
コ
ス
の
神
殿
跡
に
は
現
在
バ
ケ
ネ
サ
ー
教ケ

ル
ク会

が
建
っ
て
い
る
。
巨
人
レ
ム
殿
の
妻
は
ウ
ァ
ル
ベ
レ
ヒ
と
い
う
名
で
、
す
さ
ま
じ
く

大
き
く
強
か
っ
た
そ
う
な
。
ホ
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〕
の
地
か
ら
英
国
へ
渡
ろ
う
と
す
る
時
は
、
た
だ
の
一ひ

と
ま
た跨

ぎ
だ
っ
た
。
彼
女
は
何
頭
も
の
巨
大
な
馬
と
幾
つ
も
の
牛
群
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
北
海
の
岸
辺
で
草
を
食は

ん
で
い
た
。
す
る
と

強
盗
ど
も
の
乗
っ
た
船
が
一
隻
や
っ
て
来
た
。
彼
ら
は
上
陸
し
て
牧
場
か
ら
畜
群
を
奪
い
、
自
分
ら
の
船
に
積
み
込
ん
だ
。
こ
の
船
は

小
さ
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ウ
ァ
ル
ベ
レ
ヒ
が
家
畜
の
群
れ
を
検
分
し
に
や
っ
て
来
た
時
、
群
れ
は
い
な
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を

乗
せ
た
例
の
船
は
海
上
遙
か
に
浮
か
ん
で
い
た
。
す
る
と
ウ
ァ
ル
ベ
レ
ヒ
は
海
中
に
踏
み
込
む
と
、
さ
っ
と
手
を
伸
ば
し
、
畜
群
を
取

り
返
し
た
。
牡お

う
し牛

た
ち
と
牝め

う
し牛

た
ち
は
小
脇
に
抱
え
、
駒
た
ち
を
も
う
片
脇
に
抱
え
込
み
、
羊
ら
は
と
い
う
と
頭
の
上
に
載
せ
た
。
羊

ら
は
羊
虱し

ら
み

が
羊
の
頭
の
上
を
這は

い
回
る
よ
う
に
、
そ
こ
を
這
い
回
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ウ
ァ
ル
ベ
レ
ヒ
は
船
を
摑つ

か

み
、
高
高
と
持
ち
上

げ
る
と
、
物
凄す

ご

い
勢
い
で
海う

な
ぞ
こ底

深
く
投
げ
込
ん
だ
。
強
盗
た
ち
の
方
は
喰く

っ
て
し
ま
い
、
そ
の
暖
か
い
血
を
啜す

す

っ
た
。
そ
し
て
家
路
に

つ
い
た
。
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一
三
九　

ガ
ン
ゴ
ル
フ
の
泉

　

ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
地
方
に
ガ
ン
ゴ
ル
フ
と
い
う
名
の
伯
爵
が
い
た
。
彼
は
サ
ラ
セ
ン
人
や
ヴ
ァ
ン
ダ
ル
族
と
戦
う
た
め
出
征
、
清
ら
か

な
泉
が
迸

ほ
と
ば
し

り
出
て
い
る
南
国
〔
＝
イ
タ
リ
ア
〕
の
と
あ
る
平
原
に
辿た

ど

り
着
い
た
。
ガ
ン
ゴ
ル
フ
は
そ
こ
に
宿
営
し
、天
幕
を
張
ら
せ
、

麾き

か下
の
兵
士
ら
と
と
も
に
泉
の
水
を
飲
み
、
随
伴
し
て
い
る
牛
馬
に
も
水
を
飼
っ
た
。
そ
こ
へ
土
地
の
主あ

る
じ

が
や
っ
て
来
て
、
家
来
に

牧
草
を
踏
み
躙に

じ

ら
せ
、
許
可
も
得
ず
に
宿
営
し
、
ひ
と
さ
ま
の
所
有
で
あ
る
泉
の
水
を
人
畜
に
飲
ま
せ
る
の
は
、
こ
の
土
地
の
風
儀
に

は
な
い
こ
と
、
と
難な

ん
き
つ詰

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ガ
ン
ゴ
ル
フ
は
も
の
柔
ら
か
に
愛
想
良
く
こ
う
応
じ
た
。「
こ
れ
は
地
主
殿
、
か
よ
う

な
こ
と
に
あ
い
な
っ
た
の
は
ま
こ
と
に
遺い

か
ん憾

で
ご
ざ
る
。
し
た
が
、
あ
ま
り
お
怒
り
め
さ
る
な
。
お
差
し
支
え
な
く
ば
、
こ
の
泉
を
貴

公
か
ら
買
い
取
り
ま
し
ょ
う
ぞ
」
と
。
─
─
「
い
や
は
や
、
こ
い
つ
は
聞
き
物
だ
て
」
と
先
方
は
考
え
、
腹
の
中
で
大
笑
い
し
た
。
狡ず

る

い
男
の
こ
と
と
て
、
湧わ

き
出
て
い
る
場
所
が
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
も
の
で
あ
り
続
け
さ
え
す
れ
ば
、
こ
の
余よ

そ所
者
が
泉
を
買
う
の
は
一

向
構
わ
ん
わ
い
、
と
思
っ
て
。
そ
こ
で
さ
ほ
ど
高
額
で
な
い
代
価
を
要
求
し
た
。
ガ
ン
ゴ
ル
フ
は
そ
れ
だ
け
支
払
う
と
、
部
下
を
引
き

連
れ
、
立
ち
去
っ
た
が
、
出
発
す
る
前
に
携
え
て
い
た
杖
を
暫し

ば
ら

く
泉
の
水
に
浸
し
た
。

　

さ
て
、
故
郷
の
ブ
ル
グ
ン
ト
伯
領
に
帰
還
し
た
ガ
ン
ゴ
ル
フ
は
、
例
の
杖
を
自
城
の
中
庭
な
る
─
─
正
真
正
銘
己お

の
れ

が
所
有
す
る
大

地
に
突
き
刺
し
た
。
す
る
と
た
ち
ま
ち
清
澄
か
つ
水
量
豊
富
な
泉
が
噴
出
し
た
。
一
方
ガ
ン
ゴ
ル
フ
が
南
国
で
買
い
取
っ
た
あ
の
泉
の

方
は
永
久
に
涸か

れ
て
し
ま
っ
た
。

　

ブ
ル
グ
ン
ト
の
か
か
る
伝
説
は
本
来
な
ら
こ
の
ド
イ
ツ
伝
説
の
本
に
記
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
注
目
を
引
く
そ
の
谺こ

だ
ま

と
申

そ
う
か
、
名
前
も
含
め
て
同
じ
類た

ぐ
い

が
、
東
フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方
に
も
見
出
さ
れ
る
の
だ
。
レ
ー
ン
山
地
の
巖い

わ

山
ミ
ル
ゼ
ブ
ル
ク
に
諸
人

か
ら
貴
ば
れ
て
い
る
ガ
ン
ゴ
ル
フ
の
泉
が
あ
る
。
そ
の
昔
、
ガ
ン
ゴ
ル
フ
と
呼
ば
れ
る
聖
者
が
い
て
、
こ
の
峰
が
人
里
離
れ
て
い
る
の
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で
大
い
に
気
に
入
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
い
と
古
き
司
教
座
の
町
フ
ル
ダ
へ
下
っ
て
行
き
、
あ
る
市
民
の
家
で
清
ら
か
な
泉
を
見
つ
け
る

と
、
こ
れ
を
そ
の
市
民
か
ら
買
い
取
っ
た
。
相
手
は
、
ど
う
も
な
ん
だ
か
こ
の
敬け

い
け
ん虔

な
お
人
を
騙だ

ま

く
ら
か
す
こ
と
に
な
る
わ
い
、
と
考

え
た
。
思
う
に
、
泉
は
い
つ
い
つ
ま
で
も
わ
し
の
持
ち
物
の
ま
ま
だ
、
な
に
せ
湧
い
て
い
る
場
所
は
相
変
わ
ら
ず
こ
っ
ち
の
だ
か
ら
な

あ
、
と
い
う
わ
け
。
─
─
と
こ
ろ
で
聖

ザ
ン
ク
ト

ガ
ン
ゴ
ル
フ
は
木
製
の
小
さ
な
水
槽
を
作
ら
せ
る
と
、
こ
れ
に
泉
の
水
を
満
た
し
、
手
ず
か

ら
ミ
ル
ゼ
ブ
ル
ク
へ
と
運
び
、
そ
こ
に
水
槽
を
据
え
、
携
え
て
い
る
杖
を
地
面
に
差
し
込
ん
だ
。
す
る
と
な
ん
と
、
水
が
絶
え
る
こ
と

な
く
地
中
か
ら
水
槽
に
湧
き
上
が
り
、
滔と

う
と
う滔

と
溢あ

ふ

れ
出
し
た
。
一
方
下
界
の
フ
ル
ダ
で
は
市
民
の
泉
が
乾ひ

上
が
っ
た
。
ガ
ン
ゴ
ル
フ
の

泉
は
今
日
に
至
る
ま
で
い
ま
だ
に
涸
れ
る
こ
と
な
く
湧
き
続
け
て
い
る
。
そ
の
水
は
、
し
っ
か
り
栓
を
し
て
お
け
ば
、
何
年
も
汲
み
立

て
の
味
だ
し
、
ご
婦
人
が
た
に
は
子
授
け
の
泉
と
な
る
と
い
う
特
段
の
長
所
が
あ
る
そ
う
な
。

一
四
〇　

イ
ザ
ベ
ラ
色

　

昔
、
イ
ス
パ
ニ
ア
軍
が
オ
ー
ス
テ
ン
デ
の
町
を
攻
囲
し
、
ホ
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〕
人
が
こ
れ
を
こ
の
上
も

な
く
頑
強
に
防ぼ

う
ぎ
ょ禦

し
た
こ
と
が
あ
る
。
攻
撃
側
が
外が

い
ほ
う堡

を
一
つ
奪
取
し
て
も
、
籠
城
軍
は
す
ぐ
さ
ま
新
た
な
稜り

ょ
う
ほ堡

を
築
く
の
だ
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公
ア
ル
バ
ー
ト
の
妃
、
イ
ス
パ
ニ
ア
の
内イ

ン
フ
ァ
ン
タ

親
王
イ
ザ
ベ
ラ
〔
＝
イ
サ
ベ
ー
ル
〕
は
夫
君
と
と
も
に
陣
営
に
い
た
が
、

好
戦
的
な
気
質
の
持
ち
主
で
、
こ
ん
な
誓
い
を
立
て
、
そ
れ
を
口
外
し
た
。「
わ
ら
わ
は
オ
ー
ス
テ
ン
デ
が
陥
落
し
、
我
が
軍
に
占
領

さ
れ
な
い
内
は
肌
着
を
替
え
ま
す
ま
い
ぞ
」
と
。
精
精
の
と
こ
ろ
肌
着
を
一
週
間
も
身
に
着
け
て
い
れ
ば
よ
か
ろ
う
、
と
思
っ
た
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
は
問
屋
が
卸お

ろ

さ
な
か
っ
た
。
攻
囲
戦
は
も
う
少
し
長
期
に
亘わ

た

っ
た
し
だ
い
。
七
万
の
イ
ス
パ
ニ
ア
兵
が
オ
ー

ス
テ
ン
デ
市
外
で
命
を
落
と
し
、
ホ
ラ
ン
ト
の
軍
司
令
官
た
ち
に
と
っ
て
こ
の
防
衛
戦
は
五
万
の
犠
牲
を
要
し
た
。
そ
の
間
に
オ
ー
ス

（　

）
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テ
ン
デ
は
瓦が

れ
き礫

の
山
と
化
し
、
イ
ザ
ベ
ラ
は
誓
い
を
遵じ

ゅ
ん
し
ゅ守

、
同
じ
肌
着
を
着
続
け
た
。
攻
囲
が
始
ま
っ
た
時
（
一
六
〇
一
年
六
月
二

十
二
日
）、
次
の
言
葉
の
中
に
そ
の
年
数
が
含
ま
れ
て
い
た
。 „ostenD
e nobIs paCeM

,, 

─
─
こ
れ
す
な
わ
ち
「
我
ラ
ニ
和
平
ヲ
示

セ
」
で
あ
る
。
─
─
そ
し
て
、
三
年
二
箇か

げ
つ月

と
十
七
日
も
経
っ
て
か
ら
や
っ
と
の
こ
と
で
終し

ゅ
う
え
ん焉

を
迎
え
た
時
、
そ
の
年
数
を
次
の
言
葉

の
中
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。 „ostenD

aM
 paCIs InItIa ,, 

─
─
「
我
汝ナ

ン
ジ

ラ
ニ
平
和
ノ
始
マ
リ
ヲ
示
サ
ン
」。

　

か
く
し
て
大
公
妃
イ
ザ
ベ
ラ
は
い
と
も
長
く
纏ま

と

っ
て
い
た
肌
着
を
漸よ

う
や

く
脱
ぎ
捨
て
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
開
い
た
孔
も
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
一
種
独
特
な
、
名
状
し
難
い
色
調
を
帯
び
て
い
た
。
こ
の
色
は
大
流
行
し
、
内
親
王
の
名
に
因ち

な

ん
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
世
の
い
か
な
る
色
で
あ
れ
イ
ザ
ベ
ラ
色
ほ
ど
そ
の
発
明
に
重
い
負
担
を
要
し
た
も
の
は
ま
た
と
あ
る
ま
い
。

一
四
一　

フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
と
そ
の
悪
魔
ヨ
ー
ス
ト

　

世
に
も
名
高
い
か
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
に
つ
い
て
は
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
も
独
自
の
伝
説
が
あ
る
。
同
人
は
ま
こ
と
に
学
識
あ
る
男

で
、
ボ
メ
ル
近
郊
の
ワ
ー
ル
デ
ン
ベ
ル
フ
城
に
居
を
構
え
て
い
た
。
彼
は
こ
こ
で
実
験
に
従
事
し
、
錬
金
術
に
い
そ
し
み
、
賢
者
の
石

を
探
し
求
め
た
が
、見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
悪
魔
が
、博
士
を
獲
物
に
で
き
る
か
も
、と
考
え
、近
づ
い
て
こ
う
言
っ
た
。「
あ

ん
た
、
あ
た
し
が
い
な
け
り
ゃ
何
だ
っ
て
う
ま
く
行
き
っ
こ
あ
り
ま
せ
ん
ぜ
。
あ
ん
た
の
ぐ
つ
ぐ
つ
煮
た
り
の
お
料
理
ご
っ
こ
と
か
、

沸
か
し
た
り
、
蒸じ

ょ
う
り
ゅ
う溜

し
た
り
な
ん
ざ
、
ど
れ
も
こ
れ
も
糞く

そ

の
役
に
も
立
ち
ゃ
し
ま
せ
ん
て
。
あ
た
し
を
下
男
に
お
雇
い
な
さ
い
な
。

そ
う
す
り
ゃ
、
あ
ん
た
が
心
底
欲
し
が
っ
て
る
も
の
が
手
に
入
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
ま
さ
あ
ね
。
あ
た
し
は
あ
ん
た
に
七
年
奉
公
し
ま

す
、
そ
れ
が
済
ん
だ
ら
あ
ん
た
が
あ
た
し
に
仕
え
る
ん
で
す
よ
」。
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
は
悪
魔
が
自
分
に
奉
公
し
よ
う
と
申
し
出
た
の

が
気
に
入
っ
た
。
な
に
せ
、
こ
の
御
仁
、
死
後
の
永
生
と
か
彼
岸
で
の
劫ご

う
ば
つ罰

と
か
を
信
じ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で
悪
魔
に
魂
を
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譲
り
渡
す
証
文
に
自
ら
の
血
で
署
名
し
た
。こ
れ
を
や
っ
て
の
け
た
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
は
現
世
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
快
楽
を
追
求
し
た
。

衣
服
は
パ
リ
か
ら
取
り
寄
せ
た
最
上
の
も
の
に
限
っ
た
。
善
美
を
尽
く
し
た
珍
味
佳か

こ
う肴

が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら
、
極
め
て
美
し
く
極

め
て
高
価
な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
ハ
ー
ル
レ
ム
か
ら
到
来
し
た
。
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
夏
に
は
氷
を
、
冬
に
は
甘
い
葡ぶ

ど
う萄

を
賞
味
し
た
。
こ
う

し
た
品
品
を
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
彼
の
下
男
で
、
ヨ
ー
ス
ト
と
い
う
名
の
悪
魔
だ
っ
た
。
な
に
し
ろ
フ
ァ
ウ
ス
ト
は

こ
の
地
獄
の
僕し

も
べ

を
び
し
び
し
追
い
使
う
の
を
こ
の
上
も
な
く
楽
し
ん
で
い
た
の
で
。
フ
ァ
ウ
ス
ト
が
ワ
ー
ル
デ
ン
ベ
ル
フ
か
ら
ボ
メ

ル
に
行
こ
う
と
す
る
時
は
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
出
掛
け
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
へ
ほ
ど
に
も
時
間
は
掛
か
ら
ず
、
下
男
の
悪
魔
に

こ
う
怒
鳴
れ
ば
よ
か
っ
た
。「
ヨ
ー
ス
ト
、
ス
ヘ
ル
デ
川
に
橋
を
架
け
ろ
。
わ
し
が
渡
っ
た
ら
壊
す
ん
だ
。
早
く
せ
い
」。
─
─
す
る
と

瞬
く
間
に
橋
が
で
き
、
瞬
く
間
に
無
く
な
っ
た
。
ボ
メ
ル
の
町
の
通
り
の
舗ほ

そ
う装

と
き
た
ら
、
筆
者
が
愛
す
る
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
や
そ
の

他
の
ド
イ
ツ
の
結
構
な
町
の
数
数
と
ご
同
様
、
ノ
ア
の
大
洪
水
以
前
と
い
っ
た
、
そ
れ
は
そ
れ
は
時
代
遅
れ
の
代
物
だ
っ
た
。
す
る
と

フ
ァ
ウ
ス
ト
は
怒
鳴
っ
た
。「
ヨ
ー
ス
ト
、
さ
っ
さ
と
舗
装
し
ろ
。
馬
ど
も
の
前
は
さ
あ
っ
と
舗
装
し
て
、
わ
し
の
馬
車
の
後
ろ
の
舗

装
は
片
づ
け
て
し
ま
え
。
わ
し
は
ボ
メ
ル
の
連
中
は
気
に
喰く

わ
ん
で
な
─
─
や
つ
ら
は
今
後
と
も
ぬ
か
る
み
に
浸つ

か
っ
と
れ
ば
よ
か
ろ

う
」。

　

ボ
メ
ル
の
あ
る
地
下
の
酒
蔵
に
は
テ
ィ
ー
ル
産
の
素
晴
ら
し
い
麦ビ

ー
ル酒

が
貯
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
好
物
で
、
博
士

は
こ
れ
を
き
こ
し
め
し
て
酔
っ
ぱ
ら
う
と
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
な
る
ア
ウ
ア
ー
バ
ッ
ハ
の
酒
蔵
で
も
や
っ
た
よ
う
に
、
麦ビ

ー
ル酒

樽だ
る

に
坐
り
込

ん
だ
。
す
る
と
ヨ
ー
ス
ト
は
そ
の
樽
を
フ
ァ
ウ
ス
ト
も
ろ
と
も
穴
蔵
か
ら
吊
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
方
ご
当
人
は
乗
馬

さ
な
が
ら
こ
れ
に
跨ま

た
が

っ
た
ま
ま
。
こ
の
光
景
を
多
く
の
客
人
が
目
撃
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

フ
ァ
ウ
ス
ト
は
悪
魔
が
親
切
で
自
分
に
尽
く
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
何
も
か
も
激
し
い
憎
し
み
か
ら
や
っ
て
い
る
こ
と
を
よ
く

心
得
て
い
た
か
ら
、
相
手
を
怒
ら
せ
て
や
ま
ず
、
一
瞬
た
り
と
も
休
ま
せ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
悪
魔
が
、
こ
れ
で
充
分
だ
ろ
う
、
ち
ょ
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い
と
息
抜
き
す
る
か
、
と
考
え
る
た
び
、
ど
う
い
た
し
ま
し
て
と
ん
で
も
な
い
こ
と
、
性し

ょ
う
わ
る悪

な
主
人
は
一
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
も
の
穀
物

を
茨い

ば
ら

の
生
け
垣
の
下
に
撒ま

き
散
ら
し
、
ヨ
ー
ス
ト
は
こ
れ
を
一
粒
残
ら
ず
悉

こ
と
ご
と

く
拾
い
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は

ま
た
、
博
士
は
一
袋
の
穀
粉
を
窓
か
ら
外
に
ぶ
ち
ま
け
た
。
そ
し
て
ヨ
ー
ス
ト
は
微み

じ
ん塵

も
余
さ
ず
元
通
り
回
収
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
う
こ

う
す
る
内
こ
の
哀
れ
な
悪
魔
、
以
前
は
で
っ
ぷ
り
肥ふ

と

っ
て
い
た
の
に
、
が
り
が
り
に
痩や

せ
衰
え
、
脚
な
ん
ぞ
は
蜘く

も蛛
さ
な
が
ら
の
て
い

た
ら
く
と
あ
い
な
っ
た
。
そ
こ
で
と
う
と
う
フ
ァ
ウ
ス
ト
に
こ
う
泣
き
つ
い
た
も
の
。「
ね
え
、
博
士
様
。
あ
ん
た
の
と
こ
ろ
じ
ゃ
悪

魔
だ
っ
て
我
慢
が
で
き
ま
せ
ん
や
。
こ
ん
な
ご
奉
公
は
御ご

め
ん
こ
う
む

免
蒙
り
ま
し
ょ
。
あ
た
し
は
こ
の
四
年
こ
の
か
た
、〔
灼し

ゃ
く
ね
つ熱

の
〕
地
獄
で
過

ご
し
た
毎
日
よ
り
ず
う
っ
と
汗
び
っ
し
ょ
り
、
身
は
焙あ

ぶ

ら
れ
る
っ
て
暮
ら
し
だ
。
あ
ん
た
は
ベ
ー
ル
ゼ
ブ
ブ
よ
り
ひ
ど
い
人
使
い
を
す

る
。
ほ
ん
と
に
か
っ
か
と
来
ち
ゃ
う
御
仁
だ
よ
、や
あ
れ
や
れ
。
あ
ん
た
に
ゃ
あ
こ
れ
ま
で
の
四
年
と
あ
ん
た
の
証
文
を
く
れ
て
や
る
。

あ
た
し
に
お
暇
を
お
く
ん
な
さ
い
。あ
ん
た
は
全
部
只
で
楽
し
ん
だ
っ
て
こ
と
に
な
る
ん
で
さ
あ
ね
」。し
か
し
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
言
っ
た
。

「
悪
魔
ヨ
、
ソ
ハ
マ
カ
リ
ナ
ラ
ヌ
ゾ
。
契
約
は
守
ら
ん
け
り
ゃ
の
う
。
お
ま
え
が
わ
し
に
う
ん
ざ
り
で
も
、
わ
し
は
お
ま
え
に
飽
い
て
は

お
ら
ん
の
で
な
」。
─
─
と
ま
あ
、
こ
う
い
う
し
だ
い
で
悪
魔
の
ヨ
ー
ス
ト
は
そ
れ
か
ら
ま
だ
た
っ
ぷ
り
三
年
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
に
仕

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
三
年
が
終
わ
っ
た
時
、
こ
の
悪
魔
ほ
ど
喜
ん
だ
者
が
ま
た
と
あ
ろ
う
か
。
こ
や
つ
、
文
字
通
り
悪

魔
の
ご
と
く
き
っ
ち
り
と
ワ
ー
ル
デ
ン
ベ
ル
フ
の
館
へ
や
っ
て
来
る
な
り
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
む
ん
ず
と
捉と

ら

え
、
髪
の
毛
を
摑つ

か

ん
で
城
の

塔
の
狭
い
格
子
窓
か
ら
外
へ
引
き
ず
り
出
し
た
の
で
、
辺
り
一
面
鮮
血
が
飛
び
散
っ
た
。
こ
れ
は
幾
つ
も
の
染
み
と
な
っ
た
が
、
洗
い

落
と
す
こ
と
が
で
き
ず
、
い
ま
だ
に
あ
り
あ
り
と
残
っ
て
い
る
。

　

悪
魔
と
契
約
し
た
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
に
つ
い
て
の
伝
説
は
広
く
流
布
し
て
い
る
が
、地
名
に
似
寄
り
の
響
き
が
好
ま
れ
て
い
る
の
が
、

ど
う
も
不
思
議
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
伝
説
で
は
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
地
方
の
キ
ン
ト
リ
ン
ゲ
ン
生
ま
れ
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学

の
教
授
で
あ
る
、
と
し
、
そ
の
近
く
で
最
期
を
迎
え
た
、
と
語
ら
れ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
系
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
伝
説
は
彼
を
ワ
ー
ル
デ
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ン
ベ
ル
フ
〔
＝
ヴ
ァ
ー
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
〕
城
に
住
ま
わ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
単
な
る
偶
然
の
な
せ
る
わ
ざ
か
ど
う
か
、
伝
説

研
究
者
は
今
後
関
連
を
考
察
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
四
二　

魔
術
師
ア
グ
リ
ッ
パ
の
話

　

世
に
あ
ま
ね
く
名
高
き
魔
術
師
ヘ
ン
リ
ク
ス
・
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ア
グ
リ
ッ
パ
は
ル
ー
ヴ
ェ
ン
に
住
ん
で
い
た
。
彼
は
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
一
匹
の
黒
犬
を
連
れ
て
い
た
。
犬
は
そ
の
跡
を
ぴ
っ
た
り
随つ

い
て
行
く
の
だ
っ
た
。
犬
の
プ
レ
ス
テ
ィ
ギ
ア
ー
ル
が
フ
ァ
ウ
ス
ト
博

士
に
く
っ
つ
い
て
い
た
よ
う
に
。
こ
の
犬
ど
も
、
ど
う
や
ら
ど
ち
ら
も
出で

ど
こ
ろ所

素
性
は
同
じ
だ
っ
た
か
。
ア
グ
リ
ッ
パ
の
飼
い
犬
は
パ
ラ

ド
リ
ウ
ス
と
い
う
名
だ
っ
た
。
こ
の
賢
い
魔
術
の
大
家
ア
グ
リ
ッ
パ
に
は
常
に
弟
子
が
一
人
い
た
。
彼
は
こ
の
弟
子
に
黒
魔
術
を
教
え
、

弟
子
は
助
手
と
し
て
師
匠
に
仕
え
た
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
弟
子
の
あ
る
者
の
身
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
師
匠
は
旅
に
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
が
、
当
時
弟
子
に
し
て
い
た
男
は
ま
だ
あ
ま
り
に
も
未
熟
だ
っ
た
の
で
、
神
秘
な
奥お

う
ぎ義

を
覗の

ぞ

か
せ
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
か
、
師
匠
に
は
そ
の
つ
も
り
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ア
グ
リ
ッ
パ
は
出
立
の
際
研
究
室
の
鍵
を
女
中
頭
に

預
け
、
何な

ん
ぴ
と人

た
り
と
も
断
じ
て
こ
の
部
屋
に
入
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
言
い
付
け
た
。
師
匠
が
家
を
出
た
途
端
、
く
だ
ん
の
弟
子
は
、

自
分
を
先
生
の
部
屋
に
入
れ
て
欲
し
い
、
と
女
中
頭
に
頼
ん
だ
。
な
に
し
ろ
こ
の
男
、
好
奇
心
の
塊
だ
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
口
実
を
並
べ
立
て
た
わ
け
。
初
め
の
内
こ
そ
、
だ
め
よ
、
だ
め
よ
、
の
一
点
張
り
だ
っ
た
女
中
頭
も
と
う
と
う
折
れ
て
、
弟
子

を
部
屋
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
。
室
内
に
は
先
生
の
大
魔
法
書
が
だ
れ
に
も
持
ち
去
ら
れ
な
い
よ
う
鎖
に
繋
い
で
書
見
台
に
置
か
れ
て
い

た
。
若
者
は
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
こ
れ
に
歩
み
寄
り
、
本
を
開
い
て
、
中
身
を
読
み
始
め
た
。
け
れ
ど
も
、
自
分
が
読
ん
で
い
る
の
は

精
霊
召
喚
の
呪
文
で
あ
る
こ
と
に
ろ
く
す
っ
ぽ
気
づ
か
な
か
っ
た
。
す
る
と
、
部
屋
の
扉
が
ど
ん
ど
ん
と
叩
か
れ
た
。
弟
子
は
叩
く
音
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を
聞
き
逃
し
、
更
に
読
み
続
け
た
。
ま
た
し
て
も
ど
ん
ど
ん
音
が
し
た
。
け
れ
ど
も
若
者
に
は
や
は
り
聞
こ
え
ず
、
依
然
と
し
て
読
み

続
け
た
。
突
然
扉
が
ば
た
ん
と
開
き
、
恐
ろ
し
い
恰か

っ
こ
う好

を
し
た
物も

の
す
ご凄

い
精
霊
が
中
に
押
し
入
っ
て
来
て
、「
な
ん
で
お
れ
を
呼
び
く
さ
っ

た
。
お
れ
に
、
何
を
せ
い
、
と
ぬ
か
す
の
だ
」
と
訊き

い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
強
大
な
存
在
に
眼
前
に
立
ち
は
だ
か
ら
れ
た
弟
子
は
震
え

上
が
り
、
口
も
利
け
な
く
な
っ
た
。
─
─
恐
怖
に
捉と

ら

え
ら
れ
て
精
霊
を
祓ふ

つ
ま魔

す
る
こ
と
も
で
き
ず
じ
ま
い
。
精
霊
は
激
怒
し
て
手
を
振

り
上
げ
、
弟
子
は
命
を
失
っ
て
床
に
く
ず
お
れ
た
。
一
部
始
終
を
遠
く
か
ら
大

エ
ー
ル
ト
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル

地
鏡
で
見
た
魔
術
師
ア
グ
リ
ッ
パ
は
急
い
で
帰
宅

す
る
と
、
一ひ

と
は
し
ら柱

の
使
い
霊
を
呼
び
、
こ
の
邸
で
弟
子
が
横
死
し
た
、
な
ど
と
い
う
噂
が
立
た
ぬ
よ
う
、
死
骸
の
体
内
に
入
り
込
み
、

家
を
出
て
、
そ
れ
か
ら
ま
た
死
骸
か
ら
去
る
よ
う
に
計
ら
え
、
と
命
じ
た
。
そ
の
精
霊
は
言
い
付
け
通
り
に
し
た
。
そ
こ
で
弟
子
は
生

き
て
い
る
か
の
よ
う
に
通
り
を
幾
つ
か
歩
き
回
り
、と
あ
る
街
角
で
ば
っ
た
り
倒
れ
た
。
憑ひ

ょ
う
い依

し
て
い
た
精
霊
が
離
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

か
く
な
る
し
だ
い
で
、
若
者
が
こ
の
場
所
に
来
て
初
め
て
急
死
し
た
こ
と
を
疑
う
者
は
い
な
か
っ
た
。

　

ヘ
ン
リ
ク
ス
・
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ア
グ
リ
ッ
パ
に
死
が
迫
る
と
、
彼
は
飼
い
犬
を
呪じ

ゅ
そ詛

し
て
、
こ
う
叫
ん
だ
。「
と
っ
と
失
せ
ろ
、

き
さ
ま
、
わ
し
の
堕
地
獄
の
罪
に
し
て
張ち

ょ
う
ほ
ん本

め
が
」
と
。
─
─
そ
し
て
師
匠
の
死
後
犬
は
い
な
く
な
っ
た
。
ど
こ
へ
消
え
た
か
だ
れ

も
知
ら
な
い
。
水
に
跳
び
込
ん
で
し
ま
っ
た
、
だ
か
ら
以
来
姿
が
見
え
な
い
の
だ
、
と
の
説
、
ア
グ
リ
ッ
パ
は
死
ぬ
前
に
犬
を
友
人
の

だ
れ
か
に
贈
与
し
た
の
で
あ
り
、
犬
は
元
の
主
人
に
仕
え
た
の
と
同
様
そ
の
男
に
一
定
期
間
奉
公
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の
説
、

ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
贈
り
物
に
は
剣け

ん
の
ん呑

な
い
わ
く
が
付
き
物
。

一
四
三　

ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ニ
ヴ
ェ
ル
の
犬

　

昔
ニ
ヴ
ェ
ル
に
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
の
殿
ブ
シ
ャ
ー
ル
五
世
が
聖

ザ
ン
ク
ト

ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
修
道
院
の
客
と
な
っ
た
。
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女
子
修
道
院
の
院
長
は
こ
の
町
の
女
領
主
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
僧
院
の
修
道
尼
た
ち
は
朝あ

し
た

に
は
修
道
服
を
纏ま

と

い
、
夕
べ
に
は
世
俗

の
装
い
を
し
、
そ
の
気
が
あ
れ
ば
修
道
院
を
去
っ
て
、
結
婚
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
だ
っ
た
。
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
の
殿
は
こ
う
し
た
修

道
尼
の
一
人
が
殊
の
外
お
気
に
召
し
、
相
思
相
愛
の
間
柄
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
婚
儀
は
執
り
行
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
恋
の
結
晶
は
男

の
子
が
一
人
で
、
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ニ
ヴ
ェ
ル
と
い
う
名
を
授
か
っ
た
。
成
人
す
る
と
父
親
は
彼
に
小
さ
な
城
の
付
い
た
さ
さ
や
か
な

領
地
を
譲
っ
た
、
あ
る
い
は
買
っ
て
や
っ
た
。
若
殿
は
冒
険
騎
士
と
し
て
世
間
を
経
巡
り
、〔
馬
上
槍
試
合
を
し
て
は
〕
数
数
の
報
償

を
闘
い
取
り
、
勇
敢
公
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
の
宮
廷
で
は
さ
る
麗
し
の
貴
婦
人
の
愛
を
も
嬴か

ち
え
た
。
こ
の
女に

ょ
し
ょ
う性

は
、
若
者
が
結
婚
の

申
込
み
を
す
る
と
、
喜
ん
で
ニ
ヴ
ェ
ル
近
郊
の
小
城
に
随つ

い
て
行
く
、
と
言
っ
て
く
れ
た
。
ヤ
ン
は
熱
愛
す
る
ひ
と
を
鞍く

ら
じ
り尻

に
乗
せ
、

忠
犬
は
そ
の
脇
を
馳は

せ
た
。
こ
う
し
て
二
人
は
か
な
り
の
距
離
を
相
乗
り
し
て
行
き
、
大
い
に
睦む

つ
ご
と言

を
交
わ
し
合
っ
た
。
す
る
と
向
こ

う
か
ら
風
采
の
良
い
堂
堂
た
る
騎
士
が
や
っ
て
来
て
、
す
ぐ
さ
ま
冒
険
騎
士
の
慣
わ
し
に
従
い
勝
負
を
申
し
入
れ
た
。
い
わ
く
、
こ
の

ご
婦
人
の
た
め
に
試
合
を
さ
れ
よ
、
そ
し
て
打
ち
勝
っ
た
方
が
ご
婦
人
を
手
に
入
れ
る
の
だ
、
と
。

　

ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ニ
ヴ
ェ
ル
は
勇
猛
果
敢
だ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
ま
で
こ
う
し
た
冒
険
を
避
け
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

時
は
こ
う
応
じ
た
。「
既
に
わ
た
し
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
ひ
と
を
賭か

け
て
な
に
ゆ
え
闘
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
。
こ
の
令
嬢
は
自
身
が

だ
れ
の
妻
に
な
り
た
い
か
よ
く
心
得
て
い
よ
う
。
だ
れ
を
夫
に
す
る
か
は
こ
の
ひ
と
だ
け
に
決
め
さ
せ
れ
ば
よ
い
こ
と
。
剣
や
槍
で
は

な
く
て
な
」。
─
─
「
さ
さ
、
高
貴
な
お
娘
御
、
さ
れ
ば
そ
な
た
が
決
め
る
が
よ
い
」。
見
知
ら
ぬ
騎
士
は
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ニ
ヴ
ェ
ル

を
嘲あ

ざ
け

り
の
眼ま

な
こ

で
見
据
え
て
そ
う
言
っ
た
。
す
る
と
、
な
ん
と
、
乙
女
は
乗
っ
て
い
た
駒
か
ら
跳
び
下
り
る
と
、
見
知
ら
ぬ
騎
士
の
手

に
縋す

が

っ
て
そ
の
馬
に
上
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
方
が
好
き
に
な
っ
た
の
か
、
あ
ら
か
じ
め
こ
の
男
と
示
し
合
わ
せ
て
い
た
の
か
、

い
ず
れ
に
せ
よ
。
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ニ
ヴ
ェ
ル
は
か
か
る
背
信
に
声
を
呑
ん
だ
。
そ
し
て
騎
士
道
の
命
ず
る
通
り
相
手
に
挨
拶
す
る
と
、

犬
と
と
も
に
騎
行
を
続
け
た
。
女
の
本
性
と
気
ま
ぐ
れ
と
を
と
つ
お
い
つ
思
い
巡
ら
し
な
が
ら
。
し
か
し
ろ
く
ろ
く
進
ま
ぬ
内
に
、
敵
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が
─
─
か
の
麗
人
は
さ
し
あ
た
っ
て
後
に
残
し
─
─
馬
を
疾
駆
さ
せ
て
追
い
つ
い
て
来
、
こ
う
叫
ん
だ
。「
我
が
貴
婦
人
は
そ
な
た
の

犬
が
大
層
お
気
に
入
り
で
な
、
騎
士
殿
。
平
穏
無
事
に
犬
を
そ
れ
が
し
に
引
き
渡
し
て
く
だ
さ
ら
ん
か
。
さ
も
な
く
ば
我
ら
一
勝
負
つ

か
ま
つ
ら
ね
ば
な
る
ま
い
」。

　

ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ニ
ヴ
ェ
ル
は
こ
の
甚
だ
も
っ
て
慎
ま
し
や
か
な
ら
ざ
る
要
求
を
受
け
て
も
落
ち
着
き
払
っ
て
こ
う
返
辞
し
た
。「
わ

た
し
は
か
の
令
嬢
が
ご
自
身
の
お
好
き
な
よ
う
に
ふ
る
ま
う
の
を
止
め
は
せ
な
ん
だ
。
犬
に
も
そ
う
す
る
こ
と
を
止
め
は
せ
ぬ
。
我
ら

両
人
の
い
ず
れ
な
り
と
も
、
こ
の
犬
の
選
ぶ
者
が
こ
れ
を
引
き
取
れ
ば
よ
い
」。
こ
れ
を
聞
い
て
ひ
と
か
た
な
ら
ず
喜
ん
だ
騎
士
は
犬

を
誘
い
、
旨う

ま

そ
う
な
食
べ
物
を
差
し
出
し
た
。
し
か
し
犬
は
男
に
向
か
っ
て
歯
を
剥む

き
出
し
、
兇き

ょ
う
ぼ
う暴

な
唸う

な

り
声
を
挙
げ
た
。
も
し
彼

の
主
人
が
制
止
の
声
を
掛
け
な
か
っ
た
ら
、
た
ち
ま
ち
男
の
顔
に
跳
び
掛
か
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
こ
で
ヤ
ン
は
今
回
は
挨
拶

せ
ず
に
馬
首
を
転
じ
て
立
ち
去
っ
た
。
犬
は
嬉
し
そ
う
に
吠ほ

え
る
と
そ
の
傍
ら
を
走
っ
た
。
あ
ち
ら
の
騎
士
は
慚ざ

ん
き愧

に
堪
え
ず
、
こ
れ

ま
た
犬
の
信ま

こ
と実

ぶ
り
に
我
が
身
を
顧
み
て
恥
じ
入
っ
て
い
る
娘
の
方
へ
引
き
返
し
た
。
こ
れ
ぞ
ビ
ュ
ル
ガ
ー
の
詩
「
信ま

こ
と実

の
唄
」
の
素

材
と
な
っ
た
伝
説
で
あ
る
。

　

ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ニ
ヴ
ェ
ル
二
世
な
る
人
物
も
い
た
。
こ
の
御
仁
は
魔
術
師
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ア
グ
リ
ッ
パ
と
面
識

が
あ
っ
た
。
で
、
ア
グ
リ
ッ
パ
が
ニ
ヴ
ェ
ル
を
通
り
掛
か
っ
た
折
、
彼
を
賓
客
と
し
て
城
へ
招
き
、
こ
の
有
名
な
人
士
を
善
美
を
尽
く

し
て
も
て
な
し
、
泊
め
た
。
そ
の
際
前
記
の
話
を
物
語
り
、
自
分
も
そ
う
し
た
忠
義
な
犬
が
欲
し
い
も
の
だ
、
と
言
っ
た
。
す
る
と
ア

グ
リ
ッ
パ
は
歓
待
の
返
礼
と
し
て
城
主
に
一
匹
の
黒
犬
を
贈
っ
た
。
─
─
こ
れ
を
、
悪
霊
だ
、
と
考
え
た
者
は
多
い
。
こ
の
犬
の
名
は

全
く
の
秘
密
で
、
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
の
は
主
人
の
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ニ
ヴ
ェ
ル
だ
け
だ
っ
た
。
だ
れ
が
こ
の
犬
に
声
を
掛
け
よ
う
と
、

こ
の
犬
を
誘
お
う
と
、
そ
れ
は
一
向
構
わ
な
か
っ
た
が
、
犬
は
飼
い
主
以
外
何な

ん
ぴ
と人

の
言
う
こ
と
も
聞
か
な
か
っ
た
。
こ
の
ヤ
ン
・
フ
ァ

ン
・
ニ
ヴ
ェ
ル
＝
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
は
エ
グ
モ
ン
ト
と
と
も
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
同
時
に
斬
首
さ
れ
た
ホ
ー
ル
ン
伯
の
祖
父
で
あ
る
由
。
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そ
の
母
は
フ
ド
ゥ
ラ
・
フ
ィ
ラ
イ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ヘ
ン
ト
。

一
四
四　

聖
ザ
ン
ク
ト

〔
＝
聖シ

ン
ト

〕
ヨ
ハ
ニ
ス
の
林り

ん
ご檎

　

昔
ト
ン
ゲ
ル
ン
の
聖
な
る
司
教
で
添
え
名
し
て
仔こ

羊
と
い
わ
れ
る
ひ
と
─
─
元
は
農
夫
だ
っ
た
─
─
が
い
た
。
農
夫
の
彼
は
誠
心
誠

意
の
生
活
に
徹
し
、
数
数
の
善
行
に
励
ん
で
い
た
。
あ
る
日
の
こ
と
ヨ
ハ
ニ
ス
が
畑
で
畝う

ね

作
り
に
い
そ
し
ん
で
い
る
と
、
巡
礼
の
身
な

り
を
し
た
神
神
し
い
風
采
の
男
が
そ
の
前
に
立
っ
て
、「
ご
き
げ
ん
よ
う
、
ト
ン
ゲ
ル
ン
の
司
教
」
と
声
を
掛
け
た
。

　
「
あ
な
た
は
い
っ
た
い
だ
れ
に
挨
拶
な
さ
っ
た
の
か
」。
ヨ
ハ
ニ
ス
は
周
囲
を
見
回
し
て
訊た

ず

ね
た
。「
そ
な
た
に
じ
ゃ
」
と
巡
礼
は
答

え
た
。「
そ
な
た
の
敬け

い
け
ん虔

さ
ゆ
え
に
主し

ゅ

は
そ
な
た
を
聖
職
に
選
び
た
も
う
た
」。
─
─
「
さ
よ
う
な
こ
と
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ぬ
。
そ
こ
を

お
ど
き
く
だ
さ
れ
、お
客
人
」と
ヨ
ハ
ニ
ス
は
大
声
を
挙
げ
た
。「
あ
な
た
が
携
え
て
い
る
乾ひ

か涸
ら
び
た
木
の
杖
に
万
一
緑
の
葉
が
萌も

え
、

実
が
生な

る
も
の
な
ら
、こ
の
わ
た
し
も
ト
ン
ゲ
ル
ン
の
司
教
に
な
り
ま
し
ょ
う
が
」。
─
─「
そ
れ
で
は
し
か
と
見
て
、信
じ
る
が
よ
い
」。

巡
礼
は
そ
う
叫
び
、
杖
を
耕
さ
れ
た
ば
か
り
の
畑
土
に
差
し
込
ん
だ
。
す
る
と
た
ち
ま
ち
杖
は
若
若
し
い
樹
皮
に
覆
わ
れ
、
芽
が
吹
き
、

枝
が
伸
び
、
花
が
咲
い
た
か
と
思
う
と
、
そ
の
花
花
は
み
ご
と
な
林り

ん
ご檎

に
な
っ
た
。

　

予
言
は
な
に
も
か
も
そ
の
通
り
に
な
っ
た
。
こ
の
林
檎
の
樹
は
消
え
去
る
こ
と
な
く
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
果
実
は
挿
し
木
に
よ
っ
て

こ
の
地
方
に
広
ま
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
聖

ザ
ン
ク
ト

〔
＝
聖シ

ン
ト

〕
ヨ
ハ
ニ
ス
の
林
檎
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
杖
が
滴
ら
ん
ば
か
り
の
緑
に
変
じ

た
─
─
大
抵
は
更
に
生
い
育
っ
て
奇き

蹟せ
き

の
樹
と
な
る
─
─
と
い
う
伝
説
は
他
に
も
あ
ま
ね
く
伝
播
し
て
い
る
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
は

フ
ァ
リ
ラ
な
る
町
の
か
の
ボ
ニ
フ
ァ
テ
ィ
ウ
ス
が
植
え
た
奇
蹟
の
樹
、
騎
士
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
伝
説
に
登
場
す
る
教
皇
ウ
ル
バ
ヌ
ス
の

杖
、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
。
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一
四
五　

一
年
の
日ひ

数か
ず

だ
け
の
子
ど
も

　

グ
ラ
ー
フ
ェ
ン
＝
ハ
ー
ゲ
か
ら
一
時
間
の
行
程
に
ロ
ー
ス
ド
イ
ネ
ン
と
い
う
名
の
村
が
あ
る
。こ
こ
に
は
昔
修
道
院
が
建
っ
て
い
た
。

か
し
こ
に
は
こ
ん
な
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
修
道
院
は
修
道
士
ら
の
放
逸
無む

ざ
ん慙

な
行
状
の
せ
い
で
一
夜
に
し
て
地
中
に
沈
ん
だ

の
で
あ
り
、
あ
る
場
所
─
─
も
っ
と
も
だ
れ
に
で
も
見
つ
か
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
─
─
に
立
つ
と
地
中
深
く
轟ご

う
ご
う轟

と
ざ
わ
め
く
音

が
聞
こ
え
る
、
と
。〔
修
道
院
附
属
〕
教
会
だ
け
は
無
事
に
残
り
、
村
の
東
側
の
外
に
あ
る
。
教
会
内
に
は
二
つ
の
銅
で
で
き
た
洗
礼

盤
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
伝
承
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

　

ホ
ラ
ン
ト
伯
フ
ロ
リ
ス
四
世
に
は
夫
人
メ
ヒ
テ
ィ
ル
ト
と
の
間
に
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
と
い
う
名
の
息
女
が
一
人
お
り
、
こ
の
ひ
と
は
ヘ

ン
ネ
ベ
ル
ク
伯
ヘ
ル
マ
ン
一
世
─
─
古
人
は
朗
ら
か
で
雄
雄
し
い
勇
者
と
讃
え
て
い
る
─
─
と
結
婚
し
た
。
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
は
子
息
ポ

ポ
と
息
女
ユ
ッ
タ
を
生
み
、
後
者
は
母
の
存
命
中
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
オ
ッ
ト
ー
長
大
伯
に
嫁と

つ

い
だ
。
大
層
若
く
し
て
結
婚

し
た
母
〔
＝
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
〕
は
四
十
二
歳
で
故
郷
の
デ
ン
・
ハ
ー
ハ
〔
＝
デ
ン
・
ハ
ー
ク
、
デ
ン
・
ハ
ー
グ
〕
に
里
帰
り
し
た
。
さ

て
こ
の
地
で
伯
爵
夫
人
は
右
腕
左
腕
の
そ
れ
ぞ
れ
に
幼
な
児
を
抱
え
て
い
る
貧
し
い
女
に
ふ
と
目
を
留
め
た
。
女
は
、
な
に
と
ぞ
お
恵

み
を
、
と
乞
い
、
こ
の
子
た
ち
は
双
子
な
の
で
す
、
と
言
っ
た
。
伯
爵
夫
人
は
一
人
の
女
が
一
人
の
男
と
の
間
に
一
度
に
一
人
以
上
の

子
ど
も
を
授
か
れ
る
わ
け
は
な
い
、
と
疑
っ
て
、
こ
の
貧
し
い
女
に
喜
捨
を
与
え
る
の
を
拒
み
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、〔
お
ま
え
は
夫
以

外
の
男
と
不
義
を
働
い
た
の
だ
、
と
〕
嘲あ

ざ
け

り
、
辱
め
た
。
こ
う
言
わ
れ
た
哀
れ
な
女
は
涙
を
流
し
て
嘆
き
、
天
を
振
り
仰
い
で
、
こ

う
叫
ん
だ
。「
あ
あ
、
天
と
地
の
全
て
を
し
ろ
し
め
す
主し

ゅ

な
る
神
よ
、
是
非
と
も
お
願
い
つ
か
ま
つ
り
ま
す
る
。
こ
こ
な
伯
爵
の
奥
方

が
一
度
に
一
年
の
日
数
だ
け
の
お
子
を
孕は

ら

み
ま
す
る
よ
う
御み

む
ね旨

を
お
示
し
く
だ
さ
れ
」。
そ
し
て
泣
き
な
が
ら
立
ち
去
っ
た
由
。

　

伯
爵
夫
人
は
そ
の
日
の
う
ち
に
妊
娠
し
た
と
感
じ
、
そ
の
時
か
ら
目
方
が
増
え
る
一
方
、
体
が
ひ
ど
く
膨
れ
て
重
く
な
っ
た
あ
り
さ
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ま
は
ま
こ
と
に
も
っ
て
前
代
未
聞
だ
っ
た
。
父
伯
が
ロ
ー
ス
ド
イ
ネ
ン
に
邸
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
夫
人
は
こ
こ
に
滞
在
し
た
。
な
ぜ

な
ら
、
新
た
な
故
国
た
る
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
へ
旅
し
て
戻
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
一
二
七
六
年
の
聖
金
曜
日
に

三
百
と
六
十
五
人
の
赤
児
を
出
産
。
男
の
子
と
女
の
子
ご
た
ま
ぜ
で
、
ど
の
子
も
五
体
満
足
だ
っ
た
。
こ
の
子
た
ち
を
次
の
日
、
夫
人

の
伯
父
の
一
人
で
あ
る
ユ
ト
レ
ヒ
ト
の
司
教
オ
ッ
ト
ー
が
、
今
日
な
お
ロ
ー
ス
ド
イ
ネ
ン
で
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
か
の
二
つ
の
洗

礼
盤
で
（
多
く
の
者
が
主
張
、
か
つ
文
字
に
残
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
つ
の
洗
礼
盤
で
、
で
は
な
い
）
洗
礼
を
施
し
、
男
の
子
は
〔
全

て
〕
ヨ
ハ
ネ
ス
、
女
の
子
は
〔
全
て
〕
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
と
命
名
し
た
。
け
れ
ど
も
子
ど
も
た
ち
は
一
人
残
ら
ず
そ
の
直
後
、
洗
礼
日
、

す
な
わ
ち
聖
な
る
復
活
祭
の
前
夜
に
死
ん
で
し
ま
い
、
母
親
も
同
様
だ
っ
た
。
そ
し
て
皆
も
ろ
と
も
に
修
道
院
附
属
教
会
に
埋
葬
さ
れ

た
。
そ
の
後
こ
の
物
語
は
ド
イ
ツ
語
、
ラ
テ
ン
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
記
憶
用
詩
句
で
ロ
ー
ス
ド
イ
ネ
ン
教
会
内
部
の
一
枚
の
木
板
に
刻

ま
れ
た
。
以
前
こ
れ
は
説
教
壇
左
手
に
掛
か
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、こ
の
伝
承
を
報
告
し
て
い
る
多
く
の
詩
句
が
触
れ
て
い
る
墓
石
、

こ
れ
は
こ
の
教
会
に
な
い
。
か
か
る
不
可
思
議
な
出
産
を
忘
れ
ぬ
た
め
、
マ
ー
ス
川
河
畔
に
一
年
の
日
数
だ
け
の
窓
の
あ
る
城
が
建
設

さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
、
デ
ン
・
ハ
ー
ハ
か
ら
来
る
と
ロ
ー
ス
ド
イ
ネ
ン
村
の
入
り
口
辺
り
に
、
ぽ
つ
ん
と
離
れ
た
風
情
で
建
っ
て
い
る

大
き
な
邸
宅
の
正
面
扉
の
上
部
にIN

 D
EN

 H
EN

N
EN

BERG

〔
＝
ヘ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
へ
〕
な
る
銘
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
─
─
民

衆
は
今
日
で
も
か
の
二
つ
の
洗
礼
盤
に
不
思
議
な
力
が
あ
る
と
考
え
て
い
て
、
甚
だ
崇
敬
し
て
い
る
。
不
妊
の
女
性
た
ち
は
口
を
噤つ

ぐ

ん

だ
ま
ま
一
握
り
の
砂
を
少
し
ず
つ
洗
礼
盤
に
投
げ
掛
け
て
、
得
た
い
と
願
う
祝
福
を
母
な
る
自
然
か
ら
引
き
出
す
の
で
あ
る
。

　

デ
ル
フ
ト
な
る
美
し
い
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
教
会
に
あ
る
一
枚
の
銘
板
に
こ
の
物
語
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
エ
グ
モ
ン
ト
〔
＝
エ

フ
モ
ン
ト
〕
修
道
院
に
は
伯
爵
夫
人
マ
ル
ガ
レ
ー
タ
の
墓
石
が
実
在
す
る
と
か
。
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一
四
六　

永
遠
の
猟
師

　

昔
の
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
た
ち
は
ヴ
ェ
イ
ネ
ン
ダ
ー
レ
と
い
う
名
の
城
館
を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
の
近
く
に
信
心
深
い
農
夫
が
住
ん
で
い

た
。
こ
の
男
に
は
息
子
が
一
人
し
か
い
な
か
っ
た
が
、
こ
や
つ
、
老
父
の
よ
う
に
信
心
深
く
も
勤
勉
で
も
な
く
、
狩
り
に
と
こ
と
ん
憂

き
身
を
窶や

つ

し
て
い
た
。
そ
う
い
う
し
だ
い
で
ろ
く
す
っ
ぽ
家
に
は
お
ら
ず
、
耕
地
の
手
入
れ
も
せ
ず
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
ち
こ
ち
の
森

の
中
を
歩
き
回
る
し
ま
つ
。
こ
の
碌ろ

く

で
な
し
の
若
造
と
来
た
日
に
は
、
宥な

だ

め
賺す

か

そ
う
が
脅
か
そ
う
が
、
ま
る
き
り
効
き
目
が
な
か
っ
た
。

そ
の
う
ち
老
人
は
死
に
そ
う
に
な
り
、
末
期
が
近
い
と
感
じ
た
の
で
、
息
子
に
別
れ
を
告
げ
、
も
う
一
度
訓
戒
を
授
け
よ
う
、
と
思
っ

た
。
そ
こ
で
我
が
許も

と

に
来
る
よ
う
、
息
子
に
頼
み
の
使
い
を
送
っ
た
。
と
こ
ろ
が
息
子
は
、
父
親
が
呼
ん
で
い
る
、
と
い
う
伝
言
を
受

け
取
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
家
に
帰
ら
ず
、
猟
銃
を
手
に
取
る
な
り
、
犬
ど
も
を
口
笛
で
呼
び
、
森
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
は
の
際

の
父
親
は
怒
り
心
頭
に
発
し
、
絶
望
し
て
両
手
を
挙
げ
、
こ
う
息
子
を
呪じ

ゅ
そ詛

し
た
。「
狩
り
を
し
ろ
、
狩
り
を
し
ろ
、
未
来
永
劫
─
─

未
来
永
劫
、
狩
り
を
す
る
が
い
い
」。
そ
う
し
て
が
っ
く
り
く
ず
お
れ
て
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
日
か
ら
呪
わ
れ
た
男
は
も
は
や
家
に
戻

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
以
来
彼
が
森
の
中
で
「
ヤ
ッ
コ
！
ヤ
ッ
コ
！
ヤ
ッ
コ
！
」
と
叫
ぶ
の
が
耳
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
猛も

う
き
ん禽

に

変
じ
て
啼な

い
て
い
る
の
を
、
ま
た
、
猟
犬
に
な
っ
て
吠ほ

え
て
い
る
の
を
聞
い
た
者
も
あ
る
。
と
に
か
く
、
男
は
こ
う
し
て
最
後
の
審
判

ま
で
は
と
に
か
く
狩
り
を
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
ヴ
ェ
イ
ネ
ン
ダ
ー
レ
周
辺
の
森
林
が
漸よ

う
や

く
だ
ん
だ
ん
に
開
墾
さ
れ
る
と
、
永
遠
の

猟
師
の
亡
霊
は
こ
の
地
域
か
ら
影
を
潜
め
、
森
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
丘
の
高
み
に
引
き
移
っ
た
。
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一
四
七　

悪い
た
ず
ら戯
妖
精
ク
ル
ッ
デ

　

フ
ラ
ン
ド
ル
と
ブ
ラ
バ
ン
ト
全
域
で
民
衆
は
あ
る
悪
霊
の
存
在
を
信
じ
て
お
り
、
こ
れ
を
ク
ル
ッ
デ
と
呼
ん
で
い
る
。
あ
る
い
は
ま

た
ク
ロ
イ
レ
と
も
。
こ
れ
は
至
る
と
こ
ろ
に
出
没
し
、ど
ん
な
恰か

っ
こ
う好

に
も
な
る
。
夢
魔
と
似
た
姿
で
現
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
。
ま
た
、

肋あ
ば
ら
ぼ
ね骨

が
透
け
て
見
え
、
ぼ
さ
ぼ
さ
鬣

た
て
が
み

で
痩
せ
衰
え
た
老
馬
の
形
を
取
っ
て
、
夜
間
野
外
に
放
牧
さ
れ
て
い
る
駒
の
群
れ
に
入
り
混

じ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
最
上
の
牡ぼ

ば馬
と
思
い
込
ん
だ
牧
人
が
乗
り
回
そ
う
と
こ
れ
に
跨ま

た
が

る
と
、
馬
に
化
け
て
い
た
妖
精
ク
ル
ッ
デ
は

大
悪
魔
に
追
い
掛
け
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
め
っ
た
や
た
ら
と
駈か

け
出
し
、
ど
こ
か
水
辺
に
来
る
と
、
怯お

び

え
き
っ
た
乗
り
手
を
投
げ

込
む
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
聞
く
者
が
愕が

く
ぜ
ん然

と
す
る
よ
う
な
声
で
大
笑
い
し
、
腹
這ば

い
に
な
る
と
、
捧ほ

う
ふ
く腹

絶
倒
す
る
。
一
方
、
乗
り
手

は
水
中
あ
る
い
は
泥
沼
か
ら
恐
れ
わ
な
な
い
て
も
が
き
出
る
。

　

時
時
二
つ
の
青
い
火
の
玉
が
ク
ル
ッ
デ
の
前
を
ゆ
ら
め
い
て
行
く
。
農
夫
た
ち
や
馬ば

て
い丁

ら
は
こ
れ
を
厩う

ま
や

灯び

と
呼
び
、
火
の
玉
は
こ

の
妖
精
の
両
眼
だ
、
と
言
う
。
ク
ル
ッ
デ
は
樹
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
橉り

ん
ぼ
く木

の
よ
う
に
矮わ

い
し
ょ
う小

な
の
や
天
を
突
か
ん
ば
か
り
に
亭
亭

と
聳そ

び

え
て
い
る
も
の
に
。
ク
ル
ッ
デ
は
蛇
に
な
っ
て
人
間
に
巻
き
付
い
た
り
、
雀す

ず
め
ば
ち蜂

に
な
っ
て
人
間
の
周
囲
を
ぶ
ん
ぶ
ん
飛
び
回
る

こ
と
も
あ
る
。
蝙こ

う
も
り蝠

や
蟇ひ

き
が
え
る蛙

に
化
け
て
脅
か
し
た
り
も
す
る
。
猫
や
鼠ね

ず
み

、
蛙か

え
る

や
牡お

う
し牛

に
も
な
れ
る
。
そ
の
叫
び
声
が
聞
こ
え
る
こ

と
も
あ
る
。
そ
れ
は
「
ク
ル
ッ
デ
！
ク
ル
ッ
デ
！
」
で
あ
る
。
評
判
の
悪
い
や
く
ざ
者
で
あ
る
郭か

っ
こ
う
ど
り

公
鳥
同
様
こ
ん
な
風
に
己お

の
れ

の
名
を

叫
ぶ
の
だ
。
こ
や
つ
は
陸
上
で
も
水
上
で
も
人
を
か
ら
か
い
、
悪
さ
を
働
く
。
海
岸
地
帯
で
は
水
の
精
で
あ
り
、
平
地
で
は
お
化
け
で

あ
り
、
陰
気
な
幽
霊
で
あ
り
、
人
狼
で
す
ら
あ
る
。
妖
精
ク
ル
ッ
デ
は
悪
魔
と
盟
約
を
結
ん
だ
た
め
、
憩
う
こ
と
な
く
こ
の
世
を
彷さ

ま
よ徨

い
歩
き
、
人
間
を
責
め
悩
ま
す
よ
う
断
罪
さ
れ
た
男
の
亡
霊
だ
と
か
。

　

昔
あ
る
娘
が
そ
の
恋
人
と
、
そ
れ
か
ら
も
う
一
人
の
男
友
だ
ち
と
連
れ
だ
っ
て
野
原
を
散
歩
し
、
仲
良
く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
た
。
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す
る
と
恋
人
が
突
然
大
声
を
挙
げ
た
。「
あ
そ
こ
を
見
て
み
ろ
。
何
が
見
え
た
と
思
う
」。
─
─
他
の
二
人
に
は
何
も
見
え
な
か
っ
た
。

─
─
「
い
っ
た
い
何
を
見
た
の
」。「
ク
ル
ッ
デ
だ
っ
て
ば
。
あ
、
犬
に
な
っ
て
跳は

ね
て
ら
あ
。
あ
、
伸
び
を
し
た
。
今
度
は
羊
に
な
っ

た
。
今
度
は
猫
だ
、う
ん
に
ゃ
、木
に
な
っ
ち
ま
っ
た
」。
そ
う
し
た
も
の
は
何
一
つ
他
の
二
人
の
目
に
入
ら
な
か
っ
た
。
─
─
「
ま
た
、

見
え
た
ら
、
言
っ
て
お
く
れ
」
と
一
緒
の
友
だ
ち
。「
お
れ
、
そ
い
つ
に
向
か
っ
て
く
か
ら
さ
」。
─
─
「
お
れ
た
ち
の
前
を
歩
い
て
る

よ
う
」。
そ
う
言
わ
れ
て
も
友
だ
ち
に
は
何
も
目
に
入
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
三
人
は
家
に
帰
る
こ
と
に
し
た
。

　
〔
娘
の
恋
人
の
〕
家
の
前
に
は
ゆ
る
ん
だ
敷
石
が
一
枚
あ
っ
て
、〔
娘
の
恋
人
は
〕
い
つ
も
そ
の
下
に
戸
の
鍵
を
置
い
て
お
く
こ
と
に

し
て
い
た
。
す
る
と
ま
た
し
て
も
恋
人
が
「
見
ろ
、
お
ま
え
た
ち
、
あ
い
つ
が
見
え
な
い
の
か
。
あ
い
つ
、
あ
の
敷
石
の
上
に
坐
り
込

ん
で
や
が
る
。
お
れ
は
鍵
が
出
せ
や
し
な
い
。
な
あ
、
ミ
ー
ケ
、
お
れ
た
ち
、
ま
ず
お
ま
え
を
う
ち
へ
送
る
こ
と
に
す
る
よ
。
お
ま
え
、

怖
が
っ
て
る
も
ん
な
」。〔
娘
を
送
り
届
け
た
あ
と
〕
男
た
ち
が
引
き
返
し
て
来
た
が
、
恋
人
に
は
相
変
わ
ら
ず
妖
精
が
例
の
敷
石
の
上

に
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
そ
の
友
だ
ち
に
は
何
も
見
え
な
か
っ
た
。
友
だ
ち
は
ま
っ
す
ぐ
に
敷
石
に
向
か
い
、
こ
と
な
く

鍵
を
手
に
取
っ
た
。
妖
精
は
い
な
く
な
っ
た
。
恋
人
は
こ
と
な
く
家
の
中
に
入
り
、
急
い
で
鍵
を
掛
け
た
。
友
だ
ち
の
方
は
た
だ
の
一

度
も
ク
ル
ッ
デ
を
目
に
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
四
八　

悪い
た
ず
ら戯
妖
精
ロ
ッ
ダ
ー
と
背ラ

ン

ゲ

・

高
の
っ
ぽ
の
ワ
ッ
パ
ー

　

ク
ル
ッ
デ
と
同
類
の
妖
精
が
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
周
辺
に
出
没
し
て
全
く
同
様
の
所
業
を
働
く
。
牧
草
を
刈
る
者
た
ち
が
夕
方
着
物
を
脱

い
で
休
憩
し
て
い
る
と
、
遠
く
か
ら
鎖
が
鳴
る
よ
う
な
が
ち
ゃ
が
ち
ゃ
と
い
う
音
を
聞
い
た
。
こ
の
音
は
彼
ら
が
着
物
を
置
い
た
場
所

に
近
づ
い
た
が
、
一
同
、
ひ
っ
そ
り
と
横
に
な
っ
た
ま
ま
で
い
た
。
夕
立
が
来
そ
う
に
な
っ
た
の
で
、
草
刈
り
人
た
ち
は
服
を
着
て
家
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に
帰
ろ
う
と
し
た
。
す
る
と
す
ぐ
間
近
で
が
ち
ゃ
が
ち
ゃ
ぱ
ち
ぱ
ち
音
が
し
た
。
そ
し
て
草
刈
り
の
一
人
が
突
然「
ロ
ッ
ダ
ー
だ
、ロ
ッ

ダ
ー
だ
。
殴
っ
ち
ま
え
、
殴
っ
ち
ま
え
。
お
ら
あ
、
こ
い
つ
に
跨ま

た
が

っ
て
る
だ
あ
」
と
金
切
り
声
を
挙
げ
た
。
そ
れ
か
ら
男
は
叫
び
な

が
ら
何
か
を
乗
り
回
し
続
け
た
。
何
に
乗
っ
て
い
る
の
か
は
だ
れ
に
も
見
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
皆
い
や
も
う
笑
っ
た
の
な
ん
の
。

と
い
う
の
は
、
妖
精
ロ
ッ
ダ
ー
は
目
に
見
え
な
い
ま
ま
で
、
こ
や
つ
に
取
っ
捉つ

か

ま
っ
た
草
刈
り
男
と
い
う
積
荷
ご
と
走
り
続
け
、
と
あ

る
池
の
傍
で
男
を
牧
草
の
中
に
振
り
落
と
し
、
自
分
は
水
の
中
に
ざ
ん
ぶ
り
こ
を
や
ら
か
し
た
か
ら
で
あ
る
。
草
刈
り
男
は
、
水
に
投

げ
込
ま
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
も
あ
り
が
た
き
幸
せ
、
と
思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

居
酒
屋
の
あ
る
常
連
の
身
に
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
宵
も
か
な
り
更
け
て
か
ら
家
路
を
辿た

ど

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
地
面
で
チ
ク
タ

ク
チ
ク
タ
ク
音
が
す
る
の
が
聞
こ
え
た
。
は
て
、な
ん
だ
ろ
う
と
、屈か

が

み
込
ん
で
耳
を
欹そ

ば
だ

て
る
と
、チ
ク
タ
ク
チ
ク
タ
ク
鳴
り
続
け
る
。

手
探
り
し
て
み
た
ら
、
な
ん
と
ま
あ
、
石
の
下
に
動
い
て
い
る
時
計
が
あ
っ
た
。
男
は
そ
れ
を
拾
っ
て
し
ま
い
込
み
、
部
屋
に
戻
る
な

り
、
月
の
光
で
ち
ゃ
ん
と
検
分
し
よ
う
と
引
っ
張
り
出
し
た
。
す
る
と
針
は
十
二
時
を
指
し
て
お
り
、
教
会
の
時
計
も
十
二
時
を
打
っ

た
。
つ
ま
り
時
計
は
正
確
に
動
い
て
い
た
わ
け
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
突
然
大
層
冷
た
く
─
─
氷
の
よ
う
に
冷
た
く
な
り
、
じ
と
っ

と
し
て
、と
て
も
重
く
な
っ
た
。
男
が
よ
く
よ
く
見
る
と
、手
に
持
っ
て
い
た
の
は
で
く
で
く
膨
れ
あ
が
っ
た
蟇ひ

き
が
え
る蛙

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

慄ふ
る

え
上
が
っ
た
男
は
怪
物
を
床
に
放
り
出
し
た
、
す
る
と
そ
の
瞬
間
部
屋
の
中
に
船
の
舷げ

ん

灯と
う

の
よ
う
な
両
眼
を
し
た
で
っ
か
い
犬
が
出

現
し
た
。
男
は
怖
く
て
堪た

ま

ら
ず
寝
床
に
潜
り
込
ん
だ
が
、
犬
は
と
い
う
と
窓
か
ら
外
へ
跳
び
出
し
、
わ
っ
と
物
凄
い
哄こ

う
し
ょ
う笑

を
挙
げ
た
。

こ
ん
な
具
合
に
悪
戯
妖
精
ロ
ッ
ダ
ー
は
ま
こ
と
に
た
く
さ
ん
の
人
を
お
ち
ょ
く
り
、
こ
や
つ
の
夜
の
出
現
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
こ
や

つ
の
声
や
笑
い
声
で
少
な
か
ら
ぬ
者
が
死
ぬ
ほ
ど
脅お

ど

か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
背ラ

ン

ゲ

・

高
の
っ
ぽ
の
ワ
ッ
パ
ー
な
る
別
の
悪
戯
者
が
い
る
。
ロ
ッ
ダ
ー
の
同
類
だ
が
専
ら
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
辺
り
に
出
没
し
た
。

こ
や
つ
は
無
邪
気
な
子
ど
も
た
ち
を
た
ぶ
ら
か
す
の
も
平
気
だ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ビ
ー
玉
遊
び
や
お
は
じ
き
を
し
、
相
手
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を
勝
た
せ
て
や
る
の
だ
が
、
ち
び
さ
ん
連
が
、
儲も

う

け
た
玉
っ
こ
ろ
が
隠ポ

ケ
ッ
トし

一
杯
詰
ま
っ
て
る
ん
だ
、
と
思
い
込
ん
で
、
出
し
て
み
る
と
、

こ
れ
が
羊
の
糞ふ

ん

な
の
だ
っ
た
。
少
年
た
ち
と
泥
棒
ご
っ
こ
を
す
る
時
に
は
、
い
つ
も
ず
る
を
し
て
絞
首
刑
執
行
吏
役
と
な
り
、
哀
れ
な

男
の
子
た
ち
を
本
当
に
吊
し
て
し
ま
う
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
が
じ
た
ば
た
も
が
い
て
死
に
そ
う
に
な
り
、
他
の
連
中
が
皆
逃
げ
出

す
と
、
な
ん
と
も
残
酷
に
大
笑
い
し
た
も
の
で
あ
る
。
あ
る
時
旅
修
業
の
桶お

け

職
人
が
〔
桶
屋
の
〕
親
方
の
と
こ
ろ
に
住
み
込
ん
だ
。
一

見
気
の
利
い
た
若
者
だ
っ
た
。
親
方
は
樽た

る

に
瀝ピ

ッ
チ青

を
塗
り
込
も
う
と
思
い
、
こ
の
職
人
に
瀝ピ

ッ
チ青

を
投
入
、
樽
の
中
の
鉋か

ん
な
く
ず屑

に
火
を
つ

け
る
よ
う
指
図
し
た
。
職
人
は
言
わ
れ
た
通
り
に
し
た
が
、
そ
の
燃
え
て
い
る
樽
で
家
を
丸
ご
と
燃
や
し
に
掛
か
っ
た
。
親
方
が
か
ん

か
ん
に
な
っ
て
追
い
回
す
と
、
職
人
は
水
の
中
に
跳
び
込
ん
で
ば
し
ゃ
ば
し
ゃ
泳
ぎ
回
り
、
コ
ー
ボ
ル
ト
そ
こ
の
け
に
げ
ら
げ
ら
笑
っ

た
。
親
方
は
火
を
消
す
の
に
大
骨
折
っ
た
。

　

あ
る
麦ビ

ー
ル酒

作
り
が
新
規
の
職
人
を
雇
っ
た
。
こ
の
男
は
大
層
逞た

く
ま

し
く
働
き
者
だ
っ
た
。
夕
方
麦ビ

ー
ル酒

が
満
杯
の
重
い
大お

お
だ
る樽

を
仲
間
の

職
人
と
一
緒
に
転
が
し
て
移
動
さ
せ
て
い
た
時
、
こ
い
つ
は
ひ
ょ
い
と
朋
輩
の
前
に
足
を
突
き
出
し
て
躓つ

ま
ず

か
せ
た
。
そ
こ
で
仲
間
は

倒
れ
て
大
樽
の
下
敷
き
に
な
り
、
軽オ

ブ

ラ

ー

テ

焼
き
煎
餅
み
た
い
に
ぺ
っ
ち
ゃ
ん
こ
に
延の

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
す
る
と
新
参
職
人
は
穴
蔵
の
天
井

が
震し

ん
か
ん撼

す
る
ほ
ど
の
大
声
で
笑
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
腹
を
立
て
た
他
の
麦ビ

ー
ル酒

職
人
た
ち
が
彼
を
ぶ
ん
殴な

ぐ

ろ
う
と
す
る
と
、
こ
や

つ
、
そ
の
す
ぐ
前
を
走
り
、
ど
ぶ
ん
と
醸
造
桶
の
中
に
伏
せ
た
。
そ
こ
で
ぴ
っ
た
り
後
を
追
っ
て
い
た
者
た
ち
は
、
三
人
、
四
人
と
や
っ

ぱ
り
そ
の
中
に
も
ん
ど
り
打
っ
て
ざ
ん
ぶ
り
こ
し
、
火
傷
を
負
っ
て
惨
め
な
て
い
た
ら
く
と
な
っ
た
。
背ラ

ン

ゲ

・

高
の
っ
ぽ
の
ワ
ッ
パ
ー
は
と

い
う
と
麦ビ

ー
ル酒

粕か
す

の
大
桶
の
一
つ
か
ら
顔
を
突
き
出
し
て
大
笑
い
し
、
た
め
に
全
て
の
空
き
樽
が
ご
ろ
ご
ろ
鳴
り
響
い
た
。

　

あ
る
日
の
こ
と
、
男
が
一
人
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
の
通
り
を
「
貝
は
い
ら
ん
か
ね
、
貝
は
い
ら
ん
か
ね
」
と
叫
び
な
が
ら
歩
い
て
来

た
。
一
軒
の
家
の
玄
関
の
前
に
四
人
の
女
が
坐
っ
て
い
た
が
、
男
に
声
を
掛
け
て
、
貝
を
買
お
う
と
し
た
。
男
は
試
し
に
一
つ
貝
の
殻

を
開
い
た
が
、
こ
れ
は
傷い

た

ん
で
い
た
。
も
う
一
つ
開
く
と
、
こ
れ
は
ま
ず
ま
ず
。
で
、
女
た
ち
の
一
人
が
こ
れ
を
口
に
運
ん
で
、
旨う

ま

い
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か
ど
う
か
味
見
を
し
よ
う
と
し
た
。
す
る
と
口
の
中
を
が
さ
が
さ
這は

い
回
っ
た
の
だ
。
口
に
入
れ
た
代
物
を
女
が
吐
き
出
す
と
、
そ
れ

は
大
き
く
、
真
っ
黒
な
、
毛
む
く
じ
ゃ
ら
の
蜘く

も蛛
だ
っ
た
。
女
は
胸
が
悪
く
て
堪た

ま

ら
ず
お
腹
の
中
の
物
を
と
こ
と
ん
吐
い
て
し
ま
っ
た
。

悪
戯
者
は
げ
ら
げ
ら
笑
い
、
貝
の
売
り
荷
も
ろ
と
も
消
え
失
せ
た
。

　

ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
の
民
衆
の
間
で
語
ら
れ
て
い
る
背ラ

ン

ゲ

・

高
の
っ
ぽ
の
ワ
ッ
パ
ー
に
つ
い
て
の
言
い
伝
え
は
無
慮
無
数
で
あ
る
。
そ
の

名
を
口
に
す
る
の
は
良
く
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
ほ
ら
、
あ
の
、
褒
め
て
も
貶け

な

し
て
も
い
け
な
い
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方
の
ヴ
ェ
ン
ト
ハ
ウ

ゼ
ン
に
あ
る
女ヴ

ァ
イ
バ
ー
ヴ
ェ
ッ
ツ
シ
ュ
タ
イ
ン

衆
の
砥
石
と
同
様
で
あ
る
。
ワ
ッ
パ
ー
と
い
う
名
を
言
挙
げ
す
る
の
は
愚
か
な
行
為
で
、
賢
明
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
妖
精
は
あ
る
橋
の
下
に
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
今
日
な
お
ワ
ッ
パ
ー
橋
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
学
童
の
よ
う
に
小

さ
く
化
け
、
そ
こ
に
居
合
わ
せ
な
い
児
の
姿
を
取
り
、
特
に
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
黄た

そ
が
れ
ど
き

昏
刻
に
現
れ
た
。
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
に
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
悪
ふ
ざ
け
を
や
ら
か
し
た
も
の
。
背ラ

ン

ゲ

・

高
の
っ
ぽ
の
ワ
ッ
パ
ー
は
、
最
高
層
の
家
屋
の
最
上
階
に
い
る
人
人
も
楽
楽
覗の

ぞ

き
込
め

る
ほ
ど
、
体
を
高
く
長
く
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
う
し
て
、
室
内
に
見
掛
け
た
人
た
ち
に
向
か
っ
て
、
お
上
品
な
仕
草
と
は
到
底

申
し
か
ね
る
身
振
り
を
し
、
脅
し
文
句
を
吐
く
の
だ
っ
た
。
ご
馳
走
た
っ
ぷ
り
の
食
卓
に
客
と
し
て
坐
り
、
酒
盛
り
に
加
わ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
と
り
わ
け
宴
会
の
割
り
前
を
払
う
た
め
、
あ
る
い
は
貧
民
へ
の
寄
附
の
た
め
に
〔
貨
幣
を
入
れ
る
〕
皿
が
回
さ

れ
て
来
る
と
、
一
座
に
哄
笑
だ
け
を
残
し
て
、
ご
本
人
は
あ
っ
と
い
う
間
に
消
え
失
せ
た
。
博ば

く
ち奕

の
一
座
に
加
わ
る
の
も
好
き
だ
っ
た
。

一
緒
に
賭
け
て
途
方
も
な
く
莫ば

く
だ
い大

な
額
を
散
財
、
し
か
も
賭
け
金
を
一い

ち
も
ん文

も
払
わ
な
い
で
喧け

ん

嘩か

を
お
っ
始ぱ

じ

め
、
表
へ
出
ろ
や
い
、
と
博

奕
仲
間
を
挑
発
、
そ
の
連
中
が
お
互
い
同
士
刃
物
三ざ

ん
ま
い昧

に
お
よ
ぶ
よ
う
け
し
か
け
、
と
う
と
う
連
中
の
一
人
、
も
し
く
は
数
人
が
仆た

お

れ

る
に
及
ん
で
、
死
ぬ
ほ
ど
の
大
笑
い
を
す
る
の
だ
っ
た
。

　

背ラ

ン

ゲ

・

高
の
っ
ぽ
の
ワ
ッ
パ
ー
が
閉
口
す
る
の
は
昔
も
今
も
熱
心
な
お
祈
り
だ
け
。
こ
れ
は
こ
や
つ
の
好
み
で
は
な
く
、
お
祈
り
を
す
る

と
簡
単
に
追
い
払
う
こ
と
が
で
き
た
。
キ
リ
ス
ト
や
マ
リ
ア
の
御み

姿
も
背ラ

ン

ゲ

・

高
の
っ
ぽ
の
ヴ
ァ
ッ
パ
ー
に
は
大
の
苦
手
だ
っ
た
。
こ
れ
に
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気
づ
い
た
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
の
人
人
は
、
そ
う
し
た
御
姿
を
ど
こ
の
街
角
に
も
、
そ
れ
か
ら
ほ
と
ん
ど
全
て
の
通
り
に
掲
げ
た
。
そ

こ
で
背ラ

ン

ゲ

・

高
の
っ
ぽ
の
ワ
ッ
パ
ー
は
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
市
に
お
さ
ら
ば
を
決
め
込
ん
で
、
海
を
目
指
し
て
急
ぎ
、
現
在
は
漁
師
や
船
乗

り
、
水
兵
相
手
に
騒
い
で
い
る
。

一
四
九　

妖
精
オ
ッ
シ
ャ
ー
ル
ト

　

ホ
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〕
全
土
は
お
化
け
や
コ
ー
ボ
ル
ト
、
悪い

た
ず
ら戯

妖
精
で
一
杯
で
あ
る
。
し
ん
と
し
た
低
地
、

広こ
う
か
つ闊

な
平
野
、
底
深
い
河
川
や
海
洋
─
─
囁さ

さ
や

く
よ
う
に
さ
や
ぐ
葦あ

し
は
ら原

、
呟つ

ぶ
や

く
よ
う
に
ざ
わ
め
く
潮し

お
さ
い騒

─
─
こ
れ
ら
も
ろ
も
ろ
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
自
然
の
声
が
ひ
そ
や
か
に
飛
び
出
し
、
語
り
掛
け
る
。
そ
し
て
民
衆
独
特
の
心
情
が
妖あ

や

し
い
神
秘
に
我
か
ら
進
ん
で
捉と

ら

わ
れ

た
が
る
の
だ
。

　

ワ
ー
ン
ス
ラ
ン
ト
で
は
オ
ッ
シ
ャ
ー
ル
ト
と
呼
ば
れ
る
妖
精
が
徘は

い
か
い徊

す
る
。
こ
れ
は
ま
こ
と
に
千
変
万
化
の
出
没
ぶ
り
で
、
ち
ょ
う

ど
コ
ー
ボ
ル
ト
の
よ
う
に
善
玉
に
も
悪
玉
に
も
な
る
。
ク
ル
ッ
デ
、ロ
ッ
ダ
ー
、背ラ

ン

ゲ

・

高
の
っ
ぽ
の
ワ
ッ
パ
ー
の
属
性
全
て
を
分
か
ち
合
っ

て
お
り
、
大
き
く
も
な
る
し
、
小
さ
く
も
な
り
、
人
間
の
目
に
見
え
る
こ
と
も
、
見
え
な
い
こ
と
も
。
種
種
さ
ま
ざ
ま
の
動
物
に
変
身

し
た
り
、
の
ん
だ
く
れ
ど
も
の
下げ

す司
な
お
熱
を
冷
や
す
た
め
に
冷
水
浴
を
さ
せ
た
り
、
驢ろ

ば馬
に
化
け
て
人
間
驢
馬
〔
＝
莫ば

か
も
の

迦
者
〕
を
か

ら
か
っ
た
り
、飲
ん
だ
く
れ
の
背
中
に
お
ぶ
さ
っ
た
り
す
る
。
そ
う
す
る
と
酔
っ
払
い
連
は
、テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
ち
っ
ぽ
け
な
町
ル
ー

ラ
の
ず
ぶ
ろ
く
ど
も
が
彼
ら
の
「
麦ビ

ー
ル酒

驢
馬
」〔
＝
ビ
ー
ル
莫
迦
〕
を
担
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
、妖
精
を
背
負
っ
て
歩
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
連
中
が
も
う
ほ
と
ほ
と
う
ん
ざ
り
、
い
や
が
う
え
に
も
う
ん
ざ
り
す
る
と
、
妖
精
は
心
底
大
笑
い
を
す
る
。

と
に
か
く
ま
あ
驢
馬
だ
け
が
笑
え
る
あ
の
声
高
な
、
な
ん
と
も
素
晴
ら
し
い
笑
い
方
で
。
も
っ
と
も
こ
の
妖
精
、
驢
馬
か
ら
馬
に
な
る
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〔
＝
格
が
上
が
る
〕方
が
好
き
だ
。
多
く
の
人
が
よ
く
そ
の
道
を
辿た

ど

る
よ
う
に
、馬
か
ら
驢
馬
に
な
る〔
＝
格
が
下
が
る
〕よ
り
も
。
オ
ッ

シ
ャ
ー
ル
ト
の
生
態
は
ま
さ
に
ホ
ラ
ン
ト
的
水
陸
両
棲
型
で
、
先
に
述
べ
た
お
仲
間
の
魔
物
た
ち
同
様
、
陸
上
で
も
水
上
で
も
慣
れ
た

も
の
、
水
陸
と
も
に
ほ
し
い
ま
ま
に
こ
な
し
て
み
せ
る
。
あ
る
日
の
こ
と
、
一
人
の
年
老
い
た
庭
師
が
村
か
ら
近
く
の
町
へ
出
掛
け
た
。

ま
だ
そ
う
遅
く
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
暗
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
な
に
し
ろ
冬
だ
っ
た
の
で
。
す
る
と
向
こ
う
か
ら
な
ん
だ
か
灰
色
が

か
っ
た
も
の
が
こ
ち
ら
へ
や
っ
て
来
る
の
を
目
に
し
た
。
も
し
か
す
る
と
オ
ッ
シ
ャ
ー
ル
ト
か
も
知
れ
な
い
、
と
思
い
、
そ
れ
を
避
け

─
─
あ
た
ふ
た
と
道
路
脇
の
草
原
に
跳
び
込
ん
だ
。
そ
い
つ
は
庭
師
を
じ
ろ
り
と
睨に

ら

ん
で
消
え
失う

せ
た
。
庭
師
が
再
び
草
原
か
ら
街
道

に
戻
ろ
う
と
す
る
と
、
自
分
が
ぽ
つ
ん
と
切
り
離
さ
れ
て
し
ま
い
、
周
り
は
ど
こ
も
か
し
こ
も
ホ
ラ
ン
ト
で
は
ご
く
ざ
ら
に
あ
る
堀
割

な
の
に
気
づ
い
た
。
さ
て
、
こ
の
男
は
急
ぎ
の
身
、
水
路
の
間
を
右
往
左
往
す
る
な
ん
て
全
く
も
う
冗
談
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
し
か
も
こ

の
堀
割
と
来
た
ら
向
こ
う
へ
渡
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
れ
も
こ
れ
も
幅
が
広
過
ぎ
た
し
、
ま
た
ど
れ
ほ
ど
深
い
こ
と

や
ら
、
こ
れ
は
皆
目
分
か
ら
な
か
っ
た
。
か
の
好
人
物
の
視
学
官
殿
が
い
つ
ぞ
や
の
教
員
候
補
試
験
の
折
、
シ
ナ
イ
山
の
高
さ
は
ど
れ

ほ
ど
か
、
と
質
問
─
─
他
に
も
受
験
者
た
ち
が
答
え
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
こ
の
御
仁
自
身
に
も
答
え
ら
れ
な
い
問
題
が
あ
っ
た
─
─

し
た
時
、
そ
も
そ
も
だ
れ
に
も
分
か
ら
ん
の
だ
が
ね
、
と
い
み
じ
く
も
の
た
も
う
た
の
と
同
様
。
─
─
い
や
は
や
、
こ
の
代
物
の
悪わ

る
さ戯

と
来
た
ら
庭
師
の
爺
さ
ん
に
は
あ
ま
り
に
も
あ
く
ど
過
ぎ
た
の
で
、
爺
さ
ん
は
口
を
開
け
て
、
梢こ

ず
え

に
積
も
っ
た
雪
も
仰
天
し
て
下
に

落
ち
る
よ
う
な
呪
い
の
言
葉
を
吐
き
捨
て
た
。
す
る
と
す
ぐ
さ
ま
男
の
背
中
に
な
に
か
重
い
も
の
が
ど
さ
り
と
お
ぶ
さ
り
、
乗
り
手
が

馬
に
す
る
よ
う
に
、
一
番
広
い
堀
割
目
掛
け
て
駈か

り
立
て
て
、
否イ

ヤ

モ
応オ

ウ

モ
ア
ラ
バ
コ
ソ
─
─
さ
よ
う
、
身
震
い
し
た
っ
て
寒
さ
に
ゃ
役

に
立
た
な
い
も
の
な
─
─
中
へ
跳
び
込
ま
せ
た
。
と
こ
ろ
が
な
ん
と
、
広
い
堀
割
に
跳
び
込
ん
だ
の
に
、
靴
さ
え
濡
れ
や
し
な
か
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
堀
割
と
思
っ
た
の
は
全
然
堀
割
な
ん
か
じ
ゃ
な
く
、
か
ら
っ
か
ら
に
乾
い
た
街
道
だ
っ
た
の
だ
か
ら
。
も
っ
と
も
、
取
り
憑つ

い
た
お
ん
ぶ
お
化
け
の
方
は
ま
だ
十
五
分
ほ
ど
背
負
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
…
…
…
。
や
が
て
こ
の
荷
馬
─
─
決
し
て
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驢
馬〔
＝
莫
迦
〕じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
ぞ
─
─
は
柳
の
枝
で
編
ん
だ
背
負
い
籠か

ご

を
担
い
で
い
る
農
婦
に
行
き
逢
っ
た
。す
る
と
、オ
ッ
シ
ャ
ー

ル
ト
の
や
つ
は
そ
の
籠
の
中
に
ぴ
ょ
ん
と
跳
び
込
ん
だ
も
の
。
そ
こ
で
庭
師
は
身
軽
に
な
り
、
農
婦
は
重
荷
を
背
負
わ
さ
れ
た
わ
け
。

ど
う
し
て
急
に
こ
ん
な
に
重
く
な
っ
た
の
か
皆
目
見
当
も
つ
か
な
か
っ
た
農
婦
は
立
ち
止
ま
り
、
籠
を
下
ろ
し
、
中
を
覗の

ぞ

き
込
ん
だ
。

す
る
と
一
匹
の
蝙こ

う
も
り蝠

が
面
と
向
か
っ
て
籠
の
中
か
ら
飛
び
出
し
、
一
声
啼な

く
な
り
、
鬼き

た
い胎

の
よ
う
に
膨
れ
あ
が
り
、
骨
身
に
応こ

た

え
る
よ

う
な
大
笑
い
を
し
た
。

一
五
〇　

夢マ
ー
ル魔

　

ド
イ
ツ
各
地
で
は
ア
ル
プ
と
か
ト
ル
ー
ト
と
か
呼
ば
れ
て
い
る
、
人
間
を
悩
ま
す
夜
の
魔
物
は
、
ホ
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
、
ネ
ー

デ
ル
ラ
ン
ト
〕
お
よ
び
低
地
の
諸
地
方
で
は
夢マ

ー
ル魔

で
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
れ
に
つ
い
て
の
伝
承
は
ド
イ
ツ
内
陸
部
よ
り
も
夥

お
び
た
だ

し
く
、

ま
た
ず
っ
と
恐
ろ
し
い
。
夢マ

ー
ル魔

は
本
来
妖
怪
変
化
で
は
な
く
、
人
間
が
人
間
に
対
し
て
加
え
る
魔
性
の
責
め
苦
な
の
で
あ
る
。
夢マ

ー
ル魔

と

な
る
者
は
、
そ
の
霊
魂
が
肉
体
か
ら
抜
け
出
し
、
他
の
人
人
を
苦
し
め
る
─
─
民
衆
の
ぴ
っ
た
り
す
る
表
現
を
借
り
れ
ば
、
他
の
人
人

に
「
乗
る
」
の
だ
。
そ
こ
で
こ
ん
な
言
い
回
し
が
あ
る
。「
夢マ

ー
ル魔

が
お
ま
え
を
乗
り
回
し
て
い
る
」。
こ
れ
は
「
悪
魔
が
お
ま
え
を
乗
り

回
し
て
い
る
」〔
＝
お
ま
え
は
悪
魔
の
言
い
な
り
だ
〕
と
そ
う
意
味
は
違
わ
な
い
。
こ
う
し
た
け
し
か
ら
ぬ
夢マ

ー
ル魔

乗
り
を
す
る
の
は
と

り
わ
け
邪

よ
こ
し
ま

な
魔
女
ど
も
で
あ
る
。
ハ
ー
ル
レ
ム
の
あ
る
裕
福
な
邸
で
か
つ
て
こ
ん
な
事
件
が
あ
っ
た
。
ど
こ
か
の
娘
が
一
人
、
男
の

子
の
寝
室
の
床
に
横
た
わ
っ
て
い
る
の
が
突
然
発
見
さ
れ
た
。
娘
の
体
の
傍
に
は
箒ほ

う
き

の
柄
が
転
が
っ
て
い
た
。
娘
は
き
い
き
い
嘆
き

悲
し
ん
で
い
た
。
問
い
質た

だ

さ
れ
る
と
、
こ
う
打
ち
明
け
た
も
の
。「
あ
た
し
、
夜
中
に
目
を
覚
ま
し
た
ら
、
母
ち
ゃ
ん
が
起
き
て
い
て
、

着
て
る
物
を
脱
い
で
、
な
ん
か
油
薬
を
体
に
塗
っ
て
か
ら
に
、
棒
を
持
つ
と
そ
れ
に
乗
っ
か
っ
て
、
窓
か
ら
外
へ
出
て
く
の
を
見
た
の
。
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そ
い
で
、
あ
た
し
も
起
き
て
、
箒
の
柄
も
持
っ
て
来
て
、
あ
の
油
薬
を
体
に
塗
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
窓
か
ら
出
た
。
で
、
こ
の
家
の
上
へ

来
た
ら
、
こ
の
部
屋
へ
入
る
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
そ
し
た
ら
母
ち
ゃ
ん
が
こ
の
男
の
子
の
上
に
夢マ

ー
ル魔

み
た
い
に
お
っ
か
ぶ
さ
っ
て

た
。
あ
た
し
、
怖
く
っ
て
大
き
な
声
で
叫
ん
だ
。
す
る
と
母
ち
ゃ
ん
は
ぱ
っ
と
飛
び
起
き
て
、
拳げ

ん
こ骨

を
振
っ
て
あ
た
し
の
脇
を
す
り
抜

け
る
と
、
窓
か
ら
出
て
っ
ち
ゃ
っ
た
の
」。

　

娘
が
こ
う
語
っ
た
の
で
、
魔
女
は
逮
捕
さ
れ
、
夜
な
夜
な
夢マ

ー
ル魔

と
な
っ
て
あ
ち
こ
ち
で
人
人
を
苦
し
め
た
、
と
白
状
し
、
当
然
の
刑

と
し
て
火ひ

あ
ぶ炙

り
に
処
さ
れ
た
。

　

フ
ィ
リ
フ
ォ
ル
デ
近
郊
で
牧
草
を
刈
る
者
た
ち
が
転
が
っ
て
い
る
一
人
の
女
を
見
つ
け
た
。
死
ん
だ
よ
う
に
横
た
わ
っ
て
い
た
が
、

亡な
き
が
ら骸

の
よ
う
に
冷
た
く
は
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
息
を
し
て
お
ら
ず
、
眠
っ
て
い
る
と
も
思
え
な
か
っ
た
。
草
刈
り
人
た
ち
の
傍
を

通
り
掛
か
っ
た
牧
人
が
こ
う
言
っ
た
。「
こ
り
ゃ
あ
夢マ

ー
ル魔

だ
て
。
だ
れ
か
を
苦
し
め
に
体
か
ら
抜
け
出
し
て
る
だ
よ
」。
草
刈
り
人
た
ち

が
ま
る
き
り
信
じ
な
い
で
い
る
と
、牧
人
い
わ
く「
ま
あ
、待
っ
て
な
。
お
も
し
ろ
い
も
の
を
見
せ
て
や
る
で
」。
─
─
そ
し
て
横
た
わ
っ

て
い
る
女
に
屈か

が

み
込
む
と
、
な
に
や
ら
二
言
三
言
耳
に
囁さ

さ
や

い
た
。
す
る
と
指
く
ら
い
の
大
き
さ
の
小
さ
な
動
物
が
向
こ
う
か
ら
電
光

石
火
の
速
さ
で
走
り
寄
り
、
女
の
口
の
中
に
這は

い
込
ん
だ
。
そ
こ
で
牧
人
が
女
を
こ
づ
く
と
、
女
は
ご
ろ
ご
ろ
転
が
っ
て
目
を
覚
ま
し
、

周
囲
を
凝
視
す
る
と
、
ぱ
っ
と
逃
げ
出
し
た
。

　

あ
る
若
者
を
夢マ

ー
ル魔

が
夜
な
夜
な
苛さ

い
な

ん
で
い
た
。
こ
の
若
者
は
あ
る
乙
女
を
愛
し
て
い
た
が
、
彼
の
仲
間
の
一
人
も
こ
の
娘
に
惚ほ

れ

て
い
た
。
若
者
は
そ
ん
な
こ
と
と
は
露
知
ら
ず
、
こ
の
男
に
自
分
の
悩
み
を
愚ぐ

ち痴
っ
た
。
す
る
と
仲
間
は
こ
う
言
っ
た
。「
ま
、
お
れ

の
言
う
通
り
に
し
て
み
な
。
寝
床
に
入
っ
た
時
に
、
よ
く
研
い
だ
短
刀
を
な
、
尖
っ
た
方
を
持
っ
て
お
ま
え
の
胸
の
上
に
支
え
て
い
る

ん
だ
。
だ
が
、眠
っ
ち
ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
ぞ
」。
こ
れ
は
助
言
め
か
し
た
悪
巧
み
だ
っ
た
。
相
談
さ
れ
た
方
は
、夢マ

ー
ル魔

が
若
者
の
上
に
乗
っ

か
っ
た
時
、
短
刀
を
若
者
の
胸
に
ぐ
っ
さ
り
突
き
刺
せ
ば
い
い
、
そ
う
す
れ
ば
恋こ

い
が
た
き敵

を
片
づ
け
ら
れ
る
、
と
見
込
ん
だ
わ
け
。
さ
て
、
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若
者
は
助
言
に
従
っ
た
が
、
逆
に
し
た
。
つ
ま
り
、
常
識
を
忘
れ
ず
に
、
短
刀
の
切
っ
先
と
刃
を
上
へ
向
け
て
構
え
て
い
た
の
だ
。

夢マ
ー
ル魔

が
若
者
の
上
に
乗
っ
か
る
と
、
ず
ぶ
ず
ぶ
っ
と
刺
さ
れ
て
、
二
度
と
再
び
や
っ
て
来
な
か
っ
た
。

　

馬
た
ち
で
さ
え
夢マ

ー
ル魔

に
乗
ら
れ
た
も
の
。「
マ
ー
ル
」
と
い
う
言
葉
自
体
「
馬
」
の
同
義
語
な
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
で
は
い
ま
だ

に
こ
れ
か
ら
派
生
し
た
「
マ
ル
シ
ュ
タ
ル
」M

arstall

〔（
王
侯
の
）
厩き

ゅ
う
し
ゃ舎

。
あ
る
い
は
、
宮
廷
の
馬
の
総
称
〕
と
か
「
メ
ー
レ
」

M
ähre

〔
牝ひ

ん
ば馬

、
馬
、
廃
馬
、
駑ど

ば馬
〕
と
い
う
語
が
普
通
に
使
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
邪

よ
こ
し
ま

な
夢ト

ル
ー
デ魔

行
為
を
表
現
す
る
場
合
「
乗
る
」

「
乗
ら
れ
る
」
と
い
う
概
念
が
用
い
ら
れ
る
。
夢マ

ー
ル魔

は
吸ヴ

ァ
ン
ピ
ー
ア

血
鬼
と
さ
れ
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
。
ま
た
、
人
間
の
子
ど
も
を
取ヴ

ェ
ク
セ
ル
バ
ル
ク

替
え
子
と

掏す

り
替
え
も
す
る
。
宵
の
内
、
子
ど
も
の
お
む
つ
や
揺
り
籠か

ご

に
十
字
を
切
っ
て
お
い
て
や
れ
ば
、
夢マ

ー
ル魔

が
子
ど
も
に
害
を
加
え
は
し
な

い
か
と
心
配
せ
ず
に
済
む
。

一
五
一　

ク
ラ
バ
ウ
タ
ー
小メ

ン
ヒ
ェ
ン人

　

北
方
の
高
地
〔
＝
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
地
方
〕
で
は
ト
ロ
ル
、
ド
イ
ツ
で
は
ヒ
ン
ツ
ヒ
ェ
ン
、
ハ
イ
ン
ツ
小メ

ン
ヒ
ェ
ン人

、
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
な
る

存
在
─
─
す
な
わ
ち
小
さ
な
地
の
精
で
あ
る
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

、
こ
れ
は
ホ
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〕
や
低ニ

ー
ダ
ー
ラ
ン
ト

地
地
方
で
ク
ラ

バ
ウ
タ
ー
小メ

ン
ヒ
ェ
ン人

、
カ
ボ
ー
タ
ー
小マ

ネ
ケ
ン人

な
い
し
カ
バ
ウ
タ
ー
小マ

ネ
ケ
ン人

と
呼
ば
れ
る
。
彼
ら
は
洞
窟
に
棲す

ん
で
お
り
、
人
間
に
援
助
を
惜
し

ま
ず
、
穏
や
か
で
好
意
的
な
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
ヘ
ル
ロ
ー
デ
村
近
傍
に
カ
バ
ウ
タ
ー
山
と
い
う
の
が
あ
り
、
山
の
胎
内
に
こ
の

小マ
ネ
ケ
ン人

た
ち
が
居
住
し
て
い
た
。
近
く
に
粉
挽ひ

き
小
屋
が
あ
り
、
カ
バ
ウ
タ
ー
ら
は
、
粉
挽
き
が
夜
毎
牛バ

タ
ー酪

付
き
麵パ

ン麭
と
麦ビ

ー
ル酒

を
一
杯
置

い
て
お
き
さ
え
す
れ
ば
、
彼
の
た
め
に
石
の
碾ひ

き
臼う

す

を
研
磨
し
た
り
、
亜リ

ン
ネ
ル

麻
布
類
を
洗
濯
し
た
り
し
て
く
れ
た
も
の
。
ケ
ン
ペ
ン
地
方

の
別
の
粉
挽
き
だ
が
、
た
ま
た
ま
牛バ

タ
ー酪

付
き
麵パ

ン麭
を
い
く
ら
か
置
き
忘
れ
る
た
び
に
、
翌
朝
や
ら
な
け
れ
ば
、
と
覚
悟
し
て
い
た
粉
挽 （　

）
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き
小
屋
の
仕
事
が
朝
に
な
る
と
全
部
終
わ
っ
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
。
こ
れ
が
長
い
こ
と
。
近
く
に
カ
バ
ウ
タ
ー
た
ち
が
棲
ん
で
い
る

の
を
知
っ
て
い
た
粉
挽
き
は
、
積
み
重
ね
て
あ
る
穀
物
袋
の
蔭か

げ

に
潜
ん
で
、
夜
の
内
に
こ
う
し
た
小
人
が
一
人
、
な
に
も
か
も
、
凄す

ご

い

力
と
速
さ
で
片
づ
け
て
し
ま
う
の
を
見
届
け
た
。
小
人
は
そ
う
し
な
が
ら
残
さ
れ
た
牛バ

タ
ー酪

付
き
麵パ

ン麭
を
平
ら
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

小マ
ネ
ケ
ン人

は
す
っ
ぽ
ん
ぽ
ん
の
丸
裸
だ
っ
た
。
粉
挽
き
は
そ
れ
を
気
の
毒
に
思
い
、仕
立
て
屋
に
お
お
よ
そ
の
寸
法
で
小
さ
な
衣
服
を
注
文
、

こ
れ
を
大
き
な
牛バ

タ
ー酪

付
き
麵パ

ン麭
の
横
に
置
い
て
お
い
た
。
そ
れ
か
ら
自
分
は
隠
れ
て
い
る
と
、
ク
ラ
バ
ウ
タ
ー
小メ

ン
ヒ
ェ
ン人

が
や
っ
て
来
て
、

大
喜
び
で
ぴ
ょ
ん
と
一
跳
び
し
、
大
き
な
牛バ

タ
ー酪

付
き
麵パ

ン麭
を
ぱ
く
ぱ
く
っ
と
食
べ
、
服
を
着
込
む
と
、
消
え
失
せ
て
二
度
と
再
び
来
な

か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
粉
挽
き
は
、ク
ラ
バ
ウ
タ
ー
小メ

ン
ヒ
ェ
ン人

た
ち
が
宵
に
な
る
と
水
車
用
の
導
水
路
沿
い
の
小こ

み
ち径

を
通
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
の
で
、
そ
こ
で
連
中
を
待
ち
伏
せ
し
た
。
す
る
と
現
れ
た
が
、
ど
れ
も
こ
れ
も
裸
ん
坊
。
で
、
粉
挽
き
は
そ
れ
ら
を
遣や

り
過
ご

し
た
。
最
後
の
者
は
粉
挽
き
が
作
っ
て
や
っ
た
服
を
着
て
い
た
。
粉
挽
き
は
こ
れ
に
摑つ

か

み
掛
か
り
、「
さ
あ
、捉つ

か

ま
え
た
ぞ
」
と
叫
ん
だ
。

─
─
す
る
と
導
水
路
の
中
か
ら
「
助
け
て
え
、
助
け
て
え
」
と
粉
挽
き
の
妻
の
声
で
悲
鳴
が
聞
こ
え
た
。
男
が
び
っ
く
り
し
て
そ
ち
ら

に
振
り
向
い
た
途
端
、
小
径
か
ら
滑
り
落
ち
て
、
自
分
が
水
に
ざ
ん
ぶ
り
浸つ

か
る
目
に
遭あ

っ
た
。
ク
ラ
バ
ウ
タ
ー
小メ

ン
ヒ
ェ
ン人

た
ち
は
と
い

う
と
い
ず
こ
へ
と
も
な
く
姿
を
消
し
、
二
度
と
現
れ
な
か
っ
た
。
カ
バ
ウ
タ
ー
小マ

ネ
ケ
ン人

の
山
は
ト
ゥ
ル
ン
ハ
ウ
ト
と
カ
ス
テ
ル
レ
ー
の
間

に
も
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
こ
に
棲
ん
で
い
る
連
中
は
性
質
が
悪
か
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
他
の
土
地
に
は
善
良
な
小
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。

こ
う
い
う
小マ

ネ
ケ
ン人

と
仲
の
良
い
者
に
は
彼
ら
は
し
ば
し
ば
喜
ん
で
役
に
立
つ
。
も
っ
と
も
悪い

た
ず
ら戯

を
仕
掛
け
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
こ
と
。
特

に
嫌
い
な
人
間
に
は
。
牛バ

タ
ー酪

を
台
無
し
に
し
た
り
、
牝め

う
し牛

の
乳
を
吸
い
取
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
悩
ま
し
た
り
、
お
ち
ょ
く
っ
た
り
す
る

の
で
あ
る
。
彼
ら
は
赤
帽
子
小こ

ぞ
う僧

と
か
ク
ラ
ッ
バ
ー
と
か
呼
ば
れ
た
り
も
す
る
。

　

あ
る
農
夫
だ
が
、
家
に
ま
こ
と
に
よ
く
手
伝
っ
て
く
れ
る
赤
帽
子
小
僧
が
棲
み
着
い
て
い
た
。
こ
れ
は
牛バ

タ
ー酪

を
作
っ
た
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
仕
事
を
こ
な
し
た
の
で
、
農
夫
は
お
蔭
で
し
だ
い
に
裕
福
に
な
り
、
何
頭
も
の
牝
牛
を
買
い
込
み
、
家
を
新
築
し
た
。
小
人
は

（　

）
 98
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逞た
く
ま

し
い
下
男
三
人
分
以
上
の
働
き
ぶ
り
で
、
畑
の
畝う

ね

造
り
や
ら
耕
作
や
ら
い
ろ
い
ろ
の
奉
仕
。
農
夫
は
一
度
そ
の
姿
を
目
に
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
小
人
は
真
っ
赤
な
服
装
で
、
緑
が
か
っ
た
顔
、
緑
の
手
だ
っ
た
。
さ
は
さ
り
な
が
ら
善
良
な
赤
帽
子
小
僧
の
熱
心
な
援

助
は
農
夫
が
身
を
持
ち
崩
す
も
と
と
な
っ
た
。
こ
の
男
、
自
分
で
は
も
は
や
ま
る
き
り
何
一
つ
し
な
く
な
り
、
居
酒
屋
暮
ら
し
に
馴な

じ染

み
、
酒
と
博ば

く
ち奕

に
耽た

ん
で
き溺

し
た
。
赤
帽
子
小
僧
は
意
見
し
た
が
、
一
向
効
き
目
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
あ
る
晩
の
こ
と
、
農
夫

は
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
遅
く
家
に
帰
る
と
、
お
助
け
小
人
を
口
汚
く
罵
り
散
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
ク
ラ
バ
ウ
タ
ー
小メ

ン
ヒ
ェ
ン人

は
出
て
来
な
く

な
っ
た
。
そ
の
翌
日
農
夫
の
女
房
は
病
気
に
な
り
、
家
畜
は
厩う

ま
や

で
斃た

お

れ
、
農
夫
が
ダ
ー
ル
ダ
ー
銀
貨
で
次
次
に
一
杯
に
し
て
大
事
に

隠
し
て
お
い
た
幾
足
も
の
靴
下
の
中
身
は
、
石
炭
と
腐
っ
た
じ
ゃ
が
い
も
の
薄
切
り
に
化
け
、
畑
の
作
物
は
雹ひ

ょ
う

に
す
っ
か
り
薙な

ぎ
倒

さ
れ
、
ひ
ど
く
荒
れ
果
て
た
。
家
は
片
方
に
傾か

し

い
で
、
今
に
も
崩
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
農
夫
は
我
に
返
っ
て
、
後
悔
し
、
改
心
を
誓
っ

た
が
─
─
何
も
か
も
無
益
だ
っ
た
。
だ
ん
だ
ん
に
壊
れ
て
行
く
家
の
周
り
で
嘲
笑
が
響
き
続
け
た
。
農
夫
は
貧
窮
の
裡う

ち

に
死
ん
だ
。

　

あ
る
貧
乏
な
農
夫
の
若
者
が
金
持
ち
の
娘
に
激
し
く
恋
い
焦
が
れ
、娘
の
方
も
愛
し
て
く
れ
た
。
と
こ
ろ
が
娘
の
父
親
は
拒
絶
し
た
。

自
前
の
フ
ル
デ
ン
銀
貨
を
千
枚
勘
定
で
き
な
い
や
つ
な
ん
ぞ
、
わ
し
の
義
理
の
息
子
に
は
な
れ
ん
、
と
い
う
の
が
父
親
の
言
い
種ぐ

さ

。
哀

れ
な
若
者
は
し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
す
ご
す
ご
家
に
戻
り
、
て
ん
か
ら
気
が
進
ま
な
か
っ
た
け
れ
ど
持
ち
合
わ
せ
の
現
金
を
数
え
て
み
た
。

百
バ
ッ
ツ
ェ
ン
も
あ
り
は
し
な
い
。
ま
し
て
や
千
フ
ル
デ
ン
な
ん
て
。
家
を
出
て
原
野
を
め
ざ
し
た
若
者
は
こ
う
思
っ
た
。
恋
が
実
ら

な
い
な
ら
、
生
き
て
い
た
っ
て
仕
方
が
な
い
や
、
と
。
す
る
と
、
な
ん
と
ね
、
ク
ラ
バ
ウ
タ
ー
小メ

ン
ヒ
ェ
ン人

が
一
人
、
天
か
ら
降
っ
た
か
、

地
か
ら
湧
い
た
か
、前
に
立
ち
は
だ
か
り
、「
ど
う
し
た
ん
だ
ね
」
と
訊き

い
た
も
の
。
─
─
そ
こ
で
若
者
は
自
分
の
悩
み
を
打
ち
明
け
た
。

「
そ
れ
し
き
の
こ
と
な
ら
」
と
ク
ラ
バ
ウ
タ
ー
。「
ま
ず
ま
あ
、
お
ま
え
の
金
を
数
え
て
み
ろ
や
」。
─
─
「
数
え
た
ん
だ
け
ど
、
ま
る
っ

き
り
足
り
ゃ
し
な
い
」。
─
─
「
お
ま
え
は
な
、
ち
ゃ
ん
と
数
え
な
か
っ
た
の
さ
。
い
い
か
ら
、
も
う
一
度
数
え
な
。
き
っ
と
勘
定
が

合
う
ぞ
」。
─
─
若
者
は
半
信
半
疑
で
立
ち
帰
り
、
僅
か
な
貯
え
を
引
っ
張
り
出
し
て
数
え
始
め
た
。
数
え
に
数
え
、
ど
ん
ど
ん
数
え
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続
け
て
い
る
と
、
丁
度
千
フ
ル
デ
ン
に
な
っ
た
の
だ
。
そ
れ
で
全
部
で
、
そ
れ
よ
り
一
枚
多
く
も
少
な
く
も
な
か
っ
た
。
な
ん
と
あ
り

が
た
い
こ
と
か
。
若
者
は
家
を
出
て
ま
た
原
野
に
向
か
い
、礼
を
言
い
た
く
て
、「
カ
バ
ウ
タ
ー
小マ

ネ
ケ
ン人

、カ
バ
ウ
タ
ー
小マ

ネ
ケ
ン人

」
と
叫
ん
だ
。

や
れ
や
れ
、
カ
バ
ウ
タ
ー
小マ

ネ
ケ
ン人

の
声
も
聞
こ
え
ず
姿
も
見
え
な
か
っ
た
。
若
者
は
家
に
走
り
戻
る
と
、
お
宝
を
え
っ
さ
ら
お
っ
さ
ら
金

持
ち
の
農
夫
の
許も

と

に
運
ん
で
行
き
、
そ
の
目
の
前
で
ぴ
か
ぴ
か
の
フ
ル
デ
ン
銀
貨
を
数
え
挙
げ
、
娘
の
手
と
老
父
の
祝
福
を
頂ち

ょ
う
だ
い戴

し
、

幸
せ
者
に
な
っ
た
。

　

ヘ
ン
ネ
ガ
ウ
の
ベ
フ
ェ
レ
ン
近
傍
の
カ
ス
テ
ー
ル
山
の
胎
内
に
も
カ
バ
ウ
タ
ー
小マ

ネ
ケ
ン人

が
棲
ん
で
い
た
。
こ
の
連
中
は
い
く
ら
か
の

牛バ
タ
ー酪

、
卵
、
乳ミ

ル
ク

、
粉
、
そ
れ
か
ら
僅
か
な
金
と
引
き
替
え
に
人
間
の
洗
濯
物
を
洗
い
、
そ
れ
か
ら
月
光
で
真
っ
白
に
晒さ

ら

し
て
く
れ
た
。

洗
濯
物
が
漂
白
さ
れ
る
間
、
洗
濯
桶お

け

の
中
で
踊
り
に
興
じ
る
こ
と
も
よ
く
あ
っ
た
。
そ
の
後
小
人
た
ち
は
い
な
く
な
っ
た
。
ど
う
し
て

な
の
か
、ど
こ
へ
な
の
か
分
か
ら
な
い
。
ご
く
年
取
っ
た
小
人
が
た
っ
た
一
人
残
っ
た
だ
け
。
こ
の
小
人
が
カ
ス
テ
ー
ル
山
の
上
に
坐
っ

て
い
る
の
が
た
び
た
び
見
掛
け
ら
れ
る
。
真
っ
白
な
髯ひ

げ

の
持
ち
主
で
、
そ
の
髯
は
足
に
ま
で
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
。
彼
は
坐
っ
て
物
思

い
に
耽ふ

け

り
、
煙パ

イ
プ管

を
ふ
か
し
、
生き

っ
す
い粋

の
老
ホ
ラ
ン
ト
人
そ
っ
く
り
に
所
在
な
げ
に
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
。

一
五
二　

ニ
ク
ス
の
フ
レ
ル
ス

　

ニ
ク
ス
た
ち
は
ホ
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〕
全
土
至
る
と
こ
ろ
に
棲す

ん
で
い
る
。
か
の
地
で
は
ネ
ッ
ク
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
複
数
形
は
ネ
ッ
カ
ー
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
他
に
特
別
な
名
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
。
オ
ー
ス
テ
ン
デ
近
郊

の
レ
ッ
フ
ィ
ン
ゲ
、
デ
・
フ
ル
ネ
ス
運
河
の
畔ほ

と
り

に
農
場
が
一
つ
あ
っ
て
、
こ
こ
に
一
人
の
ニ
ク
ス
が
棲
み
つ
い
て
い
た
。
そ
の
名
は
フ

レ
ル
ス
。
人
間
に
援
助
を
惜
し
ま
な
い
家
の
精
で
、
ク
ル
ッ
デ
や
ロ
ッ
ダ
ー
同
様
ど
ん
な
形
に
も
変
化
す
る
力
が
あ
っ
た
。
馬
が
病
気
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に
な
っ
て
働
け
な
く
な
っ
た
時
、
フ
レ
ル
ス
を
呼
ぶ
と
、
フ
レ
ル
ス
は
馬
の
姿
で
現
れ
、
三
頭
分
も
の
仕
事
を
や
っ
て
の
け
る
の
だ
っ

た
。
女
中
た
ち
の
家
事
も
な
ん
で
あ
れ
手
伝
っ
て
く
れ
た
が
、
こ
う
し
た
奉
仕
の
代
償
と
し
て
何
も
求
め
ず
、
た
だ
毎
晩
砂
糖
入
り
の

乳ミ
ル
ク

を
ち
ょ
っ
ぴ
り
置
い
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。
こ
の
気
が
良
く
て
親
切
な
お
助
け
妖
精
は
、
二
、
三
人
の
軽
は
ず
み
な
下
女
た
ち
の

莫ば

か迦
げ
た
お
ち
ょ
く
り
の
せ
い
で
永
久
に
こ
の
家
か
ら
追
っ
払
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
小こ

女お
ん
な

ど
も
は
悪い

た
ず
ら戯

妖
精
に
お
ふ
ざ
け
を
仕

掛
け
て
や
ろ
う
と
思
い
つ
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
が
ひ
ど
い
こ
と
に
な
っ
た
。
あ
る
晩
女
た
ち
は
、
フ
レ
ル
ス
、
と
呼
ん
だ
─
─
フ
レ
ル

ス
は
や
っ
て
来
た
。
そ
う
し
て
、
乳ミ

ル
ク

を
ど
う
ぞ
、
と
勧
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
中
に
は
砂
糖
の
代
わ
り
に
大に

ん
に
く蒜

が
入
っ
て
い
た
の
だ
。

フ
レ
ル
ス
は
身
震
い
し
、
女
中
た
ち
の
頭
目
掛
け
て
皿
を
投
げ
つ
け
、
か
ん
か
ん
に
怒
っ
て
こ
う
叫
ん
だ
。

　
　
　
　
　
「
乳ミ

ル
ク

と
大
蒜
と
は
な
ん
だ
。

　
　
　
　
　

フ
レ
ル
ス
は
お
さ
ら
ば
だ
。

　
　
　
　
　

幸
せ
だ
っ
て
お
さ
ら
ば
だ
」。

そ
う
し
て
消
え
失
せ
た
。
こ
の
農
場
で
は
二
度
と
再
び
フ
レ
ル
ス
の
姿
は
見
掛
け
ら
れ
ず
、
声
も
聞
か
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
時
か
ら
こ

こ
で
は
万
事
万
端
う
ま
く
行
か
な
く
な
り
、
と
う
と
う
農
場
は
人
手
に
渡
っ
た
。
農
場
は
今
日
に
至
る
ま
で
フ
レ
ル
ス
農
場
と
呼
ば
れ

て
い
る
。

　

ネ
ッ
カ
ー
は
皆
が
皆
フ
レ
ル
ス
み
た
い
に
善
良
で
は
な
い
。
人
間
を
水
中
に
引
っ
張
り
込
む
の
が
好
き
だ
し
、
水
辺
の
住
民
の
踊
り

に
入
り
交
じ
り
、
踊
り
相
手
の
乙
女
た
ち
を
波
間
に
連
れ
て
行
く
。
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一
五
三　

女メ
ー
ル
ミ
ン

の
人
魚
た
ち

　

女メ
ー
ル
ミ
ン

の
人
魚
と
は
女
性
の
海
の
魔
物
で
あ
る
。
そ
の
歌
声
は
美
し
く
、
空
も
飛
べ
る
。
古
代
の
人
た
ち
も
既
に
こ
う
し
た
存
在
を
知
っ

て
い
て
、
セ
イ
レ
ー
ネ
ス
と
名
づ
け
た
。
女メ

ー
ル
ミ
ン

の
人
魚
た
ち
は
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
の
親
類
で
あ
り
、
そ
の
歯
は
尖と

が

っ
た
魚
の
歯
、
海
緑
色
の
髪

を
し
て
い
る
。
女メ

ー
ル
ミ
ン

の
人
魚
は
し
ば
し
ば
災
厄
の
告
知
者
と
さ
れ
た
が
、
幸
運
を
齎も

た
ら

す
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
の
人
た
ち
が
ま
だ
鯨
取
り
の
船
を
艤ぎ

そ
う装

し
て
い
た
時
代
、
ど
こ
を
探
し
て
も
鯨
を
発
見
で
き
な
い
で
い
る
と
、

女メ
ー
ル
ミ
ン

の
人
魚
が
一
人
海
面
か
ら
半
身
を
現
し
、
捕
鯨
船
に
寄
っ
て
来
て
、
こ
ん
な
唄
を
歌
う
こ
と
も
稀
で
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　

ス
ヘ
ッ
パ
ー
ス
、
ウ
ェ
ル
プ
ト　

デ　

ト
ネ
ケ
ン
ス　

オ
イ
ト
、

　
　
　
　
　

デ　

ウ
ァ
ル
フ
ィ
ス　

ザ
ル　

ガ
ー
ン　

コ
メ
ン
。

こ
れ
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　

舟ふ
な
び
と人

よ
、
小こ

だ
る樽

を
幾
つ
か
投
げ
と
く
れ
、

　
　
　
　
　

勇い
さ
な魚

を
来
さ
せ
て
あ
げ
る
か
ら
。

船
乗
り
ら
が
、
女メ

ー
ル
ミ
ン

の
人
魚
の
頼
み
に
応
じ
て
〔
酒
の
〕
小
樽
を
幾
つ
か
海
に
投
げ
出
す
と
、
間
も
な
く
鯨
が
一
頭
姿
を
現
し
、
こ
れ
は

い
つ
も
確
実
に
仕
留
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
る
時
、
こ
れ
は
も
う
遙
か
昔
の
こ
と
だ
が
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
程
遠
か
ら
ぬ
、
ザ
イ

デ
ル
海ゼ

ー

の
岸
辺
に
あ
る
町
モ
イ
デ
ン
の
港
で
、女メ

ー
ル
ミ
ン

の
人
魚
が
一
人
泳
い
で
い
る
の
が
目
撃
さ
れ
た
。こ
の
女メ

ー
ル
ミ
ン

の
人
魚
は
予
言
の
唄
を
歌
っ

た
。
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モ
イ
デ
ン　

ザ
ル　

モ
イ
デ
ン　

ブ
レ
イ
フ
ェ
ン
、　

　
　
　
　
　

モ
イ
デ
ン　

ザ
ル　

ノ
ー
イ
ト　

ベ
ク
レ
イ
フ
ェ
ン
。

こ
れ
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　

モ
イ
デ
ン
、
ず
っ
と
モ
イ
デ
ン
の
ま
ま
、

　
　
　
　
　

モ
イ
デ
ン
、
決
し
て
根
を
張
ら
ぬ
。

そ
し
て
そ
の
通
り
に
な
っ
た
。
港
町
モ
イ
デ
ン
は
、
絶
好
の
位
置
を
占
め
て
い
た
の
に
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
ち
っ
ぽ
け
で
、
近
隣
の

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
世
界
的
都
市
と
な
っ
た
。

　

ド
ル
ト
（
ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
）
近
郊
の
街
道
沿
い
に
大
き
な
湖
が
あ
り
、湖
面
か
ら
教
会
の
塔
が
一
つ
高
く
、ぽ
つ
ね
ん
と
聳そ

び

え
て
い
る
。

昔
こ
こ
に
は
豊
か
で
人
口
稠ち

ゅ
う
み
つ密

な
ゼ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ル
ヘ
ン
と
い
う
町
が
あ
っ
た
。
富
裕
な
た
め
住
民
は
傲ご

う
ま
ん慢

に
な
り
、
金
銀
を
あ
た

か
も
銅
や
鉛
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
倣な

し
、
扉
の
錠
や
閂

か
ん
ぬ
き

、
窓
の
金
具
、
釘
類
は
全
て
金
銀
に
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
し
、
食
器

や
厨ち

ゅ
う
ぼ
う房

の
鍋な

べ
か
ま釜

も
悉

こ
と
ご
と

く
ま
た
然し

か

り
で
、そ
の
奢し

ゃ
し
ぜ
い
た
く

侈
贅
沢
ぶ
り
は
ま
こ
と
に
沙さ

た汰
の
限
り
だ
っ
た
。
聖シ

ン
ト

ロ
ベ
ッ
チ
ェ
ン
（
聖

ザ
ン
ク
ト

エ
リ
ー

ザ
ベ
ト
）
教
会
に
は
も
は
や
だ
れ
一
人
と
し
て
足
を
運
ば
ず
、
教
会
の
屋
根
は
た
だ
の
瓦か

わ
ら

葺ぶ

き
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
方

金
持
ち
連
の
邸
の
屋
根
は
火
の
よ
う
に
輝
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
こ
ち
ら
は
金き

ん
ぱ
く箔

で
覆
わ
れ
て
い
た
の
で
。

　

ビ
ー
ス
ボ
ス
の
広
大
な
水
域
か
ら
女メ

ー
ル
ミ
ン

の
人
魚
が
一
人
出
て
来
て
、
ゼ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ル
ヘ
ン
の
高
み
を
飛ひ

し
ょ
う翔

し
、
憂
わ
し
げ
な
様
子
で

こ
ん
な
唄
を
歌
っ
た
。
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ゼ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ル
ヘ
ン　

ザ
ル　

フ
ェ
ル
ガ
ー
ン

　
　
　
　
　

エ
ン　

ロ
ベ
ッ
チ
ェ
ン
ス　

ト
ー
レ
ン　

ブ
レ
イ
フ
ェ
ン　

ス
タ
ー
ン
。

住
民
た
ち
に
こ
の
唄
は
よ
く
聞
こ
え
た
し
、
こ
の
徴し

る
し

は
目
に
つ
い
た
の
だ
が
、
彼
ら
は
警
告
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、
反
省
を
せ
ず
、

そ
の
後
も
や
り
た
い
放
題
の
暮
ら
し
方
を
続
け
た
。
そ
こ
で
神
は
女メ

ー
ル
ミ
ン

の
人
魚
の
予
言
を
成
就
さ
せ
た
も
う
た
の
で
あ
る
。
あ
る
夜
嵐
が

吹
き
荒す

さ

び
、
雷
鳴
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
ゼ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ル
ヘ
ン
上
空
で
轟
き
、
高
潮
が
襲
来
し
て
、
町
は
沈
ん
だ
。
そ
し
て
女メ

ー
ル
ミ
ン

の
人
魚

の
唄
の
通
り
、
残
っ
た
の
は
教
会
だ
け
で
、
町
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
は
ど
こ
も
か
し
こ
も
水
ま
た
水
と
な
っ
た
。
以
前
は
折
折
漁
師
が
深

み
で
黄
金
の
屋
根
が
き
ら
め
く
の
を
見
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
ま
だ
な
お
大
層
な
富
を
取
り
に
行
け
そ
う
な
あ
ん
ば
い
だ
っ
た
が
、
そ
う

し
た
深
み
へ
、
天
の
呪
い
が
下
さ
れ
た
町
へ
、
潜
ろ
う
と
す
る
者
は
一
人
も
い
な
い
。

一
五
四　

フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
の
妖
精
た
ち

　

皇
帝
ロ
タ
ー
ル
の
時
代
に
は
も
う
夥

お
び
た
だ

し
い
妖
精
や
お
化
け
た
ち
が
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
に
棲す

み
つ
い
て
い
た
。
そ
の
一
種
は
ド
イ
ツ

の
悪ヴ

ィ
ヒ
ト
ラ
イ
ン

戯
小
人
の
よ
う
に
洞ど

う

窟く
つ

住
ま
い
だ
っ
た
。
こ
の
小
人
ら
は
白
ユ
ッ
フ
ァ
ー
と
呼
ば
れ
、
あ
ま
り
善
良
で
は
な
く
、
む
し
ろ
か
な
り

悪い
た
ず
ら戯

好
き
だ
っ
た
。
一
方
白
夫
人
と
呼
ば
れ
る
女
の
小
人
ら
は
も
っ
と
気
立
て
が
良
く
、
産
婦
た
ち
の
手
助
け
を
し
、
道
に
迷
っ
た
者

た
ち
を
正
し
い
道
に
導
き
、
仕
事
、
と
り
わ
け
か
な
り
骨
の
折
れ
る
仕
事
を
片
づ
け
る
の
に
力
を
貸
し
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
女

ら
は
丘
や
人
の
来
な
い
穴
の
中
で
暮
ら
す
の
が
好
き
で
、
三
人
一
緒
の
こ
と
が
多
く
、
古
い
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン
ベ
ッ
ト

人
の
寝
床
を
も
家
と
し
た
。
夜
、
こ
う

し
た
丘
あ
る
い
は
穴
に
足
を
踏
み
入
れ
た
り
、
こ
う
し
た
古
い
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン
ベ
ッ
ト

人
の
寝
床
に
坐
っ
た
り
し
た
者
は
、
奇
妙
で
不
思
議
な
こ
と
ど
も
を
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耳
に
し
て
、
古
代
に
つ
い
て
多
く
の
話
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
か
つ
て
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
に
ベ
ル
ン
レ
ー
フ
な
る
盲
目
の
歌
い
手
が

い
た
が
、
こ
の
地
方
の
飛
び
切
り
の
風
儀
と
自
由
の
民
フ
リ
ー
ス
人
の
到
来
お
よ
び
起
源
に
つ
い
て
多
く
の
唄
を
歌
っ
た
。
こ
の
歌
い

手
に
教
え
を
授
け
、
往
古
の
事
績
を
そ
の
唇
に
上の

ぼ

せ
て
や
っ
た
の
は
か
の
善
良
な
妖
精
ら
だ
っ
た
。

一
五
五　

ス
タ
ー
フ
ォ
レ
ン
の
起
源

　

フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
の
首し

ゅ
ゆ
う邑

は
ス
タ
ー
フ
ォ
レ
ン
で
あ
る
。
古

い
に
し
え

の
フ
リ
ー
ス
人
に
は
、
ロ
ー
マ
人
が
ユ
ピ
テ
ル
を
そ
う
見
な
し
た
よ

う
に
、
強
大
な
存
在
と
考
え
た
神
が
あ
っ
て
、
彼
ら
は
そ
の
神
を
ス
タ
ー
フ
ォ
と
呼
ん
だ
。
あ
る
時
、
フ
リ
ー
ソ
、
ザ
ク
ソ
、
ブ
ル
ー

ノ
と
い
う
三
人
兄
弟
が
多
く
の
随
行
者
と
と
も
に
船
で
こ
の
沿
岸
に
や
っ
て
来
た
。
こ
れ
は
秋
の
こ
と
。
彼
ら
が
発
見
し
た
地
方
に
は

当
時
ス
エ
ビ
族
が
住
ん
で
い
た
が
、
ス
エ
ビ
族
は
定
住
地
を
持
た
ず
、
折
し
も
晩
秋
の
洪
水
の
た
め
よ
り
小
高
い
地
域
へ
と
撤
退
し
て

い
た
の
で
、
土
地
は
住
民
に
ほ
ぼ
す
っ
か
り
放
棄
さ
れ
た
状
態
だ
っ
た
。
そ
こ
で
フ
リ
ー
ス
人
は
神
ス
タ
ー
フ
ォ
に
捧
げ
る
神
殿
を
建

立
、
町
を
一
つ
建
設
し
、
こ
れ
を
神
の
名
に
因ち

な

ん
で
ス
タ
ー
フ
ォ
レ
ン
と
命
名
し
た
。
こ
の
町
は
間
も
な
く
大
き
く
な
っ
た
。
現
在
よ

り
ず
っ
と
ず
っ
と
大
き
く
な
っ
た
。
ザ
イ
デ
ル
海ゼ

ー

は
そ
の
頃
ま
だ
全
体
が
人
間
の
住
め
る
陸
地
だ
っ
た
。
現
在
そ
の
僅
か
な
名
残
が
そ

こ
こ
こ
に
小
島
と
な
っ
て
波
間
か
ら
姿
を
覗の

ぞ

か
せ
て
い
る
。
さ
て
彼
ら
フ
リ
ー
ス
人
は
三
十
年
と
い
う
も
の
こ
の
地
に
留
ま
り
、
そ
の

民
は
ど
ん
ど
ん
増
え
、
充
分
な
余
地
が
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
フ
リ
ー
ソ
は
弟
た
ち
に
向
か
っ
て
こ
う
言
っ
た
。
我
ら
は
別
れ
る
方
が

よ
か
ろ
う
、
そ
し
て
各
自
が
自
分
を
指
導
者
と
す
る
民
を
率
い
て
も
っ
と
広
い
土
地
を
獲
得
す
る
の
だ
、
と
。
弟
の
ザ
ク
ソ
と
ブ
ル
ー

ノ
は
こ
の
地
に
居
残
る
フ
リ
ー
ソ
と
和
や
か
に
袂た

も
と

を
分
か
っ
た
。
ザ
ク
ソ
は
エ
ル
ベ
川
に
入
り
、
そ
の
沿
岸
に
上
陸
、
こ
の
地
方
に

植
民
し
た
。
彼
に
従
っ
た
民
は
彼
の
名
に
因
ん
で
ザ
ク
セ
ン
人
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
ブ
ル
ー
ノ
は
ヴ
ェ
ー
ザ
ー
河
畔
に
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腰
を
落
ち
着
け
、
そ
こ
に
町
を
建
設
し
た
。
こ
の
町
は
彼
の
名
に
因
ん
で
ブ
ル
ー
ノ
ス
ヴ
ィ
ク
と
呼
ば
れ
、
そ
の
後
こ
の
地
方
全
土
に

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
と
い
う
名
称
を
与
え
た
。
さ
て
フ
リ
ー
ソ
は
非
常
に
高
齢
に
な
る
ま
で
生
き
、
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
を
六
十
八

年
に
亘わ

た

っ
て
統
治
、
息
子
を
七
人
と
娘
を
一
人
残
し
た
。

　

ス
タ
ー
フ
ォ
レ
ン
の
町
は
や
が
て
フ
リ
ー
ス
人
の
諸
王
の
こ
の
上
も
な
く
有
名
な
首し

ゅ
ゆ
う邑

に
し
て
居
城
都
市
と
な
り
、
そ
う
あ
り
続
け

た
。
こ
の
町
ほ
ど
盛
大
な
交
易
・
舟
運
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
極
め
て
地
の
利
が
良
く
、素
晴
ら
し
い
港
を
持
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
五
六　

火
フ
ォ
イ
ア
ー
・
ピ
ュ
ッ
ツ

の

泉

　

皇
帝
テ
ィ
ト
ゥ
ス
の
時
代
、
主し

ゅ

の
ご
生
誕
後
四
年
、
今
日
の
西
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
に
あ
る
赤
い
断
崖
と
呼
ば
れ
る
山
の
麓
で
、
地
中

か
ら
火

フ
ォ
イ
ア
ー
・
ピ
ュ
ッ
ツ

の
泉
が
迸

ほ
と
ば
し

り
出
て
、三
日
の
間
燃
え
続
け
た
。
四
日
目
に
一
頭
の
有ド

ラ
ッ
ヘ

翼
龍
が
火
の
出
た
穴
か
ら
飛
び
出
す
と
、高
く
昇
り
、

半
時
間
の
間
空
中
を
飛ひ

し
ょ
う翔

し
、
再
び
地
上
に
降
り
る
と
、
出
て
来
た
と
こ
ろ
か
ら
地
中
に
入
り
、
二
度
と
現
れ
ず
、
火
も
消
え
た
。

　

百
五
十
年
後
火
の
泉
は
ま
た
し
て
も
噴
出
し
、
八
日
の
間
恐
ろ
し
い
勢
い
で
燃
え
さ
か
り
、
非
常
に
高
く
炎
を
上
げ
た
の
で
、
周
囲

の
住
む
者
た
ち
は
不
安
に
陥
っ
た
。
そ
れ
か
ら
火
は
消
え
た
。
住
民
は
、
大
量
の
人
死
に
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
怖
く
な
り
、
彼

ら
の
神
ス
タ
ッ
フ
ォ
の
神
託
を
仰
い
だ
。
神
い
わ
く
。
こ
の
大
地
の
火
の
た
め
こ
の
国
が
滅
び
る
こ
と
は
な
い
。
滅
び
る
と
す
れ
ば
む

し
ろ
か
の
冷
た
い
元
素
〔
＝
水
〕
の
せ
い
で
あ
る
。
こ
れ
が
の
ち
の
ち
こ
の
火
に
続
く
で
あ
ろ
う
、
と
。

　

と
こ
ろ
が
ほ
ぼ
百
二
十
四
年
後
、
赤
い
断
崖
山
で
火
の
泉
が
三
度
目
の
噴
出
を
お
こ
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
最
初
の
場
所
か
ら
十
八

歩
離
れ
て
い
た
。
そ
し
て
十
一
日
間
な
ん
と
も
恐
ろ
し
い
勢
い
で
高
く
炎
を
噴
き
上
げ
た
。
住
民
は
神
ス
タ
ッ
フ
ォ
に
燔は

ん
さ
い祭

を
捧
げ
、

（　

）
 121

（　

）
 122

（　

）
 123

（　

）
 124（　

）
 125



209

『ドイツ伝説集』試訳（その四）　鈴木　滿　訳・注

ま
た
改
め
て
神
託
を
仰
い
だ
。
す
る
と
神
は
、
北
海
か
ら
壺つ

ぼ

に
三
杯
海
水
を
持
っ
て
来
て
、
烈
火
を
防
ぐ
装
備
を
身
に
付
け
た
騎
士
の

手
で
こ
れ
を
火
口
に
投
げ
込
ま
せ
よ
、
そ
う
す
れ
ば
、
内
部
の
火
が
消
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
命
じ
た
。
こ
れ
が
遂
行
さ
れ
る
と
、

火か
え
ん焰

は
消
え
た
。

一
五
七　

湧わ

き
溢あ

ふ

れ
る
水

ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
ピ
ュ
ッ
ツ

の

泉

　

ス
タ
ー
フ
ォ
レ
ン
の
南
東
、
町
か
ら
半
時
間
の
場
所
に
縦た

て
あ
な坑

（
井
戸
）
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
真
水
の
代
わ
り
に
海
水
が
ど
っ
と
溢
れ

出
し
、
湧
き
に
湧
く
噴
泉
の
ご
と
く
、
町
と
土
地
を
水
没
さ
せ
そ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
住
民
が
彼
ら
の
神
ス
タ
ッ
フ
ォ
の
神
託
を
仰

ぐ
と
、
神
は
こ
う
告
げ
た
。
こ
の
泉
は
、
三
歳
の
少
年
の
血
が
こ
の
水
に
注
が
れ
、
水
に
混
じ
る
ま
で
、
湧
き
溢
れ
る
の
を
止
め
な
い

で
あ
ろ
う
、
と
。
急
い
で
こ
れ
が
行
わ
れ
る
と
、
泉
の
噴
出
は
止
ま
り
、
遂
に
は
一
滴
の
水
も
穴
の
中
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
氾は

ん
ら
ん濫

し
た
水
に
覆
わ
れ
た
と
こ
ろ
は
三
年
の
間
不
毛
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
だ
ん
だ
ん
に
元
の
緑
を
取
り
戻
し
、
収
穫
が
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
五
八　

ス
タ
ー
フ
ォ
レ
ン
の
不
思
議
な
穀
物
と
奥フ

ラ
ウ
エ
ン
ザ
ン
ト

方
の
砂
州

　

大
き
く
、
豊
か
に
な
っ
た
ス
タ
ー
フ
ォ
レ
ン
の
町
の
住
人
に
は
、
ザ
イ
デ
ル
海ゼ

ー

に
面
し
た
都
市
ゼ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ル
ヘ
ン
が
見
舞
わ
れ

た
の
と
全
く
同
じ
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
彼
ら
は
奢し

ゃ
し侈

逸
楽
の
生
活
を
送
り
、
そ
の
傲ご

う
ま
ん慢

不ふ
そ
ん遜

な
こ
と
と
い
っ
た
ら
際
限
も
な
か
っ
た
。

さ
て
、
穀
物
価
格
が
ひ
ど
く
上
が
っ
た
時
節
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
折
あ
る
富
裕
な
寡か

ふ婦
が
船
を
一
隻
仕
立
て
て
、
穀
物
輸
入
の
た
め
こ

れ
を
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
に
差
し
向
け
る
こ
と
に
し
た
。
彼
女
は
船
長
に
、
そ
の
際
か
の
地
か
ら
そ
こ
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
貴
重
な
品
を
何
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か
持
参
す
る
よ
う
言
い
付
け
た
。
こ
の
船
が
ま
だ
洋
上
に
い
た
時
、
穀
物
の
値
段
が
暴
落
、
強
欲
な
寡
婦
は
、
こ
の
買
い
入
れ
で
ひ
ど

い
損
害
を
蒙
る
の
で
は
、
と
心
配
に
な
っ
た
。

　

船
が
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
か
ら
帰
還
す
る
と
、
寡
婦
は
す
ぐ
さ
ま
乗
船
、
船
長
に
向
か
っ
て
、「
穀
物
の
他
に
何
か
貴
重
な
品
を
持
っ
て
来

ま
し
た
か
。
穀
物
は
ど
っ
ち
み
ち
も
う
値
打
ち
が
な
い
か
ら
、
水
に
投
げ
込
む
よ
り
し
か
た
あ
り
ま
せ
ぬ
が
」
と
言
っ
た
。
船
長
は
お

辞
儀
を
し
て
、
こ
う
答
え
た
。「
奥
方
様
、
わ
し
が
〔
穀
物
の
他
に
〕
持
っ
て
参
り
ま
し
た
の
は
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
極
上
の

小
麦
で
ご
ざ
い
ま
す
」。
─
─
「
な
ん
と
、小
麦
と
な
。
そ
れ
よ
り
ま
し
な
物
は
な
い
の
で
す
か
」
と
奥
方
は
怒
っ
て
叫
ん
だ
。「
し
て
、

船
の
ど
ち
ら
側
か
ら
そ
れ
を
積
み
込
ん
だ
の
じ
ゃ
」。
─
─
「
左さ

舷げ
ん

か
ら
で
」
と
船
長
の
返
辞
。「
お
や
ま
あ
、
そ
う
、
そ
れ
じ
ゃ
そ
の

忌い
ま
い
ま忌

し
い
代
物
を
右
舷
か
ら
海
に
投
げ
込
ん
で
お
し
ま
い
。
穀
物
も
一
緒
に
ね
。
こ
れ
は
命
令
で
す
よ
」
─
─
船
長
が
言
わ
れ
た
通
り

に
す
る
と
、
深
み
で
ざ
わ
ざ
わ
と
い
う
音
が
し
、
波
浪
が
高
ま
り
、
ぱ
っ
と
分
か
れ
、
港
の
前
に
ぐ
る
り
と
大
き
く
幅
の
広
い
砂
州
が

ど
ん
ど
ん
盛
り
上
が
っ
た
。
そ
の
砂
州
の
上
に
は
穀
物
や
小
麦
が
積
み
重
な
っ
て
い
た
。
や
が
て
こ
れ
ら
は
芽
吹
き
、
穂
を
付
け
、
花

を
開
い
た
。
け
れ
ど
も
花
は
徒あ

だ
ば
な花

で
、
決
し
て
実
は
な
ら
な
か
っ
た
。
寡
婦
は
町
に
引
き
返
し
た
─
─
町
の
港
の
周
り
に
は
こ
の
砂
州

が
伸
び
、
も
は
や
船
は
中
に
入
れ
な
か
っ
た
。
寡
婦
は
衰
亡
し
て
行
く
町
の
呪
い
を
一
身
に
負
い
、
苦
悩
と
悲
嘆
の
う
ち
に
死
ん
だ
。

さ
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
奥フ

ラ
ウ
エ
ン
ザ
ン
ト

方
の
砂
州
と
呼
ば
れ
て
い
る
砂
州
の
上
に
は
年
年
歳
歳
実
を
結
ば
な
い
穀
物
が
生
え
る
。
こ
れ
は
砂
丘

冑か
ぶ
と

と
か
砂
丘
株か

ぶ

と
か
呼
ば
れ
、
ゆ
ら
ゆ
ら
風
に
そ
よ
い
で
い
る
。

一
五
九　

ス
タ
ー
フ
ォ
レ
ン
の
凋ち

ょ
う
ら
く落

　

砂
州
を
海
の
底
か
ら
隆
起
さ
せ
て
主し

ゅ

が
示
し
た
も
う
た
大
い
な
る
御み

し
る
し徴

で
、
ス
タ
ー
フ
ォ
レ
ン
の
市
民
た
ち
が
放ほ

う
ら
つ埒

ぶ
り
を
改
め
た

（　

）
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（　

）
 129
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か
と
い
う
と
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
。
か
の
無
道
な
寡
婦
の
よ
う
な
人
人
は
同
地
に
ま
だ
ま
だ
な
ん
と
も
大
勢
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の

数
が
ど
れ
ほ
ど
か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
夥

お
び
た
だ

し
い
航
洋
船
を
所
有
す
る
富
裕
で
傲ご

う
ま
ん慢

な
乙
女
が
あ
っ
た
。
大
飢き

饉き
ん

が
国
土
に
広
ま
っ
て
い

た
折
、
彼
女
は
あ
る
船
長
に
、
遠
い
土
地
で
見
つ
け
出
せ
る
限
り
の
こ
の
上
な
く
貴
重
で
値
打
ち
の
あ
る
物
を
持
っ
て
来
る
よ
う
注
文

し
た
。
船
長
が
船
出
し
て
間
も
な
く
戻
り
、
乙
女
が
、「
こ
ん
な
に
早
く
帰
っ
て
来
る
な
ん
て
、
ど
ん
な
貴
重
な
品
を
手
に
入
れ
た
の
。

わ
た
し
、
ま
だ
ま
だ
だ
っ
て
思
っ
て
た
」
と
訊た

ず

ね
る
と
、
船
長
は
答
え
た
。「
お
嬢
様
、
当
節
こ
の
上
な
く
貴
重
な
品
と
申
せ
ば
、
人

間
が
生
き
る
た
め
に
必
要
な
物
で
ご
ざ
い
ま
す
。
わ
し
は
極
上
の
小
麦
を
運
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
」。
─
─
け
れ
ど
も
乙
女
が
待
ち
に

待
っ
て
い
た
の
は
贅ぜ

い
た
く沢

な
宝
飾
品
、
黄
金
、
真
珠
、
金ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド

剛
石
の
類た

ぐ
い

だ
っ
た
の
で
、
彼
女
は
怒
っ
た
。「
小
麦
で
す
っ
て
。
な
ん
だ
っ
て

ま
あ
こ
ん
な
な
さ
け
な
い
代
物
を
わ
た
し
に
。
す
ぐ
に
船
か
ら
捨
て
て
し
ま
い
な
さ
い
」。
─
─
こ
れ
を
耳
に
し
た
大
勢
の
飢
え
た
貧

民
は
、
ど
う
か
あ
た
し
ら
に
こ
の
穀
物
を
施
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
、
無
駄
に
し
な
い
で
、
と
跪

ひ
ざ
ま
ず

い
て
乙
女
に
懇
願
し
た
。
─
─
し
か

し
驕お

ご

り
高
ぶ
っ
た
乙
女
は
頑か

た
く

な
に
意
志
を
変
え
な
か
っ
た
。
船
長
は
こ
う
言
っ
た
。「
お
嬢
様
、
よ
く
よ
く
お
考
え
を
。
後
悔
な
さ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
ぞ
。
神
様
は
善
と
悪
と
を
お
聴
き
に
な
り
、
ご
覧
に
な
り
、
相
応
の
賞
罰
を
下
さ
れ
ま
す
。
い
つ
の
日
か
あ
な
た
様

が
、
こ
の
か
わ
い
そ
う
な
連
中
と
同
様
、
こ
れ
か
ら
あ
な
た
様
が
海
の
中
に
ぶ
ち
ま
け
さ
せ
よ
う
と
な
さ
っ
て
い
る
穀
粒
を
、
一
粒
一

粒
拾
い
集
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
や
も
な
あ
」。
─
─
「
使
用
人
の
分
際
で
あ
つ
か
ま
し
い
」
と
か
ん
か
ん
に
な
っ
た
乙
女
は
悪
魔
の
よ

う
な
高
笑
い
を
し
て
い
わ
く
「
す
ぐ
に
小
麦
を
海
に
投
げ
込
む
の
よ
。
わ
た
し
、
こ
の
黄き

ん金
の
指ゆ

び
わ環

を
あ
と
か
ら
投
げ
て
や
る
。
わ
た

し
が
こ
の
指
環
を
二
度
と
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
わ
た
し
が
貧
乏
に
な
る
こ
と
な
ん
か
あ
り
ゃ
し
な
い
」。
か
く
し
て
瀆と

く
し
ん神

の
所
業
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

た
い
て
い
の
ス
タ
ー
フ
ォ
レ
ン
の
市
民
が
ま
た
別
の
遣や

り
口
で
は
あ
る
が
、
こ
の
乙
女
の
よ
う
な
行
為
を
働
い
た
も
の
。
さ
て
、
そ

の
翌
日
、
乙
女
の
受
け
た
報し

ら

せ
は
、
所
有
す
る
船
舶
の
多
く
が
東
洋
か
ら
の
帰
途
難
破
し
た
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
二
日
目
に
は
、
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残
り
の
船
が
海
賊
に
奪
わ
れ
た
、
と
の
通
報
が
あ
っ
た
。
三
日
目
に
は
、
あ
る
裕
福
な
商
館
に
依
託
し
て
お
い
た
彼
女
の
そ
の
他
の
財

産
が
こ
の
商
館
の
破
産
の
た
め
失
わ
れ
た
、
と
の
情
報
が
広
ま
っ
た
。
四
日
目
、
彼
女
の
邸
の
釣つ

る
べ瓶

井
戸
か
ら
一
匹
の
海
の
魚
─
─

鰈か
れ
い

─
─
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
魚
が
ど
う
し
て
真
水
の
井
戸
に
入
っ
た
の
か
、
だ
れ
に
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
魚
が

さ
ば
か
れ
る
と
、
そ
の
内
臓
か
ら
あ
の
指
環
─
─
乙
女
が
瀆
神
の
叫
び
と
と
も
に
海
中
に
投
じ
た
指
環
─
─
が
発
見
さ
れ
た
。

　

一
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
以
前
は
あ
れ
ほ
ど
気
位
の
高
か
っ
た
こ
の
女
が
、
露
命
を
繋
ぐ
た
め
に
、
家
か
ら
家
へ
と
物
乞
い
を
し
、

畑
で
落
ち
穂
を
拾
う
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

主
が
示
し
た
も
う
た
こ
の
よ
う
な
戒
め
の
御
徴
も
ス
タ
ー
フ
ォ
レ
ン
の
市
民
た
ち
が
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
続
け
る
妨
げ
に
は
な
ら
な

か
っ
た
が
、町
は
港
が
閉
鎖
さ
れ
た
せ
い
で
衰
え
始
め
た
。
突
然
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
釣つ

る
べ瓶

井
戸
で
鰈
や
鱈た

ら

が
獲
れ
だ
し
、水
位
が
高
ま
っ

て
土
地
を
水
浸
し
に
し
、
こ
の
富
裕
な
町
の
四
分
の
三
以
上
を
高
潮
が
襲
っ
た
。
高
潮
は
土
壌
を
蚕さ

ん
し
ょ
く食

し
続
け
、
あ
ら
ゆ
る
恵
み
は

今
い
ず
こ
、
町
の
残
っ
た
部
分
も
窮
乏
の
一
途
を
辿た

ど

っ
た
。

一
六
〇　

七
人
の
女メ

ー
ル
ミ
ン

の
人
魚
た
ち

　

フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
の
あ
る
船
乗
り
が
遠
洋
航
海
用
に
艤ぎ

そ
う装

し
た
持
ち
船
の
甲
板
に
立
ち
、
片
手
を
上
げ
て
海
に
こ
う
誓
っ
た
。
も
し

海
が
我
が
船
と
そ
の
積
荷
を
庇
護
し
て
く
れ
る
な
ら
、
自
ら
も
生
涯
に
亘わ

た

っ
て
海
に
信ま

こ
と実

を
尽
く
し
、
陸
地
に
長
く
滞
在
し
た
い
と
願

う
こ
と
は
決
し
て
す
ま
い
、
と
。
す
る
と
七
人
の
女メ

ー
ル
ミ
ン

の
人
魚
た
ち
が
浪
間
か
ら
半
身
を
現
し
、
こ
の
誓
言
に
耳
を
傾
け
、
し
か
と
聴
き

取
る
と
、
再
び
深
み
に
潜
っ
て
行
っ
た
。
船
長
は
そ
の
後
長
い
こ
と
海
洋
か
ら
海
洋
へ
、
国
か
ら
国
へ
と
旅
を
重
ね
、
財
産
は
増
え
続

け
た
。
し
か
し
彼
は
船
上
で
は
そ
の
財
産
を
喜
び
娯た

の

し
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
船
乗
り
の
胸
の
裡う

ち

に
は
次
第
に
陸
へ
の
憧
れ
が
入
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り
込
ん
で
来
た
の
で
あ
る
。
あ
る
時
彼
の
船
が
、
魅
惑
に
溢あ

ふ

れ
、
花
咲
き
乱
れ
る
庭
園
の
連
な
る
豊ほ

う
よ
く沃

な
海
岸
へ
着
き
、
な
ん
と
も
典

雅
な
乙
女
が
そ
ぞ
ろ
歩
き
を
し
て
い
る
の
を
目
に
留
め
る
と
、
こ
の
娘
に
す
っ
か
り
心
奪
わ
れ
て
し
ま
い
、
娘
の
方
も
間
も
な
く
好
き

に
な
っ
て
く
れ
た
。
そ
し
て
船
長
は
乙
女
に
求
婚
、
持
ち
船
を
売
り
、
海
岸
に
壮
麗
な
邸
を
建
て
、
こ
れ
を
所
有
の
財
宝
で
王
城
の
よ

う
に
飾
り
立
て
、
意
中
の
女
性
を
こ
こ
に
奥
さ
ん
と
し
て
住
ま
わ
せ
た
。
し
か
し
、
な
ん
と
、
そ
の
夜
、
船
長
が
愛
妻
の
腕
に
抱
か
れ

て
寝
て
い
る
と
、例
の
七
人
の
女メ

ー
ル
ミ
ン

の
人
魚
た
ち
が
岸
近
く
の
海
の
中
か
ら
船
長
の
宮
殿
の
傍
へ
と
上
が
っ
て
来
て
、恐
ろ
し
い
唄
を
歌
っ

た
。
す
る
と
山
の
よ
う
な
波
浪
が
湧
き
起
こ
り
、
岸
辺
を
越
え
、
邸
を
直
撃
、
が
た
が
た
と
震
動
さ
せ
た
。
次
い
で
盛
り
上
が
っ
た
第

二
の
大
浪
が
扉
と
い
う
扉
か
ら
ど
っ
と
突
入
、
轟ご

う
ご
う轟

と
廊
下
に
流
れ
込
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
第
三
の
大
浪
が
一
階
の
数
数
の
窓
を
砕
き
、

第
四
の
大
浪
が
階
上
の
数
数
の
窓
を
砕
き
、
第
五
の
大
浪
が
船
長
を
攫さ

ら

い
去
り
、
第
六
の
大
浪
が
引
き
波
と
な
っ
て
船
長
を
捉と

ら

え
、

逆さ
か
ま巻

き
泡
立
つ
海
原
へ
と
投
げ
込
ん
だ
。
す
る
と
女メ

ー
ル
ミ
ン

の
人
魚
た
ち
が
そ
の
体
を
受
け
止
め
、
水
底
深
く
に
連
れ
て
行
っ
た
。
船
長
は
そ

こ
に
住
み
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
五
月
に
は
波
に
運
ば
れ
て
水
底
か
ら
打
ち
壊
さ
れ
た
邸
へ
と
ぱ
っ
と
浮
か
び
上
が
り
、
愛い

と

し
い

ひ
と
を
救
お
う
と
す
る
が
、
い
つ
も
女メ

ー
ル
ミ
ン

の
人
魚
た
ち
に
引
き
戻
さ
れ
て
し
ま
う
。

一
六
一　

フ
リ
ー
ス
人
の
改
宗

　

フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
に
や
っ
て
来
た
聖
者
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
が
こ
の
民
族
と
国
土
の
最
初
の
使
徒
で
あ
る
。
あ
る
夜
見
た
夢
で
使
徒
に
な

る
よ
う
に
と
の
啓
示
を
受
け
て
、
聖
者
が
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
公
ラ
ー
ト
ボ
ー
ト
の
宮
廷
に
や
っ
て
来
る
と
、
折
し
も
こ
の
国
の
異
教
の

習
俗
に
従
っ
て
、
絞
首
と
い
う
遣や

り
方
で
ま
た
し
て
も
偶
像
神
に
生い

け
に
え贄

─
─
籤く

じ

引
き
で
選
ば
れ
た
オ
ッ
コ
と
い
う
名
の
少
年
─
─
が
捧

げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
が
信
ず
る
神
と
救
世
主
の
名
に
お
い
て
ラ
ー
ト
ボ
ー
ト
公
に
少
年
の
助
命
を
懇
願
す
る
と
、

（　

）
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ラ
ー
ト
ボ
ー
ト
は
「
そ
ち
の
キ
リ
ス
ト
が
あ
の
子
を
死
か
ら
救
え
る
か
ど
う
か
、
試
し
て
み
る
が
よ
い
。
救
え
る
な
ら
あ
れ
の
身
は
そ

ち
に
委
せ
る
」
と
言
っ
た
。
─
─
さ
て
、
少
年
が
絞
首
架
に
連
れ
て
行
か
れ
、
絞
殺
さ
れ
よ
う
と
し
た
時
、
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
が
祈
る
と
、

絞
首
索
は
ぷ
っ
つ
り
切
れ
、
少
年
は
地
面
に
落
ち
、
何
の
怪
我
も
な
く
歩
い
た
。
そ
こ
で
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
は
子
ど
も
に
洗
礼
を
施
し
た
。

救
世
主
の
力
を
認
め
た
ラ
ー
ト
ボ
ー
ト
は
自
ら
も
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
に
改
宗
し
よ
う
と
考
え
た
。
し
か
し
彼
が
こ
れ
に
踏
み
切
る
前

に
、
夜
悪
魔
が
天
使
の
形
を
取
り
、
絢け

ん
ら
ん爛

豪
華
に
身
を
飾
っ
て
彼
の
前
に
出
現
、
こ
う
囁さ

さ
や

い
た
も
の
。「
な
ぜ
そ
な
た
は
そ
な
た
の

国く
に
つ
が
み

津
神
に
背
こ
う
と
す
る
の
か
。
さ
よ
う
な
こ
と
を
せ
ぬ
な
ら
、
わ
た
し
は
そ
な
た
を
以
後
黄
金
の
館
に
住
ま
わ
せ
て
進
ぜ
よ
う
ぞ
。

こ
の
館
は
翌
朝
そ
な
た
に
見
せ
て
あ
げ
る
。
し
た
が
、
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
が
そ
な
た
に
約
束
す
る
あ
れ
の
天
国
な
る
も
の
が
い
ず
れ
に
あ

り
や
、
あ
れ
に
問
う
が
よ
か
ろ
う
。
で
き
る
も
の
な
ら
そ
な
た
に
そ
れ
を
示
し
て
み
よ
、
と
な
」
と
。

　

ラ
ー
ト
ボ
ー
ト
は
翌
日
こ
の
こ
と
を
聖
者
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
に
告
げ
、「
フ
リ
ー
ス
人
の
神
が
余
に
そ
の
黄
金
の
館
を
示
さ
な
け
れ
ば
、

喜
ん
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
ろ
う
ぞ
」
と
約
束
し
た
。
し
か
し
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
は
「
公
爵
様
に
さ
よ
う
な
館
が
示
さ
れ
る
と
し
て
も
、

そ
れ
は
悪
魔
の
ま
や
か
し
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
」
と
答
え
た
。
─
─
そ
こ
で
ラ
ー
ト
ボ
ー
ト
の
代
理
と
し
て
一
人
の
フ
リ
ー
ス
人
が
、

ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
の
代
理
と
し
て
一
人
の
助
祭
が
選
ば
れ
、
そ
の
館
を
見
届
け
に
出
向
い
た
。
す
ぐ
さ
ま
た
れ
や
ら
三
人
目
が
彼
ら
に
同

行
し
て
道
案
内
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
知
ら
ぬ
間
に
大
理
石
で
舗
装
さ
れ
た
壮
麗
な
道
に
辿た

ど

り
着
い
た
。
そ
し
て
一
行
の
行
く
手
遙
か
に

黄
金
の
館
が
見
事
に
燦さ

ん
ぜ
ん然

と
輝
い
て
い
た
。
邸
内
に
は
数
数
の
宝
石
を
鏤ち

り
ば

め
紫
の
布
を
張
っ
た
象ぞ

う

牙げ

の
王
冠
も
安
置
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
案
内
者
は
助
祭
と
フ
リ
ー
ス
人
に
こ
う
言
っ
た
。「
ご
覧
な
さ
れ
。
こ
れ
ぞ
ラ
ー
ト
ボ
ー
ト
公
の
永と

わ久
の
お
住
ま
い
じ
ゃ
て
」。

─
─
助
祭
は
「
さ
よ
う
、神
が
お
建
て
に
な
ら
れ
た
な
ら
、不
朽
の
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
」
と
応
え
て
、館
に
向
か
っ
て
十
字
を
切
っ

た
。
な
ん
と
─
─
館
は
雲
散
霧
消
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
鼻
も
も
げ
そ
う
な
汚
物
の
山
だ
っ
た
。
例
の
大
理
石
の
道
は
泥
沼
と
化
し
、
道

案
内
─
─
実
は
悪
魔
自
身
だ
っ
た
─
─
は
芬ふ

ん
ぷ
ん芬

た
る
悪
臭
と
怒
り
の
吼ほ

え
声
を
残
し
て
い
な
く
な
っ
た
。
フ
リ
ー
ス
人
と
助
祭
は
急
い
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で
帰
途
に
つ
い
た
が
、
公
の
町
に
戻
る
ま
で
、
三
日
も
の
間
藺い

ぐ
さ草

と
葦あ

し

を
大
骨
折
っ
て
掻か

き
分
け
掻
き
分
け
歩
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

フ
リ
ー
ス
人
は
目
撃
し
た
こ
と
を
復
命
、洗
礼
を
受
け
た
。
彼
の
名
は
ス
ゴ
マ
ー
ル
と
い
っ
た
。
さ
て
、こ
の
話
を
聞
い
た
ラ
ー
ト
ボ
ー

ト
公
も
や
は
り
洗
礼
を
受
け
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
大
き
な
石
の
洗
礼
盤
に
入
ろ
う
と
し
、
既
に
片
足
を
踏
み
込
ん
だ
時
、
こ
う
訊た

ず

ね

た
。「
余
の
大
勢
の
先
祖
は
ど
こ
に
お
る
の
だ
。
天
国
で
浄
福
に
与あ

ず
か

っ
て
い
る
人
人
の
許も

と

に
か
、
そ
れ
と
も
地
獄
の
悪
魔
ど
も
の
と
こ

ろ
に
か
」
と
。
─
─
こ
れ
に
対
し
司
教
は
「
信
仰
を
持
た
ず
、
洗
礼
を
受
け
な
い
者
は
、
浄
福
に
は
与
れ
ま
せ
ぬ
」
と
答
え
た
。
─
─

す
る
と
ラ
ー
ト
ボ
ー
ト
は
入
れ
た
足
を
洗
礼
盤
か
ら
抜
き
出
し
て
い
わ
く
「
先
祖
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ
に
余
も
参
ろ
う
。
我
が
縁
者
、

我
が
一
族
の
許
に
な
。
余
だ
け
が
天
国
で
僅
か
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
と
も
に
暮
ら
し
た
り
は
で
き
ぬ
」。
─
─
こ
う
し
て
洗
礼
は
受
け

ず
じ
ま
い
と
な
っ
た
。
ラ
ー
ト
ボ
ー
ト
公
は
そ
れ
か
ら
三
日
目
に
亡
く
な
り
、
己お

の

が
縁
者
、
一
族
の
許
に
赴
い
た
。

　

聖
者
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
が
フ
リ
ー
ス
人
の
と
こ
ろ
に
来
て
、
や
は
り
彼
ら
を
改
宗
さ
せ
よ
う
と
し
た
時
、
そ
の
一
部
は
洗
礼
を
受
け

た
が
、
そ
の
後
フ
リ
ー
ス
人
は
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
を
随
従
し
た
ア
ド
ラ
ー
ル
と
テ
オ
バ
ー
ン
も
ろ
と
も
殺
し
て
し
ま
い
、
再
び
異
教
の

信
仰
に
後
戻
り
し
た
。

一
六
二　

ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
の
洗
礼

　

カ
ー
ル
大
帝
〔
＝
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
〕
は
貧
民
や
施せ

も
つ物

を
求
め
る
者
た
ち
に
大
層
慈
悲
深
く
、
大
祭
日
に
は
特
に
そ
う
だ
っ
た
。

そ
こ
で
物
乞
い
た
ち
も
群
れ
を
な
し
て
彼
に
随つ

い
て
回
っ
た
も
の
で
あ
る
。
あ
る
年
の
受カ

ー
ル
ヴ
ォ
ッ
ヘ

難
週
に
ザ
ク
セ
ン
族
の
軍
勢
の
首
長
ヴ
ィ
ッ

テ
キ
ン
ト
─
─
エ
ン
ゲ
ル
ン
を
根
拠
地
と
し
て
い
た
─
─
は
皇
帝
を
試
み
よ
う
と
し
、
物
乞
い
に
身
を
窶や

つ

し
て
カ
ー
ル
の
宿
営
地
に
潜

入
、
フ
ラ
ン
ク
族
の
秘
密
を
も
究
明
し
よ
う
と
、
物
乞
い
た
ち
の
群
れ
に
立
ち
混
じ
っ
た
。
さ
て
、
復オ

ー
ス
テ
ル
ン

活
祭
第
一
日
が
始
ま
っ
た
の
で
、
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聖
な
る
ミ
サ
が
あ
げ
ら
れ
た
。
次
い
で
司
祭
が
聖
体
を
掲
げ
る
と
、
神
の
奇き

蹟せ
き

に
よ
り
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
は
聖モ

ン
ス
ト
ラ
ン
ツ

体
顕
示
台
の
中
に
自
分

が
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
ほ
ど
麗
し
い
幼お

さ
な
ご子

が
い
る
の
を
目
に
し
、
こ
の
幼
子
が
愛い

と

し
く
て
堪た

ま

ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ミ
サ

の
供く

ぎ犠
が
済
む
と
，
物
乞
い
た
ち
に
プ
フ
エ
ニ
ヒ
銀
貨
が
頒わ

け
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
際
身
を
窶
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
ヴ
ィ
ッ
テ
キ

ン
ト
の
雄
姿
が
気
づ
か
れ
て
、彼
は
皇
帝
カ
ー
ル
の
前
に
連
れ
て
行
か
れ
た
。
し
か
し
カ
ー
ル
は
そ
の
偉
大
な
敵
を
親
切
に
も
て
な
し
、

キ
リ
ス
ト
教
の
神
と
礼
拝
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
は
自
ら
の
前
に
顕
現
し
た
か
の
幼
子
の
こ
と
を
物
語
っ
た
。
そ

れ
か
ら
こ
の
ザ
ク
セ
ン
の
英
傑
は
進
ん
で
聖
な
る
洗
礼
を
受
け
、彼
に
従
っ
て
い
た
諸
侯
や
首
長
ら
が
受
洗
す
る
端た

ん
し
ょ緒

を
開
い
た
。カ
ー

ル
大
帝
は
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
を
ザ
ク
セ
ン
、
エ
ン
ゲ
ル
ン
、
お
よ
び
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の
公
爵
に
任
命
、
こ
の
ザ
ク
セ
ン
の
勇
士

が
盾
の
紋
章
と
し
て
い
た
跳
躍
す
る
黒
馬
を
白
馬
に
変
え
た
。

一
六
三　

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
の
角ホ

ル

ン
型
杯

　

現
在
の
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
地
方
を
か
つ
て
オ
ッ
ト
ー
と
い
う
名
の
伯
爵
が
治
め
て
い
た
。
彼
は
狩
り
が
大
好
き
で
、
家
臣
た
ち
や
狩

猟
仲
間
、
そ
れ
か
ら
猟
師
ら
と
と
も
に
、
ベ
ル
ン
フ
ォ
イ
ア
ー
と
呼
ば
れ
る
森
へ
と
出
掛
け
た
。
こ
の
森
は
オ
ー
ゼ
ン
山ベ

ル
ク

か
ら
さ
し

て
遠
く
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
伯
爵
は
一
頭
の
の
ろ
鹿
に
出
く
わ
し
た
。
鹿
は
さ
っ
と
逃
げ
去
り
、
伯
爵
は
こ
れ
を
猟
犬
ど
も
と
一
緒
に

追
い
掛
け
、
追
跡
し
て
い
る
う
ち
に
他
の
狩
り
の
一
行
は
伯
爵
を
全
く
見
失
っ
た
。
オ
ッ
ト
ー
の
乗
馬
は
駿し

ゅ
ん

足そ
く

だ
っ
た
の
で
、
敏び

ん
し
ょ
う捷

な
風

グ
レ
ー
ハ
ウ
ン
ド

犬
ど
も
で
さ
え
ご
主
人
の
臭
跡
を
辿た

ど

れ
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
突
然
し
ん
と
静
ま
り
か
え
っ
た
山
の
平
地
に
出
た
時
に
は
、

遠
く
に
あ
っ
て
自
分
の
狩
猟
隊
の
姿
も
声
も
見
え
ず
聞
こ
え
ず
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
彼
を
こ
ん
な
に
引
き
回
し
た
あ
の
の
ろ
鹿

さ
え
ど
こ
へ
や
ら
。
さ
て
、
こ
の
日
の
暑
さ
は
大
層
な
も
の
─
─
七
月
の
こ
と
だ
っ
た
そ
う
な
─
─
で
、
伯
爵
は
ひ
ど
く
喉の

ど

が
渇
き
、
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こ
う
独
り
ご
ち
た
。「
あ
あ
、
冷
た
い
水
が
た
だ
の
一
口
で
も
飲
め
れ
ば
な
あ
」。
す
る
と
、
な
ん
と
オ
ー
ゼ
ン
山ベ

ル
ク

の
巖い

わ

壁
が
開
き
、

見
目
麗
し
く
見
事
な
装
い
の
な
ん
と
も
魅
惑
的
な
乙
女
が
歩
み
出
た
。
手
に
は
奇
妙
な
彫
刻
が
さ
ま
ざ
ま
に
施
さ
れ
た
頗す

こ
ぶ

る
古
風
な

猟
人
用
角ホ

ル

ン
型
杯
─
─
全
体
に
銀
を
被き

せ
、
金き

ん
ぱ
く箔

を
豪
奢
に
張
っ
た
極
め
て
精
巧
な
も
の
で
、
文
様
が
ぎ
っ
し
り
─
─
を
持
っ
て
。
こ
の

杯
に
は
な
に
や
ら
飲
み
物
が
な
み
な
み
と
満
た
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
乙
女
は
伯
爵
に
淑し

と

や
か
な
物
腰
で
差
し
出
し
た
。
オ
ッ
ト
ー
伯

は
酒
杯
を
受
け
取
り
、
蓋
を
開
け
、
口く

ち
も
と許

ま
で
持
っ
て
行
こ
う
と
し
た
が
、
角ホ

ル

ン
型
杯
の
中
を
覗の

ぞ

い
て
、
そ
の
飲
み
物
を
よ
く
よ
く
眺
め

る
と
、
ど
う
も
気
に
入
ら
な
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
、
揺
す
っ
て
み
た
ら
濁
っ
て
お
り
、
マ
ル
ヴ
ォ
ワ
ジ
ー
葡ワ

イ

ン
萄
酒
の
よ
う
な
香
り
も
し

な
い
。
そ
こ
で
伯
爵
は
飲
ま
な
か
っ
た
。
乙
女
は
「
ど
う
か
わ
た
く
し
を
信
じ
て
、
お
飲
み
あ
そ
ば
せ
。
さ
す
れ
ば
、
殿
と
殿
の
ご
一

族
は
ご
繁は

ん
じ
ょ
う盛

。
お
蔭か

げ

で
お
家
と
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
の
邦
は
み
ご
と
に
栄
え
ま
し
ょ
う
ぞ
」
と
伯
爵
を
励
ま
し
た
。
─
─
け
れ
ど
も
伯

爵
は
、
乙
女
が
し
き
り
と
勧
め
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
に
な
お
さ
ら
た
め
ら
い
続
け
た
。
す
る
と
乙
女
の
い
わ
く
「
お
飲
み
に
な
ら
な
け

れ
ば
、
ご
一
族
と
ご
子
孫
に
和
合
は
決
し
て
ご
ざ
い
ま
す
ま
い
」。
伯
爵
が
依
然
と
し
て
飲
み
物
の
入
っ
た
角ホ

ル

ン
型
杯
を
手
に
持
ち
、
思

案
し
て
い
る
と
、
乗
馬
が
ふ
と
身
じ
ろ
ぎ
し
、
そ
の
た
め
飲
み
物
が
い
く
ら
か
零こ

ぼ

れ
、
そ
れ
が
駒
の
肩
の
後
ろ
に
掛
か
っ
た
。
す
る
と

た
ち
ま
ち
そ
こ
の
毛
が
抜
け
落
ち
た
の
で
あ
る
。
と
見
る
や
乙
女
は
角ホ

ル

ン
型
杯
に
手
を
伸
ば
し
、
伯
爵
か
ら
取
り
返
そ
う
と
し
た
。
し
か

し
伯
爵
は
こ
れ
を
携
え
た
ま
ま
馬
で
駈か

け
去
り
、
乙
女
は
山
の
胎
内
に
戻
っ
た
。
さ
て
、
伯
爵
は
慄り

つ
ぜ
ん然

と
し
て
角ホ

ル

ン
型
杯
の
中
身
を
振
り

捨
て
た
が
、
容
れ
物
の
方
は
手
放
さ
ず
、
拍
車
を
掛
け
て
駒
を
走
ら
せ
続
け
、
や
が
て
狩
猟
隊
に
巡
り
逢
う
と
、
杯
を
見
せ
、
い
か
な

る
摩ま

か訶
不
思
議
な
巡
り
合
わ
せ
で
こ
の
貴
重
な
什じ

ゅ
う
き器

が
手
に
入
っ
た
か
を
物
語
っ
た
。
以
後
こ
の
角ホ

ル

ン
型
杯
は
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
伯
爵
家

の
宝
物
庫
に
大
切
に
保
管
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
オ
ッ
ト
ー
伯
な
る
人
は
そ
の
高
貴
な
一
族
で
は
初
代
の
オ
ッ
ト
ー
で
あ
り
、
奥
方
の
メ
ヒ
テ
ィ
ル
ト
─
─
ア
ル
フ
ェ
ン
ス
レ
ー

ベ
ン
の
女
伯
─
─
と
の
間
に
五
人
の
子
息
を
儲も

う

け
た
。
そ
の
内
の
長
男
ヨ
ハ
ネ
ス
一
世
に
も
ま
た
五
人
の
子
息
が
あ
り
、
そ
の
内
の
長
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男
は
ウ
ー
ド
と
い
う
名
で
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
の
司
教
と
な
り
、
次
男
フ
ー
ノ
は
素
晴
ら
し
い
英
傑
で
、
た
め
に
誉グ

ロ
リ
オ
ス
ス

れ
の
人
な
る
添
え
名

を
得
た
。一

六
四　

獅デ
ア
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
ジ
ー
ガ
ー

子
退
治
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

　

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
伯
フ
ー
ノ
も
ま
た
敬け

い
け
ん虔

に
し
て
廉
直
な
御
仁
だ
っ
た
。
彼
は
ザ
リ
エ
ル
朝
の
皇
帝
コ
ン
ラ
ー
ト
の
時
代
に
世
を

送
っ
た
が
、
あ
る
時
ゴ
ス
ラ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
帝
国
議
会
に
招
集
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
神
を
崇
敬
し
て
の
勤ご

ん
ぎ
ょ
う行

や
種く

さ
ぐ
さ種

の
善
行
の
た
め
に
う
っ
か
り
こ
の
諸
侯
会
議
を
な
お
ざ
り
に
し
て
し
ま
っ
た
。
す
る
と
、
悪
意
あ
る
者
た
ち
が
、
こ
れ
は
伯
爵

に
謀む

ほ
ん叛

を
企
む
良
か
ら
ぬ
意
図
が
あ
る
証
拠
だ
、と
誣し

い
、皇
帝
の
怒
り
を
煽
っ
た
。
そ
こ
で
皇
帝
は
、フ
ー
ノ
伯
は
神
明
裁
判
に
よ
っ

て
そ
の
無
実
を
示
す
か
、
し
か
ら
ず
ん
ば
謀
叛
人
と
し
て
死
ぬ
か
で
あ
る
、
巨
大
で
獰ど

う
も
う猛

な
一
頭
の
獅ラ

イ
オ
ン子

と
生
死
を
賭と

し
て
闘
え
、
と

勅
命
を
下
し
た
。
さ
て
、
フ
ー
ノ
に
は
若
く
快
活
な
子
息
が
一
人
あ
り
、
強
健
、
敏
捷
、
勇
敢
だ
っ
た
。
彼
は
父
に
随
行
し
て
皇
帝
の

宮
廷
に
赴
き
、
父
の
代
戦
士
に
立
っ
た
。
フ
ー
ノ
伯
は
老
齢
で
、
お
そ
ら
く
あ
っ
さ
り
猛
猛
し
い
獅ラ

イ
オ
ン子

に
殪た

お

さ
れ
て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う

か
ら
。
父
子
両
人
は
、
勝
利
を
お
恵
み
戴い

た
だ

け
れ
ば
、
資
産
豊
か
な
修
道
院
を
建
立
い
た
し
ま
す
、
と
聖
処
女
に
誓
っ
た
。
闘
い
に
先

ん
じ
て
若
き
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
伯
は
一
計
を
案
じ
た
。
彼
は
藁わ

ら

と
亜あ

麻ま

布ぬ
の

で
等
身
大
の
人
形
を
作
ら
せ
、
人
間
の
男
そ
っ
く
り
に
見
え

る
よ
う
騎
士
の
装
束
を
纏ま

と

わ
せ
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
自
分
の
前
に
押
し
立
て
て
行
き
、
獅ラ

イ
オ
ン子

が
跳
び
掛
か
っ
て
来
る
と
、
人
形
を
投
げ

付
け
た
。
そ
こ
で
こ
や
つ
が
藁
人
形
を
ず
た
ず
た
に
引
き
裂
い
て
い
る
間
に
襲
撃
し
、
怪
我
も
せ
ず
に
勝
利
を
贏か

ち
え
た
。
皇
帝
は
ご

機
嫌
麗
し
く
若
き
勇
士
を
抱
擁
、
愛
用
の
剣
帯
と
所
持
の
指ゆ

び
わ環

を
下
賜
し
、
た
く
さ
ん
の
所
領
を
封
土
と
し
て
授
け
た
。
こ
の
獅
子
退

治
の
物
語
は
長
い
こ
と
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
で
幾
つ
も
の
唄
と
な
っ
て
歌
わ
れ
た
。
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一
六
五　

オ
ー
ゼ
ン
山ベ

ル
ク

の
小
人
族

　

昔
乙
女
が
出
て
来
て
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
伯
に
か
の
角ホ

ル

ン
型
杯
を
差
し
出
し
た
オ
ー
ゼ
ン
山ベ

ル
ク

に
は
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

た
ち
と
地エ

ー
ル
ト
メ
ン
ヒ
ェ
ン

中
の
小
人
た
ち
が

棲す

ん
で
い
る
。
ビ
ュ
ン
マ
ー
シ
ュ
テ
ッ
ト
村
の
居
酒
屋
な
ど
は
、
小
人
ら
の
お
蔭か

げ

で
け
っ
こ
う
な
実
入
り
が
あ
っ
た
。
こ
の
連
中
、

麦ビ
ー
ル酒

が
大
の
好
物
で
、
醸
し
た
ば
か
り
で
大
桶
か
ら
出
し
立
て
の
ま
だ
暖
か
い
の
が
仕
上
が
る
と
、
喜
び
勇
ん
で
買
い
に
来
て
、
ご
く

純
良
な
銀
で
鋳
造
し
た
上
等
の
貨
幣
で
支
払
っ
た
。
も
っ
と
も
こ
の
金
に
は
世
間
一
般
の
刻
印
は
捺お

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
。
あ
る
時

の
こ
と
、
か
ら
っ
か
ら
に
渇
い
た
季
節
に
、
や
は
り
小
人
で
大
層
歳
を
取
っ
た
の
が
こ
の
醸
造
所
に
や
っ
て
来
た
。
麦ビ

ー
ル酒

を
買
っ
て
帰

ろ
う
と
し
た
が
、
な
に
し
ろ
ひ
ど
い
喉の

ど

の
渇
き
を
ご
持
参
だ
っ
た
の
で
、
か
っ
か
と
火ほ

て照
る
と
こ
ろ
へ
何
杯
か
た
っ
ぷ
り
お
湿
り
を
く

れ
た
。
そ
こ
で
ぐ
う
す
か
寝
入
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
店
の
者
は
皆
そ
っ
と
し
て
お
い
て
や
り
、
わ
ざ
わ
ざ
起
こ
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

だ
が
、
こ
の
な
ん
と
も
ご
高
齢
の
小
人
、
や
っ
と
こ
さ
ま
た
目
を
覚
ま
す
と
、
わ
ん
わ
ん
泣
き
出
し
て
、
こ
う
か
き
く
ど
い
た
。「
あ
あ
、

あ
あ
、あ
あ
、祖じ

い父
様
が
さ
ぞ
ま
あ
お
い
ら
を
ひ
っ
ぱ
た
く
だ
ろ
う
よ
う
」。
─
─
そ
う
し
て
ひ
ど
く
泡
喰く

っ
て
逃
げ
出
し
た
の
で
、持
っ

て
来
た
麦ビ

ー
ル酒

壺つ
ぼ

を
置
き
忘
れ
て
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、こ
の
小
人
に
せ
よ
他
の
小
人
衆
に
せ
よ
、二
度
と
ビ
ュ
ン
マ
ー
シ
ュ

テ
ッ
ト
の
醸
造
所
に
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
。
壺
は
居
酒
屋
の
亭
主
が
大
事
に
し
ま
い
こ
ん
だ
が
、
こ
れ
は
こ
の
上
も
な
い
儲も

う

け
物
だ
っ

た
。
そ
の
後
亭
主
の
娘
は
結
婚
し
た
が
、
夫
と
も
ど
も
そ
の
ま
ま
実
家
に
留
ま
っ
て
商
売
を
続
け
、
長
い
こ
と
た
っ
ぷ
り
よ
い
稼
ぎ
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
と
う
と
う
う
っ
か
り
壺
を
壊
し
て
し
ま
う
と
ま
さ
に
そ
の
時
か
ら
経
営
は
左
前
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
壺

と
一
緒
に
幸
運
も
あ
え
な
い
最
期
を
遂
げ
た
わ
け
。
な
に
し
ろ
、
幸
運
と
硝コ

ッ

プ
子
杯
は
ほ
ん
と
に
す
ぐ
に
壊
れ
ち
ゃ
う
。
あ
る
い
は
こ
う

い
う
べ
き
か
な
。
幸
運
と
硝コ

ッ

プ
子
杯
と
い
う
が
、
麦ビ

ー
ル酒

壺
は
ほ
ん
と
に
す
ぐ
に
壊
れ
ち
ゃ
う
、
と
ね
。
先
代
亭
主
の
娘
の
婿
さ
ん
に
な
っ

た
亭
主
は
お
お
よ
そ
百
ま
で
生
き
長
ら
え
た
が
、
し
げ
し
げ
こ
の
話
を
し
た
。
も
っ
と
も
彼
が
物
語
っ
た
の
も
随
分
昔
の
こ
と
。
そ
れ
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か
ら
も
う
た
っ
ぷ
り
二
百
年
も
経
っ
て
い
る
。

一
六
六　

妖エ
ル
ベ精
た
ち

　

北
海
沿
岸
周
辺
、
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
周
辺
、
お
よ
び
エ
ル
ベ
河
口
と
ヘ
ル
ゴ
ラ
ン
ト
の
間
の
河
川
・
湖
沼
・
海
洋
で
は
ぷ
か
ぷ
か
浮

い
て
い
る
卵
の
殻
が
よ
く
目
に
さ
れ
る
。妖エ

ル
ベ精

た
ち
が
こ
れ
を
舟
に
し
て
乗
り
回
し
て
い
る
の
だ
。こ
れ
は
矮わ

い
し
ょ
う小

か
つ
華き

ゃ
し
ゃ奢

な
四し

だ
い大〔

＝

自
然
を
形
成
す
る
、
と
考
え
ら
れ
た
地
・
水
・
火
・
風
の
四
大
元
素
〕
の
小
精
霊
で
、
善
良
な
の
も
い
れ
ば
、
意
地
悪
な
の
も
い
る
。

水
中
に
住
み
、
泡あ

ぶ
く

に
入
っ
て
魚
な
ん
ぞ
の
い
な
い
池
の
水
面
に
浮
い
て
来
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
が
、
小
山
の
胎
内
を
棲す

み
か処

と
し
て
い

る
連
中
も
い
る
。
こ
う
い
う
丘
陵
を
ブ
ラ
バ
ン
ト
で
は
ア
ル
フ
ィ
ン
ネ
の
丘
と
称
す
る
。
つ
ま
り
古
語
の
ア
ル
フ
、
エ
ル
フ
、
エ
ル
ベ

が
ア
ル
フ
ィ
ン
、
ア
ル
フ
ィ
ン
ネ
に
変
化
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
…
…
。
妖エ

ル
ベ精

た
ち
は
姿
こ
そ
ご
く
ち
っ
ぽ
け
に
せ
よ
、
力
は
と
て

も
強
い
。
彼
ら
の
強
さ
を
喩た

と

え
る
に
ぴ
っ
た
り
な
の
は
、
ま
さ
に
そ
れ
が
海
に
流
入
す
る
地
点
に
彼
ら
が
居
住
し
て
い
る
か
の
壮
大
な

河
川
で
あ
る
。
こ
の
大
河
は
彼
ら
と
同
じ
名
、
す
な
わ
ち
「
エ
ル
ベ
」
な
る
名
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
お
そ
ら
く
深
い
意
味
が
あ

ろ
う
。
自
然
の
精
霊
の
強
さ
は
極
大
の
中
と
同
様
極
小
の
中
に
も
あ
る
の
だ
─
─
ド
イ
ツ
語
の
中
に
あ
る
古
い
神
話
的
叡
智
は
神
秘
の

魔
法
を
封
じ
込
ん
で
い
る
。
こ
ん
な
謎
謎
は
い
か
が
。
同
じ
言
葉
で
、天エ

ー

テ

ル

空
の
霊
気
の
よ
う
に
軽
く
っ
て
、だ
け
ど
ず
っ
し
り
重
い
物
、っ

て
な
あ
に
。
答
え
は
「
エ
ル
フ
ェ
ン
バ
イ
ン
」Elfenbein

〔
＝
「
妖
精
の
骨
」・「
象ぞ

う

牙げ

」〕。

　

西
フ
ラ
ン
ド
ル
で
は
、
風
が
ひ
ゅ
う
ひ
ゅ
う
轟ご

う
ご
う轟

吹
き
荒す

さ

ぶ
と
、「
ア
ル
フ
ィ
ン
ナ
が
泣
い
と
る
で
」
と
言
う
。
ア
ル
フ
ィ
ン
ナ
と

い
う
の
は
地
元
で
信
じ
ら
れ
て
い
る
神
話
的
登
場
形
態
だ
が
、
民
衆
の
暗
い
意
識
層
に
生
き
て
い
る
妖
精
的
＝
魔
物
的
力
の
人
格
化
さ

れ
た
自
然
の
叫
び
に
他
な
ら
な
い
。
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一
六
七　

聖ハ
イ
リ
ゲ
ラ
ン
ト

な
る
島

　

北
海
の
潮
か
ら
高
く
屹き

つ
り
つ立

し
て
い
る
ヘ
ル
ゴ
ラ
ン
ト
島
は
、
近
近
前
世
紀
〔
＝
十
八
世
紀
〕
ま
で
そ
の
名
を
ま
さ
に
ハ
イ
リ
ゲ
ラ
ン

ト
と
記
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
「
聖イ

ン
ス
ラ
・
サ
ン
ク
タ

ナ
ル
島
」
の
意
で
あ
る
。
太
古
、
神
神
の
聖
地
だ
っ
た
ゆ
え
。
往
時
既
に
こ
ん
な
押
韻
格
言

が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　

地
は
緑
、

　
　
　
　
　

縁ふ
ち

は
紅

く
れ
な
い

、

　
　
　
　
　

砂
は
白
、

　
　
　
　
　

こ
れ
ぞ
徴し

る
し

ぞ
、
ヘ
ル
ゴ
ラ
ン
ト
の
。

　

異
教
が
跡
を
絶
っ
た
時
、こ
の
島
に
は
七
つ
の
広
い
教
区
が
あ
っ
た
。高
潮
が
陸
地
の
最
大
の
部
分
を
と
っ
く
に
呑
み
込
ん
で
し
ま
っ

た
後
の
一
五
三
〇
年
で
さ
え
、
こ
の
島
は
二
千
以
上
の
住
民
を
養
っ
て
お
り
、
彼
ら
は
ほ
と
ん
ど
専
ら
鰊に

し
ん

漁
で
生
計
を
立
て
る
こ
と

が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
ろ
く
す
っ
ぽ
漁
獲
の
な
か
っ
た
何
人
か
が
思
い
上
が
っ
て
や
っ
と
こ
獲
れ
た
一
尾
だ
か
数
尾
だ
か
の
鰊
を
事
も

あ
ろ
う
に
棒
で
ひ
っ
ぱ
た
い
た
。
こ
ん
な
こ
と
を
や
ら
か
し
た
の
で
せ
っ
か
く
の
お
恵
み
も
消
え
失
せ
て
し
ま
い
、
島
は
ど
ん
ど
ん
狭

小
と
な
り
、
窮
乏
す
る
一
方
、
以
前
は
数
千
人
が
暮
ら
せ
た
の
に
、
や
が
て
数
百
人
が
や
っ
と
と
い
う
て
い
た
ら
く
に
成
り
下
が
っ
た
。

言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
ハ
イ
リ
ゲ
ラ
ン
ト
は
昔
か
ら
有
毒
な
生
き
物
を
棲せ

い
そ
く息

さ
せ
な
い
由
。
ま
た
鰊
に
つ
い
て
は
別
の
伝
承
も
あ
る
。

い
わ
く
、
ヘ
ル
ゴ
ラ
ン
ト
の
住
民
は
あ
ま
り
の
大
漁
に
樽た

る

も
塩
も
足
り
な
い
こ
と
が
た
び
た
び
だ
っ
た
。
鰊
の
群
れ
は
岸
の
上
ま
で
跳
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び
上
が
っ
て
来
る
あ
り
さ
ま
。
そ
こ
で
あ
る
時
こ
れ
に
立
腹
し
た
一
人
の
ヘ
ル
ゴ
ラ
ン
ト
の
老
婆
が
箒ほ

う
き

を
お
っ
取
り
、
鰊
を
掃
き
落

と
し
た
。
以
来
、
鰊
は
寄
り
つ
か
な
く
な
っ
た
の
だ
、
と
。

一
六
八　

フ
ォ
ジ
ー
テ
の
島

　

異
教
時
代
ヘ
ル
ゴ
ラ
ン
ト
島
に
は
そ
の
名
を
フ
ォ
ジ
ー
テ
あ
る
い
は
フ
ォ
ゼ
ー
テ
と
い
う
神
の
聖
所
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
和
合
と
平

安
の
神
だ
っ
た
。
不
浄
な
生
き
物
は
そ
の
神
殿
に
は
近
寄
れ
な
か
っ
た
し
、
聖
地
を
侵
す
者
は
死
な
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
神
聖

な
土
地
に
踏
み
入
っ
た
使
徒
た
ち
は
ル
ー
ト
ガ
ー
と
ヴ
ィ
リ
ブ
ロ
ル
ト
で
あ
っ
た
。
ル
ー
ト
ガ
ー
は
十
字
架
を
片
手
に
島
目
指
し
て
舟

で
進
み
な
が
ら
詩
編
六
十
番
を
歌
っ
た
。
す
る
と
島
か
ら
一ひ

と
む
ら叢

の
煙
が
立
ち
昇
り
、
島
の
上
高
く
に
拡ひ

ろ

が
り
、
次
い
で
消
え
失
せ
る
の

が
目
撃
さ
れ
た
。
ル
ー
ト
ガ
ー
の
言
う
よ
う
「
さ
あ
、
我
が
信
仰
の
兄
弟
た
ち
よ
、
あ
の
煙
霧
は
悪
魔
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
。
今
や

主し
ゅ

は
き
や
つ
を
こ
の
島
か
ら
放
逐
な
さ
っ
た
」。
─
─
そ
れ
か
ら
欣き

ん
ぜ
ん然

と
し
て
岸
に
上
が
り
、イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
教
え
を
説
法
し
た
。

彼
は
フ
ォ
ゼ
ー
テ
の
神
殿
を
破
却
、
そ
の
場
所
に
最
初
の
教
会
を
建
立
し
た
。
ヴ
ィ
リ
ブ
ロ
ル
ト
が
、
フ
ォ
ゼ
ー
テ
の
神
殿
の
周
囲
で

草
を
食は

み
、
神
聖
に
し
て
侵
す
べ
か
ら
ず
、
と
さ
れ
て
い
た
生
き
物
の
一
匹
を
殺
す
と
、
島
民
は
、
彼
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
死
ぬ
だ
ろ
う
、

と
思
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
人
人
は
洗
礼
を
受
け
た
。
後
代
の
海
賊
ど
も
で
す
ら
こ
の
島
を
聖
な
る
地
と
見

な
し
、
決
し
て
略
奪
を
働
く
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
こ
に
住
ま
う
敬け

い
け
ん虔

な
隠
者
た
ち
に
自
分
た
ち
の
獲
物
の
一
部

を
捧
呈
し
た
。
か
く
し
て
今
日
に
至
る
ま
で
同
地
に
は
深
い
聖
泉
が
あ
り
、
極
め
て
海
岸
に
近
い
の
に
、
真
水
が
湧わ

き
出
て
い
る
。
異

教
の
島
民
た
ち
が
受
洗
し
た
の
は
こ
の
水
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
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一
六
九　

処ユ
ン
グ
フ
ァ
ー
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

女
た
ち
の
御
座
お
よ
び
ヘ
ル
ゴ
ラ
ン
ト
の
修
道
士

　

聖
女
ウ
ル
ズ
ラ
に
引
率
さ
れ
た
一
万
一
千
の
処
女
た
ち
が
英ア

ル
ビ
オ
ン国

か
ら
ケ
ル
ン
に
赴
い
た
折
、
一
行
は
船
旅
の
途
次
こ
の
緑
な
す
ヘ

ル
ゴ
ラ
ン
ト
に
も
向
か
い
、
同
地
に
上
陸
し
た
。
け
れ
ど
も
数
人
の
上
陸
者
を
島
の
住
民
が
迫
害
し
た
の
で
、
彼
女
た
ち
は
助
か
る
当

て
も
な
い
ま
ま
海
岸
へ
逃
れ
走
り
、
海
に
跳
び
込
ん
だ
。
し
か
し
沈
み
は
し
な
か
っ
た
。
足
の
下
に
巌い

わ

が
盛
り
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

巖
上
で
休
ら
っ
て
い
る
と
、
や
が
て
乗
船
が
近
づ
い
て
彼
女
ら
を
収
容
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
巌
は
処ユ

ン
グ
フ
ァ
ー
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ル

女
た
ち
の
御
座
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
長
の
年
月
、
巌
の
周
囲
に
は
刻
み
込
ま
れ
た
処
女
た
ち
の
足
跡
が
見
ら
れ
た
も
の
。
と
こ
ろ
で
処
女
た
ち
は
罰
と
し
て

島
に
あ
る
全
て
を
─
─
人
間
を
除
き
─
─
呪
っ
た
。
こ
う
し
た
し
だ
い
で
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
家
具
調
度
類
が
石
に
変
じ
た
。
あ
る
聖
職

者
は
す
っ
か
り
石
に
な
っ
て
い
る
蠟ろ

う
そ
く燭

の
端
っ
こ
を
長
い
こ
と
保
管
し
て
い
た
。

　

後
世
ヘ
ル
ゴ
ラ
ン
ト
は
す
っ
か
り
キ
リ
ス
ト
教
化
さ
れ
て
は
い
た
が
、
島
民
は
旧ふ

る

き
教
え
〔
＝
カ
ト
リ
ッ
ク
〕
を
墨
守
し
て
い
た
。

そ
こ
で
王
は
ル
タ
ー
の
教
え
に
改
宗
し
た
修
道
士
を
一
人
か
の
地
へ
派
遣
し
て
、
こ
の
新
し
い
教
え
を
説
法
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
し
か

し
、
島
民
は
こ
の
僧そ

う
り
ょ侶

を
巌
角
か
ら
海
へ
突
き
落
と
し
た
。
す
る
と
修
道
士
そ
っ
く
り
の
姿
を
し
た
石
像
が
深
み
か
ら
に
ょ
き
に
ょ
き

と
伸
び
上
が
っ
て
来
た
し
、
次
い
で
断
崖
の
上
を
こ
の
改
宗
者
の
亡
霊
が
歩
き
回
り
、
雷
鳴
の
よ
う
な
声
で
ひ
っ
き
り
な
し
に
説
教
し

続
け
た
の
で
、
と
う
と
う
人
人
は
新
教
に
転
向
し
た
。
そ
こ
で
亡
霊
は
憩
い
に
つ
い
た
が
、
石
の
修
道
士
の
方
は
奇
妙
な
形
見
と
し
て

立
ち
続
け
た
。
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一
七
〇　

マ
ニ
ヒ
フ
ア
ー
ル

　

一い
っ
そ
う艘

の
巨
船
が
北
海
を
周
航
し
て
い
る
、
と
北
フ
リ
ー
ス
の
海
員
た
ち
は
語
る
。
船
体
は
お
そ
ろ
し
く
大
き
く
、
檣マ

ス
ト

は
い
ず
れ
も

教
会
の
塔
よ
り
も
高
く
、
帆
綱
は
樅も

み

の
大
木
ほ
ど
の
太
さ
。
水
夫
ら
は
張
り
巡
ら
さ
れ
た
索
具
の
〔
滑
車
の
〕
孔あ

な

に
し
ば
し
ば
入
り
込

む
。
そ
こ
に
泊
ま
っ
て
鋭
気
を
回
復
す
る
た
め
で
あ
る
。
な
に
せ
若
い
時
に
檣マ

ス
ト

登と
う
は
ん攀

を
始
め
た
水
夫
が
、老
い
さ
ら
ば
え
て
よ
う
や
く
、

髪
も
髭ひ

げ

も
白
く
な
っ
て
〔
甲
板
へ
〕
下
り
て
来
る
と
い
う
始
末
な
の
で
。
船
長
は
命
令
す
る
た
め
に
馬
に
跨ま

た
が

っ
て
甲
板
を
駈
け
回
る
。

そ
し
て
〔
指
図
が
〕
一
日
で
済
め
ば
、
や
れ
、
あ
り
が
た
や
、
と
思
う
。
こ
の
驚
く
べ
き
船
は
マ
ニ
ヒ
フ
ア
ー
ル
と
い
う
。
針
路
を
取

る
の
は
お
お
む
ね
遙
か
北
方
の
極
め
て
深
い
水
路
の
あ
る
と
こ
ろ
に
限
る
。さ
も
な
い
と
陸
地
近
く
で
す
ぐ
に
座
礁
し
か
ね
な
い
の
で
。

し
か
し
な
が
ら
あ
る
時
南
方
へ
流
さ
れ
て
大
西
洋
に
来
て
し
ま
っ
た
た
め
、
ド
ー
ヴ
ァ
ー
・
カ
レ
ー
間
の
海
峡
〔
＝
英
仏
海
峡
〕
を
通

ろ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
船
に
と
っ
て
は
水
路
が
狭
過
ぎ
、
す
ん
で
の
こ
と
海
峡
に
す
っ
ぽ
り
嵌は

ま
り
込
み
そ
う
に
な
っ
た
。

そ
う
な
っ
た
ら
フ
ラ
ン
ス
人
は
船
の
上
を
歩
い
て
足
を
濡
ら
さ
ず
に
英
国
へ
渡
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
と
、
船
長
に
う
ま
い
思

案
が
閃ひ

ら
め

き
、
ド
ー
ヴ
ァ
ー
側
の
左さ

舷げ
ん

に
べ
た
一
面
白
い
石せ

っ
け
ん鹸

を
塗
り
た
く
ら
せ
た
。
こ
れ
が
当
た
っ
て
、
マ
ニ
ヒ
フ
ア
ー
ル
は
無
事

に
狭き

ょ
う
あ
い
ぶ

隘
部
を
擦
り
抜
け
、
北
海
に
進
入
し
た
。
し
か
し
こ
す
り
落
と
さ
れ
た
石
鹸
と
出
た
泡
は
今
日
に
至
る
ま
で
ブ
リ
テ
ン
島
の
ド
ー

ヴ
ァ
ー
海
岸
に
白
い
色
を
付
け
た
し
だ
い
。

　

ど
う
し
た
は
ず
み
で
そ
う
な
っ
た
の
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
が
、
マ
ニ
ヒ
フ
ア
ー
ル
が
バ
ル
ト
海
に
迷
い
込
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
水
深
が
な
ん
と
も
浅
過
ぎ
た
。
乗
組
員
ら
は
〔
座
礁
し
た
〕
船
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
た
め
に
底バ

ラ
ス
ト荷

や
竈か

ま
ど

の
燃
え
滓か

す

や
灰
を

甲
板
か
ら
投
げ
捨
て
た
。
こ
れ
で
で
き
た
の
が
ボ
ル
ン
ホ
ル
ム
島
で
あ
り
、
厨ち

ゅ
う
ぼ
う房

の
ご
み
は
そ
の
傍
の
小
島
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ス
エ
ー

と
な
っ
た
。
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一
七
一　

金ゲ
ル
ト
ゾ
ー
ト

の
泉

　

南
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
マ
ル
ネ
近
郊
で
は
清
ら
か
な
泉
が
沼マ

ル
シ
ュ

沢
地
へ
と
迸

ほ
と
ば
し

り
出
て
い
て
、
白し

ろ
が
ね銀

の
よ
う
に
き
ら
き
ら
輝
い
て
い

る
。
昔
そ
の
辺
り
に
村
が
あ
っ
た
。
こ
の
村
は
ま
ず
モ
ス
ク
ワ
戦
争
に
よ
っ
て
荒
廃
し
、
次
い
で
疫
病
に
襲
わ
れ
、
た
っ
た
一
人
の
男

を
除
い
て
全
村
が
死
に
絶
え
た
。
男
は
牧
人
で
、
亡
く
な
っ
た
村
人
た
ち
が
余
儀
な
く
後
に
残
し
て
行
っ
た
金か

ね

、
財
産
を
悉

こ
と
ご
と

く
相
続

し
た
も
の
の
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
何
の
役
に
も
立
た
な
か
っ
た
。
村
を
離
れ
は
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
何
も
か
も
一ひ

と
ま
と纏

め

に
運
ん
で
来
る
気
に
は
な
り
、
こ
れ
ら
全
部
を
泉
に
沈
め
た
。
そ
れ
か
ら
彼
も
死
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
跡
継
ぎ
は
い
な
か
っ
た
。
し
か

し
だ
れ
か
が
旅
の
通
り
す
が
り
に
で
も
、
牧
人
が
し
て
い
る
こ
と
を
見
掛
け
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
に
し
ろ
こ
の
一
件
は
民
衆
の
間

に
広
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
泉
は
金ゲ

ル
ト
ゾ
ー
ト

の
泉
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
棒
を
泉
の
中
に
突
っ
込
む
と
、
空う

つ

ろ
な
音
が
響
い
た
も
の
。

ま
た
、
水
中
深
く
に
小
柄
な
白
髪
の
男
が
い
て
、
頭
に
黒
い
帽
子
を
被
り
、
手
に
燃
え
る
灯と

も
し
び火

を
持
ち
、
宝
が
ま
だ
あ
る
か
ど
う
か
調

べ
て
い
る
の
を
、
時
折
見
る
こ
と
も
で
き
た
。
そ
れ
を
調
べ
よ
う
と
し
て
手
を
中
へ
伸
ば
す
と
、
牧
人
は
消
え
て
し
ま
う
の
だ
っ
た
。

か
つ
て
三
人
の
者
が
宝
を
手
に
入
れ
よ
う
と
仲
間
に
な
り
、泉
を
底
ま
で
搔か

い
ぼ掘

り
し
た
。
す
る
と
大
き
な
醸
造
釜が

ま

に
行
き
当
た
っ
た
が
、

持
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
穴
の
上
に
巻
き
揚
げ
用
の
支
柱
を
横
た
え
、
吊フ

ッ

ク
り
鉤
に
綱
を
結
び
付
け
、
釜
を
巻
き
揚

げ
始
め
た
。
こ
の
作
業
を
彼
ら
は
黙
り
こ
く
っ
て
や
っ
た
。
財
宝
発
掘
の
際
に
は
し
ゃ
べ
っ
て
は
い
け
な
い
か
ら
で
。
す
る
と
突
然
車

輪
が
ご
ろ
ご
ろ
回
り
車
軸
が
き
い
き
い
軋き

し

る
音
が
聞
こ
え
た
。
そ
し
て
干
し
草
を
満
載
し
た
荷
車
が
通
り
掛
か
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
を

牽ひ

い
て
い
る
の
は
六
匹
の
白
い
二は

つ

か
十
日
鼠ね

ず
み

だ
っ
た
。
け
れ
ど
も
三
人
は
だ
れ
一
人
言
葉
を
漏
ら
し
た
り
物
音
を
立
て
た
り
せ
ず
、
釜

は
も
う
随
分
上
に
引
き
揚
げ
ら
れ
た
。
今
度
は
三
角
帽
を
被
っ
た
男
が
脚
が
三
本
し
か
な
い
白
馬
に
跨ま

た
が

っ
て
や
っ
て
来
た
。
─
─「
今

晩
は
」
と
そ
の
老
人
が
挨
拶
し
た
が
、
三
人
は
賢
明
に
も
返
辞
を
し
な
か
っ
た
。「
あ
た
し
ゃ
あ
、
干
し
草
車
に
追
い
つ
け
よ
う
か
ね
」
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と
男
は
言
葉
を
続
け
た
。
そ
こ
で
こ
ち
ら
の
一
人
が
つ
い
う
っ
か
り
叫
ん
で
し
ま
っ
た
。「
て
め
え
、
悪
魔
に
な
ら
追
い
つ
け
よ
う
さ
、

生
き
と
る
三
脚
台
〔
＝
絞
首
台
〕
に
乗
っ
て
け
っ
か
る
こ
の
び
っ
こ
の
片
端
め
え
」。
─
─
や
れ
ま
あ
悲
し
や
、
巻
き
揚
げ
機
は
ぽ
っ

き
り
、
釜
は
ぶ
く
ぶ
く
。
後
に
ま
た
彼
ら
が
ど
ん
な
に
が
ん
ば
っ
て
も
、
釜
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
か
っ
た
。

一
七
二　

レ
ー
ヴ
ァ
ー
レ
ー
ヴ
ェ

　

デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
民
は
遠
い
父
祖
の
代
か
ら
何
物
に
も
増
し
て
自
由
を
鍾
愛
し
て
い
た
。彼
ら
は
幾
度
も
大
き
な
戦
闘
を
行
い
、

血
み
ど
ろ
の
会
戦
を
戦
い
、
多
く
は
勝
利
を
収
め
た
が
、
結
局
は
打
ち
負
か
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
民
の
間
に
は
昔
日
の
誉
れ
の
記

憶
と
自
由
復
帰
へ
の
期
待
が
い
ま
な
お
生
き
て
い
る
。

　

カ
ー
ル
大
帝
〔
＝
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
〕
で
す
ら
既
に
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
民
と
闘
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
ヴ
ィ
ン

ト
ベ
ル
ゲ
ン
に
逞た

く
ま

し
く
大
胆
な
戦
士
が
い
て
、
そ
の
名
を
レ
ー
ヴ
ァ
ー
レ
ー
ヴ
ェ
と
い
い
、
皇
帝
の
家
臣
と
な
っ
た
。
皇
帝
は
彼
を

代
官
と
し
て
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
土
地
と
民
の
領
主
と
し
た
。
代
官
は
隷
属
さ
せ
ら
れ
た
人
人
を
抑
圧
し
、
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
さ

せ
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
民
は
決
し
て
抑
圧
に
甘
ん
じ
ず
、
レ
ー
ヴ
ァ
ー
レ
ー
ヴ
ェ
に
叛は

ん
き旗

を
翻
し
、
彼
を
捕
虜
に
す
る
と
車
裂
き
の
刑
に
処
し
た
。
こ
の
レ
ー
ヴ
ァ
ー
レ
ー
ヴ
ェ
か
ら
有
名
な
レ
ー
ヴ
ェ
ン
ト
ロ
ウ
一
門
が
誕
生

し
た
の
で
あ
り
、
彼
こ
そ
そ
の
始
祖
だ
と
の
こ
と
。
彼
の
後こ

う
え
い裔

は
な
お
長
い
間
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
に
居
住
し
て
い
た
が
、
民
衆
の
中

に
一
族
へ
の
怨
恨
が
燻く

す
ぶ

り
続
け
て
い
た
の
で
、
結
局
は
同
地
を
立
ち
退
き
、
こ
の
家
系
は
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
、
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ

お
よ
び
デ
ン
マ
ー
ク
に
広
ま
っ
た
。
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一
七
三　

ダ
ン
王

　

デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
地
に
は
こ
ん
な
言
い
伝
え
が
あ
る
。
い
わ
く
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
初
代
王
は
ダ
ン
と
い
い
、
治
め
る
国
に
そ
の

名
を
与
え
、
彼
に
因ち

な

ん
で
か
の
国
は
ダ
ネ
マ
ル
ク
と
称
す
る
の
だ
が
、
王
は
今
日
の
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
な
く
、
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
に

住
ん
で
い
た
の
だ
。
か
つ
て
は
長
い
こ
と
暦
に
聖
人
の
一
人
と
し
て
載
っ
て
も
い
た
、
と
。
ダ
ン
王
の
時
代
、
人
人
は
全
て
異
教
徒
で
、

死
者
を
火
葬
に
し
、
そ
の
遺
灰
は
壺
に
収
め
、
巨リ

ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク

人
の
山
（「
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン
ヒ
ュ
ー
ゲ
ル

人
の
丘
」
の
こ
と
）
に
埋
葬
し
た
が
、
ダ
ン
王
は
火
葬
に
さ
れ
る

こ
と
を
望
ま
ず
、
玉
座
に
坐
っ
た
ま
ま
墳
墓
に
安
置
し
、
傍
ら
に
は
鞍
を
置
い
た
愛
馬
を
侍
ら
せ
る
よ
う
命
じ
た
。
馬
は
こ
の
よ
う
に

し
て
殉
葬
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ア
イ
ダ
ー
シ
ュ
テ
ー
デ
の
テ
ン
ニ
ン
ゲ
ン
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
洞ど

う
く
つ窟

を
持
つ
小
さ
な
土
の
丘
が
あ
る
。
ダ
ン
王
は
キ
フ
ホ
イ

ザ
ー
な
る
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
同
様
こ
の
洞
窟
の
中
に
坐
っ
て
お
り
、
二
万
の
武
装
兵
が
一
緒
で
、
皆
眠
っ
て
い
る
。
か
つ
て
死
刑
を

宣
告
さ
れ
た
あ
る
兵
士
が
、
こ
の
洞
窟
に
入
っ
て
目
撃
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
な
ら
助
命
し
て
と
ら
そ
う
、
と
約
束
さ
れ
た
。
さ
て
洞

窟
に
潜
っ
た
兵
士
は
、
王
が
卓テ

ー
ブ
ル子

の
脇
に
腰
を
下
ろ
し
、
頭
を
片
腕
に
凭も

た

せ
て
、
眠
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
そ
の
髭ひ

げ

は
長
く
伸
び
て

卓テ
ー
ブ
ル子

の
下
ま
で
垂
れ
て
い
た
。
そ
の
時
王
は
目
覚
め
て
、
兵
士
に
「
何
の
用
か
」
と
声
を
掛
け
た
。
─
─
「
わ
た
く
し
め
の
主
君
な
る

王
が
わ
た
く
し
め
を
こ
こ
へ
遣
わ
し
、
陛
下
に
つ
い
て
報
告
せ
よ
、
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
」。「
そ
ち
の
主
君
に
こ
う
伝
え
い
」

と
ダ
ン
王
が
応
じ
た
。「
貴
殿
に
い
よ
い
よ
時
節
到
来
と
あ
ら
ば
、
余
は
帰
還
し
て
助
力
い
た
し
、
貴
殿
に
全
世
界
を
支
配
さ
せ
て
進

ぜ
よ
う
、
と
な
」。
─
─
時
節
は
ま
だ
到
来
し
な
か
っ
た
。
ど
う
や
ら
ま
だ
か
な
り
ず
っ
と
先
の
話
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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一
七
四　

千タ
ウ
ゼ
ン
ト
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ダ
ム

匹
悪
魔
堤
防
の
会
戦

　

デ
ン
マ
ー
ク
王
ヨ
ー
ハ
ン
が
弟
の
公
爵
に
向
か
っ
て
こ
う
言
っ
た
。「
我
ら
が
豊ほ

う
よ
く沃

か
つ
自
由
不ふ

き羈
の
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
地
を

手
に
入
れ
る
に
は
、ど
う
し
た
ら
よ
か
ろ
う
の
」。
す
る
と
公
爵
は
こ
う
答
え
た
。「
か
の
ザ
ク
セ
ン
軍
団
に
使
者
を
遣
わ
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
加
勢
が
あ
れ
ば
、
我
ら
、
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
者
ど
も
に
打
ち
勝
ち
ま
し
ょ
う
ぞ
」。
そ
れ
か
ら
沼マ

ル
シ
ュ

沢
地
〔
＝
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ

ン
〕
に
も
使
者
が
送
ら
れ
、
民
衆
に
、
王
が
そ
の
地
の
三
つ
の
堅
固
な
城
の
所
有
を
望
ん
で
い
る
、
と
告
げ
た
が
、
農
民
た
ち
は
こ
の

要
求
を
認
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
使
者
は
レ
ン
ツ
ブ
ル
ク
に
引
き
返
し
た
。
王
は
こ
こ
に
陣
営
を
張
り
、
ユ
ラ
ン
、
フ
ュ
ー

ン
、ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
、お
よ
び
ド
イ
ツ
各
地
か
ら
夥

お
び
た
だ

し
い
軍
隊
を
集
め
た
。
ド
イ
ツ
各
地
の
者
ど
も
は
総
勢
ラ
イ
ン
、フ
ラ
ン
ケ
ン
、

ザ
ク
セ
ン
出
身
の
傭よ

う
へ
い兵

で
、
か
ね
て
か
ら
徒
党
を
組
み
、
ザ
ク
セ
ン
軍
団
と
称
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
軍
団
が
王
軍
に
合
流
す
る
と
、

彼
ら
は
王
に
こ
う
訊た

ず

ね
た
。「
国
王
陛
下
、
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
と
申
し
ま
す
の
は
一
体
ど
こ
に
ご
ざ
い
ま
す
の
で
。
上
天
に
ご
ざ
る

や
ら
、
そ
れ
と
も
あ
り
き
た
り
の
こ
の
地
上
に
ご
ざ
る
や
ら
」。
王
は
答
え
た
。「
そ
れ
は
鎖
で
天
に
繋
が
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
地
上
に
あ
る
の
だ
」。
す
る
と
軍
団
側
は
こ
う
応
じ
た
。「
陛
下
、
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
地
が
鎖
で
天
に
繋
が
れ
て
い
る
の
で
な

く
ば
、
間
も
な
く
我
ら
の
所
有
に
帰
し
ま
し
ょ
う
ぞ
」。
─
─
そ
こ
で
王
は
軍
旗
を
靡な

び

か
せ
、
軍
鼓
を
打
ち
鳴
ら
さ
せ
、
一
万
二
千
の

兵
と
と
も
に
低
地
へ
と
進
発
し
た
。
軍
勢
は
ま
ず
ヴ
ィ
ン
ト
ベ
ル
ゲ
ン
を
指
し
て
行
き
、
そ
こ
に
し
ば
ら
く
宿
営
し
て
休
息
す
る
と
、

次
い
で
メ
ル
ド
ル
フ
に
向
か
い
、
放
逸
無む

ざ
ん慙

な
所
業
を
あ
り
っ
た
け
働
き
、
王
の
旗き

し幟
を
城
塔
に
掲か

か

げ
、
盾
を
城
壁
に
掛
け
並
べ
、
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
で
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
軍
を
嘲ち

ょ
う
ろ
う弄

し
た
。
戦
士
一
千
と
い
う
小
勢
だ
っ
た
こ
ち
ら
は
ヘ
ミ
ン
グ
シ
ュ
テ
ッ
ト

の
橋
ま
で
退
い
た
。
こ
こ
に
は
昔
の
サ
ク
ソ
ン
時
代
に
遡

さ
か
の
ぼ

る
古
い
塁
壁
と
深
い
濠ほ

り

が
い
ま
だ
に
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
濠
は
泥
深

く
、
か
つ
、
た
っ
ぷ
り
水
を
湛た

た

え
て
い
た
。
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
衆
は
夜
を
徹
し
て
砦と

り
で

を
作
り
、
古
い
土
塁
の
隙
間
に
苔
や
泥
や
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藺い
ぐ
さ草

を
詰
め
込
ん
で
塞
ぎ
、
杭く

い
さ
く柵

を
構
築
し
て
、
敵
を
待
ち
受
け
た
。
敵
は
旭き

ょ
っ
こ
う光

が
射
し
初
め
る
と
闘
志
に
満
ち
満
ち
て
接
近
し
て

来
た
。
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
側
は
石い

し
つ
ぶ
て礫

を
雨あ

め
あ
ら
れ霰

と
投
げ
つ
け
た
。
敵
勢
は
急き

ゅ
う
き
ょ遽

濠
に
橋
を
架
け
よ
う
と
、何
本
も
の
槍
を
結
び
付
け
、

そ
の
上
に
ま
た
槍
の
束
を
横
た
え
る
と
、
こ
れ
を
渡
り
に
掛
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
突
か
れ
、
打
た
れ
て
、
あ
お
の
け
ざ
ま
に
落
と
さ
れ

た
。
跳
ん
で
塁
壁
に
登
ろ
う
と
す
る
者
も
多
く
、槍
の
柄
に
縋す

が

っ
て
身
を
躍
ら
せ
た
が
、距
離
が
足
り
な
か
っ
た
し
、う
ま
く
跳
び
移
っ

て
も
、
土
塁
の
上
で
棍こ

ん
ぼ
う棒

に
殴
ら
れ
て
確
実
な
死
を
迎
え
た
。
ボ
ル
ン
ヘ
ー
フ
ェ
ト
の
会
戦
の
日
に
使
わ
れ
た
古
い
暁

モ
ル
ゲ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン

星
が
少

な
か
ら
ず
再
び
燦き

ら

め
い
た
し
、
や
は
り
時
代
物
の
錆
び
た
刃や

い
ば

が
少
な
か
ら
ず
敵
の
甲か

っ
ち
ゅ
う冑

で
今
日
ま
た
し
て
も
磨
か
れ
た
。

　

し
か
し
、
あ
れ
あ
れ
、
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
部
隊
に
突
如
恐
慌
の
叫
び
が
挙
が
る
。「
迂う

か
い回

さ
れ
た
、
お
お
大
変
だ
、
我
ら
、
後

方
に
迂
回
さ
れ
た
ぞ
」。
塁
壁
の
別
の
箇
所
を
攀よ

じ
登
っ
た
敵
の
群
れ
が
背
後
か
ら
押
し
寄
せ
た
の
だ
。
今
や
絶
体
絶
命
と
な
り
そ
う

だ
っ
た
。
す
る
と
だ
れ
も
が
思
い
も
掛
け
ぬ
こ
と
に
突
然
一
人
の
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
乙
女
が
進
み
出
る
と
、
救
世
主
の
御み

姿
を
描

い
た
一い

ち
り
ゅ
う旒

の
旗
を
片
手
に
高
高
と
打
ち
振
っ
て
、
神
の
母
に
大
声
で
こ
う
呼
び
掛
け
た
の
だ
。「
聖
母
マ
リ
ア
様
、
わ
た
し
ど
も
を
お

助
け
く
だ
さ
る
な
ら
、
こ
の
身
は
あ
な
た
様
に
永
遠
の
純
潔
を
誓
い
参
ら
せ
ま
す
」。
─
─
そ
れ
か
ら
「
わ
た
し
に
続
け
、
さ
あ
」
と

叫
ぶ
な
り
─
─
旗
と
剣
を
携
え
、
髪
を
靡な

び

か
せ
、
敵
軍
目
掛
け
て
ま
っ
し
ぐ
ら
に
突
進
し
た
。
た
ち
ど
こ
ろ
に
苛
烈
で
凄す

さ

ま
じ
い
打
ち

合
い
が
捲
き
起
こ
り
、
闘
い
は
長
く
続
い
た
。
し
か
し
、
敵
の
優
勢
は
圧
倒
的
だ
っ
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
時
神
は
憐
れ
み
を
垂
れ
、
高

潮
を
送
り
た
も
う
た
の
だ
。
高
潮
は
ど
っ
と
押
し
寄
せ
、
轟ご

う

っ
と
水
門
に
激
突
、
水
門
を
破
壊
、
ヘ
ミ
ン
グ
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
耕
地
を
水

浸
し
に
し
た
。
波は

と
う濤

が
ど
う
ど
う
と
押
し
寄
せ
て
来
る
の
を
望
見
し
た
農
民
軍
は
歓
呼
し
て
再
び
闘
志
を
回
復
、
高
潮
か
ら
は
安
全
な

千タ
ウ
ゼ
ン
ト
ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ダ
ム

匹
悪
魔
堤
防
の
後
ろ
に
し
っ
か
と
足
場
を
固
め
る
と
、
周
り
で
大
浪
の
脅
威
に
曝さ

ら

さ
れ
て
い
る
敵
軍
に
対
す
る
戦
闘
を
開
始
し
た
。

す
る
と
ザ
ク
セ
ン
軍
団
隊
長
の
一
人
で
、
人
呼
ん
で
背ラ

ン

ゲ

・

高
の
っ
ぽ
の
ユ
ル
ゲ
ン
な
る
肝き

も

の
太
い
男
が
跨ま

た
が

っ
た
牡ぼ

ば馬
に
拍
車
を
掛
け
、

な
ん
な
く
土
塁
に
跳
び
移
り
、「
我
と
思
わ
ん
者
は
掛
か
っ
て
来
い
」
と
叫
ん
だ
。
─
─
ヴ
ィ
ー
マ
ー
シ
ュ
テ
ー
デ
の
詩
人
と
名
の
あ
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る
農
民
兵
が
躍
り
出
る
と
、
所
持
の
戦せ

ん
ぷ斧

で
郷ユ

ン
カ
ー士

ユ
ル
ゲ
ン
の
槍
を
脇
へ
逸そ

ら
し
、
そ
の
戦
斧
を
郷ユ

ン
カ
ー士

の
鎧よ

ろ
い

に
ず
ん
と
打
ち
込
ん
だ
。

こ
れ
は
ぐ
っ
さ
り
食
い
入
っ
て
、
抜
け
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
詩
人
は
斧お

の

の
柄
を
ぐ
い
と
引
っ
張
っ
て
ユ
ル
ゲ
ン
を
馬
か
ら
引
き
ず
り

落
と
し
、
斧
の
鉄
の
頭
に
足
を
掛
け
、
こ
れ
を
郷
士
の
体
に
五
吋ツ

ォ
ル

も
踏
み
込
ん
だ
。
こ
の
激
戦
で
敵
側
は
、
波
濤
に
呑
み
込
ま
れ
た

者
以
外
に
も
、
無
数
の
死
者
を
後
に
残
し
た
。
ラ
ン
ツ
ァ
ウ
家
で
は
五
人
、
ア
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
一
門
で
は
七
人
、
ヴ
ァ
ッ
カ
ー
バ
ル
ト

一
族
で
は
十
四
人
が
斃た

お

れ
、
王
自
身
は
船
で
逃
れ
た
。
ザ
ク
セ
ン
軍
団
に
対
す
る
こ
の
合
戦
、
ユ
ル
ゲ
ン
・
ス
レ
ン
ス
、
果
敢
な
乙
女
、

ヴ
ィ
ー
マ
ー
シ
ュ
テ
ー
デ
の
詩
人
を
題
材
と
し
た
唄
の
数
数
が
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
地
で
そ
の
後
な
お
長
い
こ
と
歌
わ
れ
た
。

一
七
五　

デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
と
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
奇
蹟
の
樹
木

　

ジ
ュ
ー
ダ
ー
ハ
ト
シ
ュ
テ
ー
デ
の
教
会
の
傍
に
古
い
接に

わ
と
こ

骨
木
の
樹
が
聳そ

び

え
て
い
る
。こ
ん
な
伝
説
が
あ
る
。か
つ
て
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ

ン
の
民
か
ら
自
由
を
奪
っ
た
王
の
亡
霊
が
し
ば
し
ば
馬
で
こ
の
樹
木
の
許も

と

に
や
っ
て
来
た
。
王
は
灰
色
の
馬
に
騎
乗
し
、
樹
下
で
祈
る

の
だ
っ
た
。
い
ず
れ
時
が
至
る
と
、
ジ
ュ
ー
ダ
ー
ハ
ト
シ
ュ
テ
ー
デ
の
位
置
す
る
曠こ

う
や野

で
一
大
会
戦
が
行
わ
れ
、
逃
げ
る
軍
隊
が
村
の

方
へ
追
い
や
ら
れ
、
大
混
乱
が
起
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
王
が
来
て
、
灰
色
の
乗
馬
を
接
骨
木
の
樹
に
繋
ぎ
、
跪

ひ
ざ
ま
ず

い
て
熱
心
に
祈

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
、
大お

お
が
ま鎌

や
鶴つ

る
は
し嘴

や
殻か

ら
さ
お棹

で
武
装
し
た
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
農
民
三
百
人
が
教
会
の
背
後
か
ら
歩
み

出
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
真
ん
中
か
ら
、
灰
色
の
股
引
を
穿は

き
、
青
い
胴
着
を
つ
け
、
白
い
襯シ

ャ
ツ衣

の
袖
を
出
し
た
男
が
こ
ち
ら
へ
進
み
、

王
の
肩
を
叩
い
て
、
こ
う
告
げ
る
で
あ
ろ
う
。「
陛
下
、
あ
な
た
は
以
前
我
ら
の
自
由
を
奪
わ
れ
た
。
さ
れ
ど
、
さ
あ
勇
気
を
お
出
し

に
な
っ
て
ま
た
ご
愛
馬
に
跨ま

た
が

り
、
ご
家
来
衆
を
招
集
さ
れ
よ
。
我
ら
農
民
が
敵
を
食
い
止
め
ま
し
ょ
う
ぞ
。
そ
し
て
ま
た
し
て
も
起

こ
る
血
み
ど
ろ
の
会
戦
が
終
わ
れ
ば
、
そ
の
後
は
長
い
平
和
が
こ
の
地
に
ま
い
り
ま
し
ょ
う
」
と
。
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や
は
り
ジ
ュ
ー
ダ
ー
ハ
ト
シ
ュ
テ
ー
デ
だ
が
、
そ
の
近
郊
の
美
し
い
円
形
の
広
場
に
、
自
由
独
立
の
時
代
、
一
本
の
極
め
て
古
い

科リ

ン

デ
の
木
が
立
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
沼マ

ル
シ
ュ
ラ
ン
ト

沢
の
国
〔
＝
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
〕
全
土
に
奇き

蹟せ
き

の
木
と
い
う
名
で
通
っ
て
い
た
。
樹
高
は
周
り

の
他
の
ど
の
木
を
も
凌
ぎ
、
枝
は
ど
れ
も
交こ

う
さ叉

し
、
こ
れ
に
類
す
る
も
の
は
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
大
層
な
樹
齢
に
も
関
わ

ら
ず
、
年
年
歳
歳
新
た
に
緑
が
萌も

え
、
こ
の
国
の
自
由
が
花
咲
き
栄
え
る
限
り
、
こ
の
奇
蹟
の
木
も
永
続
す
る
だ
ろ
う
、
と
の
言
い
伝

え
だ
っ
た
。
そ
れ
は
真
実
だ
っ
た
。
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
民
の
自
由
が
潰つ

い

え
た
時
、
奇
蹟
の
木
は
枯
れ
た
。
け
れ
ど
も
な
お
こ
ん
な

伝
承
が
行
わ
れ
て
い
る
。
枯
れ
た
科リ

ン

デ
の
木
の
梢
に
一
羽
の
鵲

か
さ
さ
ぎ

が
巣
を
営
む
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
こ
で
五
羽
の
白
い
雛ひ

な

を
孵か

え

す
だ
ろ
う
。

こ
れ
が
自
由
再
来
の
徴し

る
し

と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
科リ

ン

デ
の
木
は
再
び
芽
吹
き
、
緑
の
葉
を
つ
け
る
だ
ろ
う
。
か
の
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

が
出
馬
し
て
国
土
解
放
の
大
会
戦
を
切
っ
て
落
と
す
時
、
ヴヴ

ァ
ル
ザ
ー
フ
ェ
ル
ト

ァ
ル
ス
の
野
の
枯
れ
た
梨な

し

の
木
が
甦

よ
み
が
え

る
よ
う
に
。
そ
れ
か
ら
デ
ィ
ト
マ

ル
シ
ェ
ン
の
地
は
ま
た
そ
の
自
由
を
獲
得
す
る
だ
ろ
う
、
と
。
─
─
ノ
ル
ト
ル
フ
の
教
会
墓
地
の
壁
か
ら
接
骨
木
が
生
え
て
い
る
が
、

こ
れ
に
も
、
い
つ
か
し
か
じ
か
、
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
シ
ェ
ー
ネ
フ
ェ
ル
ト
に
も
別
の
接
骨
木
が
あ
り
、
こ
れ
も
全
く
同
様
の
予
言

と
結
び
付
い
て
い
る
。

一
七
六　

デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師

　

デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
に
お
い
て
も
、
ラ
イ
ン
沿
岸
、
ハ
ル
ツ
山
地
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
、
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
そ
の
他
の
地
と
同
様
、

荒デ
ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
の
話
が
知
ら
れ
て
い
る
。
マ
ル
ネ
の
魔
弾
の
射
手
は
こ
ん
な
物
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
狩
り
が
な
に
よ
り
大
好
き
な
、
か

な
り
乱
暴
者
の
農
家
の
跡
継
ぎ
だ
っ
た
。
で
、
結
婚
し
て
さ
さ
や
か
な
地
所
を
経
営
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
農
作
業
は
狩
り
の

た
め
に
二
の
次
で
、
狩
り
を
諦あ

き
ら

め
る
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
あ
る
時
す
っ
か
り
不
機
嫌
に
な
っ
て
森
を
抜
け
家
路
を
辿た

ど

っ
て
い
た
。
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そ
れ
と
い
う
の
も
丸
一
日
掛
け
て
鳥
の
と0

の
字
も
撃
て
な
か
っ
た
か
ら
で
。
す
る
と
、
前
方
を
見
事
な
銃
と
膨
ら
ん
だ
猟り

ょ
う
の
う囊

を
担
い

で
い
る
一
人
の
見
知
ら
ぬ
猟
師
仲
間
が
歩
い
て
行
く
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
農
夫
は
追
い
つ
き
た
く
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
向
こ
う
は
す

た
す
た
達
者
な
足
取
り
。
と
う
と
う
農
夫
は
狩
猟
合
図
の
口
笛
を
一
声
、
大
き
く
鋭
く
吹
い
た
。
し
か
し
向
こ
う
は
振
り
返
り
も
せ
ず

立
ち
止
ま
ら
ぬ
ま
ま
。
や
が
て
と
あ
る
十
字
路
に
差
し
掛
か
る
と
、
や
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
、
農
夫
を
待
っ
た
。
立
派
な
身
な
り
の
上

品
な
男
だ
っ
た
。
─
─
「
あ
ん
た
、
お
ら
よ
り
首
尾
が
良
か
っ
た
み
て
え
だ
」
と
農
夫
は
言
葉
を
掛
け
た
。「
猟
囊
を
拝
見
し
た
と
こ

ろ
じ
ゃ
、
ぎ
っ
し
り
一
杯
で
ね
え
の
」。
─
─
「
そ
う
さ
」
と
余よ

そ所
者
。「
い
つ
だ
っ
て
命
中
す
る
弾
を
撃
て
る
な
ら
、
あ
ん
た
だ
っ
て

こ
れ
く
ら
い
の
獲
物
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
ん
た
の
弾
じ
ゃ
何
に
も
中あ

た

ら
ん
が
。
じ
ゃ
、
ご
き
げ
ん
よ
う
、
さ
よ
う
な
ら
」。
─
─

こ
う
言
っ
て
先
へ
行
こ
う
と
し
た
が
、
百
姓
猟
師
の
方
は
相
手
を
引
き
留
め
、
一
発
必
中
、
外
れ
っ
こ
な
し
の
秘ひ

け
つ訣

を
ぜ
ひ
教
え
て
く

れ
、
と
懇
願
、
そ
う
す
れ
ば
た
っ
ぷ
り
礼
を
す
る
、
と
約
束
し
た
。
す
る
と
相
手
の
い
わ
く
「
教
え
て
や
っ
て
も
い
い
が
、
そ
の
代
わ

り
あ
ん
た
、
お
れ
の
秘
伝
を
だ
れ
に
も
し
ゃ
べ
ら
な
い
、
と
誓
わ
に
ゃ
な
ら
ん
ぞ
。
な
に
せ
あ
ん
た
が
秘
伝
を
漏
ら
そ
う
も
ん
な
ら
、

悪
い
こ
と
が
起
こ
る
か
ら
な
」。
─
─
農
夫
が
天
に
片
手
を
挙
げ
て
誓
う
と
、
二
羽
の
鴉か

ら
す

が
飛
び
立
ち
、
か
あ
か
あ
啼な

き
な
が
ら
、
男

両
人
の
周
り
を
ば
さ
ば
さ
飛
び
回
っ
た
。
そ
こ
で
見
知
ら
ぬ
猟
師
は
農
夫
に
秘
伝
を
打
ち
明
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
秘
伝
た
る
や

ま
こ
と
に
お
ぞ
ま
し
く
、
農
夫
に
と
っ
て
は
ひ
ど
い
重
荷
で
、
気
分
は
鬱う

つ
う
つ鬱

と
な
っ
た
た
め
、
農
夫
は
そ
れ
を
試
さ
ず
、
も
は
や
森
へ

出
掛
け
る
気
に
も
な
ら
ず
、
家
を
出
な
い
ば
か
り
か
、
口
も
利
か
ず
に
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た
。
妻
は
夫
の
変
わ
り
よ
う
に
気
づ
い
た
。

元
来
夫
が
狩
り
に
行
く
の
は
好
ま
な
か
っ
た
が
、
さ
り
と
て
こ
う
も
引
き
籠
も
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
も
っ
と
ず
っ
と
気
に
入
ら
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
体
ど
う
し
た
の
、
話
し
て
ち
ょ
う
だ
い
、
と
夫
に
せ
っ
つ
い
た
。
こ
ち
ら
は
黙
っ
て
い
た
が
、
妻
は
や
い
の
や

い
の
と
質
問
攻
め
、
お
願
い
、
後
生
よ
、
と
放
っ
て
お
か
な
か
っ
た
の
で
、
と
う
と
う
こ
う
打
ち
明
け
た
。「
お
ら
の
弾
を
百
発
百
中

に
し
た
け
り
ゃ
、
お
ら
は
浄き

よ

め
ら
れ
た
聖ホ

ス
チ
ア餅

を
弾
の
代
わ
り
に
銃
さ
籠こ

め
て
よ
、
森
の
空
き
地
に
行
き
、
白
い
布
切
れ
を
敷
い
て
そ
の
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上
に
乗
っ
か
り
、
正
午
に
太
陽
目
掛
け
て
ぶ
っ
放
さ
な
き
ゃ
な
ん
ね
え
。
そ
の
時
か
ら
何
を
撃
っ
て
も
命
中
で
、
獲
物
は
決
し
て
逃
さ

ね
え
よ
う
に
な
る
だ
」。

　

こ
う
聞
か
さ
れ
た
妻
は
ぞ
っ
と
し
た
が
、
そ
の
う
ち
徐
徐
に
恐
怖
は
鎮
ま
っ
た
。
そ
れ
に
だ
ん
だ
ん
暮
ら
し
が
窮
乏
、
遣や

り
繰く

り
算

段
も
行
き
詰
ま
っ
て
来
た
の
で
、
こ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
手
品
、
一
度
く
ら
い
う
ち
の
ひ
と
が
試
し
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な

い
。
そ
う
大
し
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
わ
。
他
の
人
だ
っ
て
大
勢
や
っ
て
る
よ
う
な
猟
師
の
お
遊
び
み
た
い
な
も
の
。
あ
た
し
は
こ
れ
っ
ぱ

か
り
も
信
じ
な
い
け
ど
、
も
し
そ
れ
が
う
ま
く
行
く
な
ら
、
貧
乏
か
ら
綺
麗
さ
っ
ぱ
り
抜
け
出
せ
る
…
…
。
ま
あ
、
妻
の
説
得
文
句
は

こ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
だ
っ
た
。
そ
こ
で
夫
も
と
う
と
う
思
い
切
っ
て
や
っ
て
み
よ
う
と
考
え
た
。
け
れ
ど
も
農
夫
は
、
自
分
が
誓
い

を
破
っ
て
、
秘
密
を
し
ゃ
べ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
い
ず
れ
き
っ
と
災
難
が
降
り
掛
か
る
と
い
う
こ
と
を
、
て
ん
か
ら
忘
れ
て
い
た
の

だ
。
さ
て
猟
師
は
聖
体
拝
領
の
ミ
サ
に
行
き
、
聖
体
＝
聖ホ

ス
チ
ア餅

を
受
け
る
と
、
そ
れ
を
口
に
含
ん
だ
ま
ま
持
っ
て
帰
り
、
こ
っ
そ
り
銃
に

装そ
う
て
ん塡

し
た
。
そ
れ
か
ら
は
万
事
言
わ
れ
た
通
り
に
。
同
じ
日
曜
の
正
午
、
近
く
の
森
へ
出
掛
け
た
。
太
陽
は
燦さ

ん
さ
ん燦

と
輝
い
て
い
た
。
猟

師
は
狙ね

ら

い
を
定
め
る
と
、太
陽
目
掛
け
て
撃
っ
た
。
す
る
と
一
天
俄に

わ
か

に
か
き
曇
り
、黒
雲
が
垂
れ
籠
め
、稲
妻
が
閃ひ

ら
め

き
、雷
鳴
が
轟
き
、

あ
の
二
羽
の
鴉
が
現
れ
、
か
あ
か
あ
啼
き
な
が
ら
、
ば
さ
ば
さ
羽
ば
た
い
た
。
男
は
仰
天
し
て
足
許も

と

の
布
か
ら
跳
び
下
り
、
屈か

が

ん
で
布

を
摑つ

か

も
う
と
す
る
と
、踏
ん
張
っ
た
足
跡
が
血
塗ま

み

れ
に
な
っ
て
い
た
。
彼
は
こ
け
つ
ま
ろ
び
つ
森
か
ら
出
た
が
、怖
く
て
死
に
そ
う
だ
っ

た
。
─
─
と
、
向
こ
う
に
立
っ
て
い
る
自
分
の
家
が
炎
炎
と
燃
え
盛
っ
て
い
る
の
だ
。
雷
が
落
ち
た
の
だ
っ
た
。
妻
と
子
ど
も
た
ち
は

わ
め
き
叫
び
な
が
ら
こ
ち
ら
へ
走
っ
て
来
た
。
そ
し
て
例
の
見
知
ら
ぬ
猟
師
も
出
現
し
、
男
を
、
秘
密
を
守
れ
な
か
っ
た
で
き
損
な
い

の
魔
弾
の
射
手
だ
、
と
嘲ち

ょ
う
ば罵

し
た
。
そ
し
て
言
う
よ
う
「
こ
れ
か
ら
、
き
さ
ま
、
最
後
の
審
判
の
日
ま
で
狩
り
を
し
な
く
て
は
な
ら
ん
。

妻
子
ど
も
は
犬
の
姿
に
な
っ
て
き
さ
ま
に
随つ

い
て
行
く
の
だ
。
─
─
昼
間
は
森
の
中
の
あ
の
二
羽
の
鴉
の
と
こ
ろ
に
住
み
、
夜
毎
獲
物

を
駈か

り
立
て
な
が
ら
天
空
を
突
き
進
む
の
だ
」。
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そ
の
通
り
に
な
っ
た
し
、
今
日
で
も
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
が
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
が
突
き
進

む
音
を
耳
に
し
て
、
犬
ど
も
の
吠ほ

え
声
を
真
似
た
り
す
る
と
、
骨
だ
と
か
猟
獣
や
馬
の
腐
っ
た
肉
片
を
投
げ
落
と
さ
れ
た
り
す
る
。
ボ

ル
ン
ヘ
ー
フ
ェ
ト
の
あ
る
男
は
そ
ん
な
目
に
遭あ

わ
さ
れ
た
し
、
マ
イ
ン
ス
ド
ル
フ
の
男
も
同
様
だ
っ
た
。
彼
ら
は
そ
の
肉
を
焙や

い
た
の

を
む
り
や
り
喰く

わ
さ
れ
た
。
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
は
一
般
に
た
く
さ
ん
の
犬
を
従
え
て
い
る
。
た
い
て
い
は
小
柄
な
穴ダ

ッ

ケ

ル

熊
狩
り
用
の
犬
な
ど

で
、
犬
ど
も
の
尻
尾
の
上
で
灯
火
が
燃
え
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
が
家
家
の
ま
ん
真
ん
中
を
突
き
抜
け
て
通
る

こ
と
も
よ
く
あ
る
が
、
家
人
が
じ
っ
と
息
を
殺
し
て
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
さ
え
す
れ
ば
、
だ
れ
に
も
害
は
加
え
な
い
。

一
七
七　

ア
ー
ベ
ル
王
の
狩
り

　

兄
殺
し
の
ア
ー
ベ
ル
王
は
在
世
時
驚
く
べ
き
猟
師
だ
っ
た
。
そ
こ
で
い
ま
わ
の
際き

わ

、
永と

わ遠
の
浄
福
の
代
わ
り
に
、
い
つ
い
つ
ま
で
も

狩
り
を
さ
せ
て
欲
し
い
、
と
願
っ
た
。
こ
の
願
い
は
叶か

な

え
ら
れ
、
永え

い
ご
う劫

の
罰
と
な
っ
た
。
顔
は
石
炭
の
よ
う
に
黒
く
、
十
匹
の
、
し
ば

し
ば
焰ほ

の
お

の
よ
う
に
燃
え
て
い
る
、
し
か
し
小
柄
な
猟
犬
ど
も
を
従
え
、
小
柄
な
馬
に
跨ま

た
が

っ
た
王
は
、
ど
う
ど
う
轟ご

う
ご
う轟

ど
よ
め
き
、
鋭

い
角
笛
を
吹
き
鳴
ら
し
て
駈か

け
抜
け
て
行
く
。
そ
の
掛
け
声
は
フ
ッ
ラ
ー
、
フ
ッ
ラ
ー
と
響
き
渡
る
。
王
の
在
世
時
、
彼
に
出
く
わ
す

の
は
ま
ず
い
こ
と
だ
っ
た
が
、
今
日
で
も
や
は
り
よ
ろ
し
く
な
い
。
ダ
ー
ネ
ヴ
ェ
ル
ク
村
の
あ
る
年
老
い
た
農
夫
が
こ
ん
な
話
を
し
て

い
る
。「
わ
し
の
祖ば

あ母
様
の
そ
の
ま
た
祖
母
様
が
ま
ん
だ
若
い
娘
っ
こ
だ
っ
た
頃
の
こ
っ
た
が
、こ
の
ダ
ー
ネ
ヴ
ェ
ル
ク
の
ぐ
る
り
に
ゃ

あ
ま
ん
だ
林
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
の
、
娘
っ
こ
は
そ
け
え
ら
へ
牝
牛
た
ち
を
追
っ
て
っ
ち
ゃ
あ
番
を
し
と
っ
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
時
不

意
に
空
で
お
っ
そ
ろ
し
い
轟
っ
と
い
う
音
を
聞
い
た
。
ア
ー
ベ
ル
王
が
狩
り
の
同
勢
を
引
き
連
れ
て
空
を
こ
っ
ち
へ
ど
う
ど
う
や
っ
て

来
た
っ
ち
ゅ
う
わ
け
さ
」。
王
は
真
っ
白
な
犬
を
十
匹
従
え
て
い
た
。
こ
い
つ
ら
は
火
の
よ
う
な
舌
を
だ
ら
ん
と
垂
ら
し
て
い
た
。「
あ
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れ
ま
あ
」
と
娘
は
考
え
た
。「
あ
た
し
は
独
り
っ
き
り
だ
。
ど
こ
へ
行
っ
た
ら
い
い
も
ん
か
」。
白
い
前エ

プ
ロ
ン

掛
け
を
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を

ほ
ど
い
て
、
頭
に
す
っ
ぽ
り
そ
れ
を
巻
き
付
け
る
と
、
大
き
な
木
の
傍そ

ば

に
坐
り
込
ん
で
、
し
く
し
く
泣
い
た
。
ア
ー
ベ
ル
王
は
ど
ん
ど

ん
近
づ
い
て
来
て
、
こ
の
子
の
周
り
で
な
ん
と
も
も
の
す
ご
い
が
ち
ゃ
が
ち
ゃ
が
ら
が
ら
と
い
う
音
を
立
て
た
が
、
と
ど
の
つ
ま
り
ま

た
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
ア
ー
ベ
ル
王
の
犬
の
一
匹
が
娘
の
と
こ
ろ
に
寄
っ
て
来
て
、
そ
の
膝
に
ぴ
ょ
ん
と
跳
び
乗
る
な
り
、

お
と
な
し
く
丸
ま
っ
た
。
騒
ぎ
が
す
っ
か
り
遠
ざ
か
る
と
、
娘
は
膝
の
犬
を
連
れ
て
ダ
ー
ネ
ヴ
ェ
ル
ク
へ
帰
っ
た
。
こ
の
犬
は
村
で
子

孫
を
増
や
し
、
今
で
も
そ
う
し
た
穴ダ

ッ

ケ

ル

熊
狩
り
用
の
犬
が
見
つ
か
る
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
ア
ー
ベ
ル
王
の
狩
り
の
同
勢
は
犬
十
匹

で
は
な
く
て
、
九
匹
し
か
い
な
く
な
っ
た
。
ア
ー
ベ
ル
王
の
乗
馬
も
飼
料
を
必
要
と
す
る
。
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
近
郊
の
ヘ
ス
タ
ー
ベ

ル
ク
だ
が
、
ミ
ー
ル
ベ
ル
ク
の
農
民
た
ち
は
、
畑
に
燕え

ん
ば
く麦

を
播ま

く
時
は
い
つ
も
、〔
こ
こ
へ
〕
入
用
分
よ
り
余
計
に
取
り
分
け
て
お
い

た
一
袋
を
持
っ
て
来
る
。〔
そ
し
て
そ
れ
を
置
い
て
行
く
〕。
そ
う
す
る
と
毎
回
夜
に
な
っ
て
乗
馬
に
飼
料
の
燕
麦
を
欲
し
が
る
ど
こ
ぞ

の
た
れ
や
ら
が
や
っ
て
来
る
わ
け
。
け
れ
ど
も
そ
の
結
果
ヘ
ス
タ
ー
ベ
ル
ク
の
燕
麦
は
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
全
土
で
最
上
と
い
う
評
判

を
取
る
に
至
っ
て
い
る
。

一
七
八　

ヴ
ォ
ー
デ

　

ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
地
方
で
は
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
ナ
ハ
ト
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
夜
の
猟
師
は
ヴ
ォ
ー
デ
と
呼
ば
れ
る
。
古

い
に
し
え

の
異
教
時
代
サ
ク
ソ
ン
人
が
崇
め
た
神
の
名

ヴ
ォ
ー
ダ
ン
の
残
響
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
ヴ
ォ
ー
デ
が
狩
り
を
す
る
時
期
は
、
ハ
ル
ツ
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地

、
フ
ォ
ー
ク

ト
ラ
ン
ト
各
地
の
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
と
同
様
、
と
り
わ
け
待ア

ト
ヴ
ェ
ン
ト

降
節
や
十ツ

ヴ
ェ
ル
フ
テ
ン

二
夜
で
あ
る
。
ヴ
ォ
ー
デ
は
神か

ん

さ
び
た
大
き
な
白
馬
に
跨ま

た
が

り
、

こ
れ
に
は
二
十
四
頭
の
犬
が
従
っ
て
い
る
。
駒
に
は
脚
が
三
本
し
か
な
い
。
ヴ
ォ
ー
デ
の
狩
り
の
同
勢
が
垣
根
に
突
き
当
た
る
と
、
そ
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れ
ら
は
す
ぐ
に
め
り
め
り
と
壊
れ
る
が
、
夜
の
間
に
お
の
ず
と
元
通
り
に
立
つ
原
注
。
ヴ
ォ
ー
デ
の
犬
ど
も
が
疲
れ
切
っ
て
横
に
な
っ

て
し
ま
い
、
は
あ
は
あ
喘あ

え

ぎ
、
吠ほ

え
、
く
ん
く
ん
啼な

く
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
ヴ
ル
ス
ド
ル
フ
や
フ
ュ
ー
レ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
等
で
起
こ
っ
た
。
翌
日
ヴ
ォ
ー
デ
が
や
っ
て
来
て
連
れ
帰
る
の
だ
。
女
が
荒
れ
狂
う
狩
り
の
時
期
に
洗
濯
物
を
戸
外
に
吊
し
た
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
ヴ
ォ
ー
デ
の
犬
ど
も
に
ず
た
ず
た
に
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
に
麵パ

ン麭
を
焼
い
た
り
す
る
と
、
麵パ

ン麭
の
塊
が
猟
犬
に
変
じ

て
空
に
舞
い
上
が
り
飛
ん
で
行
っ
て
し
ま
う
、と
い
う
目
に
遭あ

う
か
も
知
れ
な
い
。
家
の
扉
を
う
っ
か
り
開
け
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

ヴ
ォ
ー
デ
の
同
勢
が
ど
っ
と
入
り
込
み
、
家
を
通
り
抜
け
、
犬
ど
も
が
出
く
わ
す
物
、
特
に
麵パ

ン麭
に
焼
く
た
め
に
練
っ
て
お
い
た
捏こ

ね

粉
を
喰く

っ
て
し
ま
う
の
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
。
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
損
害
を
ヴ
ォ
ー
デ
が
償
っ
て
く
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
は
家
族
と
も
ど
も
何
を
食
べ
た
ら
い
い
か
、
何
も
弁
償
し
て
も
ら
え
な
い
の
か
、
と
あ
る
小
百
姓
が
憐

れ
っ
ぽ
く
嘆
い
た
と
こ
ろ
、
ヴ
ォ
ー
デ
は
「
よヨ

ーし
、
よヨ

ーし
、
そホ

ーら
、
そホ

ーら
」
と
叫
び
、
死
ん
だ
犬
を
一
頭
農
夫
の
足あ

し
も
と許

に
空
中
か
ら
ど

す
ん
と
投
げ
落
と
し
、
更
に
こ
う
怒
鳴
っ
た
。「
そ
の
屍む

く
ろ骸

を
煙
突
か
ら
家
の
中
に
投
げ
込
め
」。
び
っ
く
り
仰
天
し
た
農
夫
は
そ
の
言

葉
に
従
っ
た
。
死
ん
だ
犬
は
重
か
っ
た
。
農
夫
の
炉
で
犬
の
は
ら
わ
た
が
ぱ
ち
ん
と
弾
け
る
と
、
台
所
中
金
貨
が
ど
っ
さ
り
散
ら
ば
っ

た
。

　

フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
の
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
が
悪ヴ

ィ
ヒ
テ
ル

戯
小
人
、
女ホ

ル
ツ
ヴ
ァ
イ
ベ
ル

の
樹
の
精
、
苔モ

ー

ス

ロ

イ

テ

男
・
苔
女
を
駈か

り
立
て
る
よ
う
に
、
ヴ
ォ
ー
デ
は
小
さ
な

森
ヴ
ァ
ル
ト
フ
ラ
ウ

女
、
地エ

ー
ル
ト
メ
ン
ヒ
ェ
ン

中
の
小
人
、
山ベ

ル
ク
メ
ン
ヒ
ェ
ン

小
人
─
─
こ
れ
ら
を
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
地
方
の
人
人
は
地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
と
呼
ん
で
い
る
─
─
を
猟

の
対
象
と
す
る
。
彼
ら
を
随
分
と
地
中
か
ら
駆
除
し
て
し
ま
う
の
だ
。
狩
猟
の
主
な
行
程
は
ク
ル
メ
ッ
セ
の
周
囲
で
、
沼
地
を
越
え
て

バ
イ
デ
ン
ド
ル
フ
へ
と
向
か
う
。

　

バ
イ
デ
ン
ド
ル
フ
の
あ
る
農
夫
が
夕
刻
に
ク
ル
メ
ッ
セ
に
行
こ
う
と
思
っ
た
。
す
る
と
向
こ
う
か
ら
一
群
の
地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
が
わ

ら
わ
ら
や
っ
て
来
た
。
け
れ
ど
も
こ
の
た
び
は
ま
る
き
り
不
安
そ
う
で
は
な
く
、
こ
う
叫
ん
で
い
た
。「
あ
い
つ
、
今
日
は
わ
し
ら
を
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捉つ
か

ま
え
ら
れ
ん
。
あ
い
つ
、
今
日
は
わ
し
ら
を
う
っ
ち
ゃ
っ
と
い
て
く
れ
る
さ
。
あ
い
つ
、
今
日
は
体
を
洗
っ
と
ら
ん
で
な
」。
─
─

農
夫
が
い
く
ら
か
先
へ
進
む
と
、向
こ
う
か
ら
ヴ
ォ
ー
デ
が
馬
で
来
て
、農
夫
に
こ
う
訊た

ず

ね
た
。「
あ
や
つ
ら
は
何
を
怒
鳴
っ
て
お
っ
た
」。

で
、
農
夫
は
「
あ
ん
た
は
今
朝
か
ら
体
を
洗
っ
て
な
い
、
と
言
う
て
お
り
ま
す
」
と
返
辞
。
─
─
す
る
と
ヴ
ォ
ー
デ
は
す
ぐ
さ
ま
馬
を

止
め
、
厩う

ま
や

に
入
れ
る
と
、
体
を
洗
っ
た
─
─
そ
う
し
て
狩
り
が
始
ま
っ
た
。
農
夫
が
ま
だ
ク
ル
メ
ッ
セ
に
着
か
な
い
う
ち
に
、
ま
た

ま
た
ヴ
ォ
ー
デ
に
出
く
わ
し
た
。
ヴ
ォ
ー
デ
は
馬
の
両
脇
に
地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
を
ど
っ
さ
り
束
に
し
て
ぶ
ら
下
げ
て
い
た
。
そ
の
さ
ま

杜ね

ず松
鶫つ

ぐ
み

の
寄よ

り
あ
い合

所じ
ょ

に
も
さ
も
似
た
り
。
小
人
た
ち
は
髪
の
毛
で
結
び
合
わ
さ
れ
て
い
た
。
現
在
で
は
ヴ
ォ
ー
デ
は
た
だ
天
空
を
駈
け

て
行
く
だ
け
で
あ
る
。
地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
を
悉

こ
と
ご
と

く
地
中
か
ら
片
づ
け
て
し
ま
っ
た
か
ら
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
の
が
大
方
の
見

解
。

　

メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
地
方
で
も
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
は
「
ヴ
ォ
ー
デ
」
と
い
う
呼
称
で
、
似
た
よ
う
な
話
が
さ
ま
ざ
ま
物
語
ら
れ
て
い
る
。

原
注
　
…
…
、
そ
れ
ら
は
す
ぐ
に
め
り
め
り
と
壊
れ
る
が
、
夜
の
間
に
お
の
ず
と
元
通
り
に
立
つ　

…
…, krachen sie gleich 

zusam
m

en, über N
acht richten sie sich von selbst w

ieder auf.　

同
様
の
こ
と
は
中
部
ド
イ
ツ
で
も
。
筆
者
の
家
の
向
か
い

に
庭
園
が
あ
る
が
、
夜
の
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
は
し
ば
し
ば
そ
の
垣
根
を
突
き
倒
す
。
た
だ
し
、
垣
根
は
お
の
ず
と
元
通
り
に
立
つ
の
で
は

な
い
。
さ
に
あ
ら
ず
し
て
、
我
が
隣
人
で
あ
る
庭
園
の
持
ち
主
が
そ
の
た
び
に
昼
間
立
て
直
す
の
で
あ
る
。

一
七
九　

地ウ
ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆

　

地ウ
ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
な
る
種
族
と
そ
の
存
在
に
対
す
る
信
仰
は
ド
イ
ツ
北
部
の
も
の
で
、
他
の
ど
の
地
方
よ
り
も
更
に
北
方
へ
と
広
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ま
っ
て
い
る
。
こ
の
種
族
は
地
面
の
下
を
そ
の
住
ま
い
と
し
て
い
る
。
古
墳
や
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン
ベ
ッ
ト

人
の
寝
床
が
家
と
い
う
こ
と
も
よ
く
あ
る
こ
と
。
デ

ン
マ
ー
ク
領
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
〔
＝
ス
レ
ー
ス
ヴ
ィ
〕
に
お
い
て
は
ビ
ャ
ウ
フ
ォ
ル
ク
、エ
レ
フ
ォ
ル
ク
、ウ
ナ
ー
ヴ
ェ
ス
テ
、ウ
ナ
ー

ボ
ー
ス
テ
、
ズ
ュ
ル
ト
で
は
エ
ナ
ー
ア
ー
ス
ケ
、
フ
ェ
ー
ア
や
ア
ム
ル
ム
で
は
エ
ナ
ー
ケ
ン
キ
ッ
セ
ン
〔「
エ
ナ
ー
ベ
ン
キ
ッ
セ
ン
」
の

誤
り
〕、
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
で
は
ウ
ナ
ー
ア
ー
ス
ケ
、
ド
ゥ
ワ
ー
ゲ 

と
い
っ
た
具
合
。
計
り
知
れ
ぬ
昔
か
ら
こ
の
地
域
に
棲す

ん
で
い
る

の
で
あ
る
。
彼
ら
の
起
源
伝
説
は
か
く
の
ご
と
し
。
主し

ゅ

キ
リ
ス
ト
が
こ
の
世
を
歩
い
て
い
ら
し
た
頃
の
こ
と
、あ
る
家
に
向
か
わ
れ
た
。

こ
の
家
に
は
一
人
の
女
が
住
ま
っ
て
お
り
、器
量
好
し
の
子
を
五
人
、み
っ
と
も
な
い
子
を
五
人
持
っ
て
い
た
。
高
貴
な
お
客
様
と
あ
っ

て
、
女
は
み
っ
と
も
な
い
子
た
ち
が
恥
ず
か
し
く
、
慌
て
て
地
下
の
穴
蔵
に
閉
じ
込
め
て
し
ま
っ
た
。
家
に
お
入
り
に
な
っ
た
主
い
わ

く
「
女
よ
、
そ
な
た
の
子
ど
も
た
ち
を
わ
た
し
の
許も

と

に
連
れ
て
お
い
で
」。
そ
こ
で
女
は
、
主
が
祝
福
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
、
五
人

の
子
ら
を
連
れ
て
来
た
。
─
─
「
そ
れ
で
、
他
の
子
ど
も
衆
は
ど
こ
に
い
る
の
か
な
」
と
主
は
お
訊き

き
に
な
っ
た
。「
あ
た
く
し
に
ゃ

他
の
子
ど
も
な
ん
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
す
」
と
女
は
嘘う

そ

を
つ
い
た
。「
そ
う
か
」
─
─
主
は
そ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
両
の
お
手
を
そ
の

五
人
の
子
ど
も
た
ち
の
上
に
挙
げ
て
祝
福
を
お
与
え
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
こ
う
言
わ
れ
た
。「
下
に
お
る
者
た
ち
は
い
つ
ま
で
も
下
に

お
る
が
よ
い
、
上
に
お
る
者
た
ち
は
い
つ
ま
で
も
上
に
お
る
が
よ
い
」。
─
─
主
が
い
な
く
な
る
と
、
女
は
、
み
っ
と
も
な
い
子
ど
も

た
ち
を
出
し
て
や
ろ
う
、
と
穴
蔵
に
急
い
だ
。
が
、
子
ど
も
た
ち
は
消
え
失
せ
て
い
た
。
か
く
し
て
こ
の
子
ら
か
ら
地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆

の
一
族
一
統
が
生
じ
た
の
だ
、
と
。

　

シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
、
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
、
ユ
ト
ラ
ン
ト
〔
＝
ユ
ラ
ン
〕
お
よ
び
所
属
島と

う
し
ょ嶼

の
住
民
が
、

地ウ
ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
が
こ
こ
に
い
る
、
と
主
張
し
、
そ
う
心
得
て
い
る
場
所
は
無
慮
無
数
だ
し
、
こ
の
種
族
に
関
す
る
各
種
各
様
の
伝
承

は
ま
た
ま
た
枚
挙
に
遑い

と
ま

な
い
と
来
て
い
る
。
ア
ム
ル
ム
島
の
エ
ナ
ー
ケ
ン
キ
ッ
セ
ン
〔「
エ
ナ
ー
ベ
ン
キ
ッ
セ
ン
」
の
誤
り
〕
は
主
と

し
て
フ
ェ
ー
エ
ス
ホ
ー
の
デ
ー
ン
〔「
デ
ュ
ー
ン
」（
砂
丘
）
の
誤
り
〕
の
辺
り
に
棲
ん
で
い
る
。
彼
ら
は
そ
こ
の
メ
ル
ム
湖
上
で
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氷ス
ケ
ー
ト

滑
り
を
す
る
。
あ
る
男
が
、
狐き

つ
ね

や
穴あ

な
ぐ
ま熊

の
巣
穴
を
掘
る
み
た
い
に
こ
の
連
中
の
巣
穴
を
掘
っ
て
み
よ
う
、
と
思
い
つ
い
た
。
す
る

と
背
後
で
、
火
事
だ
あ
、
と
い
う
叫
び
が
聞
こ
え
た
。
振
り
返
る
と
自
分
の
家
が
赤
赤
と
焰ほ

の
お

に
包
ま
れ
て
い
る
の
を
目
に
し
た
。
男

は
慌
て
て
穴
掘
り
を
中
止
、
燃
え
て
い
る
家
に
す
っ
飛
ん
で
行
っ
た
。
来
て
み
る
と
、
燃
え
た
痕こ

ん
せ
き跡

な
ど
な
か
っ
た
。
莫ば

か迦
で
は
な
い

の
で
こ
の
教
訓
が
肝
に
銘
じ
た
男
は
二
度
と
穴
掘
り
を
し
な
か
っ
た
。

　

地ウ
ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
も
神
を
信
じ
て
い
る
と
の
こ
と
。
け
れ
ど
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら
な
い
の
で
、
天
国
に
行
く
こ
と
は

な
い
。

　

地ウ
ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
は
数あ

ま
た多

の
妙
技
を
こ
な
す
と
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン
グ
ラ
ー
プ

人
の
墓
に
あ
る
極
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
匠
の
骨こ

つ
つ
ぼ壺

や
、

地
中
お
よ
び
上
述
の
骨
壺
そ
の
も
の
の
中
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
見
事
な
装
身
具
の
全
て
や
青
銅
の
武
器
の
製
作
者
で
あ
る
と

か
。
こ
う
し
た
骨
壺
を
壊
す
と
ろ
く
な
目
に
遭あ

わ
な
い
（
壊
す
こ
と
自
体
賢
く
な
い
証
拠
だ
が
）。
こ
う
し
た
無
益
な
冒ぼ

う
と
く瀆

行
為
の
結

果
正
気
を
失
っ
た
者
は
少
な
く
な
い
。
こ
れ
を
容
器
と
し
て
種
蒔ま

き
を
す
る
と
、
普
通
よ
り
作
物
の
生
育
が
良
い
。
こ
れ
で
鶏
に
水
を

飲
ま
せ
る
と
、
病
気
に
な
ら
な
い
し
、
乳ミ

ル
ク

を
こ
れ
に
入
れ
る
と
、
よ
り
上
質
の
乳ク

リ
ー
ム脂

が
で
き
る
し
、
乳バ

タ
ー酪

の
量
も
増
え
る
原
注
。

　

ド
イ
ツ
で
は
小

ツ
ヴ
ェ
ル
ゲ
ン
フ
ォ
ル
ク

人
族
に
つ
い
て
、
彼
ら
が
鍋な

べ
か
ま釜

そ
の
他
の
什じ

ゅ
う
き器

を
借
り
に
来
る
、
と
り
わ
け
そ
の
一
族
の
婚
礼
や
祭
の
時
に
、

と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
が
、
北
国
で
行
わ
れ
る
風
習
で
は
そ
の
反
対
。
す
な
わ
ち
、
農
民
た
ち
が
地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
の
と
こ
ろ
へ
そ

う
し
た
道
具
を
借
り
に
行
き
、
使
用
後
、
ご
馳
走
の
残
り
を
入
れ
て
返
す
の
で
あ
る
。

　

ラ
ウ
ジ
ッ
ツ
の
ツ
ィ
ッ
タ
ウ
の
住
民
は
、
当
該
地
域
に
棲せ

い
そ
く息

す
る
山ベ

ル
ク
ツ
ヴ
ェ
ル
ク

小
人
は
姿
を
消
し
て
人
間
た
ち
の
婚
礼
に
一
枚
加
わ
り
、
皆
の
間

に
坐
っ
て
、
一
緒
に
食
べ
る
、
と
物
語
る
が
、
ピ
ン
ネ
ベ
ル
ク
や
北
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
で
も
そ
う
い
う
話
で
あ
る
。
地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆

の
持
ち
物
を
何
か
奪
っ
た
り
す
る
と
、
彼
ら
を
か
ん
か
ん
に
怒
ら
せ
、
立
ち
去
ら
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
喧や

か
ま

し
い
楽
器
の
響
き

も
地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
。
最
も
我
慢
で
き
な
い
の
は
教
会
の
鐘
の
音
で
あ
る
。
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
至
る
と
こ
ろ
で
彼
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ら
を
駆
逐
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
全
て
の
地
方
で
一
致
し
て
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

地ウ
ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
が
人
間
の
産
婆
を
呼
び
に
来
て
地
中
の
自
分
の
妊
婦
の
許も

と

へ
連
れ
て
戻
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
。
産
婆
に
支
払
わ
れ

る
謝
礼
は
一
見
取
る
に
足
り
な
い
。
た
だ
し
、
産
婆
が
こ
う
し
た
つ
ま
ら
ぬ
品
─
─
鉋か

ん
な
く
ず屑

、
砂
、
灰
、
炭
、
豌え

ん
ど
う豆

、
葉
っ
ぱ
と
い
っ

た
よ
う
な
物
─
─
を
う
か
つ
に
投
げ
捨
て
た
り
し
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
黄
金
に
変
じ
る
の
だ
。
さ
り
な
が
ら
、
た
い
て
い
は
ほ
っ
ぽ
っ

て
し
ま
い
、
僅
か
な
残
り
が
前エ

プ
ロ
ン

掛
け
に
引
っ
掛
か
っ
て
い
た
り
、
靴
の
中
に
落
ち
て
い
る
だ
け
。
そ
こ
で
大
層
な
財
産
を
う
っ
ち
ゃ
ら

か
す
と
い
う
莫ば

か迦
を
や
っ
た
の
に
気
づ
く
が
、
時
既
に
遅
し
。

　

田
舎
の
人
た
ち
の
間
で
は
─
─
い
ま
だ
に
地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
を
信
じ
て
い
れ
ば
の
話
だ
が
─
─
彼
ら
に
対
し
て
は
好
意
・
愛
情
よ
り

恐
れ
・
嫌
悪
を
感
じ
る
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
田
舎
の
人
た
ち
は
彼
ら
を
すウ

ン
テ
ュ
ー
ク

く
た
れ
、
ひウ

ン

ツ

ォ

イ

ク

ょ
う
た
く
れ
（
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
人
の
い
わ

ゆ
る
ずゲ

ツ
ュ
ッ
ク

く
な
し
）
と
呼
ん
で
い
る
。

　

人
間
と
地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
の
交
渉
、
戦
争
と
平
和
、
親
切
と
悪わ

る
さ戯

、
窃せ

っ
し
ゅ取

と
返
却
、
幸
運
を
齎も

た
ら

す
贈
り
物
、
災
厄
を
齎
す
贈
り
物

等
等
と
い
っ
た
話
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
も
ろ
も
ろ
の
伝
説
集
全
て
を
満
た
し
て
余
り
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

取ヴ
ェ
ク
セ
ル
バ
ル
ク

替
え
子
な
る
も
の
も
ま
た
地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
の
好
ま
し
か
ら
ざ
る
所
産
で
あ
る
。地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
は
受
洗
前
の
新
生
児
を
盗
み
、

自
分
た
ち
の
萎し

な

び
た
皺フ

ッ
ツ
ェ
ル
メ
ン
ヒ
ェ
ン

く
ち
ゃ
小
人
を
揺
り
籠か

ご

に
寝
か
せ
る
。
歩
き
回
る
よ
う
に
な
る
の
も
少
な
く
な
い
が
、
こ
う
い
う
の
が
鏡
を
覗の

ぞ

い
て
も
、〔
そ
こ
に
映
っ
て
い
る
〕
自
分
が
も
し
か
し
て
取
り
替
え
ら
れ
た
の
か
ど
う
か
、
な
ん
て
分
か
り
は
し
な
い
の
だ
。

原
注　

乳ミ
ル
ク

を
こ
れ
に
入
れ
る
と
、
よ
り
上
質
の
乳ク

リ
ー
ム脂

が
で
き
る
し
、
乳バ

タ
ー酪

の
量
も
増
え
る　

M
ilch inihnen hingestellt, rahm

t 

besser und giebt m
ehr Butter.　

筆
者
が
在
住
す
る
地
方
の
村
落
で
使
わ
れ
て
い
る
乳ク

リ
ー
ム脂

壺
は
今
な
お
完
全
に
古
代
ド
イ
ツ
の
骨

壺
の
形
を
し
て
い
る
。
た
だ
い
く
ら
か
丈
が
高
い
だ
け
で
あ
る
。
把と

っ
て手

は
な
く
、
胴
は
あ
ま
り
膨
ら
ん
で
お
ら
ず
、
細
い
縁
が
弓
な
り

（　

）
 233

（　

）
 234

（　

）
 235

（　

）
 236



242

武蔵大学人文学会雑誌　第 45 巻第 1・2 号

に
外
側
へ
反
っ
て
お
り
、
釉う

わ
ぐ
す
り薬

は
掛
か
っ
て
い
な
い
。

一
八
〇　

キ
ー
ル
ク
ロ
プ
フ

　

地ウ
ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
と
近
縁
で
、
善
良
で
も
意
地
悪
で
も
あ
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
後
者
の
性
質
が
勝
る
、
魔
物
型
精
霊
的
存
在

は
他
に
も
あ
っ
た
。
取ヴ

ェ
ク
セ
ル
バ
ル
ク

替
え
子
と
キ
ー
ル
ク
ロ
プ
フ
は
お
お
む
ね
大
同
小
異
で
あ
る
。
こ
の
両
種
は
ど
ち
ら
も
、成
長
す
る
こ
と
の
な
い
、

外が
い
ぼ
う貌

の
醜
い
、
泣
き
わ
め
い
て
ば
か
り
い
る
取
り
替
え
ら
れ
た
子
ど
も
で
、
悪
魔
が
父
親
で
な
け
れ
ば
、
ま
ず
は
地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
が

そ
う
。
キ
ー
ル
ク
ロ
プ
フ
に
虐
待
行
為
を
加
え
る
と
、
た
い
て
い
の
場
合
そ
の
実
の
母
親
が
仕
方
な
く
取
り
戻
し
に
来
て
、〔
人
間
の
〕

生
み
の
親
か
ら
攫さ

ら

わ
れ
て
い
た
子
を
返
し
て
よ
こ
す
。

　

昔
、
こ
う
し
た
キ
ー
ル
ク
ロ
プ
フ
を
持
っ
た
女
が
い
て
、
来
る
年
も
来
る
年
も
苦
し
ん
で
い
た
。
彼
女
は
お
そ
ら
く
、
産さ

ん
じ
ょ
く褥

に
あ

る
時
か
ら
洗
礼
の
折
ま
で
傍
ら
に
夜
昼
明
か
り
を
点と

も

し
続
け
る
を
忘
れ
た
の
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
そ
の
期
間
夫
の
衣
類
の
ど
れ
か
を

身
に
着
け
て
い
る
の
を
な
お
ざ
り
に
し
た
か
。
女
は
こ
の
がバ

ル

ク

き
ん
ち
ょ
と
も
う
七
年
も
暮
ら
し
た
。
こ
の
子
は
ど
っ
さ
り
食
べ
た
。
が
、

一
向
に
大
き
く
な
ら
ず
、
歩
こ
う
と
せ
ず
、
し
ゃ
べ
る
こ
と
を
覚
え
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
頭
で
っ
か
ち
な
の
に
、
手
足
は
小
さ
く

蜘く

も蛛
の
脚
の
よ
う
に
細
か
っ
た
。
す
る
と
こ
の
農
婦
の
と
こ
ろ
に
一
人
の
草
毟む

し

り
女
（
漂ジ

プ
シ
ー
お
ん
な

泊
の
女
）
が
や
っ
て
来
た
。
農
婦
は
、
子
ど

も
の
せ
い
で
年
が
ら
年
中
苦
労
が
絶
え
な
い
、
と
こ
れ
に
訴
え
た
。
す
る
と
相
手
は
、
子
ど
も
衆
が
キ
ー
ル
ク
ロ
プ
フ
だ
か
、
そ
う
で

な
い
か
、
こ
う
し
て
検
分
し
て
み
る
が
い
い
、
と
助
言
し
た
。
女
は
こ
の
勧
め
に
従
い
、
鵞が

ち
ょ
う鳥

の
卵
を
一
個
空
に
す
る
と
、
麦ビ

ー
ル酒

を
注

ぎ
込
み
、
灯と

も
し
び火

の
焰ほ

の
お

で
こ
と
こ
と
煮
立
て
た
。
す
る
と
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
口
を
利
い
た
こ
と
の
な
か
っ
た
キ
ー
ル
ク
ロ
プ
フ
が
不
意

に
し
ゃ
べ
り
出
し
て
、
こ
う
言
っ
た
。
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森
の
薪ま

き

ほ
ど

　
　
　
　
　

年
取
っ
と
る
が
、

　
　
　
　
　

こ
ん
げ
な
遣や

り
口
ゃ
見
た
こ
た
ね
え
。

「
あ
れ
ま
、そ
う
か
ね
」と
農
婦
は
言
っ
た
。「
森
の
薪
ほ
ど
年
取
っ
て
る
な
ら
、お
ま
え
は
あ
た
し
の
子
じ
ゃ
な
い
な
」。
そ
し
て
薪
ざ
っ

ぽ
う
を
お
っ
取
っ
て
、
異い

ぎ
ょ
う形

の
子
ど
も
を
引
っ
ぱ
た
こ
う
と
し
た
。
す
る
と
す
ぐ
さ
ま
地ウ

ナ
ー
エ
ー
ル
ド
シ
ェ

も
ぐ
り
衆
の
婆ば

あ

様
が
駆
け
つ
け
て
、
子
ど
も

を
揺
り
籠か

ご

か
ら
抱
き
取
る
な
り
「
わ
し
の
子
ど
も
を
苛い

じ

め
は
さ
せ
ね
」
と
言
っ
た
。
─
─
そ
う
し
て
婆
様
が
自
分
の
がバ

ル

ク

き
ん
ち
ょ
を
連

れ
て
い
な
く
な
る
と
、
器
量
好
し
で
す
ら
り
と
育
っ
た
七
歳
の
子
、
農
婦
の
本
当
の
子
が
揺
り
籠
の
脇
に
立
っ
て
い
た
。

　

同
様
の
こ
と
が
ハ
ー
ダ
ー
ス
レ
ー
ベ
ン
近
郊
の
イ
ェ
ー
デ
ル
プ
の
女
に
も
起
こ
っ
た
。
利
巧
な
近
所
の
女
性
が
、
取ヴ

ェ
ク
セ
ル
バ
ル
ク

替
え
子
を
麵パ

ン麭

焼
き
竈が

ま

に
押
し
込
ん
だ
ら
い
い
、
と
助
言
し
た
の
だ
。
女
が
そ
う
し
よ
う
と
す
る
と
、
地
下
の
小
人
族
の
母
親
が
急
い
で
や
っ
て
来
て
、

取
替
え
子
を
引
っ
た
く
り
、「
わ
し
ゃ
あ
こ
ね
え
に
ひ
で
え
こ
と
、
あ
ん
た
の
子
に
ゃ
し
た
こ
た
な
か
っ
た
に
よ
う
」
と
言
い
ざ
ま
、

子
ど
も
を
連
れ
て
消
え
失
せ
た
。

　

ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
市
近
郊
の
ベ
ー
ケ
ン
村
に
は
奇き

蹟せ
き

を
行
う
聖
母
マ
リ
ア
の
木
像
が
あ
っ
た
。
多
く
の
病
人
を
癒い

や
し
た
も
の
で
あ

る
。
さ
て
、
こ
の
近
隣
の
村
に
一
人
の
農
夫
が
住
ん
で
い
た
が
、
結
婚
し
て
い
る
の
に
長
い
こ
と
子
ど
も
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
、

妻
に
ひ
ど
く
辛
く
当
た
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
漸よ

う
や

く
妻
は
懐
妊
、
そ
こ
で
亭
主
は
女
房
を
下
に
も
置
か
ぬ
扱
い
で
大
事
に
し
た
。
け

れ
ど
も
妻
が
お
産
を
す
る
と
、
地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
が
そ
の
子
を
掏す

り
換
え
、
代
わ
り
に
キ
ー
ル
ク
ロ
プ
フ
を
あ
て
が
っ
た
。
そ
の
頭
は

ま
る
で

帽
み
た
い
、
手
足
は
紡つ

む錘
さ
な
が
ら
に
細
長
か
っ
た
。
こ
れ
も
体
で
大
き
く
な
る
の
は
や
っ
ぱ
り
頭
だ
け
。
頭
は
ご
く
大
柄

な
人
間
に
く
っ
つ
い
て
い
る
の
よ
り
で
か
か
っ
た
。
三
年
経
つ
と
男
の
子
の
頭
は
お
化
け
南か

ぼ
ち
ゃ瓜

に
さ
も
似
た
り
だ
っ
た
が
、
そ
の
く
せ
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立
て
も
歩
け
も
し
ゃ
べ
れ
も
せ
ず
、
日
が
な
一
日
泣
き
わ
め
き
通
し
─
─
こ
れ
は
ま
こ
と
に
名
人
芸
だ
っ
た
。
あ
る
晩
、
こ
の
愛い

と

し
の

坊
や
を
膝
に
抱
っ
こ
し
て
、
難
行
苦
行
を
し
て
い
た
お
か
み
さ
ん
は
ご
亭
主
に
こ
う
話
し
掛
け
た
。「
ね
え
、
あ
ん
た
。
ち
ょ
っ
と
思

い
つ
い
た
ん
だ
け
ど
、
も
し
か
し
て
役
に
立
つ
か
も
知
れ
な
い
。
明
日
は
日
曜
。
あ
ん
た
、
子
ど
も
と
揺
り
籠
を
担
い
で
、
ベ
ー
ケ
ン

の
御お

ん
は
は母

マ
リ
ア
様
の
と
こ
へ
行
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
。
で
、マ
リ
ア
様
の
前
に
揺
り
籠
を
置
い
て
、こ
の
子
を
し
ば
ら
く
揺
す
ぶ
っ
て
や
っ

て
。
も
し
か
し
て
役
に
立
つ
か
も
よ
」。「
や
っ
て
み
べ
え
よ
」
と
農
夫
は
応
じ
、
翌
日
揺
り
籠
に
ち
ゃ
ん
と
収
ま
っ
た
キ
ー
ル
ク
ロ
プ

フ
を
担
い
で
出
発
し
た
。
ベ
ー
ケ
ン
の
橋
の
上
へ
差
し
掛
か
る
と
、
下
の
水
の
中
か
ら
こ
ん
な
こ
と
を
叫
ぶ
声
が
し
た
。

　
　
　
　
　

キ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
、
ど
こ
さ
行え

ぐ
。

す
る
と
揺
り
籠
の
中
の
子
ど
も
は
こ
う
返
辞
し
た
。

　
　
　
　
　

お
ら
が
す
く
す
く
育
つ
よ
に

　
　
　
　
　

目
方
量
っ
て
も
ら
い
に
行え

ぐ
だ
。

自
分
の
がバ

ル

ク

き
ん
ち
ょ
が
突
然
し
ゃ
べ
っ
た
の
に
び
っ
く
り
仰
天
、
我
を
忘
れ
た
農
夫
は
考
え
る
間
も
あ
ら
ば
こ
そ
、
子
ど
も
と
揺
り
籠

を
水
に
投
げ
込
み
、
そ
の
後
か
ら
こ
う
怒
鳴
っ
た
。

　
　
　
　
　

し
ゃ
べ
れ
る
ん
だ
ら
、
こ
の
化
け
物
、
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来
た
と
こ
へ
ま
た
失う

せ
る
が
え
え
。

す
る
と
橋
の
下
か
ら
、
大
勢
が
叫
ん
で
い
る
よ
う
な
大
喚
声
が
ど
っ
と
起
こ
っ
た
。
そ
し
て
キ
ー
ル
ク
ロ
プ
フ
た
ち
が
愉
快
そ
う
に
水

の
中
で
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
た
。
一
方
農
夫
は
走
れ
る
だ
け
走
っ
て
女
房
の
許も

と

に
戻
っ
た
。

　

ほ
と
ん
ど
同
じ
話
が
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
周
辺
に
も
あ
る
。
こ
こ
で
も
キ
ー
ル
ク
ロ
プ
フ
が
籠
の
中
で
こ
う
言
う
。

　
　
　
　
　

お
い
ら
、
ハ
ッ
ケ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
（
巡
礼
地
だ
っ
た
）
の
、

　
　
　
　
　

我
ら
が
聖
母
の
と
こ
へ
行
き
、
目
方
量
っ
て
も
ら
う
だ
よ
。

　
　
　
　
　

お
い
ら
が
ち
ゃ
ん
と
育
つ
よ
に
。

農
夫
は
同
様
に
子
ど
も
と
籠
を
水
に
投
げ
込
ん
だ
。
す
る
と
小
悪
魔
ど
も
は
喚
声
を
挙
げ
な
が
ら
ば
ち
ゃ
ば
ち
ゃ
愉
快
そ
う
に
水
中
で

も
ん
ど
り
打
っ
た
り
泳
ぎ
回
っ
た
り
し
た
。

一
八
一　

ニ
ッ
セ
と
ヴ
ォ
ル
タ
ー
ケ
ン

　

北
方
各
地
で
は
水
の
精
を
ニ
ッ
セ
と
呼
ぶ
。
ま
た
、
ク
ラ
バ
ウ
タ
ー
メ
ン
ヒ
ェ
ン
、
ネ
ッ
セ
、
プ
ー
ゲ
、
プ
ー
ケ
、
ニ
ス
ケ
プ
ー
ケ

と
も
い
わ
れ
る
。
け
れ
ど
も
ホ
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〕
の
ク
ラ
バ
ウ
タ
ー
小マ

ネ
ケ
ン人

の
よ
う
に
、
同
時
に
人
間
に
援
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助
を
惜
し
ま
な
い
家
の
精
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
存
在
は
ど
こ
で
も
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
並
ん
で
更
に
ヴ
ォ
ル
タ
ー
ケ
ン
が

い
る
。
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
ン
ツ
ヒ
ェ
ン
、
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
、
家ハ

イ
ム
ヒ
ェ
ン

小
人
と
全
く
同
様
小
人
の
家
の
精
、
小
人
の
家
僕
で
あ
る
。
こ
の
ハ
イ
ム
ヒ
ェ

ン
な
る
ド
イ
ツ
の
名
称
は
北
国
で
は
ヒ
ー
メ
ケ
ン
と
し
て
登
場
。な
お
他
に
も
ま
こ
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
固
有
名
詞
─
─
親グ

ー
タ
ー切

ヨ
ー
ハ
ン
、

コ
ー
メ
等
等
─
─
が
あ
る
。
怖
い
お
化
け
た
ち
も
同
種
族
に
数
え
ら
れ
よ
う
。
ビ
ュ
ー
ゼ
マ
ン
─
─
ド
イ
ツ
の
ブ
ッ
ツ
ェ
マ
ン
、
ペ
ッ

ツ
、
ペ
ー
ベ
ル
、
フ
レ
ン
ペ
ー
ペ
ル
─
─
、
プ
ル
タ
ー
ク
ラ
エ
ス
、
ポ
ッ
パ
ー
ル
ト
─
─
ド
イ
ツ
だ
と
ヘ
ル
シ
ェ
ク
ラ
エ
ス
（
ニ
コ
ラ

ウ
ス
）、
下ク

ネ
ヒ
ト
・僕

ル
プ
レ
ヒ
ト
─
─
等
等
。

　

海
洋
を
航
行
し
て
い
た
あ
る
船
で
の
こ
と
だ
が
、
船
長
が
鈴ベ

ル

を
鳴
ら
し
て
給ボ

ー
イ仕

を
呼
び
、
葡ワ

イ

ン
萄
酒
を
一
壜び

ん

と
酒グ

ラ
ス杯

を
二
個
持
っ
て
来

る
よ
う
言
い
付
け
た
。
給ボ

ー
イ仕

は
訝い

ぶ
か

し
が
っ
て
船
長
を
見
詰
め
た
も
の
で
あ
る
。
言
わ
れ
た
品
を
持
っ
て
行
く
と
、
ク
ラ
バ
ウ
タ
ー
マ

ン
─
─
船
の
精
霊
─
─
が
船
長
の
卓テ

ー
ブ
ル子

に
着
い
て
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
お
り
、
そ
れ
か
ら
船
長
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
。
賢
明
な
船
長

な
ら
指
揮
す
る
船
の
ク
ラ
バ
ウ
タ
ー
マ
ン
と
必
ず
親
し
い
友
だ
ち
同
士
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
う
す
れ
ば
万
事
万
端
う
ま
く
捗は

か
ど

る
か

ら
。
嵐
も
船
に
害
を
加
え
ず
、
船
火
事
は
起
こ
ら
ず
、
食
料
不
足
・
清せ

い
す
い水

不
足
に
は
陥
ら
ず
、
病
気
は
発
生
せ
ず
、
海
賊
に
拿だ

ほ捕
さ
れ

る
こ
と
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
そ
の
反
対
だ
と
、
ク
ラ
バ
ウ
タ
ー
マ
ン
は
よ
か
ら
ぬ
ふ
る
ま
い
に
出
る
だ
ろ
う
。
騒
音
、
無
秩
序
、

紛ふ
ん
き
ゅ
う糾

、
叛は

ん
ら
ん乱

、
船
火
事
、
嵐
、
沈
没
と
い
う
事
態
を
惹
起
す
る
わ
け
。
ご
く
ご
く
穏
や
か
で
も
、
目
に
見
え
な
い
平
手
打
ち
や
ら
笞む

ち

打
ち
や
ら
が
雨
霰あ

ら
れ

と
降
り
掛
か
る
。
─
─
か
つ
て
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
が
航
海
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
博
士
は
硝ガ

ラ
ス子

の
船
を
建
造
し
た
。

彼
は
こ
の
世
の
学
問
に
悉

こ
と
ご
と

く
精
通
、
悉
く
学
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
、
今
度
は
海
洋
を
徹
底
的
に
詳
し
く
究
明
し
よ
う
と
思
っ
た
し
だ

い
。
こ
の
硝ガ

ラ
ス子

箱
の
船
に
彼
は
ニ
ス
を
一
体
乗
せ
て
い
た
。
こ
の
ニ
ス
は
船
を
導
き
、
巌が

ん
し
ょ
う礁

か
ら
守
り
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
が
あ
ら

ゆ
る
浅
瀬
と
安
全
な
水
路
を
知
り
尽
く
せ
る
よ
う
、
彼
と
一
緒
に
海
底
ま
で
潜
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
海
図
な
る
も
の
を
当
時
発
明

し
た
の
は
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
な
の
で
あ
る
。
博
士
が
最
初
の
海
図
を
書
い
た
の
だ
。
彼
以
前
に
は
そ
ん
な
も
の
は
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。
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あ
る
日
彼
ら
は
フ
レ
ン
ス
ブ
ル
ク
港
入
口
に
あ
る
航
行
の
難
所
に
差
し
掛
か
っ
た
。
こ
こ
は
僅
か
一ひ

と
ひ
ろ尋

の
深
さ
し
か
な
く
─
─
ま
こ
と

に
危
険
な
場
所
だ
っ
た
。
硝ガ

ラ
ス子

の
船
は
危
う
く
座
礁
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
け
れ
ど
も
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
は
彼
の
ニ
ス
に
向
か
っ
て

「
止ホ

ー

ル
ま
れ
、
ニ
ス
」
と
叫
ん
だ
の
で
あ
る
。
─
─
そ
こ
で
ニ
ス
が
船
を
停
止
さ
せ
た
の
で
、
船
は
動
か
な
く
な
り
、
そ
れ
以
上
巌
礁
に

近
づ
か
な
か
っ
た
。
以
来
こ
の
場
所
は
船
乗
り
の
間
で
ホ
ー
ル
＝
ニ
ス
＝
難フ

ェ
ー
ア所

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

ニ
ス
た
ち
は
家
屋
の
梁は

り

の
小
さ
な
穴
と
か
そ
の
他
の
隅
っ
こ
に
棲す

ん
で
い
る
。
乳バ

タ
ー酪

入
り
の
挽ひ

き
わ
り割

麦
粥
と
か
乳ミ

ル
ク

と
乳バ

タ
ー酪

つ
き
麵パ

ン麭

と
か
が
ち
ゃ
ん
と
提
供
さ
れ
れ
ば
、
彼
ら
は
極
力
援
助
を
惜
し
ま
な
い
客
人
だ
が
、
彼
ら
に
良
い
感
情
を
持
た
ず
折
り
合
い
が
悪
い
人

間
は
、
や
る
こ
と
な
す
こ
と
思
う
よ
う
に
行
か
ず
、
貧
乏
に
な
っ
て
、
破
滅
す
る
。

　

ニ
ス
の
伝
説
に
は
ア
ル
ラ
ウ
ン
お
よ
び
絞ガ

ル
ゲ
ン
メ
ン
ラ
イ
ン

首
台
の
小
人
の
伝
説
と
意
味
深
長
に
結
び
付
い
て
い
る
あ
る
特
性
が
混
入
し
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
を
贖あ

が
な

う
に
は
最
安
値
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
特
性
が
。
こ
う
し
た
ニ
ス
を
自
分
が
死
ぬ
前
に
厄

介
払
い
で
き
な
い
者
は
─
─
な
に
し
ろ
自
分
が
買
っ
た
よ
り
高
い
値
段
で
は
手
放
せ
な
い
、
う
っ
ち
ゃ
れ
な
い
、
贈
与
と
か
な
ん
と
か

で
き
な
い
、
し
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
っ
て
、
よ
し
ん
ば
そ
う
し
て
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
舞
い
戻
っ
て
来
る
─
─
邪

よ
こ
し
ま

な
敵
〔
＝
悪
魔
〕

の
手
に
落
ち
る
。
か
か
る
類た

ぐ
い

の
ニ
ス
は
も
う
も
う
家
の
精
で
は
な
い
。
ア
ル
ラ
ウ
ン
で
あ
る
。
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
リ
ス

で
あ
る
。
そ
れ
を
所
有
し
て
い
る
者
は
悪
魔
と
盟
約
し
て
い
る
の
だ
。
か
よ
う
な
ニ
ス
は
普
通
櫃ひ

つ

か
な
に
か
の
中
に
収
め
ら
れ
て
、
大

事
に
世
話
を
さ
れ
て
い
る
。
ア
ル
ラ
ウ
ン
の
よ
う
に
。
こ
れ
は
た
い
て
い
赤
い
小
さ
な
縁
無
し
帽
を
被
っ
て
い
る
。
ニ
ス
た
ち
は
ど
う

も
お
互
い
同
士
仲
が
良
く
な
い
よ
う
だ
。
彼
ら
は
も
と
も
と
気
が
荒
く
て
怒
り
っ
ぽ
く
、
殴
り
合
い
を
す
る
の
で
あ
る
。
ジ
ュ
ー
ダ
ー

エ
ン
レ
ー
ベ
ン
の
あ
る
ニ
ス
は
、
干
し
草
が
と
ん
と
欠
乏
し
た
折
、
主
人
の
農
夫
の
た
め
に
ゼ
ー
デ
ル
プ
の
小
百
姓
の
納
屋
か
ら
干
し

草
を
盗
ん
だ
。一
方
こ
の
小
百
姓
の
ニ
ス
は
時
を
同
じ
ゅ
う
し
て
ジ
ュ
ー
ダ
ー
エ
ン
レ
ー
ベ
ン
の
農
夫
の
倉
庫
か
ら
干
し
草
を
盗
ん
だ
。

途
中
で
ば
っ
た
り
鉢
合
わ
せ
し
た
ご
両
人
は
、
一
晩
中
叩
き
合
っ
て
と
う
と
う
夜
が
明
け
て
し
ま
っ
た
。
か
く
し
て
双
方
と
も
莫ば

く
だ
い大

な
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量
の
干
し
草
を
無
く
し
、
あ
る
牧
場
に
投
げ
散
ら
か
し
た
。
そ
こ
で
今
日
で
も
こ
こ
は
ププ

ー

ク

ホ

ル

ム

ー
ク
の
小
島
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ズ
ン
デ

ヴ
ィ
ッ
ト
の
二
人
の
ニ
ス
も
、そ
れ
ぞ
れ
相
手
の
と
こ
ろ
で
燕え

ん
ば
く麦

を
盗
み
、途
中
で
出
く
わ
し
、〔
お
互
い
ぶ
ち
っ
こ
を
し
て
〕
四
シ
ェ
ッ

フ
ェ
ル
で
は
き
か
な
い
量
の
燕
麦
を
担
い
で
い
た
束
か
ら
叩
き
落
と
し
て
失な

く
し
て
し
ま
っ
た
。
ニ
ス
の
婚
礼
の
行
列
が
、
目
に
見
え

ぬ
ま
ま
─
─
そ
う
い
う
能
力
を
授
か
っ
た
人
間
に
は
見
え
る
─
─
綺
羅
の
限
り
を
尽
く
し
、
数
も
夥

お
び
た
だ

し
く
人
家
の
部
屋
の
中
を
練
っ

て
行
く
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
の
伝
説
で
語
ら
れ
る
の
と
同
様
。

　

ヴ
ォ
ル
タ
ー
ケ
ン
が
と
り
わ
け
棲
み
つ
く
の
は
裕
福
で
貯
え
の
た
っ
ぷ
り
あ
る
家
で
あ
る
。
台
所
の
雑
用
、
下
男
下
女
の
仕
事
を
こ

な
し
、
水
を
運
び
、
家
畜
の
世
話
を
し
、
箒ほ

う
き

を
作
る
。
そ
し
て
農
夫
が
─
─
ヴ
ォ
ル
タ
ー
ケ
ン
ど
も
に
煩
わ
さ
れ
て
の
ん
び
り
で
き

な
い
こ
と
が
よ
く
あ
る
の
で
─
─
家
族
・
使
用
人
と
も
ど
も
家
を
引
き
移
る
と
、
箒
の
先
っ
ぽ
に
坐
っ
て
新
た
な
住
ま
い
に
自
分
を
運

ば
せ
、「
お
れ
た
ち
引
っ
越
し
だ
あ
」
と
お
ち
ょ
く
っ
て
叫
ぶ
の
が
お
好
み
。

　

全
て
こ
う
し
た
魔
物
的
手
伝
い
小
人
─
─
ク
ラ
バ
ウ
タ
ー
メ
ン
ヒ
ェ
ン
、
地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
、
ニ
ッ
セ
、
プ
ー
ク
そ
の
他
名
前
が
ど

う
で
あ
れ
─
─
を
無
理
や
り
追
っ
払
お
う
と
す
る
な
ら
、方
法
は
こ
れ
し
か
な
い
。
家
の
出
口
と
い
う
出
口
に
車
輪
を
一
つ
ず
つ
置
き
、

そ
れ
か
ら
家
具
家
財
も
ろ
と
も
家
を
土
台
に
至
る
ま
で
燃
や
し
て
し
ま
う
の
だ
。
こ
の
方
法
は
確
実
こ
の
上
な
し
の
南な

ん
き
ん
む
し

京
虫
駆
除
法
で

も
あ
る
由
。

一
八
二　

ア
レ
リ
ュ
ン
ケ
ン

　

ア
ル
ラ
ウ
ン
小
人
に
は
固
有
名
詞
が
な
い
が
、
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
で
は
ア
レ
リ
ュ
ン
ケ
ン
と
呼
ば
れ
る
。
あ
る
農
婦
が
こ
い
つ
を

家
に
持
っ
て
い
た
。
こ
の
農
婦
、ち
ょ
っ
ぴ
り
の
捏こ

ね
粉
に
手
を
触
れ
る
だ
け
で
、そ
れ
が
釜か

ま

一
杯
分
も
の
団ク

ロ
ー
ス子

に
膨
れ
上
が
る
の
だ
っ
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た
。
新
参
の
女
中
が
野の

ら良
で
他
の
女
中
連
か
ら
、
お
か
み
さ
ん
は
錠
を
下
ろ
し
た
櫃ひ

つ

の
中
に
ア
レ
リ
ュ
ン
ケ
ン
を
し
ま
っ
て
い
る
、
と

聞
き
込
ん
だ
。
む
ら
む
ら
と
好
奇
心
を
起
こ
し
た
娘
は
、
農
場
の
主
人
夫
妻
が
教
会
に
出
掛
け
る
日
曜
日
の
来
る
の
を
待
ち
受
け
て
、

あ
ち
こ
ち
捜
し
回
っ
た
。
あ
っ
た
、
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
隠
し
場
所
で
櫃
の
鍵
も
発
見
、
錠
を
開
け
た
。
小
さ
な
人
形
が
櫃
の
中
に
寝

て
い
た
。
可
愛
い
衣
装
を
纏ま

と

っ
て
。
寝
床
は
ふ
っ
く
ら
柔
ら
か
か
っ
た
。
そ
し
て
人
形
は
動
い
た
。
女
中
は
こ
の
代
物
が
お
っ
か
な
く

な
り
、
櫃
の
蓋
を
ぴ
し
ゃ
り
と
閉
め
、
鍵
を
元
に
戻
し
て
お
い
た
。
昼
に
な
る
と
彼
女
は
主
人
一
家
と
雇
い
人
一
同
が
食
べ
る
団ク

ロ
ー
ス子

を

こ
し
ら
え
る
の
に
必
要
な
粉
を
出
し
た
─
─
す
る
と
、う
わ
あ
、捏
ね
粉
が
む
く
む
く
膨
れ
る
は
、膨
れ
る
は
。
ど
ん
ど
ん
膨
れ
上
が
っ

て
、
村
の
者
全
員
だ
っ
て
こ
の
団ク

ロ
ー
ス子

で
食
事
が
で
き
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
そ
の
時
お
か
み
さ
ん
が
帰
宅
、
仕
込
ん
だ
分
量
を
見
せ
つ
け

ら
れ
て
「
こ
の
子
っ
た
ら
何
考
え
て
る
。
こ
の
ま
あ
嵩か

さ

と
き
た
ら
、い
っ
た
い
ど
う
い
う
つ
も
り
だ
い
。
お
ま
え
、莫ば

か迦
じ
ゃ
な
い
の
」。

娘
の
返
辞
。「
あ
た
し
、捏
ね
粉
に
要
り
用
以
上
の
粉
な
ん
て
出
し
ち
ゃ
い
ま
せ
ん
」。
─
─
「
は
は
あ
─
─
そ
れ
じ
ゃ
、お
ま
え
、て
っ

き
り
…
…
…
。
さ
あ
、手
を
洗
っ
と
い
で
。
そ
し
て
口
を
し
っ
か
り
閉
じ
て
る
ん
だ
よ
」。
─
─
娘
が
手
を
洗
っ
て
し
ま
う
と
、ア
レ
リ
ュ

ン
ケ
ン
の
力
は
消
え
て
な
く
な
っ
た
。

　

ア
レ
リ
ュ
ン
ケ
ン
の
こ
と
を
「
メ
ネ
ロ
ー
ケ
」
と
い
う
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
悪
魔
の
名
に
お
い
て
白
い
蠟ろ

う

で
作
ら
れ
た
。

青
い
薄タ

フ

タ

琥
珀
織
り
の
裳ス

カ
ー
ト袴

を
履
か
せ
、
上
半
身
に
は
黒
天ビ

ロ
ー
ド

鵞
絨
の
胴
着
。
で
、
手
足
は
剥む

き
出
し
の
ま
ん
ま
。
大
事
に
し
ま
い
こ
ん
で
、

清
潔
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
う
し
さ
え
す
れ
ば
持
ち
主
は
裕
福
に
な
っ
た
。
穀
物
が
ど
っ
さ
り
欲
し
け
れ
ば
穀
物
を

積
み
上
げ
た
山
の
下
に
、
金
な
ら
ば
金か

ね
び
つ櫃

の
下
に
─
─
以
下
同
様
─
─
メ
ネ
ロ
ー
ケ
を
置
け
ば
よ
い
の
だ
っ
た
。
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一
八
三　

ラ
ン
ツ
ァ
ウ
の
幸
運

　

ラ
ン
ツ
ァ
ウ
伯
家
は
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
公
国
の
極
め
て
古
い
一
族
で
あ
る
。
こ
の
一
族
の
遙
か
な
遠
祖
で
あ
る
女
性
の
身
に
こ
ん

な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
角ラ

ン
タ
ン灯

を
提さ

げ
た
小
人
が
一
人
や
っ
て
来
て
、
彼
女
を
山
の
胎
内
な
る
地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
の
産
婦
の
許も

と

に
連
れ
て

行
っ
た
。
そ
の
頭
に
手
を
置
い
た
だ
け
で
、
夫
人
は
小
人
の
妻
を
安
産
さ
せ
た
。
そ
れ
か
ら
小
人
は
こ
の
奥
方
を
再
び
城
に
送
り
帰
し

た
が
、
一
塊
の
純
金
を
差
し
出
し
て
こ
う
言
っ
た
。「
こ
れ
で
数レ

ッ

ヒ

ェ

ン

プ

フ

ェ

ニ

ヒ

取
り
用
の
模
造
貨
幣
を
五
十
枚
、
そ
れ
か
ら
鰊に

し
ん

を
一
匹
と
紡つ

む錘
を
二

つ
作
ら
せ
な
さ
れ
。
そ
し
て
ど
れ
も
大
切
に
ご
一
族
に
持
ち
伝
え
る
こ
と
じ
ゃ
。
こ
れ
ら
の
品
が
何
一
つ
無
く
な
ら
な
い
限
り
、
ご
一

族
は
い
つ
も
名
声
栄
誉
に
包
ま
れ
続
け
る
の
で
な
あ
」。
─
─
こ
れ
は
実
行
さ
れ
、
そ
う
し
た
品
品
は
そ
れ
か
ら
ま
だ
長
い
間
こ
の
家

門
に
幸
運
を
齎も

た
ら

し
た
。い
や
も
う
種
種
さ
ま
ざ
ま
な
語
ら
れ
か
た
を
し
て
い
る
が
、こ
れ
は
ブ
ラ
イ
テ
ン
ベ
ル
ク
城
に
伝
わ
る
事
実
だ
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。黄
金
の
鰊
の
最
後
の
所
持
者
は
ヨ
シ
ア
ス
・
フ
ォ
ン
・
ラ
ン
ツ
ァ
ウ
、大
胆
不
敵
な
勇
士
で
好
戦
的
な
若
武
者
だ
っ

た
。
彼
は
銘
刀
を
一
振
り
鍛
え
さ
せ
、
曲
げ
た
鰊
を
そ
の
欛つ

か

に
護
拳
と
し
て
取
り
付
け
た
。
や
が
て
フ
ラ
ン
ス
王
国
に
仕
官
し
、
数
限

り
な
い
会
戦
で
功
名
手
柄
を
揚
げ
、
果
て
は
大
元
帥
に
ま
で
昇
進
し
た
。
喧け

ん

嘩か

・
太
刀
打
ち
が
な
に
よ
り
好
き
だ
っ
た
が
、
遠
祖
の
奥

方
伝
来
の
品
の
お
蔭か

げ

で
も
ち
ろ
ん
負
け
知
ら
ず
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
か
ね
て
か
ら
知
れ
渡
っ
て
い
た
の
で
、
彼
は
あ
る
時
、
戦
仲
間

の
カ
ス
パ
ー
ル
・
ボ
ッ
ク
ヴ
ォ
ル
ト
に
面
と
向
か
っ
て
こ
う
言
わ
れ
た
。「
太
刀
打
ち
と
い
い
喧
嘩
沙ざ

た汰
と
い
い
、
お
ぬ
し
、
楽
に
こ

な
せ
る
わ
な
。
お
ぬ
し
が
い
つ
も
無
事
安
泰
で
勇
猛
果
敢
で
い
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
佩は

い
け
ん剣

の
欛
の
鰊
に
懸
か
っ
て
存
す
る
ち
ゅ
う
こ
と

は
よ
っ
く
知
ら
れ
て
お
る
こ
と
だ
て
」。
青
年
貴
族
ヨ
シ
ア
ス
は
か
ん
か
ん
に
腹
を
立
て
、
す
ぐ
さ
ま
佩
剣
を
か
な
ぐ
り
捨
て
る
と
ラ

イ
ン
の
流
れ
に
投
げ
込
み
、
カ
ス
パ
ー
ル
・
ボ
ッ
ク
ヴ
ォ
ル
ト
に
そ
の
場
で
決
闘
を
申
し
入
れ
、
と
に
か
く
勝
ち
を
占
め
た
。
彼
が
こ

う
し
た
闘
い
か
ら
勝
利
者
と
し
て
立
ち
去
り
損
な
う
こ
と
は
滅
多
に
な
か
っ
た
が
、
あ
ま
り
に
も
数
を
重
ね
た
の
で
、
深ふ

か
で手

を
蒙こ

う
む

っ
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た
こ
と
も
か
な
り
あ
っ
た
。
高
齢
に
達
し
た
時
、
彼
に
は
片
眼
、
片
耳
、
片
腕
、
片
脚
し
か
残
ら
な
か
っ
た
し
、
か
て
て
加
え
て
体
に

五
十
六
回
重
傷
を
負
っ
て
い
た
。

一
八
四　

剣つ
る
ぎ
づ
か遣
い

　

ク
レ
ン
ペ
ン
沼マ

ル
シ
ュ

沢
地
に
あ
る
ロ
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ
な
る
農
場
に
そ
の
昔
や
は
り
こ
う
し
た
喧け

ん

嘩か

好
き
が
い
た
。
け
れ
ど
も
性た

ち質
は
遙

か
に
悪
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
沙さ

た汰
の
限
り
の
ご
乱
行
ぶ
り
だ
っ
た
か
ら
。
そ
こ
で
剣
遣
い
と
の
名
を
取
っ
た
。
こ
の
男
、
そ
の
悪
業
の

報
い
で
長
い
こ
と
亡
霊
─
─
火

フ
ォ
イ
ア
ー
マ
ン

男
─
─
と
な
っ
て
徘は

い
か
い徊

す
る
羽
目
と
な
り
、
人
人
を
脅
か
し
、
怖
が
ら
せ
た
。
剣
遣
い
が
死
ん
だ

時
の
こ
と
、
載
せ
ら
れ
て
行
っ
た
霊れ

い
き
ゅ
う柩

馬
車
に
当
人
が
ま
た
乗
っ
て
家
へ
戻
る
の
が
目
撃
さ
れ
た
。
葬
式
後
の
会
食
の
席
で
は
棺
桶

担
ぎ
の
男
ど
も
の
間
に
坐
り
込
ん
で
い
た
。
そ
れ
か
ら
折
折
そ
こ
こ
こ
の
窓
や
ら
籠か

ご

や
ら
隙
間
や
ら
か
ら
恐
ろ
し
い
、
醜
悪
な
顰し

か

め
面つ

ら

を
突
き
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
牧
師
と
聖
物
保
管
係
が
出
張
っ
て
来
て
亡
霊
を
祓は

ら

お
う
と
し
た
が
、
亡
霊
は
ご
両
人
が
こ
っ
そ
り
や
ら

か
し
た
感
心
し
な
い
行
い
を
ご
く
つ
ま
ら
な
い
こ
と
ま
で
洗
い
ざ
ら
い
大
声
挙
げ
て
咎と

が

め
立
て
し
た
。
祓ふ

つ
ま魔

に
習
熟
し
た
学
校
の
先
生

が
や
っ
と
の
こ
と
で
こ
や
つ
を
調ち

ょ
う
ぶ
く伏

、
荒
涼
と
し
た
沼
地
に
運
ん
で
封
じ
込
め
よ
う
と
し
た
。
す
る
と
剣
遣
い
の
亡
霊
は
先
生
の
耳

に
ひ
そ
ひ
そ
こ
う
囁さ

さ
や

い
た
。「
あ
ん
ま
り
深
く
沼
に
埋
め
る
な
。
な
あ
、
お
い
、
あ
ん
ま
り
深
く
埋
め
る
な
よ
」。
剣
遣
い
は
そ
こ
へ

呪
封
さ
れ
た
が
、
あ
ん
ま
り
深
く
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
時
時
火

フ
ォ
イ
ア
ー
マ
ン

男
の
姿
に
な
っ
て
ふ
ら
ふ
ら
歩
き
回
り
、
大
勢
の
人
人
を
脅
か

し
た
。
こ
れ
の
一
番
の
呵か

し
ゃ
く責

は
灼や

け
る
両
足
。
で
、
ど
こ
か
で
靴
を
見
つ
け
る
と
履
く
の
だ
っ
た
。
履
け
ば
火
傷
の
苦
痛
が
楽
に
な
る

か
ら
で
あ
る
。
ど
ん
な
靴
で
も
合
い
は
し
た
が
、
長
い
こ
と
履
い
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
ど
れ
も
す
ぐ
に
燃
え
切
っ
て
し
ま
う
の
で
。

彼
が
自
ら
人
人
に
、
靴
を
く
れ
、
と
せ
が
む
こ
と
も
よ
く
あ
っ
た
。
靴
を
や
る
と
、
そ
の
靴
は
さ
っ
と
消
え
失
せ
た
。
と
ど
の
つ
ま
り
、
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あ
る
麵パ

ン麭
屋
の
職
人
が
こ
の
休
ら
う
こ
と
の
な
い
亡
霊
を
背
負
い
籠
の
中
に
捉と

ら

え
、
海
に
沈
め
た
。
以
来
、
剣
遣
い
は
安
息
に
あ
り
つ

い
た
わ
け
だ
が
、
在
世
時
お
よ
び
死
後
の
ひ
ど
い
行
状
は
諸
人
の
記
憶
に
残
り
、
全
く
も
っ
て
始
末
に
負
え
な
い
狂
乱
状
態
の
場
合
、

こ
ん
な
言
い
回
し
が
用
い
ら
れ
た
。
い
わ
く
、
剣
遣
い
が
仕
切
っ
て
い
や
が
る
の
よ
。

　

い
つ
の
日
か
、
だ
れ
か
が
偶
然
例
の
背
負
い
籠
を
釣
り
上
げ
て
開
け
た
り
し
よ
う
も
の
な
ら
、
大
変
な
魚
を
捕
ま
え
た
こ
と
が
す
ぐ

分
か
る
だ
ろ
う
。

訳
注

 

ブ
ラ
バ
ン
ト　

Brabant.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
九
二
注
参
照
。

 

女に
ょ
に
ん人

采さ
い
ゆ
う邑　

W
eiberlehen.　

十
二
世
紀
以
降
事
例
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
後
更
に
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
婦
人
に
与
え
ら
れ
る
封
土
を
指
す
。
た

だ
し
、
常
に
原
則
か
ら
の
逸
脱
と
考
え
ら
れ
た
。「
面ヴ

ェ
ー
ル紗

采
邑
」Schleiherlehen

、「
糸
巻
き
棹
采
邑
」K

unkellehen

、「
紡つ

む錘
采
邑
」Spindellehen

な

ど
、
い
ず
れ
も
揶
揄
的
異
名
が
あ
る
。

 

ナ
イ
メ
ー
ヘ
ン　

N
ijm

egen.　

現
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
〕
王
国
最
古
の
都
市
。
同
王
国
東
部
ヘ
ル
ダ
ー
ラ
ン
ト
州
で
ラ
イ
ン
河
は
マ
ー
ス
川
、

ス
ヘ
ル
デ
川
と
と
も
に
三
角
州
を
形
成
、
こ
こ
で
初
め
て
二
つ
に
分
岐
す
る
が
、
そ
の
大
き
な
方
、
南
（
＝
左
）
へ
の
分
岐
流
ワ
ー
ル
川W

aal

南
岸
に
あ

り
、
ド
イ
ツ
の
下

ニ
ー
ダ
ー

ラ
イ
ン
地
方
（
ボ
ン
よ
り
も
下
流
の
地
域
）
国
境
と
僅
か
し
か
離
れ
て
い
な
い
。
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
領
土
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
ド
イ

ツ
語
ニ
ム
ヴ
ェ
ー
ゲ
ン
。
ノ
イ
マ
ー
ゲ
ン
は
現
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
＝
プ
フ
ァ
ル
ツ
州
に
あ
り
、
ラ
イ
ン
本
流
河
畔
の
別
の
町
。

 

代
戦
士　

K
äm

pe.　

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、王
侯
貴
族
同
士
の
決
闘
に
よ
り
黒
白
を
決
め
る
習
俗
が
あ
っ
た
。
正
し
い
方
に
神
が
味
方
す
る
、と
信
じ
て
、

神
の
裁
断
を
仰
ぐ
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
当
事
者
の
一
方
が
闘
争
不
能
の
身
で
あ
れ
ば
、
代
わ
っ
て
闘
っ
て
く
れ
る
擁
護
者
を
出
す
権
利
を
持
つ
。

こ
れ
が
代
戦
士
。
英
語
の ,cham

pion

,

に
当
た
る
。
ス
コ
ッ
ト
の
代
表
作
『
ア
イ
ヴ
ァ
ン
ホ
ー
』Sir W

alter Scott: Ivanhoe. （1820

） 

の
終
章
近
く
で
、

ユ
ダ
ヤ
人
乙
女
レ
ベ
ッ
カ
は
、
彼
女
を
魔
女
と
断
罪
、
死
刑
に
処
そ
う
と
す
る
神テ

ン
プ
ラ
ー

殿
騎
士
修
道
会
総

グ
ラ
ン
・
メ
ー
ト
ル

長
に
対
し
、
代チ

ャ
ン
ピ
オ
ン

戦
士
を
立
て
た
い
、
と
要
求
、
彼

女
に
一
命
を
救
わ
れ
た
騎
士
ア
イ
ヴ
ァ
ン
ホ
ー
の
ウ
ィ
ル
フ
レ
ッ
ド
が
こ
れ
に
当
た
る
。

 

ク
レ
ー
フ
ェ　

Cleve.　

現
在
の
綴
り
は ,K

leve ,

。
現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
の
北
端
、
ド
イ
ツ
と
現
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ

ン
ダ
〕
王
国
の
国
境
、
下

ニ
ー
ダ
ー

ラ
イ
ン
下
部
に
位
置
す
る
都
市
。

）（（）（（）（（）（（）（（
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白シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ン
ブ
ル
ク

鳥
城　

Schw
anburg.　

ク
レ
ー
フ
ェ
の
象
徴
「
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ネ
ン
ブ
ル
ク
」Schw

anenburg

。
た
だ
し
こ
の
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

十
九
世
紀
ロ
マ
ン
主
義
時
代
以
降
。
城
は
お
そ
ら
く
十
一
世
紀
に
ク
レ
ー
フ
ェ
伯
爵
家
（
後
の
公
爵
家
）
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ
た
。

 
至エ

リ
ュ
シ
ウ
ム

福
の
野　

die elysischen Felder.　

エ
リ
ュ
シ
オ
ン
と
も
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
で
語
ら
れ
る
地
の
果
て
に
あ
る
理
想
郷
。

 

カ
ー
ル
禿デ

ア
・
カ
ー
レ

頭
帝　

K
aiser K

arl der K
ahle.　

フ
ラ
ン
ス
語
で
は 「
シ
ャ
ル
ル
禿ル

・
シ
ョ
ー
ヴ

頭
帝
」Charles le Chauve

。 

西
フ
ラ
ン
ク
王
（
在
位
八
四
三
─
七
七
）

カ
ー
ル
（
シ
ャ
ル
ル
）
二
世
。
晩
年
イ
タ
リ
ア
王
／
西
ロ
ー
マ
皇
帝
（
在
位
八
七
五
─
七
七
）。

 

ゲ
ル
デ
ル
ン　

Geldern.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
の
北
西
部
、
下

ニ
ー
ダ
ー

ラ
イ
ン
下
部
に
位
置
す
る
都
市
。
ゲ
ル
デ
ル
ン
の
中マ

ル
ク
ト
プ
ラ
ッ
ツ

央
広
場

に
は
こ
の
伝
説
に
因
む
「
龍ド

ラ
ッ
ヘ
ン
ブ
ル
ン
ネ
ン

の
噴
水
」
が
あ
る
。

 

ス
ヘ
ル
デ
川　

Schelde.　

現
在
フ
ラ
ン
ス
の
エ
ー
ヌ
県
を
源
と
し
て
ベ
ル
ギ
ー
王
国
西
部
に
入
り
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
〕
王
国
南
西
部
を

流
れ
て
北
海
に
注
ぐ
。
運
河
で
ラ
イ
ン
河
、
マ
ー
ス
川
と
繋
が
り
、
ダ
ン
ケ
ル
ク
、
リ
ー
ル
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
リ
エ
ー
ジ
ュ
な
ど
重
要
な
大
都
市
を
結
ぶ
。

 

ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル　

Julius Cäsar.　

ガ
イ
ウ
ス
・
ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ルGaius Iulius Caesar

。
紀
元
前
一
〇
〇
年
頃
─
前
四
四
年
。
共
和
政
ロ
ー

マ
の
政
治
家
、
軍
人
。
ガ
リ
ア
全
土
を
ロ
ー
マ
の
属
領
と
し
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
朝
エ
ジ
プ
ト
に
も
ロ
ー
マ
の
支
配
権
を
及
ぼ
し
た
な
ど
の
事
績
は
周
知

の
と
こ
ろ
。
ブ
リ
タ
ニ
ア
、
ゲ
ル
マ
ニ
ア
に
も
遠
征
。
終デ

ィ
ク
タ
ー
ト
ル

身
独
裁
官
に
選
ば
れ
た
翌
年
暗
殺
さ
れ
た
。

 

ア
ン
テ
ィ
ゴ
ヌ
ス　

A
ntigonus.　

ド
ル
オ
ン
・
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ー
ンD

ruon A
ntigoon 

の
ラ
テ
ン
語
名
。

 

ブ
ラ
ボ
ン　

Brabon.　

シ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
〈
ま
た
は
サ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
〉・
ブ
ラ
ボ
ーSilvius 

（Salvius

） Brabo 

な
る
ロ
ー
マ
の
戦
士
。
現
在
ア
ン
ト
ウ
ェ

ル
ペ
ン
市
庁
舎
前
に
ブ
ラ
ボ
ー
が
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ー
ン
の
右
手
を
今
ま
さ
に
投
げ
よ
う
と
し
て
い
る
噴
水
が
あ
る
。 

 

軍
神
マ
ー
ル
ス　

K
riegsgott M

ars.　

ロ
ー
マ
神
話
の
戦
争
の
神
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
ア
レ
ー
ス
に
相
当
。

 

辺マ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯　

M
arkgraf.　

本
来
は
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
な
い
し
東
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
国
境
に
設
置
さ
れ
た
地
域
＝
辺
境
を
、
王
─
─
王
が
皇
帝
と
な
っ
て
い
れ

ば
皇
帝
─
─
か
ら
封
土
と
し
て
与
え
ら
れ
た
官
吏
で
あ
る
伯
爵
。
国
境
防
衛
が
そ
の
責
務
。

 

ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
市　

die Stadt A
ntw

erpen.　

ス
ヘ
ル
デ
川
右
岸
に
位
し
、
現
ベ
ル
ギ
ー
王
国
第
二
の
都
市
。
こ
の
都
市
の
発
祥
伝
説
は
有
名
。
な

お
、「
手
を
投
げ
る
」
は
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
ド
イ
ツ
語
表
記
で
は ,H

and w
erfen

, 

（
ハ
ン
ト
・
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ン
）
だ
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
で
は ,hand 

w
erpen

, （
ハ
ン
ト
・
ウ
ェ
ル
ペ
ン
）
な
の
で
、
こ
ち
ら
に
従
っ
た
片
仮
名
表
記
を
用
い
た
。

 

ト
ゥ
ル
ン
ハ
ウ
ト　

T
urnhout.　

現
ベ
ル
ギ
ー
王
国
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
州
の
自
治
体
。
ケ
ン
ペ
ン
地
方
の
首
邑
。

 

鷲ア
ー
ル
ス
ホ
ッ
ト

を
射
る　

 A
arschuß.　

上
記
の
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
ド
イ
ツ
語
表
記
の
発
音
近
似
値
で
は
「
ア
ー
ル
シ
ュ
ス
」
と
な
る
の
で
、
同
じ
意
味
の
オ
ラ
ン

ダ
語 ,A

arschot , 

に
し
て
、
こ
れ
を
片
仮
名
表
記
し
た
。

 

ア
ー
ル
ス
ホ
ッ
ト　

A
erschot.　

現
地
の
綴
り
は ,A

arschot ,

。
ル
ー
ヴ
ェ
ン
の
東
に
あ
る
都
市
。
起
源
は
古
く
ロ
ー
マ
時
代
に
遡
る
由
。
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ア
ル
ビ
オ
ン　

A
lbionien.　

大
ブ
リ
テ
ン
島
の
古
（
雅
）
名
で
あ
り
、
後
に
は
英
国
の
通
称
と
な
っ
た 

「
ア
ル
ビ
オ
ン
」A

lbion 

─
─
ラ
テ
ン
語 ,albus , 

（
白
）
に
基
づ
き
「
白
い
島
」
の
意
─
─
は
、
英
仏
海
峡
に
面
す
る
港
湾
都
市
ド
ー
ヴ
ァ
ー
の
白
堊
質
の
断
崖
に
由
来
す
る
。

 
ト
ロ
イ
ア
人
ブ
リ
ー
ト
ゥ
ス　

T
rojaner Britus.　

伝
説
に
よ
れ
ば
、
ト
ロ
イ
ア
の
英
雄
ア
エ
ネ
ー
ア
ー
ス
の
後
裔
ブ
ル
ー
ト
ゥ
スBrutus

は
、
ブ
リ

テ
ン
島
の
発
見
者
に
し
て
名な

お
や祖

で
あ
り
、
初
代
ブ
リ
テ
ン
王
と
の
こ
と
。　

 

レ
イ
デ
ン　

Leiden.　

現
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
〕
王
国
南
ホ
ラ
ン
ト
州
に
あ
る
自
治
体
。
日
本
で
は
「
ラ
イ
デ
ン
」。

 

レヘ
ー
ル
・
レ
ム

ム
殿　

 H
err Lem

.　

上
記
の
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
ド
イ
ツ
語
表
記
で
は
「
ヘ
ア
・
レ
ム
」
ほ
ど
の
発
音
近
似
値
と
な
る
の
で
、
同
じ
意
味
の
オ
ラ
ン

ダ
語 ,H

eer Lem

, 

に
改
め
、
こ
れ
を
片
仮
名
表
記
し
た
。

 

ハ
ー
ル
レ
ム　

H
aerlem

.　

 

現
地
の
綴
り
は ,H

aarlem

, 

。
現
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
〕
王
国
西
部
の
都
市
。
北
ホ
ラ
ン
ト
州
州
都
。

 

バ
ケ
ネ
サ
ー
運フ

ラ
ハ
ト河　

Bakenessergracht.　

バ
ケ
ネ
ス
運
河
。
ハ
ー
ル
レ
ム
の
住
宅
街
を
貫
く
運
河
。
バ
ケ
ネ
サ
ー
教ケ

ル
ク会

の
砂
石
で
作
ら
れ
た
白
い
高
塔

（
十
五
世
紀
後
期
の
も
の
）
が
望
め
る
。

 

バ
ケ
ネ
サ
ー
教ケ

ル
ク会　

Bakenesserkerk.　

バ
ケ
ネ
ス
教
会
。
十
三
世
紀
ホ
ラ
ン
ト
伯
ウ
ィ
レ
ム
二
世
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
一
五
参
照
）
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
。

宗
教
改
革
以
前
に
は
「
バ
ケ
ネ
ッ
セ
な
る
我オ

ン
ゼ
・
リ
ー
フ
ェ
・
フ
ラ
ウ
エ
ン
・
カ
ペ
ル

ら
が
聖
母
礼
拝
堂
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
ハ
ー
ル
レ
ム
中
心
部
バ
ケ
ネ
ス
地
区
に
あ
る
。

 

ウ
ァ
ル
ベ
レ
ヒ　

W
alberech.　

片
仮
名
表
記
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
発
音
近
似
値
。

 

一
三
九　

ガ
ン
ゴ
ル
フ
の
泉　

Gangolfs Brunnen.　

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
〕
の
伝
説
で
は
な
い
の
に
、
こ
の
話
が
な
ぜ
こ
こ
に
入
っ
て
い

る
の
か
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
意
図
は
理
解
し
難
い
。

 

ラ
ン
グ
ド
ッ
ク　

Lange d ,O
c.　

フ
ラ
ン
ス
南
部
、
地
中
海
に
面
し
た
ラ
ン
グ
ド
ッ
クLanguedoc

地
域
。

 

ガ
ン
ゴ
ル
フ　

Gangolf.　

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
綴
り
・
発
音
が
あ
る
。
ブ
ル
グ
ン
ト
（
こ
の
場
合
、
南
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
ー
ヌ
川
一
帯
に
あ
っ
た
古
王
国
。

ゲ
ル
マ
ン
人
の
一
派
ブ
ル
グ
ン
ト
族
に
よ
り
六
世
紀
初
頭
建
国
さ
れ
、
や
が
て
フ
ラ
ン
ク
族
に
滅
ぼ
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
フ
ラ
ン
ク
王
国
内
で
か
な
り

の
独
立
性
を
保
っ
た
）
の
騎
士
。
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
開
祖
フ
ラ
ン
ク
王
ピ
ピ
ン
（
小
ピ
ピ
ン
）
の
時
代
に
殺
さ
れ
た
（
七
六
〇
年
頃
か
）。
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
で
は
聖
者
・
殉
教
者
と
さ
れ
て
い
る
。

 

サ
ラ
セ
ン
人　

Sarazenen.　

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
指
し
た
言
葉
。

 

ヴ
ァ
ン
ダ
ル
族　

V
andalen.　

　

系
統
不
詳
の
民
族
だ
が
、
二
世
紀
に
は
ロ
ー
マ
帝
国
と
関
わ
り
を
持
ち
、
四
世
紀
に
は
北
ア
フ
リ
カ
、
シ
チ
リ
ア
な
ど

に
王
国
を
建
設
、
五
三
四
年
東
ロ
ー
マ
帝
国
の
名
将
フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
・
ベ
リ
サ
リ
ウ
ス
に
打
ち
破
ら
れ
て
、
ヴ
ァ
ン
ダ
ル
王
国
は
滅
亡
し
た
。

 

レ
ー
ン
山
地　

Rhöngebirge.　

バ
イ
エ
ル
ン
、
ヘ
ッ
セ
ン
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
諸
州
の
州
境
に
拡
が
る
ほ
ぼ
一
五
〇
〇
平
方
キ
ロ
の
中
級
山
岳
地
帯
。

 

ミ
ル
ゼ
ブ
ル
ク　

M
ilseburg.　

レ
ー
ン
山
地
の
一
部
で
あ
る
ク
ッ
ペ
ン
レ
ー
ン
の
最
南
の
隆
起
に
し
て
最
高
峰
（
八
三
五
メ
ー
ト
ル
）。
あ
る
伝
説
に
よ
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れ
ば
、山
の
名
は
悪
魔
と
結
ん
で
悪
行
を
働
い
て
い
た
巨
人
ミ
ル
スM

ils

に
因
む
由
。
聖
者
ガ
ン
ゴ
ル
フ
が
巨
人
に
打
ち
勝
ち
、そ
の
後
巨
人
は
自
殺
し
た
。

悪
魔
が
そ
の
死
骸
を
石
で
覆
っ
た
。
こ
れ
が
今
日
の
ミ
ル
ゼ
ブ
ル
ク
な
の
だ
と
か
。

 
フ
ル
ダ　

Fulda.　

現
ヘ
ッ
セ
ン
州
東
部
の
中
心
都
市
。
フ
ル
ダ
川
河
畔
に
あ
る
。

 

オ
ー
ス
テ
ン
デ O

stende.　

現
ベ
ル
ギ
ー
王
国
西
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
州
の
北
海
沿
岸
に
あ
る
港
湾
都
市
。
八
十
年
戦
争
（
一
五
六
八
─
一
六
四
八
。
一
六
〇

九
─
二
一
の
十
二
年
の
休
戦
期
間
を
含
む
）
と
い
わ
れ
る
イ
ス
パ
ニ
ア
に
対
す
る
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
諸
州
の
叛
乱
（
こ
の
結
果
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
北
部
七

州
は
独
立
す
る
の
で
、ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
〕
独
立
戦
争
と
も
呼
ば
れ
る
）
の
際
、こ
の
町
を
攻
囲
す
る
イ
ス
パ
ニ
ア
軍
を
一
六
〇
一
─
四
年
、

三
年
に
亘
っ
て
持
ち
堪
え
た
史
実
で
有
名
。
町
は
廃
墟
と
化
し
、
彼
我
八
万
余
の
死
傷
者
が
出
た
空
し
い
攻
防
戦
。
当
時
イ
ス
パ
ニ
ア
領
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ト
の
総
督
職
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公
ア
ル
ブ
レ
ヒ
トErzherzog A

lbreccht von Ö
sterreich

（
七
世
）
と
大
公
妃
に
し
て
従
妹
の
イ
サ
ベ
ー
ル
・
ク

ラ
ラ
・
エ
ウ
ヘ
ニ
アIsabel Clara Eugenia

（
イ
ス
パ
ニ
ア
王
フ
ェ
リ
ペ
二
世
の
息
女
）
が
共
同
で
務
め
た
。
攻
囲
が
始
ま
っ
た
時
、イ
サ
ベ
ー
ル
は
、オ
ー

ス
テ
ン
デ
開
城
ま
で
肌
着
を
替
え
ま
せ
ぬ
、と
誓
っ
た
。
も
と
よ
り
、僅
か
な
時
日
で
町
が
陥
落
す
る
、と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
因
み
に
「
イ
ザ
ベ
ラ
〔
＝

イ
サ
ベ
ー
ル
〕
色
」
と
は
淡
黄
色
か
ら
黄
褐
色
ま
で
の
色
を
指
す
。

 

ア
ル
バ
ー
ト　

 A
lbert.　

「
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
」,A

lbrecht , 

の
誤
り
。
前
掲
注
参
照
。

 

我
ラ
ニ
和
平
ヲ
示
セ　

ostende nobis pacem
.　

ラ
テ
ン
語
。
ロ
ー
マ
数
字D

ICM

の
順
序
を
入
れ
替
え
てM

D
CI

と
す
れ
ば1601

と
な
る
。

 

我
汝ナ

ン
ジ

ラ
ニ
平
和
ノ
始
マ
リ
ヲ
示
サ
ン　

ostendam
 pacis initia.　

ラ
テ
ン
語
。
ロ
ー
マ
数
字D

M
CIIII

の
順
序
を
入
れ
替
え
てM

D
CIIII

と
す
れ
ば

1604

と
な
る
。
も
っ
と
も
ロ
ー
マ
数
字
の
最
後
の
一
桁
は
本
来IV

と
表
記
す
べ
き
で
は
あ
る
が
。

 

フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士　

D
oktor Faust.　

実
在
の
人
物
ヨ
ー
ハ
ン
・
ゲ
オ
ル
ク
・
フ
ァ
ウ
ス
トJohann Georg Faust 

に
つ
い
て
は
も
と
よ
り
諸
説
が
あ

る
が
、
一
応
こ
の
よ
う
な
記
述
に
留
め
る
。
現
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
ク
ニ
ッ
ト
リ
ン
ゲ
ンK

nittligen 

に
一
四
八
〇
年
生
誕
、
一
五
四
一

年
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
・
イ
ム
・
ブ
ラ
イ
ス
ガ
ウ
（
大
学
都
市
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
・
イ
ム
・
ブ
ラ
イ
ス
ガ
ウ
の
近
く
に
あ
る
小
さ
な
美
し
い
町
）
の
旅
籠
「
獅

子
亭
」H

otel zum
 Löw

en

（「
獅
子
屋
旅
館
」,Gasthaus zum

 Löw
en

, 

は
現
存
。「
フ
ァ
ウ
ス
ト
部
屋
」Fauststube 

あ
り
）
で
死
去
。
奇
蹟
を
行
う

治
療
師
、
魔
術
師
、
占
星
術
師
、
予
言
者
。
そ
の
死
は
実
験
中
の
爆
発
に
よ
る
も
の
ら
し
い
。

 

ボ
メ
ル
近
郊
の
ワ
ー
ル
デ
ン
ベ
ル
フ
城
に　

auf dem
 Scholosse W

aerdenberg bei Bom
m

el.　

現
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
〕
王
国
南
部
ヘ

ル
ダ
ー
ラ
ン
ト
州
ザ
ル
ト
ボ
メ
ルZaltbom

m
el

（
九
世
紀
に
「
ボ
メ
ラ
」
と
し
て
登
場
）
の
近
く
に
、
ラ
イ
ン
河
の
左
分
岐
流
で
あ
る
ワ
ー
ル
川
を
隔
て

て
ワ
ー
ル
デ
ン
ブ
ル
フW

aardenburg

な
る
町
が
あ
る
。
こ
れ
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
文
中
で
は
、
隔
て
て
い
る
の
は
ス
ヘ
ル
デ
川
、
と
な
っ
て
い
る
。

 

賢
者
の
石　

der Stein der W
eisen.　

卑
金
属
を
黄
金
に
変
え
る
働
き
な
ど
が
あ
る
、
と
さ
れ
、
偽
科
学
の
一
つ
で
あ
る
錬
金
術
に
携
わ
る
人
人
が
求
め

続
け
た
も
の
。
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チ
ュ
ー
リ
ッ
プ　

T
ulpen.　

十
六
世
紀
半
ば
オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
通
じ
て
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
齎
さ
れ
た
こ
の
花
は
、
最
初
レ
イ
デ
ン

と
ハ
ー
ル
レ
ム
の
間
の
砂
質
の
湿
地
で
栽
培
さ
れ
、大
成
功
を
収
め
た
。
そ
の
後
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
お
け
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
栽
培
は
盛
ん
に
な
る
一
方
で
、

珍
し
い
花
を
咲
か
せ
る
変
種
の
球
根
は
投
機
の
対
象
と
な
り
、
一
六
三
〇
年
代
に
は
一
個
が
中
産
階
級
の
年
収
の
十
倍
ほ
ど
に
ま
で
達
し
た
こ
と
が
あ
る
。

た
だ
し
、
一
六
三
七
年
価
格
は
大
暴
落
す
る
。

 

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス　

Constantinopel.　

こ
れ
は
東
ロ
ー
マ
帝
国
の
首
都
だ
っ
た
時
の
呼
称
だ
が
、
こ
の
時
代
は
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国
の

首
都
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
こ
と
。
悪
魔
と
盟
約
を
結
び
キ
リ
ス
ト
教
に
背
い
た
博
士
は
こ
の
異
教
の
大
都
市
が
お
好
み
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
か
。

 

や
つ
ら
は
今
後
と
も
ぬ
か
る
み
に
浸つ

か
っ
と
れ
ば
よ
か
ろ
う　

sie können auch fernerw
eit im

 D
recke baden.　

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
都
市
の
街

路
は
石
で
舗
装
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
近
世
に
お
い
て
さ
え
、
塵
芥
、
豚
・
山
羊
な
ど
放
し
飼
い
の
家
畜
の
糞
尿
、
朝
街
路
両
側
の
家
家
の
上
階
か

ら
落
と
さ
れ
る
溲
瓶
の
中
身
な
ど
で
、
ど
ろ
ど
ろ
の
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
由
。
荷
馬
車
の
車
輪
な
ど
に
破
壊
さ
れ
る
舗
装
の
修
復
に
は
大
層
費
用
が

掛
か
っ
た
の
で
、
行
政
側
と
し
て
も
堅
固
な
舗
装
街
路
の
清
潔
な
維
持
は
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

 

テ
ィ
ー
ル　

T
hiele.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
綴
り
で
は
「
テ
ィ
ー
レ
」
が
片
仮
名
発
音
近
似
値
だ
が
、
ヘ
ル
ダ
ー
ラ
ン
ト
州
の
自
治
体
で
か
つ
て
の
有
力

な
ハ
ン
ザ
同
盟
都
市
テ
ィ
ー
ルT

iel 
の
こ
と
。

 

ア
ウ
ア
ー
バ
ッ
ハ
の
酒
蔵　

A
uerbachs K

eller.　

ゲ
ー
テ
の
悲
劇
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
一
部
で
、
悪
魔
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
と
契
約
し
た
フ
ァ
ウ
ス

ト
が
引
き
籠
も
っ
て
い
た
書
斎
か
ら
出
て
、
メ
フ
ィ
ス
ト
に
最
初
に
連
れ
て
行
か
れ
る
の
が
、
昔
か
ら
名
高
い
こ
の
地
下
酒
場
「
ア
ウ
ア
ー
バ
ッ
ハ
ス
・

ケ
ラ
ー
」。
メ
フ
ィ
ス
ト
は
そ
こ
で
酒
盛
り
を
し
て
い
た
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
（
ゲ
ー
テ
は
十
六
歳
の
時
同
大
学
で
法
学
を
学
び
、
約
三
年
で
病
気
退
学
し

て
い
る
）
の
学
生
た
ち
を
か
ら
か
っ
た
あ
げ
く
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
と
と
も
に
酒
樽
に
乗
っ
て
出
て
行
く
。

 

シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル　

Scheffel.　

穀
量
単
位
。
三
〇
リ
ッ
ト
ル
か
ら
三
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
ま
で
さ
ま
ざ
ま
。

 

ベ
ー
ル
ゼ
ブ
ブ　

Beelzebub.　

元
来
は
カ
ナ
ン
の
地
の
居
住
者
ペ
リ
シ
テ
人
が
崇
め
た
豊
饒
神
バ
ア
ル
・
ゼ
ブ
ル
。
し
か
し
、
後
か
ら
こ
の
地
に
入
植

し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
は
こ
れ
を
邪
神
と
し
、
旧
約
聖
書
で
は
そ
う
扱
わ
れ
、
新
約
聖
書
「
マ
タ
イ
伝
」「
マ
ル
コ
伝
」「
ル
カ
伝
」
で
は
「
悪
霊
の
頭
」

と
し
て
い
る
。「
ベ
ー
ル
ゼ
ブ
ブ
」
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
「
蠅
の
王
」
の
意
。
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
大
悪
魔
」「
地
獄
の
君
主
」。

 

悪
魔
ヨ
、
ソ
ハ
マ
カ
リ
ナ
ラ
ヌ
ゾ　

Q
uod non D

iabole!　

ラ
テ
ン
語
。

 

ヘ
ン
リ
ク
ス
・
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ア
グ
リ
ッ
パ　

H
enricus Cornelius A

grippa.　

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ア
グ
リ
ッ
パ
・
フ
ォ
ン
・
ネ
ッ

テ
ス
ハ
イ
ムH

einrich Cornelius A
grippa von N

ettesheim

。
一
四
八
〇
年
九
月
十
四
日
ケ
ル
ン（
あ
る
い
は
そ
の
近
郊
ネ
ッ
テ
ス
ハ
イ
ム
）に
生
誕
、

一
五
三
五
年
フ
ラ
ン
ス
の
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
で
死
去
。
ケ
ル
ン
の
零
落
し
た
貴
族
の
家
柄
。
大
学
教
授
、
神
学
者
、
法
学
者
、
医
師
、
哲
学
者
、
カ
バ
ラ
研

究
者
。

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（



257

『ドイツ伝説集』試訳（その四）　鈴木　滿　訳・注

 

プ
レ
ス
テ
ィ
ギ
ア
ー
ル　

Prästigiar.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
物バ

ラ
ー
デ

語
詩「
フ
ァ
ウ
ス
ト
ゥ
ス
。
詩
」Faustus. E

in G
edicht

に
こ
の
犬
を
歌
っ
た
節
が
あ
る
。

「
魁
偉
、
巨
大
、
炭
の
ご
と
く
黒
く
、
お
ぞ
ま
し
く
も
無
毛
。
双
の
眼ま

な
こ

は
炭
火
さ
な
が
ら
赤
く
燃
ゆ
。
こ
れ
ぞ
プ
レ
ス
テ
ィ
ギ
ア
ー
ル
。」

 
大

エ
ー
ル
ト
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル

地
鏡　

Erdspiegel.　
「
地

グ
ル
ン
ト
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル

面
鏡
」Grundspiegel 

と
も
「
世

ヴ
ェ
ル
ト
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル

界
鏡
」W

eltsspiegel

と
も
「
覗ジ

ヒ
ト
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル

き
鏡
」Sichtspiegel 

と
も
。
そ
の
持

ち
主
は
、
こ
の
世
の
ど
こ
で
起
こ
る
こ
と
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
魔
法
の
鏡
で
あ
る
。
ま
た
、
地
中
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
物
、
と
り
わ
け
宝
物
、
あ
る

い
は
鉱
山
の
鉱
脈
を
発
見
す
る
能
力
が
あ
る
、
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

 

ニ
ヴ
ェ
ル　

N
ivelle.　

ベ
ル
ギ
ー
の
ワ
ロ
ン
語
地
域
の
町
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
近
く
に
あ
る
。
現
地
綴
り
は ,N

ivele , 

。
フ
ラ
ン
ス
語
ニ
ヴ
ェ
ル

N
ivelles

。

 

モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
の
殿
ブ
シ
ャ
ー
ル
五
世　

Bouchard V
., H

err von M
ontm

orency.　

モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
男
爵
、
エ
ク
ー
ア
ン
お
よ
び
コ
ン
フ
ラ
ン
・

サ
ン
ト
ノ
リ
ー
ヌ
の
殿

セ
ニ
ュ
ー
ル

（
一
一
二
九
─
八
九
。
エ
ル
サ
レ
ム
に
死
す
）

 

聖
ザ
ン
ク
ト

ゲ
ル
ト
ル
ー
ト　

Sankt Gertrud.　

聖
女
ニ
ヴ
ェ
ル
の
ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
（
六
二
六
─
五
九
）
は
ニ
ヴ
ェ
ル
の
初
代
女
子
修
道
院
長
。
カ
ロ
リ
ン
グ
朝

フ
ラ
ン
ク
王
国
の
始
祖
ピ
ピ
ン
（
小
ピ
ピ
ン
）
の
息
女
。

 

勇
敢
公
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト　

Gottfried der Beherzte.　

主
人
公
と
年
代
が
合
わ
な
い
が
、
第
一
次
十
字
軍
の
指
導
者
の
一
人
で
、
中
世
の
伝
承
で
は
最

も
勇
猛
果
敢
な
騎
士
と
し
て
数
数
の
武
勲
詩
に
も
詠
わ
れ
た
下
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
公
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
・
ド
・
ブ
イ
ヨ
ンGodefroy de Bouillon

（
一
〇
六
〇

頃
─
一
一
〇
〇
）
を
指
す
の
か
も
。

 

ビ
ュ
ル
ガ
ー
の
詩
「
信ま

こ
と実

の
唄
」Bürgers Gedicht: „D

as Lied von T
reue ,,.　

ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ビ
ュ
ル
ガ
ー
（
一
七
四
七
─
九
四
）

作
『
詩
集
』
第
二
部Gottfried A

ugust Bürger: G
edichte. Zw

eites Buch. 1789. 

所
収
。

 

エ
グ
モ
ン
ト　

Egm
ont.　

エ
フ0

モ
ン
ト
伯
ラ
モ
ラ
ー
ル
（
一
五
二
二
─
六
八
）Lam

oraal graaf van Egm
ont 

（Egm
ond

）。
イ
ス
パ
ニ
ア
に
対
し
叛

乱
を
起
こ
し
た
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
諸
州
の
大
貴
族
の
一
人
。
ホ
ー
ル
ン
伯
そ
の
他
と
と
も
に
大
逆
罪
の
廉
に
よ
り
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
中
央
広
場
で
斬
首
さ

れ
た
。
ゲ
ー
テ
の
悲
劇
『
エ
グ
モ
ン
ト
』
で
名
高
い
。

 

ホ
ー
ル
ン
伯　

Graf H
orn.　

ホ
ー
ル
ン
伯
フ
ィ
リ
プ
ス
二
世
・
フ
ァ
ン
・
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
（
一
五
二
四
─
六
八
）Filips II. van M

ontm
orency, 

graaf van H
oorn. 

エ
フ
モ
ン
ト
伯
と
同
様
い
わ
ゆ
る
八
十
年
戦
争
初
期
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
側
の
指
導
者
の
一
人
。

 

フ
ド
ゥ
ラ
・
フ
ィ
ラ
イ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ヘ
ン
ト　

Gudula V
ilain von Gent.　

オ
ラ
ン
ダ
語
の
近
似
値
の
片
仮
名
表
記
に
し
た
。
一
四
二
四
─
八
五
年
。

フ
ラ
ン
ス
貴
族
の
家
系
な
の
で
、
グ
ド
ゥ
ラ
・
ヴ
ィ
レ
ン
・
ド
・
ガ
ン
ほ
ど
の
表
記
の
方
が
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。

 

ト
ン
ゲ
ル
ン　

T
ongern.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
う
綴
っ
て
い
る
が
、
現
ベ
ル
ギ
ー
王
国
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
地
域
に
属
す
る
リ
ン
ブ
ル
フ
州
の
古
い
都
市

ト
ン
ヘ
レ
ン T

ongeren

の
こ
と
。

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（



258

武蔵大学人文学会雑誌　第 45 巻第 1・2 号
 

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
は
フ
ァ
リ
ラ
な
る
町
の
か
の
ボ
ニ
フ
ァ
テ
ィ
ウ
ス
が
植
え
た
奇
蹟
の
樹　

in T
hüringen jener W

underbaum
 zu V

arila, den 
Bonifatius aufpflanzte.　

未
詳
。
ご
高
教
を
俟
つ
。

 
騎
士
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
伝
説
に
登
場
す
る
教
皇
ウ
ル
バ
ヌ
ス
の
杖　

Papstes U
rban Stabb in der Sage vom

 Ritter T
anhäuser.　

伝
説
の
一
つ
に

よ
れ
ば
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
に
仕
え
て
い
た
騎
士
タ
ン
ホ
イ
ザ
ーT

annhäuser

は
、肉
欲
の
快け

ら
く楽

を
知
ろ
う
と
異
教
の
愛
の
神
ヴ
ェ
ー

ヌ
ス
の
棲
む
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
ベ
ル
ク
に
赴
き
、
一
年
を
過
ご
す
が
、
そ
の
後
こ
れ
を
悔
い
、
ロ
ー
マ
へ
巡
礼
し
、
教
皇
ウ
ル
バ
ヌ
ス
四
世
に
贖
宥
を
懇
願
す
る
。

し
か
し
教
皇
は
、
自
分
の
杖
に
緑
の
葉
が
萌
え
出
な
い
限
り
、
罪
は
許
せ
な
い
、
と
応
じ
、
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
絶
望
し
て
去
る
。
し
か
し
、
や
が
て
そ
の

奇
蹟
が
起
こ
る
。
教
皇
は
驚
い
て
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
探
さ
せ
た
が
、
行
方
知
れ
ず
に
終
わ
っ
た
。

 

グ
ラ
ー
フ
ェ
ン
＝
ハ
ー
ゲ　

Graven=H
aage.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
う
綴
っ
て
い
る
が
、
日
本
で
い
う
「
ハ
ー
グ
」（
オ
ラ
ン
ダ
語
デ
ン
・
ハ
ー
ハ

D
en H

aag

）
の
正
式
名
称
は
フ
ラ
マ
ン
語
「
ス
フ
ラ
ー
ヘ
ン
ハ
ー
ヘ
」 ,'s-Gravenhage , 

で
あ
る
。
現
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
〕
王
国
第
三
の

都
市
で
、
政
治
的
中
心
で
あ
り
、
事
実
上
の
首
都
（
憲
法
上
の
首
都
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
）。
南
ホ
ラ
ン
ト
州
州
都
。

 

ロ
ー
ス
ド
イ
ネ
ン　

Losduinen.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
う
綴
っ
て
い
る
が
、ロ
ー
ス
ド
イ
ネ
ンLoosduinen 

の
こ
と
。
現
在
は
デ
ン
・
ハ
ー
ハ
の
一
部
。

 

ホ
ラ
ン
ト
伯
フ
ロ
リ
ス
四
世　

Graf Floris IV
. von H

olland.　

一
二
一
〇
─
三
四
年
。
若
く
し
て
馬
上
槍
試
合
で
死
ぬ
が
、
子
宝
に
は
恵
ま
れ
、
そ
れ

ま
で
に
後
の
ホ
ラ
ン
ト
伯
ウ
ィ
レ
ム
二
世
を
始
め
五
人
の
子
女
（
末
子
は
夭
折
）
を
授
か
っ
た
。

 

マ
ル
ガ
レ
ー
タ　

M
argaretha.　

マ
ル
ガ
レ
ー
テM

argarethe

（
一
二
三
四
─
七
六
）。
右
の
五
人
の
子
女
の
一
人
。
次
女
。

 

ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
伯
ヘ
ル
マ
ン
一
世　

H
erm

ann I. Graf von H
enneberg.　

一
二
二
四
─
九
〇
年
。
一
二
四
九
年
ホ
ラ
ン
ト
伯
・
ド
イ
ツ
王
（
対
立
王
）

ウ
ィ
レ
ム
（
二
世
）・
フ
ァ
ン
・
ホ
ラ
ン
ト
の
妹
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
と
結
婚
。
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
伯
爵
領
（
十
一
世
紀
末
─
一
六
六
〇
）
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン

山ヴ
ァ
ル
ト地

と
接
す
る
フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方
北
部
に
あ
っ
た
。

 

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
オ
ッ
ト
ー
長
大
伯　

M
arkgraf O

tto der Lange zu Brandenburg.　

オ
ッ
ト
ー
五
世
（
一
二
四
六
頃
─
九
八
）。
そ
の

堂
堂
た
る
、
英
雄
の
よ
う
な
容
姿
か
ら
「
長
大
」der Lange （Longus

） 

と
の
添
え
名
が
あ
る
。

 

聖
金
曜
日　

K
arfreitag.　

復
活
祭
直
前
の
金
曜
日
で
、
キ
リ
ス
ト
受
難
記
念
日
。

 

ユ
ト
レ
ヒ
ト　

U
trecht.　

現
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
〕
王
国
第
四
の
都
市
。

 

デ
ル
フ
ト　

D
elft.　

デ
ン
・
ハ
ー
ハ
の
南
に
隣
接
す
る
自
治
体
。
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
最
古
の
都
市
の
一
つ
。
十
七
世
紀
以
降
窯
業
で
有
名
と
な
る
。

 

フ
ラ
ン
ド
ル　

Flandern.　

こ
こ
で
は
か
つ
て
の
フ
ラ
ン
ド
ル
〔
片
仮
名
表
記
は
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
〕
伯
爵
領
（
八
六
四
─
一
七
九
五
）
を
指
す
。
フ

ラ
ン
ド
ル
地
方
（
オ
ラ
ン
ダ
語
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
、
ド
イ
ツ
語
フ
ラ
ン
デ
ル
ン
）
と
い
う
と
一
般
に
、
上
記
旧
伯
爵
領
を
中
心
と
し
た
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〔
＝

オ
ラ
ン
ダ
〕
南
部
、
ベ
ル
ギ
ー
西
部
、
フ
ラ
ン
ス
北
部
一
帯
。
ま
た
は
、
現
ベ
ル
ギ
ー
王
国
を
構
成
す
る
三
つ
の
地
域
の
内
、
首
都
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
を
除
き
、

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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国
土
の
北
半
分
を
占
め
る
地
帯
。

 
ヴ
ェ
イ
ネ
ン
ダ
ー
レ　

W
ynendael.　

現
地
の
綴
り
は ,W

ijnendale , 

（
片
仮
名
表
記
は
こ
れ
に
よ
る
） 

あ
る
い
は ,W

ynendale ,

。
現
ベ
ル
ギ
ー
王
国
西

フ
ラ
ン
デ
レ
ン
州
ト
ル
ハ
ウ
トT

orhout

中
心
部
か
ら
四
キ
ロ
の
地
点
に
あ
る
美
し
い
水
城
。
九
代
目
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
ロ
ベ
ー
ル
が
築
い
た
八
角
形
の
木

造
要
塞
が
起
源
で
、
歴
史
は
古
い
。

 

ク
ル
ッ
デ　

K
ludde.　

こ
の
伝
説
に
お
け
る
以
外
の
属
性
は
未
詳
。

 

評
判
の
悪
い
や
く
ざ
者
で
あ
る
郭か

っ
こ
う
ど
り

公
鳥　

der V
ogel K

ukuk, der verrufene Gauch.　

郭ク
ク
ク公K

uckuck

は
託
卵
な
ど
人
間
か
ら
見
る
と
常
軌
を
逸
し

た
生
態
を
持
つ
た
め
、
古
く
か
ら
注
目
を
惹
き
、
民
間
信
仰
で
も
、
詐
欺
師
、
悪
党
と
い
っ
た
汚
名
を
蒙
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
語
圏
で
の
鳴
き
声
は
「
ク

ク
ク
」。

 

人
狼　

W
ärw

olf.　

普
通 ,W

erw
olf , 

と
綴
る
。
特
定
条
件
下
で
狼
の
形
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
、
あ
る
い
は
、
取
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
人
間
。

 

ミ
ー
ケ　

M
ieke.　

低
地
ド
イ
ツ
語
で
「
マ
リ
ー
ア
」M

aria

の
愛
称
。

 

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル　

Brüssel.　

現
ベ
ル
ギ
ー
王
国
の
首
都
。
フ
ラ
ン
ス
語
綴
り ,Bruxelles ,

、
オ
ラ
ン
ダ
語
綴
り ,Brussel ,

。
ゲ
ル
マ
ン
語
系
文
化
と
ロ
マ

ン
ス
語
系
文
化
の
境
界
に
位
す
る
。
ブ
ラ
バ
ン
ト
公
国
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
の
重
要
都
市
と
し
て
繁
栄
、
や
が
て
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
支
配
下
に
入
る
。

宗
教
改
革
が
進
行
す
る
と
、ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
朝
イ
ス
パ
ニ
ア
王
国
（
伝
統
的
に
極
め
て
厳
正
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
国
）
に
対
し
、福プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト

音
派
が
多
数
を
占
め
る
ネ
ー

デ
ル
ラ
ン
ト
の
住
民
が
叛
乱
を
起
こ
し
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
が
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
総
督
と
し
て
着
任
し
た
ア
ル
バ
公
は
こ
こ
に
イ

ス
パ
ニ
ア
軍
の
総
司
令
部
を
置
き
、恐
怖
政
治
を
敷
い
た
。
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
連
邦
共
和
国
が
独
立
す
る
と
、一
時
期
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
も
こ
れ
に
属
し
た
が
、

す
ぐ
に
イ
ス
パ
ニ
ア
軍
に
再
占
領
さ
れ
、
イ
ス
パ
ニ
ア
領
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
一
部
と
な
る
。
後
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
政
府
、
つ
い
で
フ
ラ
ン
ス
帝
国
に
編

入
さ
れ
、
一
八
一
五
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
失
墜
す
る
と
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
〕
王
国
の
所
属
と
さ
れ
る
。
一
八
三
〇
年
同
王
国
よ
り
独
立
し
た

ベ
ル
ギ
ー
王
国
の
首
都
と
な
り
、
現
在
に
至
る
。

 

背ラ

ン

ゲ

・

高
の
っ
ぽ
の
ワ
ッ
パ
ー　

lange W
apper.　

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
民
間
伝
承
に
登
場
す
る
伝
説
上
の
巨
人
。
同
市
の
城
の
前
に
、
自
分
を
仰
ぎ
見
る
二

人
の
人
間
を
跨
い
で
立
っ
て
い
る
銅
像
が
あ
る
。

 

親
方
は
樽た

る

に
瀝ピ

ッ
チ青

を
塗
り
込
も
う
と
思
い
、
こ
の
職
人
に
瀝ピ

ッ
チ青

を
投
入
、
樽
の
中
の
鉋か

ん
な
く
ず屑

に
火
を
つ
け
る
よ
う
指
図
し
た　

da der M
eister ein Faß 

pichen w
ollte, hieß er den Gesellen das Pech einw

erfen und hobelspähne im
 Faß anzünden.　

「
瀝ピ

ッ
チ青

」
は
こ
の
時
代
で
あ
れ
ば
木
炭
製

造
の
副
産
物
。
す
な
わ
ち
木
材
を
乾
留
し
て
得
ら
れ
る
常
温
で
は
固
体
（
極
め
て
類
似
す
る
「
タ
ー
ル
」
は
常
温
で
は
粘
稠
な
液
体
）
の
黒
褐
色
の
物
質
。

防
水
・
防
腐
材
。
こ
の
場
合
、
樽
・
桶
の
板
の
隙
間
に
塗
り
込
ん
で
中
に
入
れ
る
液
体
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
瀝ピ

ッ
チ青

を
柔
ら
か

く
す
る
の
に
直
火
は
使
用
し
な
い
は
ず
だ
が
…
…
。
燃
え
や
す
い
の
で
危
険
極
ま
る
。

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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女ヴ
ァ
イ
バ
ー
ヴ
ェ
ッ
ツ
シ
ュ
タ
イ
ン

衆
の
砥
石　

W
eiberw

etzstein.　

未
詳
。
た
だ
し
、
現
バ
イ
エ
ル
ン
州
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
の
境
界
に
拡
が
る
レ
ー
ン
山
地
の

麓
に
あ
る
カ
ル
テ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
ハ
イ
ム
な
る
町
に
は
、
同
名
の
砥
石
が
あ
っ
た
由
。
何な

ん
ぴ
と人

た
り
と
も
こ
れ
で
刃
物
を
研
い
で
は
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
れ

か
が
知
ら
ず
に
そ
う
す
る
と
、
女
た
ち
が
や
っ
て
来
て
、
そ
の
者
を
水
に
沈
め
、
罰
金
を
取
っ
た
。

 
ワ
ー
ン
ス
ラ
ン
ト　

W
ansland.　

現
ベ
ル
ギ
ー
王
国
東
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
州
の
港 ,W

aansland

, 

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
ス
ヘ
ル
デ
川
を
隔
て
て
ア
ン
ト
ウ
ェ

ル
ペ
ン
港
と
向
か
い
合
っ
て
い
る
。

 

オ
ッ
シ
ャ
ー
ル
ト　

O
sschaert.　

現
地
の
綴
り
は ,O

sschaart , （,O
sschaard

, 

あ
る
い
は ,O

ssaart ,

と
も
）。

 

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
ち
っ
ぽ
け
な
町
ル
ー
ラ
の
ず
ぶ
ろ
く
ど
も
が
彼
ら
の
「
麦ビ

ー
ル酒

驢
馬
」〔
＝
ビ
ー
ル
莫
迦
〕
を
担
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に　

w
ie 

die V
ollzapfen im

 thüringischen Städtchen Ruhla ihren Bieresel.　

未
詳
。
し
か
し
、
多
分
、
昔
こ
の
町
で
へ
べ
れ
け
に
酔
っ
て
迷
惑
行
為
に

及
ん
だ
者
は
、
罰
と
し
て
、
町
が
制
定
し
た
「
麦ビ

ー
ル酒

驢
馬
」
と
呼
ば
れ
る
重
荷
を
あ
る
距
離
背
中
に
乗
せ
て
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
し
ば
し
ば
故
郷
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
言
及
す
る
。
な
お
ル
ー
ラ
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地

に
現
存
。

 

か
の
好
人
物
の
視
学
官
殿
…
…
…　

jener gute Schulrath.......　

以
下
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
聞
き
及
ん
だ
逸
話
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
解
説
は
不
可
能
。

こ
の
よ
う
に
本
題
を
さ
て
お
い
て
同
時
代
の
風
聞
へ
の
言
及
に
逸
れ
る
お
遊
び
は
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
私
淑
し
た
同
郷
の
大
先
輩
ム
ゼ
ー
ウ
ス
が
そ
の

著
書
『
ド
イ
ツ
人
の
民
話
』D

ie V
olksm

ärchen der D
eutschen 

（
鈴
木
滿
訳
。
国
書
刊
行
会
、
全
三
巻
、
平
成
十
五
年
、
十
九
年
、
十
九
年
）
で
大
い

に
発
揮
し
て
い
る
遣
り
口
（
お
も
し
ろ
く
は
あ
る
が
、
訳
者
と
し
て
は
注
に
難
渋
し
た
）
の
踏
襲
で
あ
る
。

 

シ
ナ
イ
山　

Berg Sinai.　

モ
ー
セ
が
神
か
ら
十
戒
を
授
か
っ
た
、
と
旧
約
聖
書
出
エ
ジ
プ
ト
記
に
あ
る
シ
ナ
イ
半
島
の
山
。

 

否イ
ヤ

モ
応オ

ウ

モ
ア
ラ
バ
コ
ソ　

nolens volens.　

ラ
テ
ン
語
。

 

ア
ル
プ
と
か
ト
ル
ー
ト
と
か
呼
ば
れ
て
い
る　

der A
lp heißt, oder die T

rud.　

,T
rud

, 

よ
り 

「
ド
ゥ
ル
ー
デ
」D

rude

が
普
通
。
い
ず
れ
も
睡
眠
中

の
人
を
苦
し
め
る
妖
魔
。
悪
夢
に
う
な
さ
れ
る
と
、
こ
の
妖
魔
に
の
し
か
か
ら
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
た
。
英
語
の,nightm

are , 

に
当
た
る
。

 

フ
ィ
リ
フ
ォ
ル
デ　

V
iliforde.　

未
詳
。

 

取ヴ
ェ
ク
セ
ル
バ
ル
ク

替
え
子　

W
echselbalg.　

妖エ
ル
フ精

や
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

な
ど
が
人
間
の
子
ど
も
を
欲
し
が
っ
て
こ
れ
を
攫
い
、
自
分
た
ち
の
仲
間
を
嬰
児
に
化
け
さ
せ
、
揺
り
籠
に

置
い
て
行
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
掏
り
替
え
ら
れ
た
妖エ

ル
フ精

や
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

な
ど
を
「
取ヴ

ェ
ク
セ
ル
バ
ル
ク

替
え
子
」
と
称
す
る
。「
キ
ー
ル
ク
ロ
プ
フ
ユ
」K

ielkropf 

と
も
。
詳

し
く
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
七
九
注
「
取ヴ

ェ
ク
セ
ル
バ
ル
ク

替
え
子
」
参
照
。

 

ト
ロ
ル　

T
roll.　

民
話
・
伝
説
に
よ
っ
て
は
巨
大
か
つ
醜
い
魔
物
で
、
お
よ
そ
人
好
き
が
し
な
い
性
格
に
設
定
さ
れ
る
が
、
妖
精
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
人
間
な
い
し
そ
れ
よ
り
小
さ
な
存
在
と
な
る
。
し
か
し
、
醜
い
こ
と
は
変
わ
り
な
い
。
尤
も
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
画
家
ヨ
ン
・
バ

ウ
エ
ルJohn Bauer

（
一
八
八
二
─
一
九
一
八
）
の
絵
に
見
ら
れ
る
ト
ロ
ル
に
は
、
容
姿
と
い
い
表
情
と
い
い
、
ま
こ
と
に
興
趣
を
そ
そ
ら
れ
る
。

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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ク
ラ
バ
ウ
タ
ー
小メ

ン
ヒ
ェ
ン人

、
カ
ボ
ー
タ
ー
小マ

ネ
ケ
ン人

な
い
し
カ
バ
ウ
タ
ー
小マ

ネ
ケ
ン人　

K
labauterm

ännchen, K
aboter- oder K

abouterm
annekens.　

オ
ラ
ン
ダ

語
「
カ
バ
ウ
タ
ー
」K

abouter 

は
「
小
妖
精
」「
小
人
」
と
邦
訳
さ
れ
る
民
間
伝
承
の
登
場
形
態
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
「
地
の
精
」Erdgeist 

と
し
て

い
る
が
、
こ
の
伝
説
で
の
人
間
と
の
関
係
を
考
え
る
と
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
「
家
の
精
」H

ausgeist

、
す
な
わ
ち
特
定
の
家
屋
敷
に
棲
み
つ
い
て
、
提
供
さ

れ
る
僅
か
な
食
べ
物
・
飲
み
物
と
引
き
替
え
に
、
家
屋
敷
の
仕
事
を
こ
な
し
て
く
れ
る
「
コ
ー
ボ
ル
ト
」K

obold 

の
属
性
も
大
き
い
。

 

ヘ
ル
ロ
ー
デ　

Gelrode.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
三
七
に
登
場
す
る
町
ア
ー
ル
ス
ホ
ッ
ト
近
郊
に
あ
っ
た
村
で
、
現
在
そ
の
一
部
。

 

石
の
碾ひ

き
臼う

す　
M

ühlstein.　

中
央
に
穴
が
開
い
て
い
る
円
盤
状
の
石
。
斜
め
に
溝
が
多
数
刻
ま
れ
て
い
る
。
穀
物
を
挽
く
石
の
碾
き
臼
の
場
合
、玄
武
岩
、

花
崗
岩
、
斑
岩
な
ど
極
め
て
堅
い
石
材
に
溝
を
刻
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
石
臼
を
二
枚
重
ね
、
上
の
石
臼
を
回
転
さ
せ
る
と
、
こ
の
間
で
穀
粒
が
擂
り

潰
さ
れ
て
粉
に
な
る
。
溝
は
時
時
研
磨
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

 

ケ
ン
ペ
ン
地
方　

K
äm

pnerland.　

現
ベ
ル
ギ
ー
王
国
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
州
の
自
治
体
ト
ゥ
ル
ン
ハ
ウ
ト
周
辺
の
地
方
。
ト
ゥ
ル
ン
ハ
ウ
ト
は
ケ
ン
ペ

ンK
em

pen

地
方
の
首
邑
。

 

カ
ス
テ
ル
レ
ー　

Casterle.　

ト
ゥ
ル
ン
ハ
ウ
ト
の
南
隣
に
あ
る
町
。
現
地
の
綴
り
は ,K

asterlee , 

で
、
片
仮
名
表
記
は
こ
れ
に
よ
る
。

 

ダ
ー
ル
ダ
ー
銀
貨　

T
aler.　

か
つ
て
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
〕
王
国
で
流
通
し
た
銀
貨
「
ダ
ー
ル
ダ
ー
」daalder

（
一
・
五
フ
ル
デ
ン
に
相
当
）

な
る
名
称
に
直
し
た
が
、「
タ
ー
ラ
ー
銀
貨
」
と
訳
す
こ
と
も
で
き
る
。

 

フ
ル
デ
ン
銀
貨　

Gulden.　

か
つ
て
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
〕
王
国
で
流
通
し
た
銀
貨
「
フ
ル
デ
ン
」gulden

の
名
称
に
直
し
た
が
、「
グ
ル

デ
ン
銀
貨
」
と
訳
す
こ
と
も
で
き
る
。

 

バ
ッ
ツ
ェ
ン　

Batzen.　

こ
れ
に
相
当
す
る
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
〕
王
国
の
貨
幣
は
未
詳
。
あ
る
い
は
昔
の
ス
ト
ゥ
イ
フ
ェ
ル
銀
貨

zilveren stuiver 

か
。
バ
ッ
ツ
ェ
ン
銀
貨
は
中
世
末
期
か
ら
近
世
に
掛
け
て
南
ド
イ
ツ
と
ス
イ
ス
で
流
通
し
た
小
さ
く
て
薄
っ
ぺ
ら
な
少
額
銀
貨
。
時
代

に
も
よ
る
が
十
五
枚
で
一
グ
ル
デ
ン
と
さ
れ
た
。

 

ヘ
ン
ネ
ガ
ウ　

H
ennegau.　

旧
ヘ
ン
ネ
ガ
ウ
伯
爵
領
（
フ
ラ
ン
ス
語
「
エ
ノ
ー
伯
爵
領
」com

té de H
ainault

）
を
指
す
か
。

 

ベ
フ
ェ
レ
ン　

Beveren.　

現
ベ
ル
ギ
ー
王
国
東
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
州
の
自
治
体
。
ス
ヘ
ル
デ
川
を
隔
て
て
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
港
と
向
か
い
合
っ
て
い
る

ワ
ー
ン
ス
ラ
ン
ト
港
は
こ
の
ベ
フ
ェ
レ
ン
に
属
す
る
。

 

ニ
ク
ス　

N
ix.　

ド
イ
ツ
で
は
通
常
河
川
湖
沼
に
棲
む
男
の
水
の
精
（
女
の
水
の
精
は
「
ニ
ク
セ
」N

ixe

）
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
専
ら
「
家
の
精
」
と

し
て
の
属
性
が
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
結
び
で
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
水
の
精
と
し
て
の
属
性
を
示
す
ニ
ク
ス
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ
レ
ル
ス

が
馬
の
姿
を
取
る
、
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
北
欧
の
水
の
精
の
特
色
で
も
あ
る
。

 

レ
ッ
フ
ィ
ン
ゲ　

Leffi
nghe.　

オ
ー
ス
テ
ン
デ
南
西
の
小
さ
な
町
。
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女メ
ー
ル
ミ
ン

の
人
魚　

M
eerm

innen.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
題
名
に
は
「
メ
ー
ア
ミ
ン
ネ
ン
」
と
複
数
形
で
記
し
、
文
中
で
は
単
数
形
と
し
て
「
メ
ー
ア
ミ
ン
ネ
」

M
eerm

inne 

を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
オ
ラ
ン
ダ
語
で
は
「
メ
ー
ル
ミ
ン
」M

eerm
in

（「
男
の
人
魚
」
は
「
メ
ー
ル
マ
ン
」M

eerm
an

）
が
単
数
形
な

の
で
、
こ
ち
ら
を
採
用
し
た
。

 
セ
イ
レ
ー
ネ
ス　

Sirenen.　

シ
レ
ー
ノ
ス
と
も
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
出
る
。『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
で
は
岸
辺
か
ら
美
し
い
歌
声
で
舟
人
を
い
ざ
な
い
、

近
づ
く
と
喰
っ
て
し
ま
う
と
い
う
人
面
鳥
身
の
怪
物
。
巨
船
ア
ル
ゴ
ー
の
遠
征
譚
に
も
同
様
の
役
割
で
登
場
。

 

ス
ヘ
ッ
パ
ー
ス
、
ウ
ェ
ル
プ
ト　

デ　

ト
ネ
ケ
ン
ス　

オ
イ
ト
、
／
デ　

ウ
ァ
ル
フ
ィ
ス　

ザ
ル　

ガ
ー
ン　

コ
メ
ン
。　

Scheppers, w
erpt de 

T
onnekens uit, / D

e w
alvisch zal gaen kom

m
en.　

オ
ラ
ン
ダ
語
と
お
ぼ
し
き
部
分
は
原
文
の
ま
ま
。
し
か
し
、片
仮
名
表
記
は
こ
れ
に
は
よ
ら
ず
、

同
義
で
あ
る
以
下
の
現
代
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
っ
た
。„Scheppers, w

erpt de tonnekens uit, / D
e w

alvis zal gaan kom
en. ,, 

 

ザ
イ
デ
ル
海ゼ

ー　

Süder-See.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
う
綴
っ
て
い
る
が
、
西
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
地
方
の
呼
称
で
、
北
海
と
較
べ
て
南
に
あ
る
「
南ザ

イ
デ
ル
ゼ
ー

の
海
」

Suiderzee, ,

の
こ
と
。
北
海
か
ら
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
〕
北
西
部
へ
入
り
込
ん
で
い
た
大
き
な
浅
海
だ
っ
た
が
、
一
九
三
二
年
堤
防
で
北
海

と
遮
断
さ
れ
、
淡
水
化
し
て
エ
イ
セ
ル
湖メ

ー
ルIJsselm

eer

と
な
っ
た
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
在
世
時
（
一
八
〇
一
─
六
〇
）
は
ま
だ
入
り
海
と
し
て
存
在
、
大

規
模
な
洪
水
被
害
を
た
び
た
び
惹
起
し
て
い
た
。

 

モ
イ
デ
ン　

M
uiden.　

現
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
〕
王
国
北
ホ
ラ
ン
ト
州
ホ
ー
イ
湖
に
面
し
た
港
町
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
東
郊
。

 

モ
イ
デ
ン　

ザ
ル　

モ
イ
デ
ン　

ブ
レ
イ
フ
ェ
ン
、
／
モ
イ
デ
ン　

ザ
ル　

ノ
ー
イ
ト　

ベ
ク
レ
イ
フ
ェ
ン
。　

M
uiden sol M

uiden blyven, / 
M

uiden sol novit beklyven.　

オ
ラ
ン
ダ
語
と
お
ぼ
し
き
部
分
は
原
文
の
ま
ま
。
し
か
し
、
片
仮
名
表
記
は
こ
れ
に
は
よ
ら
ず
、
同
義
で
あ
る
以
下
の

現
代
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
っ
た
。„M

uiden zal M
uiden blijven, / M

uiden zal nooit beklijven. ,,

 

ド
ル
ト
レ
ヒ
ト　

D
ortrecht.　

現
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
〕
王
国
南
ホ
ラ
ン
ト
州
の
都
市
。
一
二
二
〇
年
ホ
ラ
ン
ト
伯
ウ
ィ
レ
ム
一
世
か
ら
市

と
し
て
の
特
権
を
獲
得
し
、
ホ
ラ
ン
ト
伯
領
最
古
の
都
市
と
な
る
。

 

ゼ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ル
ヘ
ン　

Zevenbergen.　

現
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
〕
王
国
北
ブ
ラ
バ
ン
ト
州
に
現
存
。

 

ビ
ー
ス
ボ
ス　

Biesbosch.　

現
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
〕
王
国
中
西
部
の
湿
地
帯
。
現
在
は
デ
・
ビ
ー
ス
ボ
ス
国
立
公
園N

ationaal Park 
D

e Biesbosch 

に
な
っ
て
い
る
。

 

ゼ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ル
ヘ
ン　

ザ
ル　

フ
ェ
ル
ガ
ー
ン
、
／
エ
ン　

ロ
ベ
ッ
チ
ェ
ン
ス　

ト
ー
レ
ン　

ザ
ル　

ブ
レ
イ
フ
ェ
ン　

ス
タ
ー
ン
。　

Zevenbergen 
sol vergaen, / En Lobbetjens T

orn sol blyven staen.　

オ
ラ
ン
ダ
語
と
お
ぼ
し
き
部
分
は
原
文
の
ま
ま
。
し
か
し
、
片
仮
名
表
記
は
こ
れ
に
は
よ

ら
ず
、
同
義
で
あ
る
以
下
の
現
代
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
っ
た
。„Zevenbergen zal vergaan, / Een Lobbetjens toren zal blijven staan. ,, 

〔
＝
ゼ
ー

フ
ェ
ン
ベ
ル
ヘ
ン
滅
び
る
ぞ
、
／
残
る
は
ロ
ベ
ッ
チ
ェ
ン
の
塔
一
つ
〕
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皇
帝
ロ
タ
ー
ル　

K
aiser Lothar.　

カ
ー
ル
大
帝
（
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
）
の
孫
ロ
タ
ー
ル
一
世
を
指
す
か
。
ロ
ー
マ
皇
帝
（
父
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
一
世
と

の
共
同
皇
帝
と
し
て
在
位
八
一
七
─
四
〇
。
単
独
在
位
八
四
〇
─
五
五
）、
フ
ラ
ン
ク
王
（
在
位
八
四
〇
─
四
三
）、
中
フ
ラ
ン
ク
王
（
八
四
三
─
五
五
）。

 
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト　

Friesland.　

ド
イ
ツ
お
よ
び
現
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
〕
王
国
の
北
海
沿
岸
地
方
。
沿
岸
沖
に
連
な
る
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト

諸
島
を
含
む
。
北
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
は
ド
イ
ツ
の
現
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
の
一
部
、
東
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
は
ド
イ
ツ
の
現
ニ
ー
ダ
ー

ザ
ク
セ
ン
州
の
一
部
、
西
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
は
現
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
〔
＝
オ
ラ
ン
ダ
〕
王
国
南
ホ
ラ
ン
ト
州
と
北
ホ
ラ
ン
ト
州
の
一
部
、
フ
リ
ー
ス
ラ
ン

ト
州
お
よ
び
フ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
州
。

 

巨ヒ
ュ
ー
ネ
ン
ベ
ッ
ト

人
の
寝
床　

H
ünenbett.　

有
史
以
前
の
巨
大
な
石
室
（
巨
石
を
二
つ
以
上
直
立
さ
せ
た
上
に
、
や
は
り
巨
石
を
横
た
え
た
も
の
。
支
石
墓
）。
ド
イ
ツ

語
で
は
他
に
「
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン
ヒ
ュ
ー
ゲ
ル

人
の
丘
」H

ünenhügel

、「
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン
グ
ラ
ー
プ

人
の
墓
」H

ünengrab

と
も
い
う
。
い
ず
れ
も
後
出
。
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
で
は
「
石ド

ル
メ
ン

の
机
」dolm

en

。

 

ス
タ
ー
フ
ォ
レ
ン　

Stavoren.　

西
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
に
あ
り
、
エ
イ
セ
ル
湖メ

ー
ル

畔
の
美
し
い
が
小
さ
な
町
（
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
語
で
は
ス
タ
ー
ル
ム

Starum

）。
か
つ
て
は
ザ
イ
デ
ル
海ゼ

ー

に
面
し
て
お
り
、一
一
一
八
年
都
市
の
特
権
を
獲
得
し
た
、フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
最
古
の
町
。
中
世
に
は
中
継
貿
易
に
よ
っ

て
殷
賑
を
極
め
た
。
一
二
八
五
年
に
は
ハ
ン
ザ
同
盟
の
一
員
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
な
ぜ
衰
退
し
た
か
、を
語
る
十
六
世
紀
に
作
ら
れ
た
民
話「
ス
タ
ー

フ
ォ
レ
ン
（
日
本
で
は
「
ス
タ
フ
ォ
ー
レ
ン
」
と
表
記
）
の
奥
様
」V

rouw
tje van Stavoren

あ
る
い
は
「
ス
タ
ー
フ
ェ
レ
ン
の
寡
婦
」D

e w
eduw

e 
van Staveren

の
舞
台
。
こ
れ
の
類
話
が
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
五
八
で
あ
る
。

 

ス
エ
ビ
族　

Sueven.　

紀
元
前
か
ら
ゲ
ル
マ
ニ
ア
に
居
住
。
ロ
ー
マ
人
に
ゲ
ル
マ
ニ
ア
最
強
の
部
族
と
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
バ
ル
ト
海
南
部
が
そ
の
故

郷
か
。

 

ブ
ル
ー
ノ
ス
ヴ
ィ
ク　

Brunosvic.　
「
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
」（
次
注
参
照
）
は
低
地
ド
イ
ツ
語
で
は
「
ブ
ル
ン
ス
ヴ
ィ
ー
ク
」Brunsw

iek 

。,w
iek,, 

な
い
し ,w

ik

, 

は
低
地
ド
イ
ツ
語
で
「
商
人
が
休
息
を
取
り
、
そ
の
商
品
を
備
蓄
す
る
場
所
」
の
意
。
す
な
わ
ち
「
ブ
ル
ー
ノ
の
中
継
地
」。
ブ
ル
ノ
ン
家

の
家
祖
と
さ
れ
る
ザ
ク
セ
ン
公
ブ
ル
ン
（
あ
る
い
は
ブ
ル
ー
ノ
）
一
世
（
八
八
〇
没
）
に
基
づ
く
か
。

 

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク　

Braunschw
eig.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
第
二
の
都
市
。

 

皇
帝
テ
ィ
ト
ゥ
ス　

K
aiser T

itus.　

テ
ィ
ト
ゥ
ス
・
フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ T

itus Flavius V
espasianus

。
ロ
ー
マ
皇
帝
（
在
位
七
九

─
八
一
）。

 

火
フ
ォ
イ
ア
ー
・
ピ
ュ
ッ
ツ

の
泉　

Feuer-Pütz.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
「
ピ
ュ
ッ
ツ
」,Pütz , 

と
記
し
て
い
る
の
は
、オ
ラ
ン
ダ
語
「
ピ
ュ
ッ
ト
」,put , 

、英
語
「
ピ
ッ
ト
」,pit ,

、

ド
イ
ツ
語
「
プ
フ
ユ
ッ
ツ
ェ
」,Pfütze, 

と
同
語
源
の
語
で
、
こ
の
場
合
「
井
戸
」「（
井
戸
状
の
）
縦
坑
」
の
意
。

 

ス
タ
ッ
フ
ォ　

Staffo.　

直
前
の
話
で
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は ,Stavo, 

と
綴
っ
て
い
る
。

 

穀
物　

K
orn.　

ド
イ
ツ
語
圏
で
は
か
つ
て
一
般
に
小
麦W

eizenkorn

、
大
麦Gerstenkorn
、
ラ
イ
麦Roggenkorn

、
黍き

びH
irsekorn

を
指
し
た
。
し

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（



264

武蔵大学人文学会雑誌　第 45 巻第 1・2 号

か
し
、
こ
の
伝
説
で
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
穀
物
と
小
麦
を
別
扱
い
し
て
い
る
。
ど
う
い
う
理
由
か
分
か
ら
な
い
。
筋
の
明
快
な
Ｄ
Ｓ
一
五
八
と
比
較
す
る

こ
と
。

 
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ　

D
anzig.　

バ
ル
ト
海
に
臨
む
、
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
大
の
港
湾
都
市
グ
ダ
ニ
ス
クGdańsk 

の
ド
イ
ツ
語
名
。
十
四
世
紀
初
頭
既
に
有
力
な

貿
易
港
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
地
方
に
勢
力
を
伸
張
し
て
来
た
ドド

イ
チ
ャ
ー
・
オ
ル
デ
ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
、
同
世
紀
半
ば
に
は

王
国
か
ら
騎
士
団
に
貸
与
さ
れ
る
と
い
う
形
に
な
っ
た
。
騎
士
修
道
会
支
配
下
で
も
順
調
に
発
展
、
一
三
六
一
年
に
は
ハ
ン
ザ
同
盟
に
加
入
、
ヴ
ィ
ス
ワ

川
（
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
長
の
河
川
で
、
そ
の
流
域
面
積
は
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
六
割
に
も
及
ぶ
）
の
河
口
附
近
に
位
す
る
と
い
う
地
の
利
を
活
用
、
穀
物
（
特

に
小
麦
）、
木
材
、
タ
ー
ル
な
ど
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
物
産
を
大
い
に
輸
出
し
て
繁
栄
し
た
。
一
四
六
六
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
直
接
支
配
下
に
戻
り
、
数
数
の
都

市
の
特
権
を
獲
得
、
続
く
十
六
、
十
七
世
紀
を
通
じ
て
黄
金
時
代
を
迎
え
た
。

 

奥フ
ラ
ウ
エ
ン
ザ
ン
ト

方
の
砂
州　

Frauensand.　

オ
ラ
ン
ダ
語
の
綴
り
は ,V
rouw

enzand

,

。
ス
タ
ー
フ
ォ
レ
ン
の
町
の
近
く
に
実
在
。
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
語
で
は
「
フ
ラ

ウ
エ
サ
ー
ン
」Frouw

esân
。

 

砂
丘
冑か

ぶ
と

と
か
砂
丘
株か

ぶ　

D
ünenhelm

 oder D
ünenhalm

.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
記
し
て
い
る
上
記
の
ド
イ
ツ
語
を
意
訳
し
た
が
、
類
話
の
一
つ
で
は

「
実エ

イ
デ
ル
・
コ
ー
レ
ン

な
し
麦
と
か
奥フ

ラ
ウ
エ
ン
コ
ー
レ
ン

方
麦
」ijdel koren of V

rouw
enkoren

と
な
っ
て
い
る
。「
浜
麦
」（
学
名Elym

us arenarius L.

）
の
類
。

 

聖
者
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム　

der heilige W
olfram

.　

ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
（
ヴ
ル
フ
ラ
ムW

ulfram
 

と
も
）
は
七
世
紀
半
ば
現
フ
ラ
ン
ス
の
セ
ー
ヌ
・
エ
・
オ
ア
ー

ズ
県
の
ミ
リ
・
ラ
・
フ
ォ
レ
に
生
ま
れ
、
七
〇
〇
年
頃
現
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ン
・
ヴ
ァ
ン
ド
リ
ル
に
あ
っ
た
フ
ォ
ン
ト
ネ
ル
修
道
院
で
一
介
の
修
道
士
と
し

て
生
涯
を
終
わ
っ
た
。
六
九
三
年
頃
サ
ン
ス
の
大
司
教
。
七
〇
〇
年
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
で
伝
道
に
従
事
。
伝
承
に
よ
れ
ば
多
く
の
フ
リ
ー
ス
人
に
洗
礼
を

施
し
、
そ
の
中
に
は
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
公
ラ
ー
ト
ボ
ー
ト
の
子
息
の
一
人
も
い
た
。
ま
た
彼
は
、
子
ど
も
を
生
贄
に
す
る
同
地
の
習
俗
と
戦
っ
て
成
功
を

収
め
た
、
と
の
こ
と
。

 

フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
公
ラ
ー
ト
ボ
ー
ト　

der Friesen-H
erzog, der hieß Radbot.　

,Radbod

, 

と
綴
っ
た
例
も
あ
る
。
七
一
九
年
死
す
。

 

受カ
ー
ル
ヴ
ォ
ッ
ヘ

難
週　

Charw
oche.　

普
通 ,K

arw
oche , 

と
綴
る
。
復オ

ー
ス
テ
ル
ン

活
祭
前
の
一
週
間
。

 

ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト　

W
ittekind.　

ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
トW

idukind 
と
も
。
七
三
〇
年
頃
─
八
〇
八
年
？
七
七
二
年
フ
ラ
ン
ク
族
は
ザ
ク
セ
ン
に
侵
入
、
ザ

ク
セ
ン
族
の
崇
め
る
聖
柱
「
イ
ル
ミ
ン
ス
ー
ル
」Irm

insul 

を
数
数
破
壊
し
た
の
で
、い
わ
ゆ
る
ザ
ク
セ
ン
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
（
ヴ
ィ

ド
ゥ
キ
ン
ト
）
は
七
七
七
年
か
ら
七
八
五
年
ま
で
カ
ー
ル
大
帝
に
対
す
る
ザ
ク
セ
ン
族
の
抗
戦
を
指
揮
し
た
。
ザ
ク
セ
ン
族
は
結
局
軍
事
的
に
優
位
に
立

つ
フ
ラ
ン
ク
族
に
降
服
、
現
ド
イ
ツ
北
西
部
は
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
併
合
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
化
さ
れ
た
。
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
（
ヴ
ィ
ド
ゥ

キ
ン
ト
）
は
七
八
五
年
ア
ル
デ
ン
ヌ
地
方
に
あ
っ
た
王
城
ア
ッ
テ
ィ
ニ
ー
で
受
洗
。

 

エ
ン
ゲ
ル
ン　

Engern.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
の
都
市
リ
ン
テ
ル
ン
の
一
部
に
こ
の
名
が
あ
る
。
か
つ
て
ザ
ク
セ
ン
族
は
全
体
を
統
合
す
る
王
な
い

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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し
族
長
を
持
た
な
い
四
つ
の
部
族
の
ゆ
る
や
か
な
連
合
体
だ
っ
た
。
ヴ
ェ
ー
ザ
ー
河
畔
の
エ
ン
ゲ
ル
ン
居
住
の
部
族
、
そ
の
西
の
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン

部
族
、
東
の
オ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
部
族
、
北
海
沿
岸
か
ら
エ
ル
ベ
川
以
北
に
住
む
北
方
部
族
が
こ
れ
で
あ
っ
た
。

 
プ
フ
エ
ニ
ヒ
銀
貨　

Silberpfennig.　

中
世
前
期
・
盛
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
で
流
通
し
た
基
本
的
な
銀
貨
。
よ
り
高
額
な
銀
貨
は
な
か
っ
た
。
い
わ
ゆ
る「
カ

ロ
リ
ン
グ
朝
貨
幣
品
位
」
を
確
立
し
た
カ
ー
ル
大
帝
は
、
銀
一
ポ
ン
ド
（
カ
ロ
リ
ン
グ
・
ポ
ン
ド
）
か
ら
銀
貨
二
四
〇
枚
を
鋳
造
す
る
よ
う
定
め
た
。
こ

の
銀
貨
は
ラ
テ
ン
語
で
古
代
ロ
ー
マ
の
貨
幣
に
因
ん
で
「
デ
ナ
リ
ウ
ス
」D

enarius

と
呼
ば
れ
た
が
、
古
高
ド
イ
ツ
語
で
は
大
帝
の
時
代
既
に
「
フ
エ
ン

ニ
ン
ク
」phenninc

と
呼
ば
れ
た
。
プ
フ
エ
ニ
ヒ
銀
貨
は
八
─
十
三
世
紀
に
は
高
い
購
買
力
を
有
し
、
一
二
〇
〇
年
頃
に
は
、
輸
入
さ
れ
た
外
国
の
金
銀

貨
を
除
け
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
唯
一
の
大
量
流
通
貨
幣
だ
っ
た
。
た
だ
し
プ
フ
エ
ニ
ヒ
銀
貨
の
銀
含
有
量
は
時
と
と
も
に
減
少
し
続
け
、
最
終
的
に
は
銅
貨

と
な
っ
て
し
ま
う
。

 

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
地
方　

O
ldenburger Land.　

北
西
ド
イ
ツ
の
都
市
で
ヴ
ェ
ー
ザ
ー
河
畔
に
位
す
る
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
を
中
心
と
す
る
地
方
。
十
二
世

紀
初
頭
そ
の
名
が
出
る
町
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
の
周
囲
に
発
展
。
伯
爵
領
は
フ
リ
ー
ス
人
の
リ
ュ
ス
ト
リ
ン
ゲ
ン
伯
家
の
分
か
れ
か
ら
発
祥
。
伯
爵
領
、
次

い
で
公
爵
領
（
一
七
七
四
以
降
）、
更
に
は
大
公
領
（
一
八
一
五
以
降
）
と
し
て
一
九
一
八
年
ま
で
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
領
邦
国
家
（
た
だ
し
、
デ
ン
マ
ー
ク

王
国
領
、
ロ
シ
ア
帝
国
領
に
属
し
た
事
実
あ
り
）・
ド
イ
ツ
帝
国
の
成
員
と
し
て
存
続
し
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
り
一
時
（
一
八
一
〇
─
一
三
）
フ
ラ
ン
ス

帝
国
に
併
合
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
因
み
に
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
伯
爵
家
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
支
配
し
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

一
世
（
一
四
四
八
即
位
）
か
ら
デ
ン
マ
ー
ク
王
フ
レ
ゼ
リ
ク
七
世
（
一
八
六
三
治
世
を
終
え
る
）
ま
で
長
き
に
及
ん
で
デ
ン
マ
ー
ク
王
室
だ
っ
た
オ
ル
デ

ン
ブ
ル
ク
（
＝
オ
レ
ン
ボ
ー
）
朝
を
出
す
な
ど
、
大
層
な
名
門
で
あ
る
。

 

オ
ッ
ト
ー
と
い
う
名
の
伯
爵　

ein Graf, des N
am

ens O
tto.　

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
伯
オ
ッ
ト
ー
一
世O

tto I., Graf von O
ldenburg （

在
位
一
二
〇
九

─
五
一
）。
メ
ヒ
テ
ィ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ォ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
と
結
婚
。
子
息
ハ
イ
ン
リ
ヒ
（
一
二
五
五
死
す
）
を
以
て
こ
の
血
統
は
絶
え
る
。

 

の
ろ
鹿　

Reh.　

麇の
ろ

。
鹿
の
一
種
。
脚
も
頸
も
ほ
っ
そ
り
し
て
い
る
。
牡
は
、
体
長
一
メ
ー
ト
ル
三
〇
セ
ン
チ
。
体
高
七
五
セ
ン
チ
。
体
重
二
〇
―
二
五

キ
ロ
。
角
は
あ
る
が
小
さ
い
。
牝
は
も
っ
と
小
柄
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
小
ア
ジ
ア
・
シ
ベ
リ
ア
・
中
国
東
北
部
・
朝
鮮
半
島
に
分
布
。
ド
イ
ツ
語
圏
で
は

猟
獣
と
し
て
好
ま
れ
る
。

 

マ
ル
ヴ
ォ
ワ
ジ
ー
葡ワ

イ

ン
萄
酒　

M
alvasier.　

元
来
は
ギ
リ
シ
ア
産
の
、
リ
キ
ュ
ー
ル
の
よ
う
に
甘
く
、
芳
醇
濃
厚
な
上
質
白
ワ
イ
ン
。
ラ
コ
ー
ニ
ア
の
町
ナ

ポ
リ
・
デ
ィ
・
マ
ル
ヴ
ァ
ー
ジ
ア
に
因
む
。
し
か
し
、
他
の
ギ
リ
シ
ア
諸
島
や
、
マ
デ
ィ
ラ
島
、
ア
ゾ
レ
ス
諸
島
、
テ
ネ
リ
フ
ェ
島
、
サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
、

シ
チ
リ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
地
方
産
の
似
た
風
味
の
酒
も
そ
う
呼
ば
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
か
つ
て
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
辛

口
の
白
よ
り
、
蜜
の
よ
う
に
こ
っ
て
り
し
た
こ
う
し
た
ワ
イ
ン
が
好
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

 

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
伯
フ
ー
ノ　

Graf H
uno von O

ldenburg.　

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
伯
爵
家
系
譜
の
最
初
に
こ
の
名
が
出
る
。
一
〇
九
一
年
以
前
に
死
す
。
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リ
ュ
ス
ト
リ
ン
ゲ
ン
伯
と
自
称
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
な
る
子
息
が
い
た
、
と
い
う
の
は
伝
説
。
あ
る
い
は
こ
れ
は
ヴ
ェ
ア
ル
＝
ア
ル
ン
ス
ベ
ル
ク
伯
フ
リ
ー

ド
リ
ヒFriedrich Graf von W

erl-A
rnsberg

（
一
一
二
四
死
す
）
と
の
取
り
違
え
か
。

 
ザ
リ
エ
ル
朝
の
皇
帝
コ
ン
ラ
ー
ト　

K
aiser K

onrad des Saliers.　

東
フ
ラ
ン
ク
王
国
ザ
リ
エ
ル
朝
の
創
始
者
。
コ
ン
ラ
ー
ト
二
世
。
東
フ
ラ
ン
ク
国

王
（
在
位
一
〇
二
四
─
三
九
）、
イ
タ
リ
ア
王
（
在
位
一
〇
二
七
─
三
九
）、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
（
在
位
一
〇
二
七
─
三
九
）、
ブ
ル
グ
ン
ト
王
（
在
位
一
〇

三
三
─
三
九
）。
な
お
、
Ｆ
・
ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル
ク
編
著
『
ド
イ
ツ
人
の
伝
説
と
民
話
』Friedrich Gottschalck: D

ie Sagen und V
olksm

ärchen der 
D

eutschen. H
alle 1814. 

所
収
「
獅
子
と
の
闘
い
」D

er Löw
enkam

pf 

で
は
、
代
戦
士
と
し
て
ラ
イ
オ
ン
を
出
し
た
の
は
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ハ
イ
ン
リ

ヒ
四
世
（
在
位
一
〇
八
四
─
一
一
〇
五
）。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
伯
フ
ー
ノ
の
子
息
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
父
の
代
戦
士
と
し
て
ラ
イ
オ
ン
を
殺
し
て
勝
利
を
贏
ち

え
、
父
が
そ
の
所
領
を
引
き
続
き
支
配
す
る
こ
と
を
皇
帝
に
認
め
さ
せ
る
。
伯
父
子
は
神
へ
の
感
謝
の
徴
と
し
て
ラ
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
修
道
院K

loster 
Rastedt 

を
建
立
し
た
、
と
あ
る
。

 

ゴ
ス
ラ
ー
ル　

Goßlar.　

普
通 ,Goslar , 

と
綴
る
。
現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
の
歴
史
あ
る
山
中
都
市
。
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
か
ら
つ
い
近
年
（
一
九
八
八
）

に
至
る
ま
で
銀
・
銅
・
鉛
鉱
採
掘
で
栄
え
た
。
北
ハ
ル
ツ
山
地
、
ララ

ン
メ
ル
ス
ベ
ル
ク

ン
メ
ル
山
の
麓
に
あ
り
、
ゴ
ー
セ
川
に
臨
む
。
ゴ
ス
ラ
ー
ル
の
町
も
ララ

ン
メ
ル
ス
ベ
ル
ク

ン
メ
ル
山
も

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
最
も
名
高
い
世
俗
建
築
物
は
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
の
館
で
、
現
存
す
る
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
最
大
の
ド
イ
ツ
の
宮
殿
（
建
設

一
〇
三
九
─
五
六
）。
ザ
ク
セ
ン
朝
初
代
ド
イ
ツ
王
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
（
在
位
九
一
九
─
三
六
）
が
王
宮
を
構
え
て
以
来
、オ
ッ
ト
ー
一
世
（
初
代
神
聖
ロ
ー

マ
皇
帝
。
大

デ
ア
・
グ
ロ
ー
セ

帝
）
を
含
め
ザ
ク
セ
ン
朝
と
ザ
リ
エ
ル
朝
の
ド
イ
ツ
王
・
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
が
好
ん
で
宮
廷
を
置
い
た
。
十
一
世
紀
に
ド
イ
ツ
王
（
在
位

一
〇
〇
二
─
二
四
）・
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝（
在
位
一
〇
一
四
─
二
四
）ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
が
領
有
す
る
経
済
圏
の
中
心
と
な
っ
た
ゴ
ス
ラ
ー
ル
に
王
宮
を
設
け
、

ハ
イ
ン
リ
ヒ
四
世
の
父
ド
イ
ツ
王
（
在
位
一
〇
三
九
─
五
六
）・
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
（
在
位
一
〇
四
六
─
五
六
）
ハ
イ
ン
リ
ヒ
三
世
は
こ
の
都
市
を
ザ
リ
エ

ル
朝
最
大
の
宮
廷
所
在
地
に
発
展
さ
せ
る
。
十
一
─
十
二
世
紀
に
お
け
る
ゴ
ス
ラ
ー
ル
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
極
め
て
枢
要
な
行
政
地
だ
っ
た
。
帝
国
議

会
は
こ
こ
で
二
十
三
回
開
催
さ
れ
、
ド
イ
ツ
王
・
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
の
行
幸
は
百
回
に
も
及
ん
だ
。

 

神
明
裁
判　

Gottesurtheil.　

普
通 ,Gottesurteil , 

と
綴
る
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
三
五
の
訳
注
「
代
戦
士
」
で
記
し
た
よ
う
に
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
侯
貴
族

同
士
の
紛
争
に
お
い
て
は
両
者
、
な
い
し
両
者
の
代
表
・
代
理
に
よ
る
決
闘
で
黒
白
を
附
け
る
と
い
う
習
俗
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
代
理
の
戦
士
で
あ
っ

て
も
、
双
方
は
同
じ
身
分
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
片
や
猛
獣
、
片
や
騎
士
階
級
の
人
士
が
闘
う
神
明
裁
判
な
ど
は
あ
り
得
な
い
。

 

幸
運
と
硝コ

ッ

プ
子
杯
は
ほ
ん
と
に
す
ぐ
に
壊
れ
ち
ゃ
う　

Glück und Glas, w
ie bald bricht das.　

諺
。

 

エ
ル
ベ　

Elbe.　

現
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
現
チ
ェ
コ
国
境
の
山
地
を
源
と
し
、チ
ェ
コ
北
部
、ド
イ
ツ
東
部
を
北
へ
流
れ
、北
海
に
注
ぐ
全
長
一
〇
九
一
キ
ロ
（
内

三
六
四
キ
ロ
は
チ
ェ
コ
領
、
七
二
七
キ
ロ
は
ド
イ
ツ
領
）
に
及
ぶ
大
河
。
チ
ェ
コ
語
で
は
ラ
ベLabe

。

 

ヘ
ル
ゴ
ラ
ン
ト　

H
elgoland.　

エ
ル
ベ
河
口
の
北
西
六
二
キ
ロ
の
北
海
に
浮
か
ぶ
ド
イ
ツ
領
の
小
島
。
赤
み
が
か
っ
た
断
崖
の
上
に
緑
の
平
地
が
拡
が
っ
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て
い
る
。
面
積
一
平
方
キ
ロ
の
本
島
と
〇
・
七
平
方
キ
ロ
の
隣
島
（「
デ
ュ
ー
ネ
」）
か
ら
成
る
。
現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
ピ
ン
ネ

ベ
ル
ク
郡
に
属
す
。
住
民
は
フ
リ
ー
ス
人
で
、
現
人
口
千
数
百
。

 
卵
の
殻　

Eierschalen.　

妖
精
や
小
人
が
こ
れ
を
舟
代
わ
り
に
す
る
、
と
い
う
俗
信
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
存
在
し
た
の
で
、
料
理
で
割
っ
た
卵
の
殻
を
棄
て

る
場
合
、
殻
を
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
潰
さ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
習
俗
が
あ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

 

妖エ
ル
ベ精　

Elbe.　

普
通 ,Elf ,

（
エ
ル
フ
）
と
綴
る
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
一
一
で
は
「
エ
ル
プ
」,Elb

, （
単
数
形
）
と
し
て
登
場
。

 

聖イ
ン
ス
ラ
・
サ
ン
ク
タ

ナ
ル
島　

Insula sancta.　

ラ
テ
ン
語
。

 

フ
ォ
ジ
ー
テ
あ
る
い
は
フ
ォ
ゼ
ー
テ　

Fosite oder Fosete.　

こ
の
伝
説
に
お
け
る
以
外
の
属
性
は
未
詳
。

 

ル
ー
ト
ガ
ー　

Ludger.　

聖
ル
ー
ト
ガ
ー（
七
四
二
─
八
〇
九
）。フ
リ
ー
ス
人
の
豪
族
の
家
に
生
ま
れ
る
。フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
、ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
、ヴ
ェ

ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
に
キ
リ
ス
ト
教
を
弘
め
る
。
現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
の
都
市
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
の
初
代
司
教
。

 

ヴ
ィ
リ
ブ
ロ
ル
ト　

W
ilibrord.　

聖
ヴ
ィ
リ
ブ
ロ
ル
ト
（
六
五
八
─
七
三
九
）。
英
国
ノ
ー
サ
ン
ブ
リ
ア
の
サ
ク
ソ
ン
人
。
現
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
（
オ
ラ

ン
ダ
）
王
国
で
は
「
フ
リ
ー
ス
人
へ
の
使
徒
」
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ユ
ト
レ
ヒ
ト
の
初
代
司
教
。

 

聖
女
ウ
ル
ズ
ラ　

die heilige U
rsula.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
一
二
訳
注
参
照
。
注
に
記
し
た
よ
う
に
、
聖

ザ
ン
ク
ト

ウ
ル
ズ
ラ
は
─
─
『
黄レ

ゲ
ン
ダ
・
ア
ウ
レ
ア

金
伝
説
』
に
よ
れ
ば
だ
が
─

─
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
王
の
姫
君
で
あ
り
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
王
の
そ
れ
で
は
な
い
。
ゆ
え
に
英
国
か
ら
巡
礼
に
出
発
し
た
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
ケ
ル
ン
郊
外
で

フ
ン
族
に
殺
さ
れ
た
の
だ
が
、
こ
れ
も
ロ
ー
マ
巡
礼
の
帰
途
に
お
い
て
で
あ
る
。

 

王　

der K
önig.　

デ
ン
マ
ー
ク
王
に
せ
よ
何
に
せ
よ
、
ヘ
ル
ゴ
ラ
ン
ト
島
近
傍
の
大
陸
に
割
拠
す
る
王
侯
は
多
く
早
く
か
ら
新
教
を
奉
じ
た
。

 

〔
滑
車
の
〕
孔あ

な　

Ö
ffnungen.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
用
い
て
い
る
語
で
は
意
味
不
通
。
彼
が
依
拠
し
た
と
覚
し
きJohann Georg T

heodor: 
Sagenbuch des Preußischen Staats. 

（
な
お
、
こ
こ
で
は
船
名
は ,der M

annagfual , 

）
で
は
全
く
同
じ
。
同
様
の
伝
説
を
所
載
し
て
い
るK

arl 
M

üllenhoff: Sagen, M
ärchen und Lieder der H

erzogtüm
er Schlesw

ig, H
olstein und Lauenburg. 

（
以
下
Ｋ
Ｍ
と
略
す
）
の
記
事
〈 K

M
377. 

D
as Riesenschiff M

annigfual.

〉
の
該
当
箇
所
に
は ,Blöcke , 
（
滑
車
）
と
あ
る
。
帆
船
の
索
具
に
は
動
索
に
も
静
索
に
も
三
つ
目
滑
車
な
ど
孔
の
あ
る

木
製
滑
車
が
た
く
さ
ん
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
孔
に
（
な
に
し
ろ
こ
の
巨
船
の
場
合
滑
車
自
体
も
お
そ
ろ
し
く
大
き
い
か
ら
）
旅
籠
よ
ろ
し
く
水
夫
が

立
ち
寄
っ
て
、
中
で
休
憩
・
宿
泊
す
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
〔
滑
車
の
〕
と
補
っ
た
。

 

マ
ニ
ヒ
フ
ア
ー
ル　

M
annigfual.　

意
味
不
詳
。「
雄
雄
し
き
フ
ア
ー
ル
」
か
。
ご
高
教
を
俟
つ
。

 

ボ
ル
ン
ホ
ル
ム
島　

Insel Bornholm
.　

バ
ル
ト
海
に
浮
か
ぶ
デ
ン
マ
ー
ク
領
の
島
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
最
南
端
か
ら
三
五
キ
ロ
。
面
積
五
八
八
平
方
キ
ロ
。

現
人
口
五
万
。

 

小
島
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ス
エ
ー　

Inselchen Christiansoe.　

デ
ン
マ
ー
ク
語 ,Christiansø ,

。「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
島エ

ー

」「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
島
」。
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デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン　

D
itm

arschen.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
郡
。
北
海
、
エ
ル
ベ
川
、
ア
イ
ダ
ー
川
の

間
に
拡
が
る
地
方
。
北
海
沿
岸
の
沼マ

ル
シ
ュ

沢
地
は
肥
沃
で
あ
る
。
こ
の
地
方
は
中
世
に
は
農
民
共
和
国
の
観
を
呈
し
た
。
幾
人
か
の
封
建
領
主
、た
と
え
ば
ブ
レ
ー

メ
ン
大
司
教
な
ど
は
そ
の
支
配
権
を
厳
し
く
行
使
し
な
か
っ
た
。

 
マ
ル
ネ　

M
arne.　

エ
ル
ベ
河
口
の
港
湾
都
市
ク
ッ
ク
ス
ハ
ー
フ
ェ
ン
（
現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
）
北
方
二
五
キ
ロ
、
北
海
沿
岸
に
近
い
小
都
市
。

 

モ
ス
ク
ワ
戦
争　

der M
oskow

iter K
rieg.　

十
七
世
紀
の
「
北
方
戦
争
」die nordischen K

riege 

を
指
す
か
。
こ
れ
は
一
六
五
五
─
六
一
年
に
掛
け

て
行
わ
れ
た
、
バ
ル
ト
海
地
域
の
覇
権
を
巡
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
と
そ
の
他
の
国
国
、
す
な
わ
ち
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
＝
リ
ト
ア
ニ
ア
連
合
、
モ
ス
ク
ワ
大

公
国
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
＝
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
、
デ
ン
マ
ー
ク
＝
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
と
の
戦
争
を
一
括
し
て
の
呼
称
。

 

金ゲ
ル
ト
ゾ
ー
ト

の
泉　

Geldsot.　
,Geld

, 

は
「
金
銭
」、,Sot , 

は
「
泉
」Brunnen

の
意
。

 

醸
造
釜が

ま　

Braukessel.　

ビ
ー
ル
の
醸
造
に
使
う
大
釜
。

 

こ
の
び
っ
こ
の
片
端
め
え　

du lahm
er K

rüppel.　

俗
信
に
よ
れ
ば
、
悪
魔
は
片
足
が
馬
の
脚
な
の
で
跛
行
す
る
由
。（
な
お
、
文
脈
上
差
別
語
を
使
用

し
た
こ
と
を
宥
恕
さ
れ
た
い
）。

 

ヴ
ィ
ン
ト
ベ
ル
ゲ
ン　

W
indbergen.　

中
部
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
ご
く
小
さ
な
村
。
し
か
し
一
四
九
五
年
畑
か
ら
真
鍮
製
の
キ
リ
ス
ト
磔
刑
像
が
発
見

さ
れ
、
隠
者
た
ち
が
礼
拝
堂
を
建
て
る
と
、
聖
十
字
架
の
巡
礼
地
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
一
五
三
三
年
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
に
宗
教
改
革
が
導

入
さ
れ
る
ま
で
続
い
た
。

 

車
裂
き
の
刑
に
処
し
た　

räderte.　
「
車
裂
き
の
刑
」Rädern 

は
初
期
ゲ
ル
マ
ン
時
代
か
ら
十
八
世
紀
ま
で
、
専
ら
男
性
に
対
し
て
執
行
さ
れ
た
極
め
て

不
名
誉
か
つ
極
め
て
残
虐
な
処
刑
方
法
で
あ
る
。
処
刑
さ
れ
る
者
は
手
足
を
杭
に
固
縛
さ
れ
、
四
肢
を
拡
げ
た
状
態
で
地
面
に
仰
臥
さ
せ
ら
れ
る
が
、
体

の
下
に
は
木
の
台
が
置
か
れ
る
の
で
、
体
は
宙
に
浮
い
て
い
る
。
死
刑
執
行
吏
は
こ
の
た
め
に
作
ら
れ
た
車
輪
を
両
手
で
抱
え
上
げ
、
判
決
で
決
め
ら
れ

た
数
だ
け
、
処
刑
さ
れ
る
者
の
四
肢
お
よ
び
脊
椎
を
突
き
砕
く
。
次
い
で
執
行
吏
は
、
瀕
死
の
、
あ
る
い
は
死
ん
で
い
る
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
の
体
を
車
輪
の

輻
ス
ポ
ー
ク

（
九
本
な
い
し
十
本
）
に
編
み
込
む
。
体
が
編
み
込
ま
れ
た
車
輪
は
最
後
に
柱
か
絞
首
架
の
上
に
置
か
れ
る
。
苦
痛
を
緩
や
か
に
す
べ
く
、
最
初
に
頸

部
を
砕
く
こ
と
も
あ
り
、
車
裂
き
の
前
に
、
絞
首
な
い
し
斬
首
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。

 

レ
ー
ヴ
ェ
ン
ト
ロ
ウ　

Reventlow
.　

た
と
え
ば
、
ア
ナ
・
ソ
フ
ィ
ー
エ
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
ト
ロ
ウ
は
デ
ン
マ
ー
ク
＝
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
妃
と
な
っ
た
。
な
か

な
か
の
開
明
君
主
だ
っ
た
デ
ン
マ
ー
ク
＝
ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
王
フ
レ
ゼ
リ
ク
四
世
（
在
位
一
六
九
九
─
一
七
三
〇
）
は
、
遺
憾
な
が
ら
享
楽
家
で
も
あ
っ
た

よ
う
で
、
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
＝
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ー
公
グ
ス
タ
フ
・
ア
ー
ド
ル
フ
の
息
女
ル
イ
ー
ゼ
（
デ
ン
マ
ー
ク
語
の
発
音
で
は
「
ル
イ
ー
セ0

」
が
片
仮
名

表
記
の
近
似
値
）
と
結
婚
、
五
人
の
子
女
（
次
男
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
六
世
と
し
て
父
の
跡
を
継
ぐ
）
を
儲
け
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
重
婚
を
繰
り
返
し
た
。

二
度
目
の
重
婚
相
手
が
十
九
歳
の
ア
ナ
・
ソ
フ
ィ
ー
エ
（
王
妃
ル
イ
ー
セ
の
没
後
王
妃
と
な
る
）。
ま
た
、
後
に
精
神
障
害
に
冒
さ
れ
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
七
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世
（
在
位
一
七
六
六
─
一
八
〇
八
）
の
幼
少
時
、
粗
暴
・
残
酷
な
「
躾
け
」
を
し
た
教
育
掛
は
デ
ト
レ
フ
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
ト
ロ
ウ
伯
で
あ
る
。

 
デ
ン
マ
ー
ク　

D
änem

ark.　
「
デ
ン
マ
ー
ク
」D

anm
ark 

は
ド
イ
ツ
語
で
は
「
デ
ー
ネ
マ
ル
ク
」
が
片
仮
名
発
音
表
記
の
近
似
値
。

 
ダ
ネ
マ
ル
ク　

D
anem

ark.　

ド
イ
ツ
語 ,M

ark

,

、
デ
ン
マ
ー
ク
語 ,m

ark

, 

は
「
国
境
地
域
」「
辺
境
」
の
意
。

 

「
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン
ヒ
ュ
ー
ゲ
ル

人
の
丘
」　H

ünenhügel.　

前
出
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
五
四
注
「
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン
ベ
ッ
ト

人
の
寝
床
」H

ünenbett

に
同
じ
。
有
史
以
前
の
巨
大
な
石
室
。
こ
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト

教
化
さ
れ
る
以
前
、
北
国
の
豪
族
た
ち
は
火
葬
さ
れ
て
遺
骨
を
骨
壺
に
収
め
ら
れ
、
彼
ら
が
畏
敬
し
て
い
た
新
石
器
時
代
の
石
室
に
安
置
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

 

ア
イ
ダ
ー
シ
ュ
テ
ー
デ　

Eiderstede.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
北
フ
リ
ー

ス
ラ
ン
ト
郡
に
あ
る
半
島
ア
イ
ダ
ー
シ
ュ
テ
ッ
トEiderstedt 

の
こ
と
。

 

テ
ン
ニ
ン
ゲ
ン　

T
önningen.　

 

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
右
の
半
島
に
あ
る
小
都
市
テ
ン
ニ
ン
グT

önning 

の
こ
と
。

 

キ
フ
ホ
イ
ザ
ー
な
る
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ　

der K
aiser Friedrich im

 K
iffhäuser.　

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
赤デ

ア
・
ロ
ー
ト
バ
ル
ト

髭
帝
の
こ
と
。
イ
タ
リ
ア
で
綽
名
さ
れ
て

「
赤バ

ル
バ
ロ
ッ
サ髭

」。
ド
イ
ツ
王
（
在
位
一
一
五
二
―
九
〇
）・
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
（
在
位
一
一
五
五
―
九
〇
）
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
（
一
一
二
二
？
─
一
一
九
〇
）。

第
三
次
十
字
軍
の
総
司
令
官
と
し
て
出
征
し
た
と
こ
ろ
、
キ
リ
キ
ア
王
国
の
サ
レ
フ
川
（
現
ト
ル
コ
）
で
溺
死
（
異
説
も
あ
る
）。
た
だ
し
、
中
世
ド
イ
ツ

の
民
間
信
仰
に
お
い
て
は
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
は
生
き
続
け
て
い
る
。
彼
が
眠
っ
て
い
る
場
所
は
、
ト
リ
フ
ェ
ル
ス
、
キ
（
ュ
）
フ
ホ
イ
ザ
ー
〔,K

yffhäuser , 

と
も
綴
る
〕、
ウ
ン
タ
ー
ス
ベ
ル
ク
、
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
一
参
照
）
と
諸
説
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
国
難
が
迫
る
と
、
彼
は
目
覚
め
、
扈
従

の
兵
を
率
い
て
外
に
出
、
敵
を
撃
破
す
る
の
で
あ
る
。

 

デ
ン
マ
ー
ク
王
ヨ
ー
ハ
ン　

K
önig Johann von D

änem
ark.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
「
ヨ
ー
ハ
ン
」Johann

と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
同
じ
く
「
ヨ
ハ
ネ
ス
」Johannes

に
由
来
す
る
「
ハ
ン
ス
」H

ans

の
こ
と
。
ハ
ン
ス
（
一
四
五
五
─
一
五
一
三
）
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
王
（
在
位
一
四

八
一
─
一
五
一
三
）、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
（
在
位
一
四
八
三
─
一
五
一
三
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
と
し
て
は
ヨ
ー
ハ
ン
二
世
。
在
位
一
四

九
七
─
一
五
〇
一
）、
及
び
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
公
。

 

弟
の
公
爵　

dem
 H

erzog seinem
 Bruder.　

ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
公
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
。

 

か
の
ザ
ク
セ
ン
軍
団　

die sächsische Garde.　

こ
の
傭
兵
軍
団
は
「
大
軍
団
」Große Garde

、「
ド
イ
ツ
軍
団
」D

eutsche Garde

、「
ザ
ク
セ
ン
軍

団
」Sächsische Garde

、就
中
「
黒
軍
団
」Schw

arze Garde

と
称
し
た
。
兵
員
各
二
千
の
八
箇
中
隊
で
編
成
、そ
の
卓
越
し
た
戦
闘
技
術
は
定
評
あ
り
、

情
け
容
赦
の
無
さ
と
残
虐
行
為
で
極
め
て
悪
名
高
か
っ
た
。

 

沼マ
ル
シ
ュ

沢
地
〔
＝
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
〕　M

arsch.　

前
掲
注
「
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
」
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
地
の
北
海
沿
岸
の
沼マ

ル
シ
ュ

沢
地
は
肥
沃
で
あ
る
。

そ
こ
で
「
沼マ

ル
シ
ュ

沢
地
」
と
い
え
ば
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
こ
と
。
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レ
ン
ツ
ブ
ル
ク　

Rendsburg.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
最
長
の
河
川
ア
イ
ダ
ー
川
河
畔
に
あ
る
都
市
。
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
地

方
と
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
地
方
を
結
ぶ
要
衝
。

 
ユ
ラ
ン　

Jütland.　

ド
イ
ツ
語
で
は
「
ユ
ト
ラ
ン
ト
」。
デ
ン
マ
ー
ク
語
「
ユ
ラ
ン
」Jyllan

。
北
海
と
バ
ル
ト
海
を
分
か
つ
長
大
な
半
島
。
根
元
は
ド
イ

ツ
領
（
現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
）
で
、
残
り
（
こ
れ
が
大
部
分
）
は
デ
ン
マ
ー
ク
領
。

 

フ
ュ
ー
ン　

Fühnen.　

ド
イ
ツ
語
で
は
「
フ
ュ
ー
ネ
ン
」。
デ
ン
マ
ー
ク
語
「
フ
ュ
ー
ン
」Fyn

。
ユ
ラ
ン
半
島
の
東
に
接
す
る
大
島
。
Ｈ
・
Ｃ
・
ア
ン

デ
ル
セ
ン
（
ア
ナ
セ
ン
）
の
生
ま
れ
た
オ
ー
ゼ
ン
セ
が
首
邑
。
島
の
西
に
は
首
都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
（
ケ
ブ
ン
ハ
ウ
ン
）
の
あ
る
、
更
に
大
き
な
シ
ェ
ラ

ン
島
が
位
置
す
る
。

 

メ
ル
ド
ル
フ M

eldorf.　

小
村
ヴ
ィ
ン
ト
ベ
ル
ゲ
ン
（
元
来
こ
の
村
は
メ
ル
ド
ル
フ
教
区
に
属
し
て
い
た
）
の
近
く
の
都
市
。
北
海
沿
岸
。
一
二
六
五
年

都
市
の
権
利
を
獲
得
、
中
世
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
首
邑
だ
っ
た
。

 

ヘ
ミ
ン
グ
シ
ュ
テ
ッ
ト　

H
em

m
ingstedt.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
郡
の
中
央
に
位
し
、
ハ
イ
デ
と
メ
ル

ド
ル
フ
の
中
間
に
あ
る
小
都
市
。
ハ
ン
ス
王
の
率
い
る
軍
勢
一
万
二
千
（
そ
の
中
核
た
る
ザ
ク
セ
ン
軍
団
は
四
千
）
は
こ
の
ヘ
ミ
ン
グ
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
会

戦
（
一
五
〇
〇
年
二
月
十
七
日
）
で
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
農
民
軍
に
壊
滅
的
打
撃
を
蒙
り
、
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
は
以
降
五
十
九
年
間
農
民
共
和
国
の

ま
ま
で
あ
っ
た
。

 

ボ
ル
ン
ヘ
ー
フ
ェ
ト　

Bornhöved.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
ゼ
ー
ゲ
ベ
ル
ク
郡
の
都
市
。
こ
の
地
で
一
二
二
七
年
、
シ
ャ
ウ
エ

ン
ブ
ル
ク
お
よ
び
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
ア
ー
ド
ル
フ
四
世
は
同
盟
軍
と
と
も
に
デ
ン
マ
ー
ク
王
ヴ
ァ
ル
デ
マ
ー
二
世
（
在
位
一
二
〇
二
─
四
一
）
麾
下
の

デ
ン
マ
ー
ク
の
騎
士
軍
と
会
戦
、
後
者
は
惨
憺
た
る
敗
北
を
喫
し
た
。
こ
の
中
世
最
後
の
大
規
模
な
騎
士
戦
争
の
一
つ
を
も
っ
て
、
北
ド
イ
ツ
を
制
圧
し

よ
う
と
す
る
デ
ン
マ
ー
ク
王
室
の
試
み
は
潰
え
た
。

 

暁
モ
ル
ゲ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン

星　

M
orgenstern.　

星
状
に
棘
を
突
き
出
し
た
鉄
球
を
棒
の
先
端
に
鎖
で
繋
い
だ
武
器
。
先
端
に
何
本
も
の
鉄
の
棘
を
植
え
た
棍
棒
も
そ
う
称

す
る
。
前
者
は
主
と
し
て
中
世
の
騎
士
が
使
用
し
た
が
、
後
者
は
近
世
ま
で
（
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
な
ど
で
）
庶
民
が
使
用
し
た
よ
う
だ
。

 

ヴ
ィ
ー
マ
ー
シ
ュ
テ
ー
デ　

W
iem

erstede.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
デ
ィ

ト
マ
ル
シ
ェ
ン
郡
の
小
村
ヴ
ィ
ー
マ
ー
シ
ュ
テ
ッ
トW

iem
erstedt

。

 

吋ツ
ォ
ル　

Zoll.　

十
二
分
の
一
な
い
し
十
分
の
一
脚フ

ー
ス尺

。
地
方
に
よ
り
異
な
る
が
、
一
般
に
二
・
五
四
セ
ン
チ
。

 

ラ
ン
ツ
ァ
ウ　

Ranzau.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、普
通 ,Rantzau

,

。
も
っ
と
も ,Ranzow

, 

と
も
綴
る
。
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ

ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
極
め
て
古
い
貴
族
の
家
系
。
詳
し
く
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
八
三
注
「
ラ
ン
ツ
ァ
ウ
伯
家
」
参
照
。

 

ア
ー
レ
フ
ェ
ル
ト　

A
hlefeld.　

ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
古
い
貴
族
の
家
系
。
キ
ー
ル
附
近
に
発
祥
、
後
に
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
、
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
、
デ

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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ン
マ
ー
ク
に
広
ま
っ
た
。

 
ヴ
ァ
ッ
カ
ー
バ
ル
ト　

W
ackerbarth.　

シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
ザ
ク
セ
ン
＝
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
公
領
を
出
自
と
す
る
極
め
て
古
い

貴
族
の
家
系
。

 

ジ
ュ
ー
ダ
ー
ハ
ト
シ
ュ
テ
ー
デ　

Süderhadstede.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ

ン
州
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
郡
の
小
村
ジ
ュ
ー
ダ
ー
ハ
シ
ュ
テ
ッ
トSüderhastedt

。
こ
こ
の
聖

ザ
ン
ク
ト

ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
教
会
は
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
最
古

の
教
会
の
一
つ
（
歴
史
上
の
言
及
は
一
一
四
〇
年
に
遡
る
）。

 

接に
わ
と
こ

骨
木
の
樹　

H
olunderbaum

.　

さ
ま
ざ
ま
の
種
類
が
あ
る
が
、
た
と
え
ば
黒
ニ
ワ
ト
コSam

bucus negra L. 

は
高
さ
九
メ
ー
ト
ル
の
灌
木
な
い
し

樹
木
で
、
黄
白
色
の
香
り
高
い
花
と
黒
い
漿し

ょ
う
か果

を
着
け
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
観
賞
用
花
木
と
し
て
ば
か
り
で
は
な
く
、
花
（
発
汗
に
効
用
）、
甘
酸
っ
ぱ

い
実
（
ス
ー
プ
や
ム
ー
ス
に
加
工
、
風
邪
や
リ
ュ
ー
マ
チ
の
薬
と
も
さ
れ
た
）、
樹
皮
（
煎
じ
て
下
剤
）、
葉
（
煎
じ
て
水
腫
治
療
）
が
民
間
薬
材
と
し
て

利
用
さ
れ
た
の
で
、好
ん
で
栽
培
さ
れ
た
。
ゲ
ル
マ
ン
の
民
間
信
仰
に
よ
れ
ば
、接
骨
木
の
樹
に
は
ホ
ラ
ー
ム
ッ
タ
ーH

ollerm
utter

（
接
骨
木
お
ば
さ
ん
）

な
ど
と
呼
ば
れ
る
善
良
な
農
家
の
精
が
棲
ん
で
い
て
、
火
事
や
家
畜
の
伝
染
病
か
ら
護
っ
て
く
れ
る
由
。「
接
骨
木
お
ば
さ
ん
」
は
Ｈ
・
Ｃ
・
ア
ン
デ
ル
セ

ン
の
物
語
に
も
登
場
。

 

か
つ
て
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
民
か
ら
自
由
を
奪
っ
た
王
の　

des K
önigs ......, der den D

itm
arschen ihre Freiheit genom

m
en.　

一
五
五
九
年
、

農
民
共
和
国
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
は
、デ
ン
マ
ー
ク
王
フ
レ
ゼ
リ
ク
二
世
、シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
＝
ゴ
ッ
ト
ル
フ
公
ア
ー
ド
ル
フ
一
世
、

シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
＝
ハ
ー
ダ
ー
ス
レ
ー
ベ
ン
公
ヨ
ー
ハ
ン
二
世
率
い
る
軍
隊
と
の
戦
い
（
い
わ
ゆ
る
「
最
後
の
私
闘
」die Letzte 

Fehde

）
に
破
れ
、
そ
の
自
由
独
立
を
喪
失
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
伝
説
で
言
う
「
王
」
と
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
＝
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
フ
レ
ゼ
リ
ク
二
世
（
治

世
一
五
五
九
─
八
八
）。

 

ヴヴ
ァ
ル
ザ
ー
フ
ェ
ル
ト

ァ
ル
ス
の
野
の
枯
れ
た
梨
の
木　

der dürre Birnbaum
 auf dem

 W
alserfeld.　

ヴヴ
ァ
ル
ザ
ー
フ
ェ
ル
ト

ァ
ル
ス
の
野
は
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
南
西
に
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ

に
現
存
す
る
梨
の
木
は
枯
れ
て
お
ら
ず
、
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
る
。
枯
れ
た
梨
の
木
を
繞
る
伝
説
の
主
人
公
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
赤デ

ア
・
ロ
ー
ト
バ
ル
ト

髭
帝
だ
が
、
カ
ー

ル
大
帝
〔
＝
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
〕
と
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
Ｄ
Ｓ
二
四
お
よ
び
Ｄ
Ｓ
Ｂ
九
八
七
で
こ
の
木
の
伝
説
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

 

ノ
ル
ト
ル
フ　

N
ortorf.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
ノ
イ
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
北
方
の
都
市
。

 

シ
ェ
ー
ネ
フ
ェ
ル
ト　

Schenefeld.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
ピ
ン
ネ
ベ
ル
ク
郡
の
都
市
。

 

マ
ル
ネ　

M
arne.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
七
一
注
参
照
。

 
 

魔
弾
の
射
手　

Freischütz.　

撃
て
ば
必
ず
的
に
命
中
す
る
弾
丸
＝
自フ

ラ
イ
ク
ー
ゲ
ル

在
弾Freikugel 
（
＝
魔
弾
）
を
所
持
し
て
い
る
射
手
。
そ
う
し
た
弾
丸
や
射
撃

者
の
伝
説
（
た
い
て
い
は
悪
魔
と
の
間
に
結
ん
だ
盟
約
に
基
づ
く
）
が
発
生
し
た
の
は
小
銃
が
一
般
化
し
始
め
た
三
十
年
戦
争
時
代
の
傭
兵
団
や
近
世
の

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（



272

武蔵大学人文学会雑誌　第 45 巻第 1・2 号

猟
師
仲
間
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。
カ
ー
ル
・
マ
リ
ー
ア
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
（
一
七
八
六
─
一
八
二
六
）
の
歌
劇
「
魔フ

ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ

弾
の
射
手
」
は
有
名
。

 

マ
イ
ン
ス
ド
ル
フ　

M
einsdorf.　

ボ
ル
ン
ヘ
ー
フ
ェ
ト
北
北
西
の
村
グ
ロ
ー
ス
マ
イ
ン
ス
ド
ル
フ
。

 
穴ダ

ッ

ケ

ル

熊
狩
り
用
の
犬　

D
ächsel.　

ダ
ッ
ク
ス
フ
ン
ト
。
現
在
は
愛
玩
犬
だ
が
、
本
来
は
穴ダ

ッ
ク
ス熊

狩
り
の
た
め
そ
の
狭
く
長
い
巣
穴
に
潜
り
込
み
易
い
よ
う
長
身

短
脚
に
さ
れ
た
猟
犬
。

 

ア
ー
ベ
ル
王　

K
önig A

bel.　

デ
ン
マ
ー
ク
王
ヴ
ァ
ル
デ
マ
ー
二
世
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
サ
ン
シ
ュ
（
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
朝
の
王
な
の
で
「
サ
ン
チ
ョ
」
と
は

表
記
し
な
い
）
一
世
の
息
女
ベ
レ
ン
ガ
リ
ア
と
の
間
に
儲
け
た
三
人
の
子
息
の
内
次
男
（
一
二
一
八
─
五
二
）。
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
（
ス
レ
ー
ス
ヴ
ィ
）

公
（
在
位
一
二
三
二
─
五
〇
）。
デ
ン
マ
ー
ク
王
（
在
位
一
二
五
〇
─
五
二
）。
ヴ
ァ
ル
デ
マ
ー
二
世
没
後
一
二
四
一
年
王
と
な
っ
た
兄
エ
ー
リ
ク
四
世
と

王
位
を
巡
っ
て
戦
っ
て
い
た
が
、
一
二
五
〇
年
講
和
交
渉
を
口
実
に
自
身
の
城
下
町
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
へ
行
幸
し
て
く
れ
る
よ
う
エ
ー
リ
ク
王
に
要
請
、

そ
こ
で
王
を
暗
殺
さ
せ
、
死
骸
を
バ
ル
ト
海
の
入
江
に
沈
め
た
。
こ
の
惨
劇
に
は
数
数
の
伝
説
が
あ
る
。
兄
亡
き
後
即
位
し
た
彼
は
、
兄
の
死
と
何
ら
関

係
が
な
い
、
と
誓
っ
た
が
、
だ
れ
も
信
じ
な
か
っ
た
し
、
現
在
も
し
か
り
。「
兄
殺
し
」
と
綽
名
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
。
即
位
後
二
年
も
せ
ぬ
う
ち
フ
リ
ー

ス
ラ
ン
ト
に
出
征
し
て
、
陣
没
。
デ
ン
マ
ー
ク
王
位
は
末
弟
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
（
一
世
）
が
継
承
、
ア
ー
ベ
ル
の
子
息
は
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
公
と
な
っ
た
。

 

ダ
ー
ネ
ヴ
ェ
ル
ク
村　

D
orf D

anew
erk.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、「
ダ
ー
ネ
ヴ
ェ
ル
ク
」Danew

erk （
デ
ン
マ
ー
ク
語「
ダ

ン
ヴ
ィ
ル
ケ
」 ,dannevirke ,

）
と
い
う
の
は
デ
ー
ン
人
が
ザ
ク
セ
ン
族
や
ス
ラ
ヴ
諸
族
に
対
し
て
構
築
し
た
ほ
ぼ
三
〇
キ
ロ
に
達
す
る
土
塁
の
名
称
。
す

な
わ
ち
「
デ
ー
ン
人
の
堡
塁
」。
ダ
ン
ネ
ヴ
ェ
ル
クD

annew
erk

な
ら
現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
フ
レ
ン
ス

ブ
ル
ク
郡
に
あ
る
村
。
現
在
こ
こ
に
「
ダ
ー
ネ
ヴ
ェ
ル
ク
博
物
館
」
が
あ
る
。

 

シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ　

Schlesw
ig.　

こ
こ
で
は
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
地
方
で
は
な
く
、同
地
方
北
東
部
に
あ
る
都
市
。現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ

タ
イ
ン
州
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
フ
レ
ン
ス
ブ
ル
ク
郡
の
中
心
。
前
掲
注
「
ア
ー
ベ
ル
王
」
参
照
。

 

ヘ
ス
タ
ー
ベ
ル
ク　

H
esterberg.　

既
に
十
五
世
紀
、
現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
市
ゴ
ッ
ト
ル
フ
城
北
東
の
丘
が
こ
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
、
多
分
こ
こ
で

馬
の
放
牧
が
行
わ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。「
ヘ
ス
ト
」
と
は
デ
ン
マ
ー
ク
語
で
「
馬
」
の
意
な
の
で
、
ヘ
ス
タ
ー
ベ
ル
ク
は
「
馬
の
山
」
と
な
る
。

 

ミ
ー
ル
ベ
ル
ク　

M
ielberg.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
フ
レ
ン
ス
ブ
ル
ク
郡
の
自
治
体
。

 

シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
近
郊
の
ヘ
ス
タ
ー
ベ
ル
ク
だ
が
、
ミ
ー
ル
ベ
ル
ク
の
農
民
た
ち
は
、
畑
に
燕え

ん
ば
く麦

を
播ま

く
時
は
い
つ
も
、〔
こ
こ
へ
〕
入
用
分
よ
り
余
計

に
取
り
分
け
て
お
い
た
一
袋
を
持
っ
て
来
る
〔
。
そ
し
て
そ
れ
を
置
い
て
行
く
〕　A

uf dem

〔 dem
 

→ den 

〕H
esterberg bei Schlesw

ig bringen 
die Bauern aus M

ielberg, w
enn sie ein Stück Land m

it H
afer besäen, einen Sack voll m

ehr, als sie brauchen,

〔 , 

→ . 

〕N
achts 

kom
m

t hernach allem
al Jem

and

〔 Jem
and 

→ jem
and 

〕, der den H
afer für sein Pferd braucht.　

こ
れ
で
は
意
味
不
通
な
の
で
、ベ
ヒ
シ
ュ

タ
イ
ン
が
依
拠
し
た
と
覚
し
き
Ｋ
Ｍ
の
記
事
〈 K

M
566. D

er Sack m
it H

afer. 
〉
に
基
づ
き
補
足
訂
正
す
る
。 
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ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
地
方　

Lauenburger Land.　

 

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
東
南
端
に
あ
っ
た
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
ザ
ク
セ
ン
＝
ラ

ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
公
領
の
中
心
部
。

 
ヴ
ォ
ー
ダ
ン　

W
odan.　

「
ウ
ォ
ー
ダ
ン
」
と
も
表
記
で
き
る
。
古
英
語
「
ヴ
ォ
ー
デ
ン
」V

ōden

、
古
高
ド
イ
ツ
語
「
ヴ
ォ
ー
ダ
ン
」W

ôdan

、
古
サ

ク
ソ
ン
語
「
ウ
ォ
ー
デ
ン
」U

uôden

。
ア
ン
グ
ロ
＝
サ
ク
ソ
ン
人
の
主
神
。
北
方
ゲ
ル
マ
ン
人
の
「
オ
ー
デ
ィ
ン
」
に
当
た
る
。

 

待ア
ト
ヴ
ェ
ン
ト

降
節　

A
dventszeit.　

ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
る
た
め
の
四
週
間
の
準
備
期
間
。
日
曜
日
を
四
回
含
み
、
そ
の
第
一
日
曜
日
か
ら
始
ま
る
。

 

十ツ
ヴ
ェ
ル
フ
テ
ン

二
夜　

Zw
ölften.　

,Zw
ölfnächte , 

に
同
じ
。「
燻
夜
」Rauchnächte 

と
も
。
ク
リ
ス
マ
ス
（
十
二
月
二
十
五
日
）
前
夜
か
ら
公
現
祭
（
顕
現
日
。

東
方
の
三
博
士
＝
三
王
が
幼
子
イ
エ
ス
を
来
訪
し
た
日
で
も
あ
る
。
一
月
六
日
）
前
夜
ま
で
の
十
二
夜
。
ド
イ
ツ
語
圏
の
民
間
信
仰
で
は
、
こ
の
満
目
蕭

条
た
る
時
期
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
悪
霊
・
死
霊
が
跳
梁
す
る
と
さ
れ
、
こ
れ
を
防
除
す
る
た
め
、
南
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
家
屋
や
家
畜
小
屋
を
煙

で
燻
す
習
俗
が
あ
る
。

 

ヴ
ル
ス
ド
ル
フ　

W
ulsdorf.　

現
ブ
レ
ー
メ
ン
州
ブ
レ
ー
マ
ー
ス
ハ
ー
フ
ェ
ン
南
方
の
都
市
。

 

フ
ュ
ー
レ
ン
ハ
ー
ゲ
ン　

Fühlenhagen.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
ヘ
ア

ツ
ォ
ー
ク
ト
ゥ
ー
ム
・
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
郡
の
小
村
フ
ー
レ
ン
ハ
ー
ゲ
ンFuhlenhagen 

の
こ
と
。

 

悪ヴ
ィ
ヒ
テ
ル

戯
小
人　

W
ichtel.　

,W
ichtlein

, 
と
も
。
家
の
精
の
類
だ
が
、
こ
こ
で
は
そ
う
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

 

女ホ
ル
ツ
ヴ
ァ
イ
ベ
ル

の
樹
の
精
、
苔モ

ー

ス

ロ

イ

テ

男
・
苔
女　

H
olzw

eibel, M
oosleute.　

い
ず
れ
も
森
林
・
原
野
に
出
没
す
る
小
妖
精
。
Ｄ
Ｓ
四
七
、
四
八
は
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
が
苔
女

を
駈
り
立
て
る
話
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
四
六
参
照
。

 

森
ヴ
ァ
ル
ト
フ
ラ
ウ

女　

W
aldfrau.　

Ｄ
Ｓ
一
五
一
に
は
「
野

デ
ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
マ
ン

男
」der w

ilde M
ann 

と
並
ん
で
「
森

ヴ
ァ
ル
ト
フ
ラ
ウ

女
」
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
Ｌ
・
ペ
ッ
ツ
ォ
ル
ト
編
『
ド

イ
ツ
民
間
伝
説
』Leander Petzoldt: D

eutsche V
olkssagen 

に
は
「
森
の
小
人
女
」W

aldw
eibchen

、「
苔
小
人
女
」M

oosw
eibchen 

の
話
（
三

〇
五
─
三
〇
九
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
体
が
小
さ
く
、
人
懐
こ
い
が
、
人
間
の
悪
意
に
遭
う
と
復
讐
を
す
る
。
Ｊ
・
Ｋ
・
Ａ
・
ム
ゼ
ー
ウ
ス

著
／
鈴
木
滿
訳
『
ド
イ
ツ
人
の
民
話　

沈
黙
の
恋
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
九
年
）
所
収
「
屈く

ぐ
せ背

の
ウ
ル
リ
ヒ
」
で
、
ザ
ク
セ
ン
の
荒
れ
果
て
た
山
地
を

彷
徨
う
分
娩
間
近
の
騎
士
夫
人
を
保
護
し
、
出
産
を
助
け
、
果
て
は
素
晴
ら
し
い
宝
物
を
授
け
て
く
れ
た
老
婆
は
、
ど
う
や
ら
「
森
女
」
ら
し
い
。 

 

ク
ル
メ
ッ
セ　

K
rum

esse.　

現
在
は ,K

rum
m

esse , 

と
綴
る
。
現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
ヘ
ア
ツ
ォ
ー
ク
ト
ゥ
ー
ム
・
ラ
ウ
エ
ン

ブ
ル
ク
郡
の
村
。

 

バ
イ
デ
ン
ド
ル
フ　

Beidendorf.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
ヘ
ア
ツ
ォ
ー
ク
ト
ゥ
ー
ム
・
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
郡
の
村
。
ク
ル
メ
ッ

セ
教
区
に
属
す
。

 

杜ね

ず松
鶫つ

ぐ
み

の
寄よ

り
あ
い合

所じ
ょ　

K
ram

m
etvogelklubs.　

杜
松
鶫W

acholderdrossel

（
野
原
鶫
）
は
鶫
の
一
種
で
杜
松
の
実
を
好
ん
で
食
う
。
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メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
地
方　

M
ecklenburger Land.　

北
東
ド
イ
ツ
の
広
大
な
地
方
。
リ
ュ
ベ
ッ
ク
湾
か
ら
東
に
延
び
る
バ
ル
ト
海
沿
岸
一
帯
。
現
メ
ク
レ

ン
ブ
ル
ク
＝
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
（
西
は
現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
と
接
す
る
）
の
大
き
な
部
分
を
占
め
る
。
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク

地
方
を
古
く
か
ら
一
九
一
八
年
に
至
る
ま
で
支
配
し
た
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
公
（
後
大
公
）
家
（
＝
ス
ラ
ヴ
の
部
族
国
家
オ
ボ
ド
リ
ー
ト
の
族
長
一
門
を
遠

祖
と
す
る
）
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
最
古
の
諸
侯
（
一
三
四
八
年
以
降
帝
国
直
参
）
だ
っ
た
が
、
唯
一
の
ス
ラ
ヴ
人
家
系
で
も
あ
っ
た
。
Ｊ
・
Ｋ
・
Ａ
・
ム
ゼ
ー

ウ
ス
著
／
鈴
木
滿
訳
『
ド
イ
ツ
人
の
民
話　

沈
黙
の
恋
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
九
年
）
所
収
「
愛ア

モ
ー
ル神

に
な
っ
た
精
霊
」
で
は
、
リ
ュ
ー
ゲ
ン
島
を
含
め

た
往
昔
の
ポ
ン
メ
ル
ン
や
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
が
舞
台
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

 

デ
ン
マ
ー
ク
領
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
で
は　

im
 dänischen Schlesw

ig.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
在
世
時
（
一
八
〇
一
─
六
〇
）、
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ

ル
シ
ュ
タ
イ
ン
公
国
は
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
領
（
ス
レ
ー
ス
ヴ
ィ
＝
ホ
ル
ス
テ
ン
）。
た
だ
し
、
十
九
世
紀
も
半
ば
以
降
に
な
る
と
、
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
公
国

の
住
民
（
ド
イ
ツ
系
多
数
）
が
お
お
む
ね
勃
興
し
つ
つ
あ
る
ド
イ
ツ
人
国
家
（
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
が
そ
の
旗
頭
格
）
へ
の
帰
属
に
傾
く
よ
う
に
な
る
一
方
、

シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
公
国
の
住
民（
デ
ン
マ
ー
ク
系
多
数
）は
お
お
む
ね
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
に
よ
る
領
有
継
続
を
望
ん
で
い
た
。
一
八
六
四
年
の
第
二
次
シ
ュ

レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
戦
争
の
結
果
両
公
国
は
プ
ロ
イ
セ
ン
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
引
き
渡
さ
れ
た
が
、
第
一
次
大
戦
後
住
民
投
票
に
よ
り
北
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ

は
デ
ン
マ
ー
ク
に
復
帰
し
て
セ
ナ
ー
ユ
ラ
ン
（
南
ユ
ラ
ン
）
県
と
な
り
、南
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
と
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
は
ド
イ
ツ
に
留
ま
っ
て
現
在
に
至
る
。

 

ビ
ャ
ウ
フ
ォ
ル
ク
、
エ
レ
フ
ォ
ル
ク　

Biergfolk, Ellefolk.　

そ
れ
ぞ
れ
「
お
山
の
衆
」、「
妖
精
の
衆
」
く
ら
い
の
意
。

 

ウ
ナ
ー
ヴ
ェ
ス
テ
、ウ
ナ
ー
ボ
ー
ス
テ　

U
nnervaestöi, U

nnerborstöi.　
「
下
に
棲
む
小
さ
い
者
」く
ら
い
の
意
味
か
。デ
ン
マ
ー
ク
語
で
は
な
く
フ
リ
ー

ス
ラ
ン
ト
語
か
。
上
記
片
仮
名
表
記
お
よ
び
類
推
訳
は
鈴
木
の
文
責
。

 

ズ
ュ
ル
ト　

Sylt.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
北
海
沿
岸
に
連
な
っ
て
い
る
北
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
諸
島
中
最
大
の
島
。
現
在
ド
イ
ツ

領
最
北
の
島
。
一
九
二
七
年
以
来
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
堤
防
で
本
土
と
繋
が
っ
て
い
る
。

 

エ
ナ
ー
ア
ー
ス
ケ　

Ö
nnererske.　
「
地
面
の
下
の
小
さ
い
衆
」
の
意
か
。
上
記
片
仮
名
表
記
お
よ
び
類
推
訳
は
鈴
木
の
文
責
。

 

フ
ェ
ー
ア　

Föhr.　

北
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
諸
島
の
島
。
ズ
ュ
ル
ト
の
東
南
に
あ
る
。

 

ア
ム
ル
ム　

A
m

rum
.　

北
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
諸
島
の
島
。
ズ
ュ
ル
ト
の
南
、
フ
ェ
ー
ア
の
西
に
あ
る
。

 

エ
ナ
ー
ケ
ン
キ
ッ
セ
ン　

Ö
nnerkänkissen.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、,Ö

nnerbänkissen

, 

（
エ
ナ
ー
ベ0

ン
キ
ッ
セ
ン
）

の
誤
り
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
依
拠
し
た
と
覚
し
き
Ｋ
Ｍ
の
記
事
〈K

M
448. D

ie Ö
nnerbänkissen im

 Fögesdshoog.

〉
を
彼
が
誤
写
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
上
記
片
仮
名
表
記
は
鈴
木
の
文
責
。
意
味
は
類
推
で
き
ず
。

 

ウ
ナ
ー
ア
ー
ス
ケ
、
ド
ゥ
ワ
ー
ゲ　

U
nnererske, D

w
arge.　

 

そ
れ
ぞ
れ
「
地
面
の
下
の
小
さ
い
衆
」、「
小
人
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
上
記
片
仮
名
表
記

お
よ
び
類
推
訳
は
鈴
木
の
文
責
。
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ア
ム
ル
ム
島
の
エ
ナ
ー
ケ
ン
キ
ッ
セ
ン
〔「
エ
ナ
ー
ベ
ン
キ
ッ
セ
ン
」
の
誤
り
〕
は
主
と
し
て
フ
ェ
ー
エ
ス
ホ
ー
の
デ
ー
ン
〔「
デ
ュ
ー
ン
」（
砂
丘
）
の
誤
り
〕

の
辺
り
に
棲
ん
で
い
る　

D
ie Ö

nnerkänkissen auf A
m

rum
 haben ihr W

esen hauptsächlich im
 Fögedshoog bei D

änen.　

上
記
ベ
ヒ
シ
ュ

タ
イ
ン
の
原
文
で
は
「
フ
ェ
ー
エ
ス
ホ
ー
の
デ
ン
マ
ー
ク
人
た
ち
の
と
こ
ろ
に
」
と
な
っ
て
、
意
味
を
成
さ
な
い
。,D

ie Ö
nnerbänkissen auf 

A
m

rum
 haben ihr W

esen hauptsächlich im
 Fögedshoog bei D

ünen. , 

の
誤
り
。

 

巨ヒ
ュ
ー
ネ
ン
グ
ラ
ー
プ

人
の
墓　

H
ünengrab.　

前
出
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
五
四
注
「
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン
ベ
ッ
ト

人
の
寝
床
」H

ünenbett

に
同
じ
。
有
史
以
前
の
巨
大
な
石
室
。

 

ラ
ウ
ジ
ッ
ツ　

Lausitz.　

ド
イ
ツ
東
部
、
現
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
南
部
か
ら
現
ザ
ク
セ
ン
州
東
部
に
掛
け
て
の
歴
史
的
地
域
名
。
西
ス
ラ
ヴ
語
系
の
言

語
を
話
す
、
あ
る
い
は
、
か
つ
て
話
し
た
少
数
民
族
ソ
ル
ブ
人
の
居
住
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

 

ツ
ィ
ッ
タ
ウ　

Zittau.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
南
東
部
の
都
市
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
と
の
国
境
に
近
接
。

 

ピ
ン
ネ
ベ
ル
ク　

Pinneberg.　

独
立
し
た
行
政
体
で
あ
る
自
由
ハ
ン
ザ
都
市
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
北
西
に
隣
接
す
る
現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ

イ
ン
州
ピ
ン
ネ
ベ
ル
ク
郡
に
当
た
る
地
域
。
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
南
端
に
位
す
る
。

 

田
舎
の
人
た
ち
は
彼
ら
を
すウ

ン
テ
ュ
ー
ク

く
た
れ
、
ひウ

ン

ツ

ォ

イ

ク

ょ
う
た
く
れ
（
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
人
の
い
わ
ゆ
る
ずゲ

ツ
ュ
ッ
ク

く
な
し
）
と
呼
ん
で
い
る　

sie nennen sie U
ntüeg, 

U
nzeug 

（Gezügk sagen die T
hüringer

）.　

い
ず
れ
も
「
役
に
立
た
ぬ
も
の
」「
が
ら
く
た
」「
す
た
れ
も
の
」
を
指
す
方
言
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ

の
類
の
訳
語
を
当
て
た
。

 

取
替
え
子　

W
echselbalg.　

「
ヴ
ェ
ク
セ
ル
ン
」w

echseln 

（
交
換
す
る
）
＋
「
バ
ル
ク
」Balg 

（〈
始
末
に
負
え
な
い
〉
子
ど
も
。
悪
が
き
）。
英
語
で

は ,elf-child

,

・,（fairly-

）changeling

, 

な
ど
。
こ
の
場
合
妖
精
の
類
（
エ
ル
フ
、
フ
ェ
ア
リ
ー
）
が
こ
う
し
た
行
為
に
及
ぶ
（
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
『
十

二
夜
』
参
照
）。
な
ぜ
地
下
に
棲
む
小
人
族
や
軽
や
か
な
妖
精
た
ち
が
そ
う
す
る
の
か
、
口
承
文
芸
で
は
確
た
る
解
答
が
な
い
。
攫
っ
て
来
た
人
間
の
子
は

大
事
に
育
て
る
よ
う
だ
が
。
ま
た
ド
イ
ツ
語
圏
で
は ,N

ixkind

,

・,H
exenbutte ,

・,T
eufelsbalg

, 

と
い
う
呼
び
方
も
あ
っ
て
、
こ
れ
だ
と
男ニ

ク

ス

の
水
の
精

や
魔ヘ

ク
セ女

や
悪ト

イ
フ
ェ
ル魔

が
取
り
替
え
た
子
と
な
る
。
こ
う
い
っ
た
人
攫
い
連
が
人
間
の
子
を
ど
う
す
る
の
か
、
訳
者
に
は
ま
す
ま
す
合
点
が
行
か
な
い
。
北
欧
で

は
お
国
柄
の
妖
魔
ト
ロ
ル
が
介
在
し
て ,T

rollbyting, 

（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
。
も
っ
と
も
現
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で
は ,boltbyting

,

が
一
般
）、,T

rollbytting, 

（
ノ
ル
ウ
エ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
）
で
あ
る
。,byting

,

・,bytting

, 

（ 
ド
イ
ツ
語 ,Butte, 

に
相
当
）
は
「
取
り
替
え
る
」（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語 ,byta , 

ノ
ル
ウ

エ
ー
語
・
デ
ン
マ
ー
ク
語 ,bytte ,

）
に
由
来
し
、
英
語
の ,changeling

, 
と
同
じ
。
と
も
あ
れ
い
ず
れ
の
場
合
も
、
初
め
の
の
う
ち
は
母
親
の
生
ん
だ
赤

児
そ
っ
く
り
な
の
だ
が
、
頭
で
っ
か
ち
、
言
葉
を
話
さ
な
い
、
叫
ん
で
ば
か
り
い
る
、
歩
行
が
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
歩
行
が
極
め
て
不
自
由
、
な
ど
健

常
で
な
い
兆
候
が
顕
著
に
な
る
の
で
、両
親
が
気
づ
く
、と
い
う
筋
と
な
る
。
口
承
文
芸
に
お
け
る
か
か
る
登
場
形
態
は
、先
天
性
甲
状
腺
機
能
低
下
症
（
ク

レ
チ
ン
症
）、
水
頭
症
な
ど
の
症
候
群
を
呈
し
た
子
ど
も
を
も
と
に
民
間
伝
承
が
附
会
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
予
備
知
識
を
持
っ
て
接
す
る
と
、

取ヴ
ェ
ク
セ
ル
バ
ル
ク

替
え
子
・
キ
ー
ル
ク
ロ
プ
フ
伝
説
の
結
末
は
な
ん
と
も
救
わ
れ
な
い
。
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皺フ
ッ
ツ
ェ
ル
メ
ン
ヒ
ェ
ン

く
ち
ゃ
小
人　

H
utzelm

ännchen.　

こ
れ
は
「
ハ
イ
ン
ツ
ェ
ル
メ
ン
ヒ
ェ
ン
」H

einzelm
ännchen

、「
ハ
イ
ン
ツ
ェ
ル
メ
ン
ラ
イ
ン
」

H
einzelm

ännlein 

と
も
呼
ば
れ
る
小
人
の
一
種
で
も
あ
る
。
Ｄ
Ｍ
Ｂ
一
二
八
で
扱
わ
れ
て
い
る
ア
ー
ヘ
ン
の
小
人
も
同
族
。

 
乳ク

リ
ー
ム脂

壺　

Rahm
topf.　

ク
リ
ー
ム
を
採
る
た
め
の
壺
で
あ
る
が
、
搾
っ
た
ミ
ル
ク
を
湛
え
て
お
け
ば
、
何
も
し
な
く
て
も
上
澄
み
に
ク
リ
ー
ム
が
生
成
す

る
。
こ
う
し
て
で
き
た
ク
リ
ー
ム
を
攪
拌
な
い
し
振
盪
す
れ
ば
バ
タ
ー
と
な
る
（
そ
の
際
分
離
す
る
、
酸
味
を
帯
び
た
水
状
の
も
の
は
乳
清
＝
伝
統
的
バ

タ
ミ
ル
ク
）。

 

キ
ー
ル
ク
ロ
プ
フ　

K
ielkropf.　

語
源
不
詳
。
と
り
わ
け
北
ド
イ
ツ
お
よ
び
中
部
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
取ヴ

ェ
ク
セ
ル
バ
ル
ク

替
え
子
」
の
呼
称
。,Chelckropf ,

・,Chelchropf , 

・,K
ielkopf , 

な
ど
と
も
。

 

草
毟む

し

り
女　

Jatrin.　
,Jätrin

,

（「
草
取
り
す
る
」jäten

女
）
と
解
釈
し
た
。
中
・
近
世
の
い
わ
ゆ
る
ジ
プ
シ
ー
、
す
な
わ
ち
ロ
マ
族
は
全
く
定
職
を
持
た

な
か
っ
た
の
で
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
不
定
期
の
、
い
わ
ば
半
端
仕
事
で
あ
る
畑
の
雑
草
取
り
に
も
携
わ
っ
て
農
民
か
ら
僅
か
な
賃
銭
を
貰
い
、
市
町
村

の
定
住
者
た
ち
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
、
と
類
推
。
た
だ
し
、
確
信
は
な
い
。
ご
高
教
を
俟
つ
。

 

ハ
ー
ダ
ー
ス
レ
ー
ベ
ン　

H
adersleben.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
ユ
ラ
ン
半
島
南
部
に
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
の
都
市
ハ
ー

ダ
ー
ス
レ
ウH

aderslev 

の
こ
と
。

 

イ
ェ
ー
デ
ル
プ　

Jäderup.　

未
詳
。
イ
ェ
ー
デ
ロ
プJøderup 

で
は
あ
ろ
う
が
。

 

ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
市　

Stadt Lauenburg.　

ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
・
ア
ン
・
デ
ア
・
エ
ル
ベ
（
エ
ル
ベ
河
畔
の
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
）Lauenburg an der 

Elbe

。
現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
ヘ
ア
ツ
ォ
ー
ク
ト
ゥ
ー
ム
・
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
郡
。
同
州
最
南
の
都
市
。
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
公
国

の
元
首
邑
。
や
は
り
エ
ル
ベ
河
畔
の
ド
イ
ツ
の
大
都
市
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
南
東
四
〇
キ
ロ
に
あ
る
。

 

ベ
ー
ケ
ン
村 D

orf Böken.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
ボ
ー
ケ
ンBoken

（
後
の
ビ
ュ
ー
ヒ
ェ
ンBüchen

）
の
こ
と
。
現

在
ヘ
ア
ツ
ォ
ー
ク
ト
ゥ
ー
ム
・
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
郡
の
自
治
体
ビ
ュ
ー
ヒ
ェ
ン
の
一
部
。
ボ
ー
ケ
ン
は
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
公
国
の
中
央
に
位
置
し
た
た
め
、

中
世
既
に
公
国
の
騎
士
集
会
地
。
な
お
、
壮
麗
な
聖
母
マ
リ
ア
教
会
（
一
二
〇
〇
年
頃
建
立
）
と
聖
母
像
が
あ
る
有
名
な
巡
礼
地
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
聖
母
像
は
三
十
年
戦
争
の
折
行
方
不
明
と
な
り
、
戦
争
後
ボ
ー
ケ
ン
は
巡
礼
地
で
も
な
く
な
っ
た
。

 

帽　

M
etze.　

こ
の
訳
は
類
推
に
過
ぎ
な
い
。
ご
高
教
を
俟
つ
。

 

キ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
、
ど
こ
さ
行え

ぐ
。　

K
ielkropp, w

o w
ullt du hen?　

こ
こ
で
は,K

ielkropf , 

で
は
な
く ,K

ielkropp

, 

と
綴
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ

の
発
音
に
近
似
す
る
片
仮
名
表
記
に
し
た
。

 

お
ら
が
す
く
す
く
育
つ
よ
に
／
目
方
量
っ
て
も
ら
い
に
行え

ぐ
だ
。　

Ik w
ill m

y laten w
egen, / D

at ik sal gedegen.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
迂
闊
な

せ
い
か
、
彼
が
拠
っ
た
資
料
の
欠
落
の
せ
い
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
で
は
意
味
不
通
。
成
長
に
問
題
が
あ
る
幼
児
は
、
あ
り
が
た
い
巡
礼
地
に
連
れ
て

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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行
き
、
体
重
を
量
っ
て
も
ら
う
と
、
何
か
霊
験
が
示
さ
れ
る
、
と
の
信
仰
が
前
段
で
示
さ
れ
て
い
な
い
と
困
る
。

 
し
ゃ
べ
れ
る
ん
だ
ら
、
こ
の
化
け
物
、
／
来
た
と
こ
へ
ま
た
失
せ
る
が
え
え
。　

K
annstu nun spräken, du U

ndeert, / D
enn ga dorhen, w

o 
du ,t hast geleert!　

訳
は
類
推
。
ご
高
教
を
俟
つ
。

 

ほ
と
ん
ど
同
じ
話　

Eine fast gleiche Sage.　

Ｄ
Ｓ
八
三
に
詳
し
い
。

 

ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト　

H
alberstadt.　

中
部
ド
イ
ツ
、
現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
の
都
市
。
中
世
ハ
ン
ザ
同
盟
に
所
属
し
て
繁
栄
、
司
教
座
も
置

か
れ
て
い
た
。

 

ハ
ッ
ケ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト　

H
ackelstadt.　

未
詳
。
Ｄ
Ｓ
八
三
で
は
「
ヘ0

ッ
ケ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
」H

eckelstadt 

と
あ
る
。
こ
れ
も
未
詳
。
ご
高
教
を
俟
つ
。

 

お
い
ら
、
ハ
ッ
ケ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
（
巡
礼
地
だ
っ
た
）
の
、
／
我
ら
が
聖
母
の
と
こ
へ
行
き
、
目
方
量
っ
て
も
ら
う
だ
よ
。
／
お
い
ら
が
ち
ゃ
ん
と
育
つ

よ
に
。　

Ik w
ell gen H

ackelstadt / 

（w
ohin eine W

allfahrt w
ar

） / to unser leven Fruggen und m
i laten w

igen, / dat ik m
öge 

geddigen.　

括
弧
内
は
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
注
で
あ
る
。

 

小
悪
魔
ど
も　

die kleinen T
eufel.　

橋
の
下
の
水
の
中
か
ら
キ
ー
ル
ク
ロ
プ
フ
に
声
を
掛
け
た
の
と
、
農
夫
に
橋
の
上
か
ら
投
げ
込
ま
れ
た
の
と
、
二

匹
の
小
さ
い
悪
魔
ど
も
。
つ
ま
り
こ
の
伝
説
で
は
、
キ
ー
ル
ク
ロ
プ
フ
は
悪
魔
の
子
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
。

 

ニ
ッ
セ　

N
isse.　

ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
で
ニ
ッ
セnisse

（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
南
部
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
）
と
呼
ば
れ
る
口
承
文
芸
登
場
形
態

の
仲
間
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
家
の
精
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
小
妖
精
・
小
人
的
存
在
ト
ム
テtom

te 

は
こ
れ
）
で
あ
る
。,nisse , 

は 

ニ
ー
ル
ス

N
ils

の
縮
小
形
で 

ニ
コ
ラ
ウ
スN

icolaus

・
ニ
ク
ラ
スN

iclas

を
表
し
、
宗
教
改
革
後
に
ド
イ
ツ
か
ら
入
っ
て
来
た
、
と
の
説
明
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
辞
典

に
あ
る
、
と
の
ご
高
教
を
識
者
か
ら
受
け
た
が
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
水
の
精
ニ
ク
スN

ix 

・
ニ
ク
セN

ixe 

と
の
語
源
的
繋
が
り
は
な
い
の
か
ど
う
か
、
訳
者

に
は
不
明
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
五
二
注
「
ニ
ク
ス
」
を
も
参
照
。

 

ク
ラ
バ
ウ
タ
ー
小マ

ネ
ケ
ン人　

K
labouterm

anneken.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
五
一
参
照
。

 

家ハ
イ
ム
ヒ
ェ
ン

小
人　

H
eim

chen.　
「
ハ
イ
ム
」H

eim
 

は
英
語
の ,hom

e , 
に
当
た
る
。

 

下ク
ネ
ヒ
ト
・僕

ル
プ
レ
ヒ
ト　

 K
necht Rupprecht.　

北
部
お
よ
び
中
部
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
十
二
月
六
日
（「
ニ
コ
ラ
ウ
ス
の
日
」N

ikolaustag

）
の
前
の
晩
、

聖
者
ニ
コ
ラ
ウ
ス
の
お
伴
・
助
手
と
し
て
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
を
家
に
訪
問
す
る
の
が
下ク

ネ
ヒ
ト
・僕

ル
プ
レ
ヒ
ト
（
普
通 ,Ruprecht , 

と
綴
る
）。
こ
れ
は
優
し

い
前
者
と
対
照
的
に
怖
い
。
一
般
に
褐
色
な
い
し
黒
の
長
袖
・
長
裾
・
頭
巾
つ
き
の
衣
を
纏
い
、
髭
を
生
や
し
、
帯
に
笞
を
差
し
、
贈
り
物
（
蜜
柑
、
胡
桃
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
蜂レ

ー

プ

ク

ー

ヘ

ン

蜜
胡
椒
入
り
焼
き
菓
子
な
ど
）
を
入
れ
た
籠
を
背
負
っ
て
い
る
。
昔
は
─
─
地
域
に
よ
っ
て
は
現
在
で
も
─
─
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
の
毛

皮
を
被
り
、
場
合
に
よ
り
角
を
生
や
す
。「
悪
い
子
」
を
脅
す
役
割
。
日
本
の
秋
田
地
方
の
「
な
ま
は
げ
」
を
連
想
さ
せ
る
存
在
。

 

ニ
ス　

N
iß.　

前
出 ,N

isse , 

に
同
じ
。

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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フ
レ
ン
ス
ブ
ル
ク　

Frensburg.　

バ
ル
ト
海
の
入
江
に
臨
む
港
湾
都
市
。
現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
の
北
端
、
デ
ン
マ
ー
ク
王
国

と
の
国
境
に
位
置
す
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
語
で
は
フ
レ
ン
ス
ボ
ーFlensborg

。

 
ア
ル
ラ
ウ
ン
お
よ
び
絞ガ

ル
ゲ
ン
メ
ン
ラ
イ
ン

首
台
の
小
人　
　

A
lraun und Galgenm

ännlein.　

こ
の
場
合
、
同
一
の
も
の
を
指
し
て
い
る
、
と
見
な
し
て
よ
か
ろ
う
。
い

ず
れ
も
男
性
形
。「
ア
ル
ラ
ウ
ン
」
の
女
性
形
は
「
ア
ル
ラ
ウ
ネ
」A

lraune

。

  

　

マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
（
茄
子
科
マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
属
）
と
い
う
植
物
が
あ
る
（
因
み
に
仏
典
に
あ
る
天
界
の
花
「
曼ま

ん
だ
ら
げ

陀
羅
華
」
は
こ
れ
と
は
無
関
係
の
よ
う
だ
。

ま
た
時
と
し
て
こ
の
語
を
当
て
ら
れ
る「
朝
鮮
朝
顔
」は
か
つ
て
華
岡
青
州
が
麻
酔
剤
の
原
料
に
も
使
っ
た
毒
草
だ
が
、こ
れ
は
同
じ
茄
子
科
で
も
属
は
チ
ョ

ウ
セ
ン
ア
サ
ガ
オ
属
）。
三
種
あ
る
が
、
た
と
え
ば
学
名M

andragora offi
cinarum

 L.

は
地
中
海
域
か
ら
中
国
西
部
に
掛
け
て
自
生
す
る
。
こ
の
多
年

草
は
ペ
ル
シ
ア
語
マ
ル
ド
ム
＝
ギ
ア
（
男
の
草
）、
ま
た
は
メ
ー
ル
＝
エ
＝
ゴ
ア
（
愛
の
草
）
が
語
源
と
の
こ
と
。
同
科
の
ベ
ラ
ド
ン
ナ
、
ヒ
ヨ
ス
同
様
種

種
の
ソ
ラ
ニ
ン
系
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
を
含
み
、
強
毒
性
。
尤
も
ニ
ッ
コ
ロ
・
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
戯
曲
で
は
受
胎
促
進
剤
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
し
、
旧
約

聖
書
に
出
る
「
恋こ

い
な
す茄

」「
恋
な
す
び
」（
ル
タ
ー
訳
ド
イ
ツ
語
聖
書
で
は
「
愛
の
林
檎
」Liebesapfel

）
が
マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
な
ら
、
や
は
り
、
子
授
け
・
催

淫
の
薬
効
が
あ
る
、
と
の
設
定
と
解
釈
で
き
る
文
脈
に
お
い
て
で
あ
る
（
創
世
記
三
〇
章
一
四
─
一
七
節
）。
実
際
に
は
、
エ
ジ
プ
ト
、
ギ
リ
シ
ア
、
ペ
ル

シ
ア
、
ロ
ー
マ
の
古
代
社
会
に
お
い
て
は
、
鎮
痛
剤
、
催
眠
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
多
く
は
根
を
磨
り
潰
し
て
絞
り
、
得
た
汁
を
ワ
イ
ン
あ
る
い
は
水

に
混
ぜ
て
服
用
し
た
。
し
か
し
量
が
過
ぎ
れ
ば
意
識
錯
乱
・
混
濁
を
招
く
の
で
、
随
分
危
険
な
代
物
だ
っ
た
。
ド
イ
ツ
人
は
マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
を
、
あ
る
い

は
彼
ら
が
そ
う
思
っ
た
も
の
を
ア
ル
ラ
ウ
ン
／
ア
ル
ラ
ウ
ネ
と
呼
ん
だ
。
た
だ
し
、
古
高
ド
イ
ツ
語
の ,alaruna , 

は
女
性
の
家コ

ー
ボ
ル
ト

の
精
に
対
す
る
固
有
名
詞

で
、
ゴ
ー
ト
語
の ,runa , 

（
神
秘
）、
古
高
ド
イ
ツ
語
の ,runen

, 

（
ひ
そ
や
か
に
囁
き
掛
け
る
）
か
ら
出
て
い
る
、
と
思
わ
れ
る
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
使

用
法
を
誤
れ
ば
恐
ろ
し
い
、
し
か
し
、
霊
妙
な
効
能
が
あ
る
、
と
見
な
さ
れ
て
い
る
薬
草
と
、
人
間
に
す
こ
ぶ
る
役
立
っ
て
く
れ
る
家コ

ー
ボ
ル
ト

の
精
と
の
結
び
付

き
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
民
間
信
仰
の
中
で
ど
の
よ
う
に
発
展
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

 

　

次
に
訳
出
す
る
Ｄ
Ｓ
八
四
「
ア
ル
ラ
ウ
ン
」D

er A
lraun 

に
は
民
間
信
仰
の
形
成
を
考
え
る
上
で
啓
発
さ
れ
る
点
が
少
な
く
な
い
。
な
お
、
ベ
ヒ
シ
ュ

タ
イ
ン
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
に
お
い
て
、
一
八
二
「
ア
レ
リ
ュ
ン
ケ
ン
」
以
外 

「
ア
ル
ラ
ウ
ン
」
な
い
し
「
絞ガ

ル
ゲ
ン
メ
ン
ラ
イ
ン

首
台
の
小
人
」
の
伝
説
を
独
立
し
た
形
で
語
っ
て
い

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
訳
者
は
こ
の
有
名
な
伝
説
登
場
形
態Sagengestalt

を
Ｄ
Ｓ
の
そ
れ
に
基
づ
き
、
注
の
形
で
紹
介
し
て
お
こ
う
と
思
う
。

 

　

Ｄ
Ｓ
八
四　

ア
ル
ラ
ウ
ン

 

　

こ
う
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
先
祖
代
代
ど
ろ
ぼ
う
を
生な

り
わ
い業

と
し
て
来
た
一
族
の
出
で
、
盗
み
を
す
る
よ
う
生
ま
れ
つ
い
た
か
、
あ
る
い
は
そ
の
母
親
が
、

彼
を
身
籠
も
っ
て
い
た
時
、
盗
み
を
は
た
ら
く
か
、
少
な
く
と
も
人
様
の
も
の
を
取
り
た
く
て
堪
ら
な
か
っ
た
か
し
た
、
申
さ
ば
天
性
の
盗
人
（
ま
た
一

説
に
よ
れ
ば
、
無
実
潔
白
な
身
で
あ
っ
て
も
、
拷
問
に
か
け
ら
れ
て
、
盗
み
を
し
た
、
と
白
状
し
た
者
）
で
、
ま
だ
女
性
を
知
ら
ぬ
若
者
が
、
絞
首
台
に

）（（（（）（（（（
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吊
さ
れ
て
尿
を
垂
れ
流
し
た
ら
、（
ア
ル
イ
ハ
地
ニ
ソ
ノ
精
ヲ
漏
ラ
サ
バaut sperm

a in terram
 effundit

）、
そ
の
場
所
に
「
ア
ル
ラ
ウ
ン
」
な
い
し

「
絞ガ

ル
ゲ
ン
メ
ン
ラ
イ
ン

首
台
の
小
人
」
が
生
え
る
。
こ
の
草
は
上
部
に
幾
枚
か
の
幅
広
い
葉
と
幾
つ
か
の
黄
色
い
花
を
つ
け
る
。
こ
れ
を
掘
り
取
る
の
は
極
め
て
危
険
で
あ
る
。

な
に
し
ろ
引
き
抜
か
れ
る
際
、
恐
ろ
し
い
声
で
呻
き
、
泣
き
叫
ぶ
の
で
、
掘
り
出
し
て
い
る
者
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
死
ん
で
し
ま
う
の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
首

尾
良
く
手
に
入
れ
る
に
は
こ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
金
曜
日
の
夜
明
け
前
、
あ
ら
か
じ
め
綿
、
蠟
、
瀝ピ

ッ
チ青

な
ど
で
耳
に
栓
を
ほ
ど
こ
し
、
真
っ
黒
な

犬
─
─
体
に
斑
点
一
つ
あ
っ
て
も
い
け
な
い
─
─
を
一
頭
連
れ
て
出
掛
け
、
ア
ル
ラ
ウ
ン
の
上
で
三
度
十
字
を
切
っ
て
か
ら
、
そ
の
周
り
の
土
を
ぐ
る
り

と
掘
り
返
し
、
根
が
細
い
根
毛
で
よ
う
や
っ
と
大
地
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
に
ま
で
す
る
。
さ
れ
そ
れ
か
ら
根
と
犬
の
尻
尾
を
紐
で
結
び
、
犬
に

麵パ

ン麭
切
れ
を
見
せ
び
ら
か
し
な
が
ら
、
急
い
で
走
り
出
す
の
だ
。
犬
は
麵パ

ン麭
欲
し
さ
に
後
を
追
い
、
根
を
引
き
抜
く
が
、
ア
ル
ラ
ウ
ン
の
絶
叫
の
衝
撃
で

す
ぐ
さ
ま
倒
れ
て
死
ん
で
し
ま
う
。
こ
の
後
根
を
取
り
上
げ
、
赤
葡ワ

イ

ン
萄
酒
で
洗
い
清
め
、
紅
白
だ
ん
だ
ら
の
絹
布
で
く
る
み
、
小
箱
の
中
に
寝
か
せ
、
毎

金
曜
日
に
湯
浴
み
を
さ
せ
、
新
月
の
た
び
に
新
し
い
下
着
を
着
せ
て
や
る
。
す
る
と
ア
ル
ラ
ウ
ン
は
、
訊
ね
ら
れ
る
こ
と
に
返
答
を
し
、
家
内
安
全
、
商

売
繁
盛
に
な
る
よ
う
、
先
先
の
こ
と
や
人
の
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ
こ
と
を
告
げ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
以
来
所
有
者
は
向
か
う
と
こ
ろ
敵
な
し
、
決
し
て
貧

し
く
な
ら
な
い
。
子
ど
も
が
い
な
け
れ
ば
、
や
が
て
子
宝
に
恵
ま
れ
る
。
夜
分
ア
ル
ラ
ウ
ン
の
傍
に
貨
幣
を
一
枚
置
い
て
お
く
と
、
朝
方
に
は
二
倍
に
な
っ

て
い
る
。
も
っ
と
も
、
ア
ル
ラ
ウ
ン
に
末
永
く
奉
仕
し
て
も
ら
い
た
い
、
ア
ル
ラ
ウ
ン
が
衰
え
た
り
死
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
用
心
し
た
い
、
と
言
う
な
ら
、

過
大
な
負
担
を
掛
け
な
い
こ
と
で
あ
る
。
半
タ
ー
ラ
ー
銀
貨
な
ら
欲
を
か
い
て
毎
晩
置
い
て
も
よ
か
ろ
う
。
最
高
で
ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
金
貨
一
枚
─
─
だ
が

こ
れ
は
ご
く
た
ま
の
こ
と
と
し
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
や
っ
て
は
い
け
な
い
。

 

　

絞ガ
ル
ゲ
ン
メ
ン
ラ
イ
ン

首
台
の
小
人
の
所
有
者
が
死
ん
だ
場
合
は
、
一
番
末
の
息
子
が
こ
れ
を
相
続
す
る
。
た
だ
し
、
柩
の
中
に
は
父
親
の
亡
骸
に
添
え
て
、
麵パ

ン麭
一
片
、
貨

幣
一
枚
を
入
れ
、
一
緒
に
埋
葬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
相
続
人
が
父
親
に
先
立
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
ア
ル
ラ
ウ
ン
は
一
番
上
の
息
子
の

所
有
に
帰
す
る
。
し
か
し
、
末
息
子
の
亡
骸
は
や
は
り
同
様
に
、
麵パ

ン麭
と
貨
幣
を
添
え
て
埋
葬
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

 

　

こ
れ
は
南
西
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ヴ
ァ
ル
ト
の
話
。

 

　

ア
ル
ラ
ウ
ン
の
掘
り
出
し
か
た
に
つ
い
て
は
、
既
に
古
代
か
ら
民
間
信
仰
上
の
常
識
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
紀
元
三
七
年
生
ま
れ
の
ユ
ダ
ヤ
人
歴
史
家
フ

ラ
ウ
ィ
ウ
ス
・
ヨ
セ
フ
ス
著
・
秦
剛
平
訳
『
ユ
ダ
ヤ
戦
記
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
二
）
第
七
巻
六
章
三
節
に
、
や
は
り
犬
を
用
い
て

人
間
の
身
代
わ
り
に
す
る
し
だ
い
が
記
さ
れ
て
い
る
。

 

　

し
か
し
、
Ｄ
Ｓ
の
「
ア
ル
ラ
ウ
ン
」
に
は
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
触
れ
て
い
る
よ
う
な
特
性
、
す
な
わ
ち
、
転
売
す
る
際
買
っ
た
時
の
価
格
よ
り
必
ず

安
い
値
段
で
売
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
所
持
し
た
ま
ま
死
ぬ
と
連
れ
だ
っ
て
地
獄
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
は
毛
頭
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
Ｄ
Ｓ
八
五
「
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
リ
ス
」Spilitus fam

iliaris 

で
扱
わ
れ
て
い
る
一
種
の
小
悪
魔
の
所
有
者
が
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
二
大
条
件
な
の
で
あ
る
。
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
リ
ス
に
つ
い
て
は
次
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。

 

ス
ピ
リ
ト
ゥ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
リ
ス　

Spilitus fam
iliaris. 　

ラ
テ
ン
語
。「
纏
わ
り
つ
く
精
」
く
ら
い
の
意
か
。
Ｄ
Ｓ
の
英
訳
者
Ｄ
・
ウ
ォ
ー
ドD

r. 
D

onald W
ard 

は
こ
れ
に ,fam

iliar of sorcerers , 

〔
妖
術
師
の
フ
ァ
ミ
リ
ア
〕
の
語
を
当
て
て
い
る
が
、,fam

iliar , 

は
魔
女
や
妖
術
師
が
身
近
に
置
い

て
仕
事
を
手
伝
わ
せ
る
小
動
物
（
猫
、
犬
の
よ
う
な
小
家
畜
、
あ
る
い
は
鼠
、
梟
、
蛙
な
ど
。
こ
れ
ら
が
壜
に
入
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
、
と
思
う
）
で
、

魔
女
や
妖
術
師
の
家
の
精
で
あ
る
と
も
、
彼
ら
が
契
約
を
結
ん
だ
悪
魔
の
名
代
で
あ
る
と
も
説
明
さ
れ
る
「
使
い
魔
」fam

iliar spirit

の
こ
と
だ
か
ら
、

ま
こ
と
に
誤
解
を
招
き
易
い
。
Ｄ
Ｓ
の
該
当
伝
説
を
読
め
ば
分
明
な
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
ド
イ
ツ
語
圏
で
の
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
リ
ス
は
た

だ
ち
に
魔
女
・
妖
術
師
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
存
在
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、ご
く
普
通
の
人
間
が
う
っ
か
り
手
に
入
れ
る
羽
目
に
な
っ
て
悩
む
も
の
。
ま
た
「
家

の
精
」
と
邦
訳
す
る
と
コ
ー
ボ
ル
ト
と
混
同
さ
れ
る
。
あ
え
て
邦
語
の
試
訳
を
示
さ
ず
に
ラ
テ
ン
語
を
片
仮
名
表
記
す
る
に
留
め
た
所
以
で
あ
る
。

 

　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
で
「
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
リ
ス
」
の
伝
説
を
独
立
し
た
形
で
語
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
訳
者
は
こ
の
極
め

て
興
味
深
い
伝
説
登
場
形
態
を
や
は
り
Ｄ
Ｓ
の
そ
れ
に
基
づ
き
、
注
の
形
で
紹
介
し
て
お
く
。

 

　

Ｄ
Ｓ
八
五　
「
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
リ
ス
」

 

　

こ
れ
は
普
通
ぴ
っ
ち
り
栓
を
し
た
硝ガ

ラ
ス子

の
小こ

び
ん壜

の
中
に
し
ま
わ
れ
て
お
り
、
見
た
と
こ
ろ
蜘く

も蛛
と
も
蠍さ

そ
り

と
も
つ
か
ぬ
恰か

っ
こ
う好

で
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
動
き

回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
分
を
買
っ
た
者
か
ら
決
し
て
離
れ
な
い
。
壜
を
ど
こ
に
置
き
去
り
に
し
よ
う
と
、
い
つ
も
ひ
と
り
で
に
持
ち
主
の
許も

と

に
戻
っ

て
来
る
。
こ
れ
は
大
層
な
幸
運
を
齎も

た
ら

し
、隠
さ
れ
て
い
る
数
数
の
財
宝
の
在あ

り
か処

を
明
か
し
て
の
け
る
し
、味
方
に
は
好
か
れ
、敵
か
ら
は
恐
れ
ら
れ
る
よ
う
、

ま
た
戦
に
際
し
て
は
金こ

ん
ご
う
ふ
え

剛
不
壊
の
体
に
し
て
く
れ
る
の
で
持
ち
主
は
百
戦
百
勝
、
そ
の
上
逮
捕
さ
れ
た
り
、
牢
獄
に
入
れ
ら
れ
た
り
せ
ぬ
よ
う
守
っ
て
も

く
れ
る
。
絞ガ

ル
ゲ
ン
メ
ン
ラ
イ
ン

首
台
の
小
人
の
よ
う
に
、
な
に
く
れ
と
な
く
気
を
遣
い
、
湯
浴
み
を
さ
せ
た
り
、
着
替
え
を
さ
せ
た
り
す
る
必
要
は
な
い
。

 

　

た
だ
し
、
死
ぬ
ま
で
身
に
つ
け
て
い
る
と
、
連
れ
だ
っ
て
地
獄
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
持
ち
主
は
転
売
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
だ
ん
だ

ん
安
く
売
る
し
か
手
が
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
最
少
額
の
貨
幣
で
こ
れ
を
買
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
人
間
が
最
後
に
取
り
残
さ
れ
る
わ
け
。

 

　

あ
る
兵
士
だ
が
、
こ
れ
を
ク
ロ
ー
ネ
銅
貨
一
枚
払
っ
て
買
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
剣け

ん
の
ん呑

な
お
客
さ
ん
だ
と
気
づ
き
、
前
の
所
有
者
の
足
許
に
投
げ
つ
け
、

す
た
こ
ら
さ
っ
さ
と
逃
げ
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
う
ち
に
着
く
と
、
ち
ゃ
ん
と
衣ポ

ケ
ッ
ト囊

の
中
に
入
っ
て
い
た
。
で
、
い
た
し
か
た
な
く
ド
ナ
ウ
の
流
れ
に
投

げ
込
ん
だ
。　

 

　

ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
で
博
労
と
車
力
〔
＝
馬
車
運
送
業
者
〕
を
稼
業
に
し
て
い
る
男
が
、
名
の
聞
こ
え
た
あ
る
ド
イ
ツ
の
都
市
へ
出
掛
け
た
こ
と
が
あ
る
。

馬
た
ち
は
道
中
大
変
難
渋
し
た
た
め
、
市
門
の
と
こ
ろ
で
一
頭
斃た

お

れ
、
旅は

た
ご籠

で
一
頭
斃
れ
、
何
日
も
経
た
な
い
う
ち
に
残
り
の
六
頭
も
全
部
死
ん
で
し
ま
っ

た
。
車
力
は
ど
う
に
も
こ
う
に
も
足あ

が掻
き
が
つ
か
ず
、
町
中
を
う
ろ
つ
き
回
っ
て
、
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た
身
の
上
を
だ
れ
か
れ
と
な
く
訴
え
た
。
こ
う
し
た

）（（（（
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折
も
折
、
別
の
車
力
に
出
く
わ
し
た
の
で
、
こ
の
惨
め
な
話
を
縷る

る縷
物
語
っ
た
と
こ
ろ
、
相
手
が
言
う
に
は
「
心
配
す
る
こ
た
あ
ね
え
。
お
ら
あ
、
お
め

え
に
ひ
と
つ
う
ま
い
手
を
教
え
て
や
ろ
う
。
あ
り
が
て
え
と
思
っ
て
く
ん
な
」。
ど
う
せ
好
い
加
減
な
嬉
し
が
ら
せ
だ
ろ
う
、と
博
労
は
ぼ
や
く
。「
そ
う
じ
ゃ

あ
ね
え
っ
て
ば
、
兄き

ょ
う
で
え弟

。
お
め
え
、
大
丈
夫
、
浮
か
び
上
が
る
と
も
さ
。
あ
す
こ
に
あ
る
あ
の
家
に
入
っ
て
っ
て
な
、
こ
れ
こ
れ
と
い
う
組
合
は
ご
ざ
ん

せ
ん
か
、
と
訊き

い
て
み
な
。
で
、
そ
の
連
中
に
お
め
え
の
災
難
て
の
を
話
し
て
よ
、
お
助
け
く
だ
さ
い
、
っ
て
頼
む
ん
だ
」。
博
労
は
こ
の
勧
め
に
従
い
、

言
わ
れ
た
家
へ
行
き
、
出
て
来
た
男
の
子
に
そ
の
組
合
の
こ
と
を
訊た

ず

ね
た
。
し
ば
ら
く
待
っ
て
い
る
と
、
よ
う
や
く
少
年
が
戻
り
、
一
室
に
案
内
し
て
扉

を
開
い
た
。
中
で
は
数
人
の
老
人
た
ち
が
一
つ
の
円
卓
を
囲
ん
で
坐
っ
て
い
た
。
老
人
た
ち
は
博
労
に
名
指
し
で
語
り
掛
け
、
こ
う
言
っ
た
も
の
だ
。「
お

ぬ
し
は
、
八
頭
の
馬
に
斃
れ
ら
れ
て
し
も
う
て
、
す
っ
か
り
打
ち
の
め
さ
れ
と
る
。
そ
れ
で
、
お
ぬ
し
の
商
売
仲
間
の
一
人
の
勧
め
で
、
わ
し
ら
の
と
こ

ろ
へ
、
な
ん
と
か
助
け
て
も
ら
え
ま
い
か
、
と
来
た
ち
ゅ
う
わ
け
だ
の
。
望
み
は
叶か

な

え
て
進
ぜ
よ
う
」。
博
労
は
、
他
の
小
卓テ

ー
ブ
ル子

に
坐
っ
て
い
る
よ
う
に
、

と
言
わ
れ
た
が
、ほ
ん
の
数
分
す
る
と
、老
人
た
ち
は
彼
に
小
箱
を
一
つ
手
渡
し
て
、こ
う
告
げ
た
。「
こ
れ
を
肌
身
離
さ
ず
持
っ
て
い
な
さ
れ
。
そ
う
す
り
ゃ

お
ぬ
し
は
こ
れ
か
ら
ず
ん
ず
ん
金
持
ち
に
な
る
。
し
た
が
、
ま
た
貧
乏
に
な
り
た
く
な
け
り
ゃ
、
ゆ
め
ゆ
め
箱
を
開
け
る
で
な
い
ぞ
よ
」。
博
労
は
、
箱
の

代
償
と
し
て
何
を
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
、
と
訊
い
て
み
た
が
、
男
た
ち
が
要
求
し
た
の
は
た
だ
、
彼
が
自
分
の
名
前
を
一
冊
の
大
き
な
帳
簿
に
記

入
す
る
こ
と
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
際
彼
は
手
を
持
ち
添
え
て
も
ら
っ
た
〔
無
筆
だ
っ
た
の
で
あ
る
〕。
博
労
は
暇い

と
ま

を
告
げ
た
が
、
そ
の
家
か
ら
一
歩
出
た

途
端
、
ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
金
貨
が
三
百
枚
詰
ま
っ
た
財
布
を
拾
い
、
そ
の
金
で
馬
を
九
頭
買
い
込
ん
だ
。
市
を
出
立
す
る
前
に
は
、
九
頭
の
馬
を
預
け
て
お

い
た
厩う

ま
や

の
中
で
、
古
い
タ
ー
ラ
ー
銀
貨
が
ざ
く
ざ
く
入
っ
た
大
き
な
壺
も
見
つ
か
っ
た
。
さ
て
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
は
、
行
く
先
先
で
、
例
の
小
箱
を

地
べ
た
に
据
え
る
と
、
だ
れ
か
が
落
と
し
た
と
か
昔
隠
さ
れ
た
か
し
た
金
が
埋
ま
っ
て
い
る
場
所
か
ら
、
き
ら
き
ら
輝
き
が
漏
れ
る
の
で
、
楽
楽
と
そ
れ

を
掘
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
か
く
し
て
博
労
は
盗
み
も
人
殺
し
も
せ
ず
に
莫
大
な
金
銀
財
宝
を
掻か

き
集
め
た
の
で
あ
る
。

 

　

博
労
の
女
房
は
、
亭
主
か
ら
こ
と
の
し
だ
い
を
聞
か
さ
れ
る
と
、
び
っ
く
り
仰
天
、「
厭い

や

な
代
物
を
受
け
取
っ
ち
ま
っ
た
ね
え
。
そ
ん
な
ご
禁
制
の
品
で

裕
福
に
な
る
な
ん
て
、
神
様
の
思
し
召
し
に
叶
わ
な
い
よ
。
汝な

ん
じ

は
面か

お

に
汗
し
て
食
物
を
食
う
べ
し
、
と
御み

こ
と
ば詞

に
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
。
お
ま
え
さ
ん
の
後

生
の
た
め
に
、
お
願
い
だ
か
ら
、
そ
の
町
に
引
っ
返
し
て
、
小
箱
を
組
合
の
人
に
渡
し
て
お
い
で
な
」
と
か
き
く
ど
い
た
。
こ
う
言
わ
れ
た
夫
は
そ
の
気

に
な
っ
て
腹
を
決
め
、
返
納
し
よ
う
と
、
下
僕
の
一
人
に
小
箱
を
持
た
せ
て
使
い
に
出
し
た
。
下
僕
は
そ
れ
を
持
ち
帰
り
、
お
っ
し
ゃ
る
組
合
と
い
う
の

は
も
う
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
今
ど
こ
に
あ
る
か
知
っ
て
る
人
も
お
り
ま
せ
ん
、
と
報
告
し
た
。
そ
の
後
妻
が
、
夫
は
小
箱
を
ど
こ
に
置
い
て
い

る
の
か
、
と
鵜う

の
目
鷹た

か

の
目
で
見
張
っ
て
い
る
と
、
穿は

い
て
い
る
股も

も
ひ
き引

の
帯
に
特
別
自
分
で
こ
し
ら
え
た
小
さ
な
隠
し
衣ポ

ケ
ッ
ト囊

の
中
へ
し
ま
い
こ
ん
で
い
る

の
に
気
づ
い
た
。
あ
る
夜
起
き
上
が
っ
た
妻
は
、
そ
れ
を
引
っ
張
り
出
し
て
開
い
た
。
す
る
と
一
匹
の
黒
い
蠅は

え

が
ぶ
う
ん
と
唸う

な

っ
て
飛
び
出
し
、
窓
か
ら

ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
妻
は
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
や
ら
一
向
気
に
懸
け
ず
、
ま
た
蓋
を
す
る
と
、
元
の
場
所
に
戻
し
て
お
い
た
。
だ
が
し
か
し
、

こ
の
時
か
ら
そ
れ
ま
で
の
幸
運
は
な
ん
と
も
厳
し
い
悲
運
に
一
変
、
馬
た
ち
は
ば
た
ば
た
倒
れ
る
、
あ
る
い
は
盗
ま
れ
る
、
穀
物
は
畑
で
腐
る
、
家
屋
敷
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は
三
度
も
丸
焼
け
に
な
る
と
い
う
始
末
。
せ
っ
か
く
積
ん
だ
財
産
も
見
る
見
る
う
ち
に
雲
散
霧
消
、
男
は
負
債
に
追
わ
れ
、
貧
窮
の
ど
ん
底
に
陥
っ
た
。

そ
こ
で
絶
望
し
き
っ
た
彼
は
、
ま
ず
短
刀
で
女
房
を
殺
し
、
そ
れ
か
ら
我
と
我
が
頭
を
弾
丸
で
撃
ち
抜
い
た
の
で
あ
る
。

 
　

右
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
ど
こ
か
あ
る
地
方
に
口
承
さ
れ
た
も
の
の
採
録
で
は
な
い
。
二
つ
の
印
刷
資
料
を
も
と
と
し
て
、
グ
リ
ム
兄
弟
が
適
当
に
繋
ぎ

合
わ
せ
て
編
集
し
た
こ
と
が
、
兄
弟
の
注
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の
博
労
の
話
は
、
一
七
五
六
年
出
版
の „D

er Leipziger 
A

venturieur ,, 

第
二
部
に
、そ
し
て
、右
冒
頭
の
三
段
落
（「
こ
れ
は
普
通
ぴ
っ
ち
り
栓
を
し
た
」
か
ら
「
ド
ナ
ウ
の
流
れ
に
投
げ
込
ん
だ
。」
ま
で
の
部
分
）

は
Ｈ
・
Ｊ
・
Ｃ
・
ｖ
・
グ
リ
ン
メ
ル
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
著
『
駁
ジ
ン
プ
リ
チ
ウ
ス
、
あ
る
い
は
、
極
め
つ
き
の
女
詐
欺
師
な
ら
び
に
放
浪
者
た
る
ク
ラ
ー
シ
ェ

の
詳
細
に
し
て
世
に
も
珍
し
き
生
涯
の
物
語
』H

ans Jacob Christoffel von Grim
m

elshausen: T
rutz Sim

plex oder A
usführlicche und 

w
underseltsam

e Lebensbeschreibung der E
rzbetrügerin und Landstörzerin Courasche. 1670. 

の
十
八
章
と
二
十
二
章
に
拠
っ
て
い
る
。
邦

訳
あ
り
。
中
田
美
喜
訳
『
放
浪
の
女
ペ
テ
ン
師
ク
ラ
ー
シ
ェ
』（
現
代
思
潮
社
古
典
文
庫
、
現
代
思
潮
社
、
一
九
六
七
）。

 

　

ス
ピ
リ
ト
ゥ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
リ
ス
を
重
要
な
狂
言
回
し
と
し
た
文
学
を
二
つ
挙
げ
て
お
く
。
い
ず
れ
も
こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
け
れ
ん
な
く
素
直
に
採

り
入
れ
て
い
る
。
前
者
の
お
も
し
ろ
さ
は
日
本
江
戸
期
の
読
み
本
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
後
者
の
魅
力
は
洗
練
さ
れ
た
文
章
で
綾
な
さ
れ
る
心
理
描

写
で
あ
る
。
因
み
に
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ソ
ン
は
フ
ケ
ー
の
そ
れ
を
読
ん
で
い
な
か
っ
た
そ
う
な
。

 

　

Ｆ
・
ド
・
ラ
・
モ
ッ
ト
＝
フ
ケ
ー
男
爵
（
一
七
七
七
─
一
八
四
三
）
著
『
ガ
ル
ゲ
ン
メ
ン
ラ
イ
ン
の
物
語
』Friedrich H

einrich K
arl, Freiherr de 

la M
otte-Fouqué: E

ine G
eschichte vom

 G
algenm

ännlein. 1810. 

邦
訳
あ
り
。
深
見
茂
訳
『
地
獄
の
小
鬼
の
物
語
』（
ド
イ
ツ
ロ
マ
ン
派
集
第
五
巻

「
フ
ケ
ー
・
シ
ャ
ミ
ッ
ソ
ー
」、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
三
）。

 

　

Ｒ
・
Ｌ
・
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ソ
ン
（
一
八
五
〇
─
九
四
）
著
『
島
の
夜
咄
』
所
収
「
壜
の
小
鬼
」Robert Louis Stevenson: T

he Bottle Im
p. In: T

he 
Island N

ights E
ntertainm

ents. 1893. 

邦
訳
あ
り
。
中
村
徳
三
郎
訳
『
南
海
千
一
夜
物
語
』
所
収
「
瓶
の
妖
鬼
」（
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、
昭
和
二

十
五
）。

 

　

な
お
、
Ｄ
Ｓ
所
収
の
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の
博
労
の
話
に
感
興
を
そ
そ
ら
れ
た
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
最
大
の
女
流
作
家
Ａ
・
Ｅ
・
ｖ
・
ド
ロ
ス
テ
＝
ヒ
ュ
ル

ス
ホ
フ
女
男
（
＝
男
爵
夫
人
）（
一
七
九
七
─
一
八
四
八
）
は
概
ね
こ
の
話
を
素
材
と
は
し
た
が
、
荒
削
り
の
上
ご
く
短
い
伝
説
を
優
美
・
繊
細
な
譚バ

ラ
ー
デ詩

『
馬

商あ
き
ゅ
う
ど人

の
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
リ
ス
』
に
仕
立
て
上
げ
た
。A

nnette Elisabeth, Freiin von D
roste-H

ülshoff: D
er Spiritus Fam

iliaris 
des R

oßtäuschers. 
 

ジ
ュ
ー
ダ
ー
エ
ン
レ
ー
ベ
ン　

Süderenleben.　

デ
ン
マ
ー
ク
南
部
の
小
都
市
セ
ナ
ー
・
エ
ン
レ
ウSønder Ø

nlev 

の
こ
と
。

 

ゼ
ー
デ
ル
プ　

Söderup.　

デ
ン
マ
ー
ク
南
部
の
村
セ
ー
ゼ
ロ
プSøderup 

の
こ
と
。

）（（（（）（（（（
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ズ
ン
デ
ヴ
ィ
ッ
ト　

Sundew
itt.　

デ
ン
マ
ー
ク
南
部
、
北
ス
レ
ー
ス
ヴ
ィ
東
海
岸
に
突
き
出
た
半
島
ソ
ネ
ヴ
ェ
ズSundeved 

の
こ
と
。

 
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル　

Scheffel.　

穀
量
の
単
位
。
地
方
に
よ
り
異
な
る
。
五
〇
─
一
八
〇
リ
ッ
ト
ル
。

 
南な

ん
き
ん
む
し

京
虫　

W
anzkler.　

普
通 ,W

anze , 

と
綴
る
。
床と

こ
じ
ら
み虱

。
学
名Cim

ex lectularius

。
吸
血
性
の
寄
生
昆
虫
。
刺
咬
さ
れ
る
と
激
し
い
痒
み
を
覚
え
、

こ
の
痒
み
は
刺
咬
痕
と
と
も
に
な
か
な
か
消
え
な
い
。
刺
咬
痕
は
体
質
に
よ
っ
て
膿
ん
だ
り
潰
瘍
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
虫
を
捕
ら
え
る
の
は

難
し
い
が
、
捕
ら
え
て
潰
し
た
後
、
爪
を
嗅
ぐ
と
、
ひ
ど
い
異
臭
が
す
る
。
か
つ
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ア
ジ
ア
で
も
不
潔
な
人
家
・
宿
屋
に
つ
き
も
の

の
実
に
不
快
な
虫
と
し
て
蚤
・
虱
に
倍
し
て
嫌
わ
れ
た
。

 

ア
レ
リ
ュ
ン
ケ
ン　

A
llerünken.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
依
拠
し
た
と
覚
し
き
Ｋ
Ｍ
の
記
事
〈K

M
331. D

as A
llerürken.

〉
で
は
「
ア
レ
リ
ュ
ル0

ケ

ン
」,A

llerürken

, 
と
あ
る
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
い
ず
れ
に
せ
よ ,A

lraunchen

, 

（,A
lraun

, 

＋ 

縮
小
語
尾 ,chen

, 

＝

ア
ル
ラ
ウ
ン
小
人
）
の
転
訛
と
思
わ
れ
る
。

 

団ク
ロ
ー
ス子　

K
loß.　

こ
の
場
合
、
穀
粉
（
多
分
小
麦
粉
）
だ
が
、
近
世
以
降
は
擂
り
下
ろ
し
た
じ
ゃ
が
い
も
を
も
用
い
る
こ
と
の
あ
る
、
あ
る
い
は
そ
の
双
方

を
材
料
と
す
る
団
子
状
の
食
品
。
南
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
ク
ネ
ー
デ
ルK

nödel

。
も
っ
と
も
ク
ロ
ー
ス
、
ク
ネ
ー
デ
ル
共
に
肉
団
子
を
指
す
こ

と
も
あ
る
し
、
ク
ネ
ー
デ
ル
が
そ
の
類
語
で
あ
る
ヌ
ー
ド
ル
（
麺
）
の
形
状
で
あ
る
こ
と
も
。

 

さ
あ
、
手
を
洗
っ
と
い
で　

w
asche dir einm

al die H
ände.　

女
中
は
人
形
を
見
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
手
を
触
れ
、
そ
の
た
め
魔
力
が
移
っ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
記
述
で
は
そ
の
こ
と
が
読
み
取
れ
な
い
。
Ｋ
Ｍ
で
は
明
記
し
て
あ
る
。

 

メ
ネ
ロ
ー
ケ　

M
önöloke.　

由
来
未
詳
。。
ご
高
教
を
俟
つ
。
Ｋ
Ｍ
該
当
記
事
は
〈K

M
330. M

önöloke.

〉

 

ラ
ン
ツ
ァ
ウ
伯
家　

das Geshclecht der Grafen Ranzau.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
七
四
の
終
わ
り
附
近
に
そ
の
名
が
出
る
よ
う
に
、
ラ
ン
ツ
ァ
ウRantzau

（
ラ

ン
ツ
ォ
ウRanzow

）
家
は
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
土
着
の
極
め
て
古
い
貴
族
の
家
柄
で
あ
る
。
文
献
に
初
め
て
登
場
す
る
の
は
ヨ
ー

ハ
ン
・
ラ
ン
ツ
ォ
ウ
騎
士
で
、
一
二
二
六
年
の
こ
と
。
彼
は
シ
ャ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
お
よ
び
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
ア
ー
ド
ル
フ
四
世
（
ボ
ル
ン
ヘ
ー
フ
ェ
ト

の
会
戦
の
勝
利
者
）
に
小
姓
と
し
て
仕
え
、
騎
士
に
叙
任
さ
れ
た
。
現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
最
大
の
内
陸
湖
大
プ
レ
ー
ン
湖
湖
畔

の
都
市
プ
レ
ー
ン
近
郊
の
ラ
ン
ツ
ォ
ウ
城
に
居
を
構
え
た
。

 

数レ

ッ

ヒ

ェ

ン

プ

フ

ェ

ニ

ヒ

取
り
用
の
模
造
貨
幣　

Rechenpfennig.　

カ
ー
ド
遊
び
な
ど
の
際
、
得
点
を
数
え
る
た
め
に
用
い
る
貨
幣
型
の
も
の
。
通
常
銅
や
真
鍮
で
作
り
、
そ

れ
自
体
は
無
価
値
。

 

…
…
こ
れ
ら
の
品
が
何
一
つ
無
く
な
ら
な
い
限
り
、
ご
一
族
は
い
つ
も
名
声
栄
誉
に
包
ま
れ
続
け
る
の
で
な
あ
」　......, denn solches w

ird stets in 
Ruhm

 und Ehre bleiben, so lange von diesen Stücken nichts verloren geht. 　

冒
頭
か
ら
こ
こ
ま
で
の
部
分
は
Ｄ
Ｓ
四
一
の
最
初
の
挿
話
と

内
容
的
に
か
な
り
同
じ
。
た
だ
し
、
Ｄ
Ｓ
で
は
金
塊
で
作
る
べ
き
品
を
、
奥
方
の
三
人
の
子
ど
も
─
─
二
人
の
子
息
と
一
人
の
息
女
─
─
に
そ
れ
ぞ
れ
、

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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と
解
説
し
、「
数レ

ッ

ヒ

ェ

ン

プ

フ

ェ

ニ

ヒ

取
り
用
の
模
造
貨
幣
を
五
十
枚
、
鰊
を
一
匹
、
紡
錘
を
一
つ
」fünfzig Rechenpfennige, einen H

ering und eine Spille 

と
し
て
い

る
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
依
拠
し
た
と
覚
し
き
Ｋ
Ｍ（
子
ど
も
に
つ
い
て
の
言
及
も
な
い
）の
記
述〈K

M
512. D

as Glück der Grafen Ranzau.

〉を（
脚

色
は
あ
る
が
）
ま
あ
ま
あ
踏
襲
し
て
い
る
。

 
ブ
ラ
イ
テ
ン
ベ
ル
ク
城　

Schloß Breitenberg.　

現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
シ
ュ
タ
イ
ン
ブ
ル
ク
郡
の
小
村
ブ
ラ
イ
テ
ン
ベ
ル
ク

に
あ
る
城
。
同
郡
の
最
も
重
要
な
世
俗
建
築
の
一
つ
。
こ
こ
は
十
六
─
十
七
世
紀
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
政
治
的
文
化
的
中
心
と
な
っ

た
。
一
五
二
六
年
ヨ
ー
ハ
ン
・
ラ
ン
ツ
ァ
ウ
騎
士
（
一
四
九
二
─
一
五
六
五
）
が
ブ
ラ
イ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
荘
園
を
入
手
、
こ
こ
に
堅
固
な
城
を
建
設
し
た
。

彼
は
有
能
な
軍
司
令
官
（
農
民
共
和
国
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
か
ら
そ
の
自
由
・
独
立
を
奪
っ
た
「
最
後
の
私
闘
」die Letzte Fehde

〈
一
五
五
九
〉
に
お

け
る
勝
利
者
側
の
三
人
の
軍
司
令
官
筆
頭
）
で
あ
り
、ま
た
政
治
家
と
し
て
も
活
躍
、シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
地
方
の
み
な
ら
ず
デ
ン
マ
ー

ク
王
国
に
お
い
て
も
重
き
を
な
し
た
。

 

ヨ
シ
ア
ス
・
フ
ォ
ン
・
ラ
ン
ツ
ァ
ウ　

Josias von Ranzau.　

 

ラ
ン
ツ
ァ
ウ
伯
・
ボ
ー
ト
カ
ン
プ
の
殿
ヨ
シ
ア
スJosias, Graf zu Ranzau, H

err auf 
Bothkam

p

（
一
六
〇
九
─
五
〇
）。
ブ
ラ
イ
テ
ン
ベ
ル
ク
城
を
築
い
た
ヨ
ー
ハ
ン
・
ラ
ン
ツ
ァ
ウ
騎
士
の
曾
孫
。
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
、デ
ン
マ
ー
ク
、ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
等
の
軍
人
。
一
六
三
五
年
以
降
フ
ラ
ン
ス
軍
に
勤
務
。
一
六
四
五
年
以
降
フマ

レ
シ
ャ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス

ラ
ン
ス
元
帥
。
三
十
年
戦
争
お
よ
び
同
時
代
の
イ
ス
パ
ニ
ア
・
ネ
ー
デ

ル
ラ
ン
ト
戦
争
（
い
わ
ゆ
る
「
八
十
年
戦
争
」
の
一
部
）
に
お
け
る
最
も
冒
険
好
き
な
軍
人
の
一
人
。
生
涯
で
全
身
に
六
十
箇
所
も
の
創
傷
を
負
い
、片
眼
、

片
耳
、
片
腕
、
片
脚
を
失
っ
た
。

 

護
拳　

Bügel.　

剣
の
欛
を
握
る
拳
を
斬
撃
か
ら
護
る
た
め
の
彎
曲
し
た
一
種
の
鍔
。

 

彼
は
銘
刀
を
一
振
り
鍛
え
さ
せ
、
曲
げ
た
鰊
を
そ
の
欛つ

か

に
護
拳
と
し
て
取
り
付
け
た　

Er ließ sich ein gutes Schw
ert fertigen und den H

ering 
an dessen Griff um

biegen und als Bügel anbringen. 　

 

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
依
拠
し
た
と
覚
し
き
Ｋ
Ｍ
の
記
事
〈K

M
513. Josias Ranzaus 

gefeites Schw
ert.

〉
で
は
「
鰊
を
剣
の
欛
に
作
り
変
え
た
」
と
あ
る
。

 

大
元
帥　

Generalfeldm
arschal.　

「
国
王
の
陣
営
と
軍
隊
の
大
元
帥
」m

aréchal général des cam
ps et arm

ées du roi

。
フ
ラ
ン
ス
王
国
軍
総
司

令
官
。

 

カ
ス
パ
ー
ル
・
ボ
ッ
ク
ヴ
ォ
ル
ト　

Caspar Bockw
old.　

シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
古
い
貴
族
の
一
門
ブ
ー
フ
ヴ
ァ
ル
ト

Buchw
aldt, Buchw

ald 

の
一
員
か
。
こ
の
家
系
は
ラ
ン
ツ
ァ
ウ
一
族
と
通
婚
し
て
い
る
。

 

高
齢
に
達
し
た
時　

A
ls er zu hohen Jahren kam

.　

実
際
に
は
四
十
歳
余
で
死
ん
で
い
る
。

 

ク
レ
ン
ペ
ン
沼マ

ル
シ
ュ

沢
地　

K
rem

pnerm
arsch.　

未
詳
。

 

ロ
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ　

Rothw
isch.　

未
詳
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
依
拠
し
た
と
覚
し
き
Ｋ
Ｍ
の
記
事
〈K

M
441. Schw

ertm
ann.

〉
で
は ,Rethw

isch

, 

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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で
あ
る
。
こ
れ
な
ら
現
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
シ
ュ
ト
ル
マ
ル
ン
郡
の
村
レ0

ー
ト
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ
。
起
源
は
古
く
十
一
世
紀
に
は
既
に

文
献
に
名
が
出
る
。

 
火

フ
ォ
イ
ア
ー
マ
ン

男　
Feuerm

ann.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
七
注
参
照
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
〇
三
に
も
登
場
。

 

学
校
の
先
生　

Schulm
eister.　

先
の
牧
師Pfarrer 

や
聖
物
保
管
係K

üster 

と
同
じ
く
黒
魔
術
を
心
得
て
い
る
、と
（
す
く
な
く
と
も
一
部
の
地
方
の
）

庶
民
に
は
思
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
八
九
で
は
、
聖
職
者
や
学
校
の
先
生
が
悪
魔
を
校
長
と
す
る
学
校
に
通
っ
て
黒
魔
術
を
習
う
、
と
い
う
話

が
語
ら
れ
て
い
る
。

結
び
に
一
言

　

デ
ン
マ
ー
ク
語
の
地
名
・
人
名
の
発
音
片
仮
名
表
記
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
年
来
ご
知
遇
を
辱
く
す
る
東
海
大
学
文
学
部
北
欧
学
科

福
井
信
子
教
授
に
し
ば
し
ば
お
教
え
を
乞
う
た
。
福
井
先
生
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
取
替
え
子
」
そ
の
他
伝
説
登
場
形
態
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
に
関
す
る
疑
義
は
、
福
井
先
生
の
ご
友
人
で
あ
り
、
武
蔵
大
学
で
「
北

欧
文
化
論
」
を
講
じ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
山
崎
陽
子
先
生
に
再
三
伺
い
、
お
縋
り
し
た
。
山
崎
先
生
、
衷
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
り
な
が
ら
、
い
ず
れ
の
場
合
も
文
責
は
全
て
訳
者
・
注
釈
者
鈴
木
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

な
お
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
伝
説
の
資
料
と
し
て
、
専

ら
以
下
に
挙
げ
る
先
行
文
献
に
依
拠
し
た
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
の
誤
写
、
不
完
全
な
要
約
な
ど
の
た
め
、
意
味
不
通
の
箇
所
が
生

じ
て
い
る
。
鈴
木
は
こ
の
先
行
文
献
を
参
照
し
て
で
き
る
だ
け
分
か
り
易
い
邦
訳
を
心
懸
け
た
つ
も
り
で
は
あ
る
が
、
意
に
満
た
な
い

部
分
も
あ
る
。
注
に
Ｋ
Ｍ
と
略
記
し
た
の
は
こ
の
文
献
を
指
す
。

　

Ｋ
・
ミ
ュ
レ
ン
ホ
ッ
フ
編
著
『
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
公
爵
領
、
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
公
爵
領
お
よ
び
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
公
爵
領
に
お
け

る
伝
説
、
民
話
な
ら
び
に
民
謡
』K

arl M
üllenhoff: Sagen, M

ärchen und Lieder der H
erzogtüm

er Schlesw
ig, H

olstein 

und Lauenburg. K
iel 1845.

。
カ
ー
ル
・
ミ
ュ
レ
ン
ホ
ッ
フ
は
当
時
キ
ー
ル
大
学
の
ド
イ
ツ
文
学
お
よ
び
古
文
献
学
教
授
。

）（（（（）（（（（
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